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			天才外科医が異世界で闇医者を始めました。③

			柊むぅ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章

			第一話　歌姫、再来

			第二話　古の都ミュージクル

			第三話　忍び寄る影

			第四話　２人目の歌姫と緊急処置

			第五話　治癒石の正体と気分転換

			第六話　薫の過去の夢

			第七話　ミュージクルフェスタ　１

			第八話　ミュージクルフェスタ　２

			第九話　ミュージクルフェスタ　３

			第十話　ミュージクルフェスタ　４

			第十一話　ミュージクルフェスタ　５

			第十二話　ミュージクルフェスタ　６

			第十三話　ミュージクルフェスタ　７

			番外編　アリシアの手当て練習

		

	
		
			序章

			　

			　街道の休憩地点の遥か手前にある樹に体をもたれかけながら熱い息を漏らす者がいた。

			　水晶を大事そうに抱え、色白の指先で優しく撫でる。

			『それで……面白い話というのはどんな話だ？』

			　ノイズ混じりで少し聞き取りにくいが、その者は愛おしそうに頬を吊り上げ、その声のする水晶を見つめる。

			　すると、水晶がほんのりと黒く輝く。

			「はい、不治の病を治療したという噂をグランパレスで耳にしました」

			　フードを被った者は少し浮かれたトーンで、その水晶に話しかける。

			『ほう……それは興味深いが……。嘘ではないのか？　噂の１人歩きなどいつものことだと思うが？』

			　溜め息混じりにまたかといった雰囲気を醸(かも)し出す。

			「それに関してですが……確証はまだ取れておりません。現在、その者を尾行していますが、まだ微妙なところです」

			『そうか、では引き続きその者を尾行してみろ。期待はずれなら、実験で消してもかまわん。今はあの道具の実験が最優先だからな」

			「はい、我が最愛の主様」

			　声を聞くだけで、その者は身を震わせながら喜ぶ。

			　しかし、その言葉を最後に水晶に亀裂が入って砕けてしまう。

			「あぁ……主様との会話をするためにはこれしかないのに……。残り３つ……大切に使わないと……」

			　頬を吊り上げ、自身の体を抱きしめるようにして火(ほ)照(て)った体を静める。命令を遂行する片手間でいいかと思考を走らせながら、その者は遠くで休憩する馬車に目を向けるのであった。

		

	
		
			第一話　歌姫、再来

			　

			　グランパレスを出発して３日。

			　昼下がりの街道を薫(かおる)たちは馬車に乗ってひた走る。

			　そんななか、アリシアが薫(かおる)に尋ねる。

			「そういえば、魔物はいませんね」

			「迷宮がこの辺りにはないんやろうな。迷宮から発生する奴がいることもあるって聞いたんやけど、主な街道やと、そういったのは駆除されているんやないやろか」

			「大きな街道ですから、危険のない旅ですね。安心です♪」

			　アリシアがフラグ紛いなことを言っていると、前から何やら大声で走ってくる者がいる。

			「――けてぇ！　――助けてくださぁ～い!!」

			　その者は息をきらせて、ふらふらとこちらへとやってくる。

			「アリシアがフラグ立てるから……」

			「えええええ!?　私、何もしていません！　冤(えん)罪(ざい)です！　冤(えん)罪(ざい)ですよ、カオル様！」

			　薫(かおる)は、アリシアをからかいながら、こちらへ向かってくる者を観察する。

			　黒髪をポニーテールにした女性。衣服は動きやすい黒のショートパンツに、Ｔシャツの上に軽装備の胸当てを付け、腰に短剣を差している。額に汗を掻き、涙目であった。

			「あれは……あんときの女か？」

			「え？　カオル様、お知り合いですか？」

			「ああ、服装は違うけど、多分同一人物やと思うわ。名前は確か……シャーリーやった気がするんやけど……」

			　確信をまだ持てないまま馬車を走らせ、女性の下まで行く。女性も薫(かおる)の顔を見るや、大きな声を上げる。

			「あっ!?　飴玉の人！」

			「どんな覚え方をしとんねん……。まぁええわ、どないしたんや？」

			　ぱくぱくと口を開きながら、薫(かおる)からの質問にシャーリーは答える。

			「そ、それが……魔物に馬車を襲われて……」

			「ほう、魔物が出たんか？」

			「まさか、襲われるとは思わなかったので……ぐすん。安物の馬車だけど高かったのに……。壊されていたら、これからどうしたらいいのか……」

			　肩をがっくりと落とすシャーリー。痛い出費なのがよくわかる。

			　知らない仲ではないので、薫(かおる)はシャーリーを自身の馬車に乗せて、魔物の下へと向かうことにした。駆除できるのならした方がいいだろう。アリシアに確認しようとしたが、ちょっとご機嫌斜めなのか、頬を膨らませていた。なぜそうしているのかすぐにわかったが、勘違いをしているのが容(よう)易(い)に想像できたので一旦保留にした。

			　馬車内に入ったシャーリーは、簡単に自己紹介する。

			「えっと、こちらのお嬢さんとは初めてでしたね。私はシャーリーっていうの」

			「は、初めまして……アリシアです」

			　ぺこりとアリシアも挨拶をする。

			「それじゃあ、馬車まで一気に行くで。あ、そうそう、俺はカオルや。よろしゅうな」

			　薫(かおる)も簡単に挨拶をすますと、馬車を走らせた。

			　シャーリーは、荷台で自身の馬車が壊れてないよう祈る。

			　アリシアが「あとで、説明を要求します！」と言い出したので、薫(かおる)は「了解」と返した。

			　少し走らせると、シャーリーが襲われた場所に着いた。そこには二足歩行の獣が２匹とゲル状のスライムが１匹いた。馬車は横転していて、積み荷が道に散乱している。

			「コ、コボルトでしょうか？」

			　アリシアは首をこくりと傾げながら薫(かおる)に問う。荷物の食料をむしゃむしゃと食べてご満悦な様子だ。スライムも体内に物を取り込んでいる。上から落ちてきた小さな板がスライムに直撃するが、ぽよんと弾んで何事もなかったかのように食事を続ける。

			「ちょっと倒してくるから、２人はここで待っとってくれ」

			「わかりました」

			「はい……」

			　薫(かおる)はアリシアに馬車の手綱を渡すと、イルガからもらったグローブを手にはめて飛び降りた。

			　薫(かおる)の気配に気がついたのか、１匹のコボルトが薫(かおる)の方を見る。口元には、先ほど食べた物がべったりとついている。だらりとヨダレを垂らしながら薫(かおる)に襲いかかってきた。

			「ぎゃうぅぅ!!」

			　薫(かおる)はゆっくりと体に魔力を纏(まと)わせる。体の表面が金色に輝き、白衣がはためく。

			　そんな光景をアリシアは、ごくりと息を呑みながら見つめる。シャーリーも同じだ。

			　コボルトは大ぶりで薫(かおる)に殴りかかるが、薫(かおる)はそれをいなしコボルトの顔面を拳で捉える。ゴキッと鈍い音とともに、コボルトは３回転半して頭から地面に突き刺さった。ピクピクと痙(けい)攣(れん)し、起き上がることはない。

			　その光景にアリシアは、「カオル様、凄いです！」と拍(はく)手(しゆ)喝(かつ)采(さい)。シャーリーは目を点にして、治療師の戦い方ではないと思いながら薫(かおる)を見つめる。

			「ちょっと威力が弱かったな……。もう少しだけ魔力を増やしてもええか」

			　薫(かおる)はそうつぶやきながら、もう１匹のコボルトに対して軽く威圧を放つ。それに当てられたコボルトは、薫(かおる)に襲い掛かってくる。

			　１匹目と同じように躱(かわ)してから、薫(かおる)はボディブローを打ち込む。

			　コボルトはくの字になり、その場で崩れ落ちると、光の粒子へと変換された。

			「このくらいの強化か……。さて、あと１匹……」

			　薫(かおる)はスライムを見る。黄色の液体ゲルだ。体の中に赤い球体が漂っている。

			　コボルトと同じように、威圧でこちらを向かせるが、なかなかに動きが遅い。うねうねと波打ちながら、ナメクジのように地面を這う。

			「遅いなぁ……こっちから手を出すか」

			　薫(かおる)は体に魔力を纏(まと)わせたままスライムに近づき、拳を叩き込んだ。

			　しかし、薫(かおる)の拳は勢いを殺され、ずるずるとスライムの内部に吸い込まれた。

			「はぁ!?　ちょっ！　なんやこれ！」

			　自身の予想と違う結果に焦る薫(かおる)。

			　アリシアも拳があたった瞬間、爆散するスライムを予想していたのだが、そうならなかったことにきょとんとしていた。

			「あ、あれ？」

			　マヌケな顔で薫(かおる)の背中を見つめるアリシアだったが、後ろからシャーリーが慌てたように声を上げる。

			「な、何やっているんですか！　早く手を抜いてください。と、溶けちゃいますよ！」

			　シャーリーの言葉に、薫(かおる)はギョッとした表情へと変わる。

			　ジクジクと皮膚に痛みが生じる。まるで、ハイターなどが皮膚についたような痛みだ。

			「なっ、くっそ！　なんやこれ強酸か！」

			　グローブは溶けることはなかったが、白衣の方はどんどん溶けていく。魔力強化を纏(まと)っている皮膚にも若(じやつ)干(かん)だが焼ける痛みが走る。

			　スライムから腕を抜こうにも、絡みつくように押さえられ、抜くことができない。

			「カ、カオル様！」

			　アリシアは悲鳴じみた声で呼ぶが、余裕のない薫(かおる)に返せる言葉はなかった。

			　なかなか抜け出せない薫(かおる)はイラついてくる。吸い込まれた拳の先に赤い球体がふよふよと漂うのが見える。

			　多分、それがこのスライムの核なのではないかと思い、魔力強化した手で掴みとり、力任せに握りつぶす。力を込めた瞬間、ミシッと亀裂が入り、パリンと音を立てて粉々になった。すると、潰されたスライムはゲル状に保っていられなくなったのか、どろりと液状になるやいなや、光の粒子に変換された。

			「あ、危なかったわ……。てか、ヤバイなこれ」

			　薫(かおる)は溶けた白衣の部分を見る。すると、皮膚が真っ赤になり焼けただれていた。

			　アリシアが薫(かおる)に駆け寄る。そして、薫(かおる)の腕を見ると顔を歪めた。

			　今にも泣き出しそうなアリシアを見て、薫(かおる)は即座に中級の回復魔法を執行する。

			「中級回復魔法――『重軽傷回復(ミドル・キユアル)』」

			　すると、綺麗サッパリ元通りの皮膚に戻った。

			「いけると思ったんやけど、これはやばいな……。ゲル状の魔物は俺にとって天敵か……」

			　戦い方を工夫しなくてはならないと考えながら、薫(かおる)は拳を閉じたり開いたりして違和感がないかを確かめる。

			「いやいやいや、普通はスライムとかって魔法攻撃で倒すんですよ！　なに物理攻撃で倒してるんですか！　めちゃくちゃですよ！」

			　薫(かおる)は苦笑いを浮かべる。

			　アリシアは、薫(かおる)の腕をペタペタと触って大丈夫かどうかを確認している。それも念入りにである。

			　指摘すると真っ赤になりそうなので、そのまま放置する。しかし、シャーリーに突っ込まれ、アリシアはわたわたと薫(かおる)から離れてしまった。

			「それにしても凄い……。中級回復魔法で、あの皮膚を完治させるなんて……」

			　シャーリーは小さな声で唸る。薫(かおる)の回復魔法に脱帽というように何度も頷く。

			「カオル様、私も回復魔法を覚えたいです！」

			　落ち着いたのか、アリシアは薫(かおる)の下へと戻ってくると、胸の前で握りこぶしを作り懇願する。

			　薫(かおる)は溶かされた白衣をアイテムボックスに入れて、新しい白衣を羽織りながら口を開いた。

			「そうやな。まずは回復魔法の習得方法から調べないとアカンなぁ」

			　薫(かおる)は、アリシアに『解(かい)析(せき)』を掛ける。

			　

			・名前：アリシア・ヘルゲン

			・種族：人間族

			・職業：冒険者〈Ｅランク〉

			・ＬＶ：２

			・ＨＰ：25／25

			・ＭＰ：50／50

			・魔法：なし

			・固有スキル：記憶の図書館(メモリアル・ライブラリ)

			　

			　薫(かおる)はアリシアのステータスを眺めながら、典型的な魔法職のステータスだなと分析する。魔力が高く、体力が少ない。

			　ただ、どのようにすれば回復魔法を習得できるのかを薫(かおる)は知らない。グランパレスにいるときに、リースに聞けばよかったとほんの少し後悔する。

			　まぁ、アリシアを連れていくことを考えていなかったのだから仕方ないか、と自己完結させる。シャーリーが知っているか聞いてみようと、薫(かおる)は口を開いた。

			「なぁ、シャーリー、回復魔法ってどうやって習得するんや？」

			「え？　なんで知らないんですか？」

			「いや、いろいろとすっ飛ばして俺は回復魔法覚えたから、一般的な方法を知らへんねん」

			　疑いの目を向けられた薫(かおる)は、イルガたちのときと同じ感覚になる。知らないものは知らないので、聞いた方が早い。

			　アリシアも回復魔法の習得方法を知らないので、こくりと首を傾げてシャーリーの言葉を待つ。

			　シャーリーは、なんでそんな基本的なことを知らないのかと、大きな溜め息を吐きながらも教えてくれた。

			　治療師ギルドで手に入る治癒結晶という魔石が必要だということ。それを使って、幼少期から訓練をすることで治療師の能力が目覚める。デメリットもあるらしいが、シャーリーはそこまで詳しくは知らないらしい。

			「では、治療師ギルドに行って治癒結晶を手に入れたらいいのですね！」

			　やる気満々のアリシアに、薫(かおる)は申し訳なさそうな顔を浮かべた。

			　治療師ギルドと関わることはできないからだ。治療師ギルドは、エクリクスの傘下に入っているため、薫(かおる)自身の情報が漏れるのはよろしくない。

			　アリシアもそれがわかったのか、ちょっとしょんぼりした表情になる。それに、治癒結晶を得るには高額な金額を請求されるという。薫(かおる)の所持金で足りないほどであるなら、どこかで治療してお金を稼がなければならない。

			「まぁ、そこら辺はなんとかしてみるか……。約束やしな」

			　シャーリーは、なんとなく薫(かおる)たちが訳ありなのがわかったのか、深く突っ込んだりはしなかった。

			　気を取り直して、シャーリーは自身の馬車へと向かう。横転してしまっているが、壊れた箇所などはあまりないようだ。馬は襲われた拍子に、スライムの強酸で繋がれていた縄が溶けて難を逃れていた。遠くの林からこちらをのぞいているのが見える。

			「ああ、よかったよぉ～。馬も馬車も何とか無事みたい」

			「よかったな」

			「はい！　カオルさん、ありがとうございます」

			　シャーリーはぺこりと頭を下げて薫(かおる)に礼を言う。

			　薫(かおる)は、倒れた馬車を魔力強化で元に戻してから、馬を繋げようとした。だが、横転によって馬を繋ぐ部分が根本から折れていたため修理が必要だった。

			「どうしよう……このままじゃ間に合わないかも……」

			「なんかあるんか？」

			「えっと、古(いにしえ)の都ミュージクルで音楽の祭り、ミュージクルフェスタがあるの。凄く有名で……それに出るために向かっていたの……。このままじゃ間に合わないよぉ。せめて、次の街で修理ができればいいんだけど……」

			　シャーリーは涙目で俯(うつむ)いてしまった。

			　そんな彼女をアリシアは心配そうに見つめたあと、薫(かおる)に目線を向ける。困っているので助けてあげませんか？　と訴えているようだった。どうせ行く方向は同じなのだから、連れていくことも問題はない。

			　アリシアの意図がわかった薫(かおる)は、シャーリーに提案する。

			「行く方向が同じやから次の街まで一緒に行くか？」

			「え？　いいんですか!?」

			「はい、困っているときはお互い様です」

			　シャーリーは、涙目のままアリシアの手を持ち、ぶんぶん上下に振る。

			　アリシアは苦笑いになりながら、喜んでもらえてよかったと思う。

			　シャーリーの馬車を自身の馬車の後ろにつける。縄で外れないようにしっかりと結んでから、２頭で馬車を引っ張るようにした。

			「現在地はここらへんか……。もう３つほど休憩地点を経由したら次の街やな。時間にして４時間ってところか」

			　薫(かおる)が地図の街道沿いにある休憩地点のマークを確認しながら、２人に伝える。

			　薫(かおる)は御者台に乗り込んだ。アリシアは薫(かおる)の横に乗って、シャーリーは馬車内だ。

			「じゃあ、出発するか」

			「「お～！」」

			　３人を乗せた馬車は、そのまま街道を走り始めた。

			　

			　走りだして少し時間が経ち、アリシアはふと疑問に思っていたことを口にした。

			「ところで、カオル様。あのシャーリーさんとはどういった関係なのですか？」

			　聞こう聞こうと思っていたが、今の今まで聞きそびれていた。

			　薫(かおる)は頬を掻きながらアリシアに説明する。

			　アリシアが部屋にこもっていたときに、気分転換で行ったバーで出会ったと。

			　それを聞いたアリシアは、ちょっとバツの悪そうな表情になる。薫(かおる)に会いたくても会えなかったあの期間だと言われて、申し訳ない気持ちになったのだ。

			　だが、シャーリーの歌のおかげで元気が出たと聞いて、アリシアも聞きたいと思ってしまう。

			　薫(かおる)が絶賛するのだから、凄いのだろう。

			　荷台をチラリと見るアリシアと目が合ったシャーリーは、苦笑いを浮かべた。

			「えっと、シャーリーさん、歌を聞かせてもらえないでしょうか？」

			「うん、いいよ。馬車に乗せてもらっている立場だしね♪」

			　シャーリーは快く返事をした。アリシアはワクワクといった感じで、パチパチと拍手をする。

			　薫(かおる)もまたシャーリーの歌を聞けると思い、耳を傾ける。

			　シャーリーは何度か発声練習をしてから、すぅっと大きく息を吸った。そして、歌い始めた瞬間、辺りに一気に拡散されるように歌声が響いた。それは温かく、２人の心は安心感で満たされた。

			　アリシアは目を瞑(つぶ)ったまま、歌声に聞き入っていた。柔らかいその歌声をいつまでも聞きたくなってしまう。

			　アカペラでこれだ。伴奏があれば、どれほど凄いものになるのだろうかと薫(かおる)は思ってしまう。

			　聞き入っていると、あっという間に終わってしまった。

			　アリシアは、ぽけぇ～っとした寝ぼけ眼になり、薫(かおる)の肩により掛かっていた。

			「えへへ、こんな感じです。どうでしたか？」

			「はっ！　す、凄いです！　もの凄く気持ちが安らぐ、そんな歌声でした！」

			「よかったぁ～。でも、ちゃんと練習してないから、本調子ではないんだよぉ」

			　まだ上があるのかとアリシアは驚きを隠せず目を見開いた。

			「よかったな。ファンが２人に増えたで」

			「あら、カオルさんも私のファンなんですか？」

			「あのバーで、初めて聞いたときからな。今までで１番だと思ったわぁ」

			「言いすぎですよぉ！　私よりも上手い人なんて、いっぱいいるんですから……。だから、まだまだ練習しないといけないんです！」

			　まだ修業が足りないと力説する姿は、まさに音楽バカと言えるレベルなのである。薫(かおる)も人のことは言えないので、敢えて何も言わないでおいた。

			「そうだ！　カオルさん、飴玉ってまだありますか？　魔法の飴玉！　手品で出したやつです」

			「……いや、あげへんよ。それに頼り切ろうと思っとりそうやからな」

			「な、なんでですか!?　あの飴食べたら、練習後に残る喉のイガイガが取れるんですよ！　あれは私にとって、魔法の飴玉なんです！　もう１、２個ほどわけてくれませんか？」

			　後ろから薫(かおる)の肩を掴んでゆらゆらと揺らす。

			「アレは一時的なものや。あんまりアレに頼るのはよろしくない。声帯を傷めたら、せっかくのええ声が出せなくなることもあるんやからな」

			「うぅ……。む、無理なんてしてないですしぃ～」

			「嘘はようないなぁ。ほんの少しでも喉に違和感があると、不安な顔するくらいや」

			「ど、どうしてそれを知っているんですか!?　１度しか会っていませんよね？」

			　シャーリーは図星を突かれて驚く。

			「カオル様、シャーリーさんは病気なのですか？」

			「いや、今のところは炎症を起こしてるくらいなんやけどな……。このまま、今まで通りに練習しとったら、いつか喉の病気にはなるやろうな」

			「!?」

			　病気と聞いた瞬間、シャーリーの顔色が悪くなる。

			「えっと、その病気って……どんな病気なの？」

			　シャーリーは、恐る恐る薫(かおる)に尋ねた。

			「そうやなぁ……種類もあるんやけどシャーリーの喉の炎症から考えて、声帯ポリープあたりが発症しそうやと思っとる」

			「せいたいぽりーぷ？」

			　シャーリーは、まったくわからないといった表情で薫(かおる)に説明を求める。

			　アリシアもまた薫(かおる)の知識を聞きたいと薫(かおる)を見上げる。

			　薫(かおる)は頭を掻き、わかりやすいように噛み砕いて教える。

			　声帯ポリープは、喉(こう)頭(とう)にある声帯と呼ばれる器官の粘膜が拡張または突出したものをいう。基本的には、高齢者の女性にできやすいとされるが、歌手や声優といった声を仕事にする人もこの病気に罹(かか)りやすい。声帯は、器官を振動させて声を出している。声帯に激しい刺激を与えることや炎症によって出血が起こってしまうことがあるのだが、血管が破れて血腫ができることを声帯ポリープという。

			　声帯治療は、声を出さないようにして安静にするのが通例だ。それ以外は、手術によって声帯ポリープを切除する方法もあるが、声の質や音域が変わってしまう。そのため、声優や歌手などの声を仕事にしている人は、無理のない声質を探していかなければならない。

			　それができない場合は、仕事ができないことになる。

			　一概に手術をするとは言えない。声を仕事にしている人の場合は特にだ。完全に元の声には戻ることがないからだ。

			　あとは、声帯ポリープが悪性か良性かもある。悪性の場合は、癌(がん)だ。転移の可能性がある場合は声帯ごと切除しなければならない。

			　そうなったら、声を失う。これは最悪の場合である。

			　シャーリーは青い顔をして何度も頷いていた。だが、なかなか納得はできないことでもある。

			　目標がある人間は、無理をしてでもやってしまうことだってある。この世界の人はどうかわからないが、元の世界でも何人も見てきた。無理をしなければ、治ったかもしれない人だっているのだ。ただ、治療で声を出せないというのは、かなりのストレスになるようだ。

			　治さなければいけないと思う反面、どんどん精神的に追いつめられていく人だっている。

			　シャーリーが無理をする人間でないことを願うしかない。発症してしまっては取り返しがつかないからだ。

			「ええか？　ちゃんと無理のない練習を心がけることや。治す方法も限られとるんやからな」

			「は、はい……」

			　シャーリーは渋々だが、薫(かおる)の注意を聞いた。

			「あの……カオル様、治せないというわけではないのですよね？」

			「ああ、さっきも言った通り、治せなくはないけどリスクがでかいってことや。代償は声やからな。歌を仕事にしているシャーリーにとっては、生きがいを失うってことになる」

			「でも、カオル様なら……」

			「アリシア、最高の治療をしてもどうしようもないことはあるんや。医学は万能ではない。これは覚えとって欲しい」

			　薫(かおる)の真剣な言葉に、アリシアはこくんと頷く。何でも治せるお手軽魔法があるのなら、それを使えばいいが、そんなものはない。失ってしまうと、治らないものの方が多いのだ。

			「あはは、カオルさんって凄いんですね。私、１度喉の調子が悪くて治療師の人に相談したんだけど、冬吸風邪や迷宮熱の残りとか言われたんですよぉ～。関係ないと思うんですけどね」

			「まぁ、冬吸風邪とかで、喉が炎症を起こしたときにもそういった症状は起こるから、一概に違うとは言えないんやで」

			「え!?　そうなの？」

			　ちょっと意外と目を丸くするシャーリー。冬吸風邪というのは、この世界でのインフルエンザだ。リースからもらった病気の本に、インフルエンザと類似する病気があった。冬に呼吸をすると、咳が出るのが病名の由来だとか。対策はなされていないようなので、難病に属してあった。

			　年間の致死率は、４割を軽く超える。今年の冬は、この病気の患者を膨(ぼう)大(だい)に治療するのだろうなと薫(かおる)は苦笑いになる。

			「まぁ、適当に言っているところもあるかも知れへんけど、間違いとは言い切れん。見てもらった治療師と俺が直接話したわけやないから、正解とも言えへんけどな」

			「はぁ……もうちょっと練習方法を変えないといけないのか……。どうしよう……ああ、飴玉が欲しい……」

			　シャーリーは、馬車の中でうんうん唸りながら転げ始めた。いろんなことと葛(かつ)藤(とう)しているのだろう。

			「カオル様……凄く面白い行動をしていますよ！」

			　アリシアは小声で薫(かおる)に耳打ちするが、薫(かおる)からしたらアリシアも似たような行動をよくしている。

			　ただ、それを言ったらしょんぼりしてしまいそうなので、笑顔だけを向けた。

			　藪を突くと何が出てくるかわからない。触らぬ神に祟りなしとも言うが……。

			　薫(かおる)は笑顔を崩さずに、次の街を目指すのであった。

			　

			　夕焼けで辺りがオレンジ色に彩るころに次の街に着いた。

			　小さな街で、名前はヨルドというらしい。

			　道幅は広いが、ちゃんと整備されていないためガタガタと揺れる。街には冒険者などが少ない。農村なのだろうか、作業着を着た者の方が多い。家も１軒１軒がかなり広い。

			　薫(かおる)は辺りを観察しながら馬車を走らせる。少しすると、大きめの宿屋を発見した。

			「今日はここが宿泊場所やな。見た感じ１軒しかないみたいやし」

			「大きいですね、カオル様」

			　アリシアはワクワクした表情で、心が躍っていた。

			「宿屋とかは初めてやないやろ？」

			「初めてではないですが、以前はほとんど見て回ることなどできなかったので」

			　薫(かおる)は、アリシアの言葉に納得する。病気で宿屋に着いてもベッドで寝たきりとなっていたのだろう。馬車に乗っていたときもそうだが、辺りをキョロキョロと見回してぽけぇーっと口を開いて興味深そうに見ていたのを思い出す。

			　初めての体験に、何でも楽しいのだろう。

			　薫(かおる)も異世界での旅だし、馬での移動はちょっと心が躍る状況でもある。元の世界でもできなくはないが、かなり目立ってしまう。それに、馬を飼うとなるとそれなりに場所と金もかかってしまうからだ。

			「よし、そしたら馬車を直せる場所を探すか」

			「よろしくお願いします！」

			　それから少し馬車を走らせてみたものの、それらしきお店が見当たらない。

			「ないな……」

			「ないですね……」

			「カオル様、ここは聞いた方が早いのではないですか？」

			「そうやな、暗くなる前に聞いてみるか」

			　薫(かおる)は道行く農作業着を着た30代くらいの女性に話しかける。

			「すまんけど、馬車を直すところってこの辺りにあるやろうか？」

			「ああ、あるにはあるけど……今はできないかもしれないよ」

			「なんかあったんか？」

			「材木が不足している状況なのよ」

			「そういうことか……普通のそこら辺の木じゃアカンのか？」

			　だが、それでは駄目らしい。耐久力が足りないそうだ。

			「直すなら、次のミュージクルでの方がいいよ。今材木を頼んでいるところがそこだからね」

			　シャーリーは、その話を聞いてガックリと肩を落とす。

			　そして、両眉尻を下げながら薫(かおる)とアリシアの方をチラリと見る。ミュージクルまでお願いできませんか？　と言っているのだろう。

			　ここまで来たのだから、もう連れて行くしかないだろうと２人は了承した。

			　安(あん)堵(ど)の表情を浮かべるシャーリー。

			「お金はお支払いしますのでよろしくお願いします！」

			「まぁ、そこまでせんでもええよ。着くまでに歌を聞かせてもらえるだけでな」

			「はい、また歌が聞きたいです」

			「えへへ、なんか照れますねぇ。報酬が歌なんて……」

			　シャーリーは、薫(かおる)たちの言葉に頬を掻きながらも笑みが溢れる。

			「さて、それじゃあ、宿屋に行くか」

			　薫(かおる)たちは道を引き返して宿屋へと向かった。

			　馬車を宿屋の裏の駐車スペースに停めて、馬は馬小屋へと預けた。

			　宿屋へと入ると、ラウンジがあって受付には強面の男性がいた。

			「一泊したいんやけど」

			「おう、部屋はどうする？　１部屋か？」

			　受付の男の言葉に、薫(かおる)は後ろにいる２人を見る。

			　アリシアは頬をポッと染めながらそわそわしている。

			「私は別でいいですから、２部屋ですかね？」

			「そうやな、すまんけど２部屋で。１人部屋と２人部屋でお願いするわ」

			「じゃあ、この契約書に名前と魔印をくれ」

			　受付の男は、２枚の契約書を取り出す。何やら魔力を帯びた紙のようだ。シャーリーは手慣れたように名前を書いてから、横に置いてあるちょっと大きめな印鑑を手に持ち、魔力を注ぎながら契約書に印を押す。

			　すると、白色の光が契約書に纏(まと)わりつく。

			「契約はできたな。ん？　兄ちゃんなにしてるんだ？」

			「いや、こういうのするの初めてやからちょっと見とっただけや」

			「なんだ、初めてなのか？　今まで仲間がやってたの見たことないのか？」

			「ああ、そんな感じや。他人任せにしとったわ」

			　薫(かおる)は適当に受付の男の話に合わせる。

			　すると、受付の男が契約書について教えてくれた。

			　簡単に言うと、宿泊費の踏み倒しや、部屋の家具を壊したときに弁償してもらうなどの犯罪防止のための契約となる。

			　そのための本人確認を名前と魔印で行っている。魔印は、本人の魔力を形にするものだから同一のものは存在しないのだ。

			　契約を破ると罪を犯したことが一目でわかる呪印が発動する。それは、顔にまで浮かび上がってバッドステータスがかかる。

			　そうなれば、捕まるのは時間の問題だという。

			「なるほどな……」

			　薫(かおる)は頷いて契約書にサインをしてから、ほんの少し魔力を流して印を押す。すると、シャーリーと同じように白い光が契約書に纏(まと)わりついた。

			「よし、契約は終了だ。部屋は２階の奥の部屋２つだ。飯は１階奥に食堂があるからそこで食べるといい」

			　受付の男はニカッと笑い、部屋の鍵を渡してくれた。

			　薫(かおる)たちはそのまま２階へと向かって自分たちの部屋へと入った。

			　部屋にはベッドが２つと必要最低限のテーブルや椅子にトイレとシャワーがついている。

			「ベッドが……硬いです！」

			　アリシアはベッドを手でグイグイ押しながら薫(かおる)に話しかける。まるで死活問題だと言わんばかりに。

			「まぁ、安かったからそんなもんやろ。寝床があるだけましやな」

			「これは、ピンクラビィちゃん人形の出番ですね！　下に敷いてふかふかにしないといけません……」

			　アリシアはそんなことを言いながら、アイテムボックスからちょっと大きいピンクラビィ人形を取り出した。アリシアの部屋にあったものだろう。薫(かおる)はこれに見覚えがあった。

			　まんまるなディテールで、ピンク色のクッション。

			　アリシアは、そのピンクラビィ人形のお腹の部分にあるボタンを外してから、くるくると広げていく。すると、敷布団のようになった。

			「えへへ、ふっかふかです」

			「なるほど……これはふかふかやな」

			　薫(かおる)も少し気になって、アリシアが敷いた折りたたみ式ピンクラビィ敷布団に手を這わせる。

			　触り心地はふかふかで、押さえると沈み込む。

			「えへへ、ずっとぬいぐるみとして置いてたのですが、やっと本来の使い方ができました」

			「こういった用途で使うものやったんやな……。ただのぬいぐるみかと思っとったわ」

			「はい、他にもいろいろなものがあるんですよ。人を幸せにするんです♪」

			　誇らしげにアリシアは語る。ピンクラビィマスターなのではないかと薫(かおる)は思ってしまう。

			　そんなバカなことを考えていたら、ドアをノックする音が聞こえた。

			「カオルさん、アリシアさん、ご飯に行きませんかぁ？」

			　薫(かおる)たちもお腹が空いていたので、シャーリーと一緒に１階の食堂へと向かう。食堂に着いた薫(かおる)たちは、空いている席に座った。

			「どれにしますか？　結構な量みたいなので、わけませんか？」

			「そうやな」

			　周りの客に出されたものを見ながら薫(かおる)は返事をする。

			　シャーリーは、メニューと葛(かつ)藤(とう)するかのように見つめていた。薫(かおる)もメニューを見るが、そこまで珍しい料理はなさそうだったので、アリシアに好きなものを選ばせることにした。

			「え、えっと……では、このコロコロドリの肉団子とポテポのポタージュで」

			「それじゃあ、もう一品野菜を入れとこうか。バランスよくとらんとな」

			「はい」

			「じゃあ、私は海鮮焼き麺でいきましょう」

			　シャーリーはぺろりと舌を出して、待ち遠しいといわんばかりの表情になる。

			　薫(かおる)たちは、店員を呼んで注文した。出来上がるまでに少し時間がかかるらしいので、薫(かおる)はミュージクルフェスタのことをシャーリーに聞いた。

			「なぁ、シャーリー、ミュージクルフェスタってどんなんなんや？」

			「ふぇ!?　し、知らないんですか！」

			「いや、知らんわ」

			「私も知りません！」

			　薫(かおる)とアリシアは、２人してそんなイベントがあるなんて初耳だと胸を張る。アリシアも今まで外に出たのは、エクリクスへ行ったときだけなので、仕方がない。

			「なんで知らないんですかぁ～！　もの凄く有名なんですからね！　馬車でも話題に出たのになんでそのときに聞いてくれなかったんですかぁ～」

			「いや、歌の方に興味がいったんやから仕方ないやん」

			「仕方ないですよ～」

			　シャーリーは、どれだけ凄い伝統的な祭りであるのかを、クドクドと説明し始めた。

			　ミュージクルフェスタは、ミュージクルで年に１回催される、大陸で最も歌や演奏の上手い者を決める大会だ。各部門で優勝すると、栄誉ある称号が与えられ、この大陸全土に永久に名が刻まれる。そして、どこへ行っても高待遇を受けられるそうだ。

			　だが、ここ数年は、レイディルリークスの戦争によって開催はされていなかったのだ。

			「本当に凄いお祭りなんですから、ちゃんと覚えておいてくださいね！　まったくもう」

			　腰に手を当て、ぷりぷりと怒るシャーリーに、薫(かおる)とアリシアはなにか似た者同士といった言葉が頭に浮かんでしまう。いや、類は友を呼ぶが正しいのかもしれない。

			　薫(かおる)とアリシアは、互いに顔を見合わせて苦笑いをしてしまっていた。○○バカということにだ。

			　その後は、ご飯を心置きなく食べてからゆっくりとラックスティーを飲んでいる。

			　薫(かおる)とアリシアの関係を聞かれたため、薫(かおる)が嫁と答えたらシャーリーが目を丸くした。そして、アリシアと薫(かおる)を交互に見て、にへらぁ～と笑った。その表情に、薫(かおる)が軽くチョップを落としてしまったのはいうまでもない。

			　カリンのノリを彷彿とさせる行動だったからだ。

			　アリシアはアリシアで、薫(かおる)の嫁発言に口に含んでいたポテポのポタージュが気管支に入ったのか、ケホケホと咳き込んでしまい、顔を真っ赤にさせてしまった。

			　アリシアにも慣れて欲しいものだと薫(かおる)は思うが、なかなか慣れないようだ。

			　アリシアは俯(うつむ)きながら、「絶対に言えないです。勝手に婚姻受理したことなんて……」と小さく口にしていたが、薫(かおる)の耳には届かなかった。

			　頭を抱えながら悶え苦しむアリシアを、薫(かおる)は生暖かい目で見つめるのであった。

		

	
		
			第二話　古の都ミュージクル

			　

			　まだ日も出ていない早朝。

			　薫(かおる)は目を覚まして上半身を起こした。

			「あぁ～、よう寝たわ」

			　大きく伸びをしてからアリシアのベッドを見る。

			　アリシアはピンクの塊(かたまり)と化していた。敷布団のみならず、ブランケットもピンクラビィ仕様だ。触り心地もよく、夏の暑さでも快適に過ごせるように工夫されているようだった。

			　アリシアの胸部は規則正しく上下している。ぐっすり眠っているようだ。

			「問題なさそうやな。さて、少し運動でもしてくるかな」

			　薫(かおる)はそうつぶやきながら、部屋を出る。

			　１階に移動すると、強面の受付の男が紙とにらめっこしながら溜め息を吐いていた。

			「どないしたんや？　朝っぱらから溜め息なんて吐いて」

			「おう、兄ちゃんか……。いやなに……ミュージクルフェスタが近いんだがなぁ。それに合わせて休みをとろうとしてたんだが、急遽予約が入っちまったんだよ……」

			「なんや、行きたかったんか？」

			「当たり前だろうが！　年に１回しかないんだぞ？　それも、久しぶりの開催なんだ。行きたいに決まってるだろ」

			　かなり熱弁する受付の男。失礼な話だが、音楽に興味があるようには見えない。しかし、涙を流すほどなのだから、相当好きなのだろうとは思う。

			「そうかぁ、残念やったな」

			「なんとも軽い返しだな……」

			「いや、休みとれへんのやったら仕方ないやん」

			「ああ、久々の開催なのに、くっそぉ～!!」

			　受付の男は、カウンターをドンッと叩きながら悔しがる。薫(かおる)は、来年はちゃんと予定を組んでおけばと言うが、来年開催されるかわからないと返ってきた。今の情勢では、何が起こるかわからないため、開催の２ヶ月前に決まるらしい。

			　大陸全土にその情報が知れ渡り、実力者もそれを目安に動き出すのだとか。

			「兄ちゃんは行かねぇのか？」

			「いや、行くで？　知り合いが出るみたいやからな」

			「羨ましすぎるなぁ……こんちくしょう！　今回はヴィヴィアン様が出るかもしれないと噂がたっているってのによぉ」

			　よっぽど好きな歌手が出るのだろう。薫(かおる)は受付の男の肩を叩いて「どんまい」と言ってから宿屋をあとにした。かなり恨めしそうな目で見られたが気にしないでおこう。

			　外に出て、薫(かおる)は日課であるランニングを開始する。魔力強化の練習も兼ねて、魔力をうっすらと纏(まと)わせながら、農道を走っていく。

			　20分くらい行くと、小さな泉を発見した。そして、その近くから歌声が聞こえてきた。

			　一瞬、シャーリーが練習をしているのかと思ったが、似ているものの少し違う。

			　朝もやで幻想的に見える泉に目線を向けると、そこには淡い紫色の髪の毛の女性がいた。歌に合わせて青色のホタルのような光がゆらゆらと、その女性の周りで踊っている。
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			　薫(かおる)はゆっくりと走る速度を落としながら、その歌に耳を傾ける。聞いていると、心に活力が湧いてくる感じがする。

			　邪魔してはいけないかなと思い、薫(かおる)はそのままランニングを続けた。

			　泉の周りに、数人の気配も感じた。多分、護衛と見て間違いはないだろう。こちらに威嚇のようなものを飛ばして、これ以上近づいてくるなと言っているようだった。トラブルに巻き込まれるのはゴメンだとばかりに、薫(かおる)は少し速度を上げて街に戻った。

			　街へ戻ると、宿屋の裏手に人だかりができていた。そして、聞き覚えのある歌声が耳に届いた。

			　薫(かおる)が宿屋の裏手に回ると、そこには歌の練習をしているシャーリーがいた。住民がその歌声に聞き入っている。

			　歌が終わると、街の住民が歓声を上げる。

			「凄いな、嬢ちゃん！　こんなに綺麗な歌声は初めて聞いたよ」

			「ほんとねぇ。今年のミュージクルフェスタに出るんだろ？　応援するよぉ」

			「疲れた心が癒やされたわい。爺の心まで癒すお嬢ちゃんは歌姫様かもしれないのう」

			「私もあんなふうに歌えたらミュージクルフェスタに参加するのにぃ～。才能があって羨ましいわ」

			　などと、皆が皆シャーリーの歌声を褒めちぎる。

			　ぽりぽりと頬を掻きながら、嬉しそうに笑うシャーリーは、何度も頭を下げながらお礼を言っていた。朝早くから歌をうたって、迷惑をかけたかもしれないと思ったからだろう。だが、歌声を聞いた者たちは皆、安らいだ表情で気にしないでいいと返した。

			　街の者たちは、そのあとすぐに仕事に出ていった。朝早くから農作業があるのだろう。

			「大好評やな」

			　薫(かおる)はそう言いながらシャーリーに近づいた。すると、彼女は恥ずかしそうに笑う。

			「今日は調子がいいみたいです。この調子でいけばいいんですけどね」

			「まぁ、気楽にやることが大事やな」

			「はい、がんばっちゃいますよぉ～」

			　シャーリーは腕を突き上げた。やる気いっぱいだが、無理はしないようにと釘をさしてから薫(かおる)は宿屋へと戻った。

			　宿屋に入ると、受付の男が満面の笑みで迎えてくれた。何とも気持ちの悪い表情だ。

			「なんや、ええことあったんか？」

			「お？　わかるか」

			　薫(かおる)の言葉に、自慢気に色紙を見せてくる。そこに書かれていたのはシャーリーのサインだった。それを見た薫(かおる)は眉間に皺を寄せて受付の男を見る。

			「なんともミーハーな……」

			「へっへっへ、まさか本物のシャーリー・オルコットだとは思いもしなかったぜ。これは家宝にできる！」

			「なんや、シャーリーって有名人なんか？」

			「最近よく名前を耳にするようになった１人だな。かぁ～、うちに泊まったと宣伝ができるぜ」

			　もの凄いハイテンションで大切に色紙を抱きしめている。うん、気持ち悪いからその行動どうにかしてくれませんかね？

			「犯罪には手を染めるなよ……」

			「なんでそうなる!?」

			「いや、なんかしそうな気がして……つい」

			「するわけねーだろが！」

			　受付の男はカウンターをバンバンと叩きながら薫(かおる)に抗議する。

			「ほら、シャーリーが寝泊まりしたシーツを売りに出したりしそうやん？」

			　薫(かおる)が冗談っぽくそう言った瞬間、何か閃いたかのように受付の男の口元が吊り上がった。

			「よし、衛兵さん呼んでくるから待っとけ。未遂でも俺がお前を犯罪者に仕立て上げたる。世の中の平和のためや。おなわにつけ」

			「おい！　待て、やめろ!!　しねーよ、絶対しないから！　ほんとだから！」

			　そう言いながらも受付の男は目が泳いでいる。行きすぎたファンの行動は怖いものだと昔から決まっている。釘を刺さないといけない。

			　この世界でもオタクというのはいるのだろう。娯楽の少ない分、余計にこういったものに熱が入るのかもしれない。

			「あれ？　カオルさん、どうしたんですか？」

			「ああ、シャーリー……実はな……」

			「おい、やめろ！　未遂だ！」

			「冗談やて」

			「お前の目は冗談に見えないから怖いんだよ！」

			　薫(かおる)と受付の男の会話についていけないシャーリーは、きょとんとしたまま立ち尽くす。そんなシャーリーに薫(かおる)は、「受付の男をからかっていただけ」と言うと、シャーリーは「ほどほどにしてあげてくださいね」と苦笑いで返した。

			　受付の男をからかい終わったあと、薫(かおる)は部屋に戻った。まだスヤスヤと眠っているアリシアの下へと行く。

			　もう朝の８時で、そろそろ起こさないと出発のスケジュールに間に合わない。

			「まだ寝てるんかいな……。そろそろ起きなアカンで、アリシア」

			「むにゃむにゃ……かおりゅしゃまぁ～。もうおきてましゅよぉ～。でも。あと５ふんだけぇ～。えへへぇ～」

			　アリシアは幸せいっぱいな表情で頬がだらしなく緩み、寝言で返事をする。

			「アカン、これ絶対夢の中やん」

			　薫(かおる)はアリシアの体を揺さぶってみるが、起きる気配がない。どうしたものかと少し思考を走らせる。

			　そして、薫(かおる)は１つの案を実行した。すると、安らかな寝顔のアリシアの口元が徐々に歪んでいく。

			「はぅ～、カ、カオルしゃまぁ～、あははは、だ、だめぇ～、くすぐるのだめぇですぅ～～！」

			　アリシアは薫(かおる)に脇をくすぐられ、身をよじりながら逃げようとする。

			「はよ起きようなぁ～」

			「起きました！　もう起きましたから、あははは、だめぇ～」

			　アリシアが起きたところで、薫(かおる)はようやくくすぐるのをやめた。アリシアはぐったり枕に突っ伏す。笑い疲れたのだろう。ピクピクと体が痙(けい)攣(れん)している。

			「効果は抜群やな」

			「抜群すぎます！　変な起こし方しないでください！」

			　アリシアは頬を膨らませて、ぷりぷりと怒っている。

			「いや、普通に起こしても起きへんし……これが最善やったしなぁ」

			　薫(かおる)の言葉に、アリシアはぐぬぬと唸る。起きられなかった自分が悪いことは、よくわかっているのだろう。だが、くすぐりの刑はやめて欲しいようだ。

			「じゃあ、最終手段でくすぐり起こしでええか？」

			「そ、そうですね……。それでお願いします」

			「効率がいいからなぁ……あとは鼻と口を塞ぐって手もあるか」

			「!?」

			　薫(かおる)のもう１つの案に、それは駄目ですとアリシアは抗議する。ヘタしたらそのまま天に召される可能性がある。緊急事態のときのみということが決まったが、アリシアはそんなことがそうそう起きるわけがないとたかをくくる。

			　なお、薫(かおる)のさじ加減のため、そう遠くない未来に起こりうることなどアリシアは知らないのであった。

			「さて、アリシアは着替えて準備をしといてくれ」

			「はい、わかりました！」

			　アリシアは元気よく返事をして、アイテムボックスから着替えを取り出して、脱衣所へと消えていった。少しして、アリシアが脱衣所から薫(かおる)を呼ぶ声が聞こえる。

			「カオル様ぁ～、あの～ちょっといいですか？」

			「ん？　どないしたんや？」

			　薫(かおる)が脱衣所へ行くと、着替え終わったアリシアがそこにいた。なにか困ったことがあるのかと服装を見るが、特におかしいところはない。しいて言うなら、寝癖でぴょんと広がっているぐらいか。

			「えっと、髪の毛が纏(まと)まらないのです……」

			「はぁ、ちょっと貸してみ」

			「はい……申し訳ないです」

			　しゅんとするアリシア。今までは、カリンがそういったことをしてくれていたのだろう。これからは、自身で身の回りのことをしなくてはいけないので、少しずつ慣れていくようにしなければいけないだろう。今回は仕方ないかなと、薫(かおる)はアリシアの後ろに立つ。

			　薫(かおる)はアリシアからブラシを受け取り、寝癖で外側にはねている髪の毛を梳(と)かしていく。

			　髪の毛を触られたアリシアは、気持ちよさそうに目を細める。その幸せそうな表情は、鏡で丸見えなのだが、指摘はしないでおこう。

			　薫(かおる)は手に魔力を流すと、温風が出るドライヤーを持ち、頑固な寝癖にスプレイヤーで水を吹きかけてからドライヤーをあてる。ブラシではねた部分を内側へと巻き込んでその部分にだけ温風をあてると、寝癖は綺麗に収まった。

			「ほい、完成や。ええか？」

			「ありがとうございます、カオル様！」

			　いつも通りの髪型になったことに、アリシアは満足げな笑顔を浮かべる。薫(かおる)にセットをしてもらったから余計に嬉しいのだろう。

			「じゃあ、朝食を食べたら出発するからな」

			「はい、ミュージクルまではここから３日かかるのですよね？」

			「ああ、普通に移動したらそのくらいらしい。野営もするから、食料を３日分購入しないとな」

			「えへへ、楽しみですね」

			　アリシアはいろいろなことができるということが、楽しみで仕方ないらしい。薫(かおる)もそんなアリシアを微(ほほ)笑(え)ましく見つめる。

			　２人は、そんな話をしながら食堂へと向かった。

			　食堂へ着くと、シャーリーがトーストとスクランブルエッグとサラダをもぐもぐと食べていた。

			「あれ？　遅かったですね」

			「ああ、ちょっとな」

			「私が寝坊したのです。申し訳ないです……」

			「いえいえ、私は乗せていってもらう立場だし問題ないですよ」

			　そんな会話をしながら、薫(かおる)とアリシアもシャーリーと同じものを注文して、美味(おい)しくいただいた。

			「いやぁ～、シャーリーさん、また来てください」

			「はい、こちらへ来るときはまた寄らせていただきますね」

			「あと、今回のミュージクルフェスタは頑張ってください！　マジで応援してますから」

			「ありがとうございます」

			　受付の男は、終始笑顔でシャーリーと会話を楽しんだあと、契約書をカウンターに取り出す。

			「では、お会計は２０００リラです」

			　シャーリーはアイテムボックスからお金を取り出して、カウンターの上に置く。

			「はい、確かにちょうどいただきます」

			　受付の男が代金を受け取ると、契約書の文字の部分が浮かび上がり、燃えて灰へと変換された。

			「では、よい旅を」

			　受付を済ませたシャーリーと、薫(かおる)が替わる。

			「おう、兄ちゃんか、１泊２食付きの２名だから５０００リラだ」

			「めっちゃ対応違うやん」

			「そんなことねえぞ？　普通だ普通」

			「あからさますぎてびっくりやわ」

			　薫(かおる)は溜め息を吐きながら、アイテムボックスからお金を出して支払う。シャーリーと同じように、契約書の文字が浮かび上がると、燃えて灰へと変換された。

			　薫(かおる)の横に並ぶアリシアもその奇妙な光景にほ～っと声が漏れる。

			「これは、契約がなくなったってことでええんやろか？」

			「ああ、そうだぞ」

			「便利やなぁ」

			　薫(かおる)は、契約書が灰になっていくのを見ながらつぶやく。

			「機会があったらまた使わせてもらうわ。適当に宣伝もしとくな」

			「おう、それは助かる。この街は特産品がないから、なかなか冒険者は来ないんだ。ここを経由しなくても他の順路があるからな」

			「まぁ、世知辛い世の中やからなぁ。頑張れよ」

			　薫(かおる)は受付の男の肩を叩き、宿屋をあとにした。

			　馬車を受け取り、薫(かおる)たちは南へと向かって走り始めた。

			　

			　街道を勢いよく馬車が走る。主にシャーリーが連れてきた馬がだ。

			　カインさんからもらった馬に、いいところを見せようとしているのだろうか。やたらと張り切っている。ちなみに、カインさんからもらった馬は雌で、シャーリーの馬は雄だった。

			「カオル様、今日は凄く進みが速いですね♪」

			　アリシアは屈託のない笑顔で、横にいる薫(かおる)を見上げながら話しかけてくる。

			「そうやなぁ、頑張っとるなぁ……。無駄に」

			　御者台に座る薫(かおる)の言葉に、シャーリーはから笑いになる。うちの馬がすいませんと。

			　景色が流れていくなかで、薫(かおる)は早朝走って見つけた泉を遠くに発見した。

			「お、そういえば、シャーリーと同じような声質の人がおったな。多分やけど、ミュージクルフェスタの参加者やと思うで」

			「え？　私と一緒ですか？」

			「ああ、近いとは思うわ」

			「シャーリーさんと同じということは、凄く心が温かくなるということですね。私も聞いてみたいです！」

			　薫(かおる)の発言に、アリシアは大変興味がありますと言わんばかりに食いついてくる。しかし、シャーリーは、少し表情が曇った。

			「どうしたんや？」

			「えっと、そんな人がいるんですねぇ……」

			「ああ、なんかホタルみたいなのが周囲を舞っとったなぁ。知り合いにおらんのか？」

			　薫(かおる)の質問にシャーリーは、歯切れの悪い返しをする。何かあるのだろうと思い、薫(かおる)はこれ以上の詮(せん)索(さく)はしないことにした。

			「あの……シャーリーさんは、どうして歌をうたうお仕事をしようと思ったのですか？」

			　アリシアは荷台の方へ向き、シャーリーに質問をする。

			「知りたいですかぁ～？　いいですよ！　教えてあげましょう」

			　シャーリーは、胸を張りながら話し始めた。

			「今から10年前、私が９歳のころです。私の育った街に辺境の歌姫様とアルドの竪琴使い様がいらっしゃったんです」

			「辺境の歌姫様とアルドの竪琴使い様ですか？」

			　アリシアは、どんな人なのだろうかと首をこくりと傾げた。

			「２人共、ミュージクルで伝説とまで言われた、最も有名な人たちなんですよ。女神のような歌声で、人々の心を癒やすミカ・フォンス・リューゲスト様。そして、その歌声を１番引き立てることができたアルドの竪琴使いのアルフレッド・フォンス・リューゲスト様です」

			「そんなに凄い方なのですか？」

			「凄いってものではないの！　心が傷ついている人たちのために、この大陸すべてを回って生きる希望を与えてくださったの。迷宮の暴走や魔物の襲来、戦争で家族を失った人たちをたくさん歌で救ったのよ」

			　シャーリーの熱弁に、アリシアはほぇ～っと口を開けて聞き入る。そして、歌でたくさんの人の心を救うことができるということに驚く。もしかしたら、まだ病気だったころにその歌を聞いたら、病気に対してもっと前向きに物事を考えられたかもしれないと。

			「私が暮らしていた街は、中規模の街でした。風の国の領土で、エリングといいます。私はもともと孤児院の出です。何をすればいいのか……なんのために生きているのかわからなかった私に……希望を与えてくださいました。あんなに温かく、心のしこりを溶かしてしまう歌声に、私は感動しました。世界には私のような人たちがたくさんいます。できるなら、あの２人と同じように、少しでも誰かを救えるのならと思って、それからずっと歌の練習をしてきたんです。これが私の歌う理由です」

			　言い終わると、シャーリーは笑顔をアリシアに向ける。自分で出した答えに向かって、ただひたすら走り続ける。どんなに困難な道でも、くじけずにだ。

			　アリシアは、そんなシャーリーを尊敬の眼差しで見つめる。

			「それに、現ミュージクルを治めているのは、アルフレッド様ですから、ぜひお会いしたいと思っていたんですよ！」

			「あれ？　もう１人の方は？」

			「うん、ミカ様は８年前に亡くなられてるの……。亡くなられる前にもう１度お会いしたかったけどね……」

			「そうなのですか……。きっかけになった歌声を聞いてみたかったです。ちょっと残念ですね」

			「でも、アルフレッド様の竪琴は聞けると思いますよ。ミュージクルフェスタ最終日に、優勝した人とのセッションをしてくださると書いてありましたから」

			　目を輝かせながら、シャーリーはアリシアに伝える。最高のご褒美だと。

			「シャーリーさん、頑張ってくださいね！　私、応援していますから」

			　アリシアはシャーリーの手を取り、ぶんぶんと上下に振る。

			「でも、参加者もそれ相応の実力の持ち主がおるんやろうから。生半可なレベルじゃあ、難しいんやろうなぁ」

			「そうなんです！　そうなんですよ!!　負けられない戦いがそこにあるんです！」

			　むふぅ～っと、シャーリーは鼻息を荒くする。

			「さぁ～って、練習しますよ!!」

			「ほどほどにな」

			「危なそうなら、薫(かおる)さんが止めてくれますよね？」

			「俺をリミッター係にしようとするなや……」

			「えへへ、使える人はなんだって使っちゃいます」

			　小悪魔のような表情で薫(かおる)を見つめるシャーリーに、薫(かおる)は溜め息を吐きつつ馬車を走らせる。これから３日間の移動は、患者が２人と考えた方がよさそうだと薫(かおる)は頭を掻いた。

			　

			　その後は、順調に旅は進み、移動を始めて３日目のお昼すぎ。

			　シャーリーが襲われた魔物以外、襲われることはなかった。

			「私は運がなかったんですね……。とほほ」

			「げ、元気を出してください！　そういうときもありますよ」

			「あははは、もうすぐミュージクルですから、ちゃちゃっと直してもらいましょうか。いったい、いくら掛かることやら」

			　口からエクトプラズムが出そうな勢いで、シャーリーは肩を落としていた。

			「にしても、森の中にあるんか？　ミュージクルってところは」

			　街道の先は森の中に続いていた。

			「私も初めて来るのでわかりませんね。ミュージクルフェスタが開催されると聞いて、こっちに急遽向かいながら仕事をしていましたから」

			「そうなんか。まぁ、どんなところだろうと、楽しめればええわ」

			　薫(かおる)は、そのまま街道を走らせる。

			　１時間くらい走ると、森の中から楽器の音が聞こえてくる。

			「カオル様！　楽しげな音楽が聞こえてきますね」

			「ほんまやな。てか、防音も何もしてないんやな」

			「そんな高価な魔法アイテムなんて使えるわけないじゃないですか。あれって凄く高いんですよ。ぽんと出せる人なんて、お金を腐るほど持ってる人くらいですよ」

			　シャーリーの言葉に、アリシアの頬が引きつる。薫(かおる)の馬車に隠れたときに、防音の魔法アイテムを使っていた気がしたからだ。そんなに高いアイテムなんて知らなかったのである。

			　薫(かおる)も薫(かおる)で、そのことを思い出したのだろう。さすがオルビス商会の代表なだけのことはあると、何度も頷く。娘のためなら、そのくらいはした金なのかもしれない。

			「あれ？　ぴかぴか光っていますね」

			「ほんまやな」

			「ああ、あれは風の精霊ですよ」

			　薫(かおる)とアリシアは、横に現れた湖にふわふわと漂う緑色の光に目を奪われる。

			「綺麗やなぁ」

			「はい、すごく綺麗です」

			　木々が生い茂っている中で、湖の部分に太陽の光が差し込む。元の世界では拝めない幻想的な光景に薫(かおる)は息を呑んだ。この世にはまだまだ見たこともない光景が満ち溢れているのではないかと思わずにはいられなかった。

			　木の上に、リスのような小動物や鳥がいる。アリシアは、その辺りをきょろきょろと見渡している。

			「何を探しとるんや？　ピンクラビィか？」

			「な、なぜわかったのですか!?」

			　アリシアは驚愕の表情を浮かべた。

			「いや、なんとなく。てか、ほんまに探しとったんやな。おるんか？」

			「わかりませんけど、いたらいいなといった感じです。基本的に警戒心が強いので、人の気配がしたら出てこないんです。幸せを運ぶピンクラビィちゃんですから……」

			　湖を回るようにゆっくりと街道に沿って上り坂を進んでいくと、丘の上に出た。そして、開けた城壁が目の前に現れる。

			　丘の上から見える城壁は、かなりしっかりした石造りの壁が街の周りを覆っているのがわかる。その全貌を見渡しながらグランパレスと変わらないくらいに広い街なのではないかと、薫(かおる)は推測する。反対側は霞んでしまってよく見えないくらいだ。

			　途方もなく続く広い道も見えた。そして、途中で大きな建造物が視界に入る。

			　多分あそこが会場なのではないだろうかと考えながら馬車を走らせる。

			　門の前には２人組の門番がおり、入る人の検問をしているようだ。

			　薫(かおる)たちは馬車を門の前に停めて、門番に冒険者カードを渡す。

			「はい、３名とも犯罪歴等はないみたいですね。通ってもいいですよ」

			「あ、そうそう、馬車を直したいんやけど、どこにあるやろか？」

			「そうですね……。このミュージクルは、長方形型の街になっています。街の中心に、音楽のスタジアムがあって、そこから西へ行くとドミニエ工務店というお店があります。そこが１番いいかと思います」

			「なるほど、ありがとな」

			　門番から冒険者カードを受け取ると、街の中へと馬車を走らせた。門から見えた通りは、道幅が広く、馬車が３、４台は通れそうだ。そして、出店の準備をしているのか、たくさんの人たちが街の飾り付けに勤しんでいた。薫(かおる)はそれを見ながら、大いに楽しめそうだと心躍らせる。

			「そんじゃ、途中でいろいろと見て回りながら、ドミニエ工務店に行きますか」

			「おお～!!」

			「妙に張り切っていますね。アリシアさん」

			「それはもちろんですよ！　なんたって、ご当地ピンクラビィちゃん人形が私を待っているんですから。張り切らないわけがないじゃないですか！」

			　天に拳を突き上げながら、アリシアは楽しそうに言う。

			「自分の足で行った場所のご当地ピンクラビィちゃん人形は、確実に制覇してみせますよ♪」

			「で、カオルさんがそれに合わせて、旅の順路を決めているんですね」

			「まぁ、そうなるな」

			「いい旦那さんですね。アリシアさん」

			「は、はい！　さ、最高のだ、旦那しゃまでしゅぅ～」

			　アリシアは顔を真っ赤にさせながらシャーリーに返すが、しどろもどろだった。いや、噛み噛みだと言う方が正しいかもしれない。

			　そんなこんなしていると、中央のスタジアムの前に着いた。大きなコロッセオのような円形状のスタジアムだ。しっかりした造りで、至る所に魔法アイテムが埋め込まれてある。

			　３人はそれを見て口をポカンと開け、呆けていた。

			「こりゃまた……凄いなぁ」

			「グランパレスでは見たことない建造物ですね……。圧迫感があります」

			「それはそうでしょう！　最も古い建造物とされていますし、ここは音楽に携わっている人からは、聖地と呼ばれていますからね。このミュージクルフェスタで優勝した人しか公演ができない決まりになっているんですよ。私たちがステージに立つためには、年に１度の大会に参加するしかありません。それに、ここ数年は開催さえできていませんから、誰もそのステージに立ててないんです。本当にもの凄く特別なステージなんですよ」

			　興奮さめやらないといった感じで、シャーリーは力説する。

			「ほう、そんな凄いところなんやなぁ」

			　薫(かおる)はスタジアムを眺めながら、ミュージクルフェスタの開催を楽しみに思い、頬を吊り上げる。まだ開催２日前のため、そこまで人は集まってはいない。しかし、明日には参加者と観客でごった返すだろうと容(よう)易(い)に想像がつく。そうなる前に、薫(かおる)はいろいろと手を打っておこうと思うのだ。

			　スタジアムをあとにして、ドミニエ工務店へと到着する。

			「ほい、着いたで。あとはそっちでどうにかできるやろ？」

			「はい、数日間でしたが、ありがとうございました」

			「気にせんでええよ。困ったときはお互い様やしな」

			　薫(かおる)はそう言って、馬車からシャーリーの馬車と馬を外した。

			「ミュージクルフェスタは、明後日から３日間ですから、カオルさんたちも楽しんでくださいね。私は、参加者専用の宿舎に泊まるので、次に会うのはミュージクルフェスタの当日でしょうか？」

			「ああ、楽しませてもらうわ。応援しとるからな。あと、無理はするなよ」

			「わかってますよぉ」

			　頭を掻きながら、シャーリーは苦笑いを浮かべる。

			「絶対、優勝してくださいねぇ」

			「ええ、今できることを精一杯頑張るつもりだから。私の勇姿を見ていてね」

			「砕け散るところを見とくわ」

			「うわぁ……カオルさん容(よう)赦(しや)ないですよぉ～。そこは優勝しろよとか言ってくださいよぉ～」

			　薫(かおる)の冗談に笑い合う３人は、笑顔で別れた。

			「さて、まずは宿屋を探して、馬車をどうにかしてもらわんとアカンな」

			「そうですね。歩き回るのに、馬車は邪魔になりますからね」

			　薫(かおる)とアリシアは、宿屋がある区域へと馬車を走らせた。

			　グランパレスと同じで、中央から外側に向かってグレードが下がっていく造りのようだ。薫(かおる)は宿泊区域の大通りを眺めながら、アリシアにどの宿屋にするかを聞く。

			「アリシア、どれにする？　好きなところ選んでええで」

			「う～ん、どこにしましょうか……。ピンクラビィちゃんをモチーフにした宿屋があると噂で聞いたことがあるのですが……」

			「いやいや、さすがにそんな宿屋ないやろ……」

			　そんなマイノリティな宿屋などあるはずがないだろうと薫(かおる)は辺りを見回した。すると、それらしきものが目に入り、一瞬目を疑った。

			「嘘やろ……」

			「カ・オ・ル・さ・ま、あそこがいいです♪　あそこにしましょ!!」

			　アリシアが満面の笑みで、ピンク色の宿屋を指さした。５階建ての大きな宿屋は、周りとは少し逸脱した雰囲気を醸(かも)し出している。

			　その宿屋は、外観だけでなく、ライトアップも薄いピンクとすべてにおいてピンクであった。

			　扉の両開きの部分にはウェルカムと言わんばかりにウインクを飛ばすピンクラビィの姿が描かれている。まるでいかがわしい宿屋なのではないかと錯覚してしまうほどの色合いに、薫(かおる)は絶句する。

			「アリシア……あれはやめへんか？」

			「え？　なぜですか？　もの凄く可愛いじゃないですか！」

			　アリシアは大興奮と言わんばかりに鼻息を荒くする。

			「はぁ、一応空きがあるか聞くだけ聞いてみるか……」

			「はい、行きましょう♪」

			　薫(かおる)は宿屋の前に馬車を停めてから、扉の前に立つ従業員に話しかける。

			「すまんけど、ここの宿屋の空きってあるやろうか？」

			「はい、ございますよ」

			「カオル様、やりましたよ！」

			　薫(かおる)は頬を引きつらせて覚悟を決めたように、その従業員に馬車を預けた。宿屋の裏に、馬車を預けるスペースが完備されているようだ。

			　アリシアは早く早くと急かすように薫(かおる)の手を取り、引っ張る。いつもなら、そんな行動をとるだけで顔を真っ赤にさせているのに、ピンクラビィ効果なのかウキウキ気分なのである。

			　宿屋の扉のピンクラビィをジッと見つめて、熱い溜め息を吐いてからアリシアと薫(かおる)は宿屋の中へと入っていった。

			　中は、言わずもがな薄いピンクで、目に悪い感じが否めない。至る所に、ピンクラビィのぬいぐるみやピンクラビィをモチーフにした家具が置かれてある。お客さんは、女性が主のようだ。皆、ピンクラビィのぬいぐるみなどをうっとりとした目で見つめている。

			「同類の集まりみたいやな……」

			「カオル様、何か言いましたか？」

			「いや、何もないわ」

			　薫(かおる)がボソッと言ったため、アリシアに聞こえることはなかった。苦笑いを浮かべた薫(かおる)は、受付へと向かう。受付の女性もアリシアと同じようにピンクラビィの耳を模した被り物をつけている。

			「ようこそ、幸福妖精の宿り木亭フェリエルへ」

			「ああ、２人部屋は空いとるやろうか？」

			「はい、大丈夫ですよ。何泊いたしますか？」

			　薫(かおる)は明後日から開催されるミュージクルフェスタが終わるまでの５日間の宿泊を受付の女性に伝える。

			　受付の女性は予約表をペラペラとめくって確認していく。

			「はい、問題ないです。１泊２食付きで８０００リラですから４万リラになりますけど、よろしいですか？」

			「ああ、かまへんよ」

			「では、契約書に名前と魔印を押してください」

			　薫(かおる)は、名前と魔印を押してから契約書を渡す。

			「料金は先払いにしますか？　それとも５日後のチェックアウトのときにしますか？」

			「先でええよ。面倒やし」

			　薫(かおる)はアイテムボックスから金貨を１枚取り出して、受付の女性に渡す。彼女はそれを受け取ると、お釣りと１枚のカードを薫(かおる)に渡してきた。

			「こちらが部屋に入るための鍵になっております。部屋の差込口に差して魔力を流すと、部屋の鍵が開きます。１度魔力を登録したカードは、２回目からは差し込むだけで開け閉めができます」

			　この宿屋の防犯対策が、元いた世界よりもしっかりしていることに薫(かおる)は驚く。ヨルドの宿屋は鉄の鍵で、ピッキングができる者であれば、開けられそうだと不安を覚えたものだ。貴重品は、アイテムボックスに入れているので、安心といえば安心なのだが。

			「お部屋は４階の４０３号室です。お間違えのないようにお願いします」

			　受付の女性は薫(かおる)たちに笑顔を向けた。

			　部屋の前に着くと、薫(かおる)は差込口にカードを差して自身の魔力を注ぐ。すると、カチャンと鍵が開く音がした。ドアノブを回して中に入ると、なんとなく思い浮かべていたものと一致して、薫(かおる)は大きく溜め息を吐く。

			「またなんとも……。ラ○ホやん……」

			　目頭を摘んで、揉みほぐしながら薫(かおる)は部屋の中へと入る。アリシアは入ってくるなり、お目々をキラキラとさせながら、部屋の内部をじっくりと見回す。ピンクラビィの家具で飾られたその部屋は、アリシアからしたらまさに天国のような場所なのだろう。初めて見るピンクラビィのグッズに大興奮だった。

			　薫(かおる)は、目の前に広がるピンク・ピンク・ピンクに頭痛を感じた。

			「これは……凄いですよ。私の知らないピンクラビィちゃんグッズです！」

			　アリシアはマグカップを手に取り、薫(かおる)を見る。これ、持って帰っていいですかねという目線を送るのはやめてもらいたい。駄目に決まっている。

			　そんなやり取りが少し続いて、ようやくアリシアが落ち着いたところで、薫(かおる)は今後の予定を決める。アリシアはピンクラビィマグカップにラックスティーを入れて、ご満悦な様子だ。

			「さて、明後日までどう過ごすかやな。この街を探索するのもええか」

			「はい、カオル様と一緒に見て回れるなんて夢のようです」

			　こくこくとラックスティーを飲むアリシアは、本当に幸せそうに微(ほほ)笑(え)むのであった。

		

	
		
			第三話　忍び寄る影

			　

			　薫(かおる)たちと別れたシャーリーは、ドミニエ工務店で何とか馬車の修理を安くできないか交渉をしていた。

			「もう少しだけ安くできませんか？」

			「う～ん、割引もこれが限界だなぁ」

			「もう一声！　お願い、おじさん！」

			「こっちも商売だからなぁ……」

			　ドミニエ工務店の従業員が、シャーリーの交渉に唸り声を上げながら、馬車の壊れた部分を見つめている。シャーリーは両手で拝むように懇願する。

			「あんなところに見知った人がいるわ……。それも値切りなんてみっともないですよね。ねぇ、ヴィヴィアン様」

			　聞き覚えのある声に、シャーリーは後ろを振り向く。

			　茶色の髪の毛は顎(あご)下(した)で前下りに切り揃えられたボブで、切れ長な茶色い目でシャーリーを敵視している。白のワンピースを着て、腰に手を当てながら鼻で笑っていた。

			「……ナターシャさん」

			　声を震わせながら、シャーリーはナターシャの横にいる人物に目をやる。

			　腰までまっすぐに伸びた薄紫色の髪を左側だけ耳にかけている。

			　ワインレッドのドレスを着た女性は、髪の毛と同じ薄紫色の目で申し訳なさそうにシャーリーを見つめている。

			「シャーリー……」

			　３人の間に気まずい空気が漂う。周りにいた人たちもその空気がわかったのか、何も言わずに３人を見ていた。

			「あなたもこのミュージクルフェスタに参加するのね……。ヴィヴィアン様にあんなことしておいて……」

			「っ……」

			「やめなさい、ナターシャ」

			「で、ですが！」

			「シャーリーのせいじゃないから……。コホッ、コホッ……ほ、ほら、行きますよ」

			　ヴィヴィアンは踵(きびす)を返し、その場から離れる。ヴィヴィアンの後ろをついていくナターシャは、シャーリーを睨(にら)みつけていた。

			　ヴィヴィアンたちの姿が消えてから、周りにいた者たちはビッグニュースと言わんばかりに小声で話し始める。ここ数年で名前が急上昇した２人に何があったのかと気になって仕方がないといった感じだ。

			「なぁ、今のってヴィヴィアン・ゼタ・オールビズだよな。それにあそこにいるシャーリーって子のことを参加者とも言っていたから、シャーリー・オルコットだろ」

			「やばい、初めて見たけど２人ともメッチャクチャ美人よね。私もあんな美人に生まれたかったわ」

			「２人とも歌姫と呼ばれているが、今回のミュージクルフェスタでどちらが本当の歌姫かが決まるのか……胸が熱くなるな。他にも注目すべき人はいるが、飛び抜けているのはあの２人だからな」

			「どっちを応援する？　私はシャーリー・オルコットだね。元気っ子で可愛らしいから」

			「はぁ？　ヴィヴィアン・ゼタ・オールビズだろ！　あの可憐で、触れたら壊れてしまいそうな、守ってあげたくなるのがいいんだろ！」

			　周りが白熱し始める。シャーリーは、ドミニエ工務店の店員への値下げ交渉をやめ、提示された金額を渡して馬車を預ける。今すぐここを離れたかったからだ。

			「いいのか？」

			「ええ、なんか騒ぎが大きくなりそうですから……」

			　シャーリーは申し訳ない表情を浮かべて、その場を去った。

			　

			　太陽が傾き、夕暮れどきになる。

			　シャーリーは憧れだったミュージクルを練り歩いていた。ヴィヴィアンとの再会で心が乱れてしまい、何も考えたくなかったからである。

			「はぁ……」

			　考えたくなくても、ついつい溜め息が出てしまう。とぼとぼと商業区域を歩いていると、開けた公園が現れる。そこには、今回のミュージクルフェスタに参加するであろう者たちが練習をしていた。

			　楽しそうに音楽を奏でる者や、それに即興で歌を付ける者など、練習なのか遊んでいるのかよくわからない状況になっていた。そんな楽しそうなやりとりをシャーリーはベンチに座って眺めていた。昔の出来事を思い出してしまったのか、表情は暗くなり俯(うつむ)いてしまう。そんなシャーリーに近づいてくる者が１人。

			「ほう、元気がないみたいだね。若いお嬢さんがそんな顔していると、もったいないよ」

			　その声に、シャーリーは顔を上げる。

			　目の前には、魔導師のローブを羽織った白髪の老人が立っていた。魔導師のローブには、気品のある刺繍が施してあり、どこかの貴族であることはすぐにわかった。

			　シャーリーは少し緊張した面持ちで肩に力が入るが、老人の優しい翡(ひ)翠(すい)色の目に、どこかで会ったことのあるような懐かしい気持ちになる。この老人の低く渋い声を聴くとなんだか落ち着いてしまうからだ。

			「あははは、ちょっとブルーになっていました」

			「そうだったんだね。隣いいですかね？」

			「どうぞどうぞ」

			　老人は、シャーリーの返事を聞いてから腰を下ろす。

			「おっと、名前を言い忘れていましたね。私はアグニスといいます。お嬢さんは？」

			「私はシャーリーです」

			「ほう、シャーリーさんはミュージクルフェスタに参加されるんですか？」

			「はい……」

			　力ない返事に、アグニスはなんとなく察したのか言葉を紡ぐ。

			「ふふふ、若いときにはいろいろある。どれも乗り越えられることだよ。だから、大いに悩むといい」

			「どうでしょう。押しつぶされそうですよ。あはは」

			　シャーリーは苦笑いを浮かべて、頬を掻く。今も心がぐちゃぐちゃとして、まったく何も手につかない。本当なら、歌の練習をしなければならないのに。ヴィヴィアンのことが頭から離れず、気になってしまう。

			「心がざわついているようだね。そうだねぇ……ちょっとした魔法を使ってあげようか」

			「え？」

			　アグニスはアイテムボックスから古い竪琴を取り出す。年季の入った竪琴。数十年は使い続けながらも、ちゃんとメンテナンスを欠かさなかったのは素人目でもわかる。にこりと笑うアグニスを、シャーリーはきょとんとした表情で見つめる。

			「ここにいる人たちにも特別だからね」

			　アグニスはそう言って、茶目っ気たっぷりにウインクをする。

			　彼は竪琴を構えて弦を軽く指で弾いた。その瞬間、一瞬にして場の空気を支配する。先ほどまで公園内で歌っていた者や楽器を弾いていた者たちが一斉にシャーリーとアグニスの方へと目線をやる。背筋がゾクゾクとするような、力強い音を奏でる。それでいて、優しく心を包み込む。奏でれば奏でるほどに心に染み渡っていく。

			　シャーリーは目を丸くして、聞き入ってしまっていた。他の者たちもそうだ。この音色に歌を乗せることがどれだけ難しいのかがわかる。力量が違いすぎる。

			　アグニスの演奏が終わると、園内の者たちからの盛大な拍手が鳴り止まなかった。

			「ふふふ、まだまだ、腕は鈍ってないみたいだね」

			「凄いです……。感動しました。心が温まって、さっきまでぐちゃぐちゃとしていたのが、晴れた気がします」

			「ならよかったね。少しでも、前に足を踏み出せるきっかけになればいいと思っているから」

			「はい、こんな気持ちになったのは、ミカ様とアルフレッド様の音楽を聞いたとき以来です。アグニスさんも同じように旅をしたら、私みたいに救われる人たちがいっぱいできると思いますよ！」

			「ふふふ、偉大な２人と同等の評価とは嬉しい限りだね。私も歳だから思うように動けないんだよ。もう少し若くて、しがらみがなければ旅でもして聞かせ歩けるのだけどね」

			　アグニスは優しそうな笑顔をシャーリーに向けながら語る。そうしていると、アグニスの音楽を聞いていた者たちがぞろぞろと寄ってくる。

			「爺さん凄すぎるぞ！　まさか……今回のミュージクルフェスタの楽器部門に出るのか？　出るんだったら、優勝確定だよ」

			「私……感動しちゃった……。こんな素晴らしい竪琴の音色聞いたの初めてです！」

			「あたしも一発でおじ様のファンになりました！　竪琴教えてもらえませんか？」

			「ぬ、抜け駆けとかずるいわよ！　私もお願いします！」

			　竪琴を弾く者たちがわらわらと湧く。

			「凄いですね……」

			「少しサービスしすぎたかもしれませんね。さて、どうしたものか……」

			　困ったとアグニスは眉尻を下げているが、声色は楽しんでいるように聞こえたためシャーリーはくすりと笑う。ここにいる竪琴を弾く者たちによい刺激を与えたということは明白だ。ここまで素晴らしい竪琴を弾けるのだ。生半可な練習をしているわけではないのだろう。

			　ベンチに押し寄せている人山の中から、１人の男が軽やかに姿を現した。パリッとした執事服を着ており、白髪がほんのり混じっている短髪の中年男性。なんとも言えない困り顔でアグニスを見ると、溜め息を吐いた。

			「旦那様……何をしているのですか……」

			「おや、見つかってしまったね」

			「竪琴を弾けば私でも見つけられますよ……。仕事が溜まっているのですから、お屋敷へ戻っていただけませんか？」

			「そうだね。この人だかりをどうにかできるのなら、戻ろうかな」

			　アグニスがそう言うと、執事の男が一礼をして回れ右をし、人だかりの方を見る。

			「申し訳ありませんが、道を開けてもらってもよろしいかな？」

			　涼しい表情で、人だかりに向けて声を発するが、簡単に引き下がりそうにはない。教えを請いたい人たちの山なのだから当然だ。だが、もう一度同じ言葉を執事が口にすると、皆冷や汗を掻きながら道を開ける。

			「協力感謝します」

			「こらこら、威圧を使っては駄目だよ」

			「私は何も使っていませんよ。さぁ、旦那様、道が開きましたので行きますよ」

			「仕方ないですね。では、皆さん、ミュージクルフェスタ楽しみにしていますよ。シャーリーさんもね」

			「は、はい！」

			　軽く手を振って、アグニスは公園をあとにした。

			　公園から出て少し歩くと、馬車が停められていた。アグニスは、迷うことなくそれに乗り込んで、ソファーに座る。執事も乗ってから御者に馬車を出すように指示を出す。

			「まったく……アルフレッド様、あのような場所で竪琴を弾けば、ああなることくらいわかりきっていますでしょうに……」

			「ふふふ、変装の魔法を使っているからバレることはないよ。年齢までは変えられないけど。それに、竪琴もアルバの竪琴ではないからね」

			「そういう問題ではないでしょう。本当に昔っから変わらないお方だ」

			「ラズにはいつも迷惑をかけているね。ミカとどっちが迷惑かけたかな？」

			　笑いながら、アルフレッドはラズを見つめる。

			「どっこいどっこいでしょうね。いや、アルフレッド様の方が少し多いくらいでしょう」

			「これは手厳しいね……」

			「思ってもないことを。ですが、珍しいですね。アルフレッド様が竪琴を弾くほど、あのお嬢様が気になりましたか？」

			「いや、ただの気まぐれだよ。しいて言えば……そうだね。昔のミカと重なったくらいかな」

			　アルフレッドは頬杖を突き、くすりと口元を和らげる。

			「ほう、ミカ様にね……。で、本音は？」

			「可愛らしい女性に、暗い顔は似合わないからかな」

			「でしょうね……」

			　ラズは冷ややかな目線で一言つぶやく。

			「これは酷いね。死んだ魚のような目で私を見つめてくるとは……」

			「そんなことだろうと思っていましたから」

			　いつも通りといった感じの２人は笑いながら屋敷へと向かう。今回開催されるミュージクルフェスタの準備を取り仕切るために。

			　

			　アグニスと別れたシャーリーは気持ちが楽になったせいか、周りを見る視野がほんの少し広がったような気分になっていた。

			「アグニスさんって不思議だなぁ……。アルフレッド様のような竪琴の弾き方だったし。でも、アルフレッド様の方がカッコイイんだよなぁ。渋いというか、出会った当時は確か50代後半だから今は60代か……。あれ、私って年上好みだっけ？」

			　そんなアホな独り言を口にしながら、シャーリーも公園をあとにした。途中、アグニスと知り合いなのかと先ほど集まった竪琴を弾く者たちから質問を受けたが、たまたま出会っただけで、どこの誰だかはわからないと答えると、がっくりと肩を落とし去っていった。

			「そうだ、私も伴奏者を探さないと。多分、あの人たちも参加するために来ているはずだから頼んでみよっと」

			　シャーリーはスキップしながら宿舎へ向かった。

			　スタジアムの北側にあるミュージクルフェスタの参加者が泊まる豪華な宿舎。シャーリーは、広大な敷地にそびえ立つ４階建ての石造りの建物を上から下、右から左へと何度も見渡す。圧巻すぎるせいか、口をぽかんと開けて呆けていた。

			「で、でかい！」

			「えっと、参加者の方でよろしいですか？」

			「え？　ええ、そ、そうです！」

			　シャーリーの目の前に、１人の女性が近づきながら話しかけてくる。

			「出場部門は？」

			「歌部門です」

			「では、中で受付をしてください。部屋割りと参加者に配られるカードがありますから、それを必ずミュージクルフェスタの当日にスタジアムへ持ってきてください」

			「わかりました」

			　シャーリーは、ぎくしゃくしながら宿舎へと入った。

			　エントランスは赤い絨(じゆう)毯(たん)が敷かれてあり、人物画などが飾られてある。１階奥の部屋には、ミュージクルフェスタで代々優勝してきた者たちの楽器のレプリカが、飾られてある。それを先に来た者たちは、ああだこうだ言いながら珍しそうに眺める。

			　シャーリーも、登録が終わったら見に行こうと心に決めながら、カウンターへと向かう。

			「あの、登録をしたいのですが」

			「はい、ミュージクルフェスタの参加でよろしいですか？」

			「そうです。歌の部門です」

			「では、お名前と参加費の金貨１枚をお願いします」

			　シャーリーは名前を告げ、参加費である金貨１枚を支払う。そして、受付の女性の顔をジッと見つめる。どこかで見たことがあるような気がして思考を走らせるが、まったく思い出せない。

			　そうしているうちに、受付の女性が部屋のカードキーをシャーリーへと渡してきた。

			「はい、ではお部屋は２階の２１０号室です。部屋には防音魔法が掛かっていますので、歌の練習をしてもまったく問題ありませんので」

			「わかりました」

			　シャーリーはカードを受け取り、自分の部屋へと向かった。先ほどの疑問はそのうち晴れるだろうと思いながら。

			　２階へと来たシャーリーは、長い通路を歩きながら、自分の部屋番号を探していく。

			「あれ？　シャーリーじゃん」

			「あ！　ルドマリーさん」

			　黒髪短髪の女性。スレンダーな体格で半ズボンにＴシャツとラフな格好をしている。

			「ここに来るの早かったんだね。こっちも皆いるよ」

			「え？　ということは、ウッドベースのマキナさんとドラムのダイドさんもいるんですか？」

			「うん、私とマキナが楽器の部門で出場するからね。ダイドは付き添いみたいなものだよ」

			「そうなんですか。でしたら、３人にまた私の伴奏を頼みたいのですが……。いいですかね？」

			「マジで？　いいの？　やったぁ～。多分、皆出たいっていうよ。いやぁ～、シャーリーは他にパートナーみたいな人をつれてくると思っていたからさぁ。期待はしてなかったんだよね」

			　ルドマリーは、シャーリーの手を掴んでブンブン上下に振る。そして、そのままシャーリーの手を取り連行する。

			「あ、あの！　私まだ自分の部屋に……」

			「そんなのあとでいいわよ。フェスタの登録にダイドが入ってないのよ。だから、早くしないと別の歌部門の人に取られちゃうかもしれないでしょ！」

			「ええええ!?　は、早いですって、ルドマリーさん！」

			　シャーリーは、ルドマリーに引きずられながら悲鳴を上げた。周りは奇妙な者を見るかのようにそんな２人を見つめていた。

			　

			　宿舎を出たシャーリーとルドマリーは、街中の宿屋の前にいた。

			「ど、どれだけパワフルなんですか、ルドマリーさん！」

			「体力勝負だから仕方ないわ」

			「あなたはピアノ演奏者でしょ！　そこまで体力はいらないはずです！」

			「あははは、細かいことは気にしないで、ささ、入ろうか」

			　ルドマリーは、ずかずかと宿屋へと入っていく。

			　エントランスの横のステージで、楽しそうに演奏をしている人たちの中にダイドはいた。栗色の髪に、黒のタンクトップを着た細マッチョ。歌に合わせてドラムを叩き、リズムを刻んでいた。

			　１人１人にソロのパートがあり、順にアピールしている。ダイドのソロになった瞬間、テンポをまったく崩さずに、周りの音に合わせながら自身のドラムの音を盛大に響かせる。内臓を揺さぶられるようなアップテンポなビートに、観客が口笛を吹きながら「もっとやれ！」と歓声を上げる。

			「いやはや、さすがに上手いですね」

			「そりゃそうだよ。シャーリーと別れてからも、いろんなところでずっと練習しているんだからね。てか、あれから馬車の中でも貧乏ゆすりみたいに、ずっとリズム刻んでいるのがウザいくらいよ」

			「職業病ですかね」

			　シャーリーはクスクス笑いながらも、ダイドの演奏が終わるまで聞き入っていた。

			　演奏が終わると、ダイドは寄せ集めのメンバーとハイタッチをしながらお互いを労った。

			「お前すげーじゃん！　打楽器の部門がないのが悔やまれるな」

			「ははは、俺はいいんだよ。楽しく脇役ができればな」

			「かっけーっすよ。ダイドさん！」

			「惚れるわぁ～。男でも惚れるわぁ～」

			「きもちわり～な……。やめろ！　俺にそっちの趣味はない！」

			　そんなバカみたいな話をしながら、ステージから降りてきた。

			「お！　シャーリーちゃんじゃん！　もう来たのか？」

			「お久しぶりです、ダイドさん。もの凄く上手くなっててビックリしました」

			「ははは、まだまだ安定してないから、もっと練習しないといけないんだけどな。で？　なんでこんなところに来たんだ？」

			　タオルで顔の汗を拭きながらシャーリーに聞く。すると、その横にいたルドマリーが、シャーリーよりも先に口を開いた。

			「私の姫君がドラムを探しているんだと」

			「マジか！」

			「私もピアノで参加よ！　これは楽しめると思うのよね」

			「出てもいいのか？　俺でも」

			「ぜひ、伴奏をお願いしたいのですが……。いいですか？」

			　拝むようにシャーリーが言うと、ダイドはニカッと笑って二つ返事で了承した。

			「いやぁ～、俺だけハブられると思っていたから嬉しいよ。まぁ、そうならないようにここで拾ってくれそうな人を探していたんだけどな」

			　ダイドはドラムスティックをクルクルと回しながらつぶやく。

			「やっぱ出たかったんじゃないの！　来たときは強気な発言していたくせにまったく……」

			「そりゃ出たいに決まっているだろ！　大陸で１番を決めるミュージクルフェスタだぞ？　出たくない奴なんているわけないだろが！」

			「そりゃそうだ。じゃあ、部屋はどうなるんだろうね。知り合い同士で練習もできるのなら一緒の部屋にさせてもらうことができるはずだから……私たちと一緒の部屋だけど？」

			「それでいいんじゃね？　宿舎に空きってあるのか？」

			「これから聞けばいいんじゃない？　あの広さなら、まだまだあると思うけど？」

			　ルドマリーとダイドはどんどん話を進めていく。置いてけぼりを食らうシャーリーは、おどおどとしている。

			「そうと決まればさっさと行こうぜ。宿屋の契約破棄してくるから、外で待っといてくれ！」

			「わかりました。ダイドさん、ありがとうございます」

			「お礼は、こっちのセリフだ。ルドマリーもいい知らせ、ありがとよ」

			　ダイドはそう言うなり、そそくさと自身の部屋へと戻って、荷物をまとめて降りてきた。カウンターで宿泊のキャンセルをしてから、宿屋の外で待っていたシャーリーたちと合流する。

			「そういえば、参加者の宿舎で受付していた人ってさ……。５年前の歌部門で優勝した人だよね？」

			　ルドマリーの言葉に、驚愕の表情を浮かべて硬直するシャーリー。

			「え？　ちょっと待って、なんであんたがビックリしているのよ……。同じ部門でしょ？」

			「おいおい、マジかよ……。今回の審査員だぞ……」

			「あああああああ！　思い出した！　あの人、セイレーンの巫(み)女(こ)のエキドナ様だ！」

			「「……」」

			　頭を抱えて、うずくまるシャーリー。なんという失礼なことをしてしまったのかと思いながらも、確かに綺麗な受付さんだったと今になって何度も頷く。

			「あとでサインもらわなきゃ！」

			「今回は４年ぶりの開催だから、歴代優勝者が審査員としてくるらしいぞ。しかもフェスタの裏仕事も手伝うとか」

			「ふぇええええ！　なんでそんな大物がいっぱいいるんですか！」

			「久々の開催で楽しみたいんじゃないか？　あと、アルフレッド様がここを統治しているからそのコネかもしれないな」

			　悶えながら歩くシャーリーを、２人は笑いながら見守るのであった。

			　

			　そんなシャーリーたちを見ている者が１人いた。

			「嬉しそうに笑っているのも今のうちよ……。シャーリー・オルコット……あなたを絶対に許さないんだから……」

			　そうつぶやくと、その者は後ろの物陰に隠れる者へと振り返る。真っ黒のローブを着た者。フードで覆われているため、顔を見ることはできない。

			「本当にこれが効くんでしょうね？」

			　手に持った小瓶を揺らしながら聞く。フードで顔を覆った者はこくりと頷き、小さな紙切れを渡す。

			「ふふふ、ありがとう。いい買い物だったわ」

			　邪悪なオーラを纏(まと)わせ、深い笑みを浮かべながら、その者は暗くなった路地裏へと消えていった。

			　路地裏に１人残ったフードで顔を覆った者は、片頬を吊り上げる。

			「彼の噂はどれほどか……見極めさせてもらおうかしら。それにちょうどいい駒までいるのだから……」

			　フードで顔を覆った者は、小さく笑いながら暗闇の中へと溶けこんでいく。

			　フードから見える緑色の前髪を揺らして……。

		

	
		
			第四話　２人目の歌姫と緊急処置

			　

			　夜になったミュージクルは屋台が並んで、街灯の魔法アイテムが光を灯し始めていた。

			　いたるところで、歌や音楽が流れている。それに耳をすませて、食事をする者がたくさんいる。薫(かおる)たちもまたその一員である。

			「カオル様！　これを見てください！　ピンクラビィちゃんのアプル飴です」

			「お、おう……」

			　アリシアはお小遣いでリンゴ飴に似たピンクラビィ型のものを購入し、はしゃいでいた。

			「甘くて、それでいてこの可愛らしいフォルム……。完璧ですね！」

			「食べんともったいないで」

			「こ、これは観賞用です！」

			「はぁ……あっ！　アリシア、あれ見てみ」

			「え？　何ですか？」

			　薫(かおる)はわざとらしく遠くを指さし、アリシアの興味をアプル飴から引き剥がす。そして、その隙を狙ってアプル飴をひとかじりする。

			「にゃああああああああ!?」

			「うん、リンゴ飴やな」

			「ひ、酷いです！　片耳がなくなって、ピンクラビィちゃんが無残な姿に……」

			「食べ物は食べてなんぼや。観賞用とかないわ～」

			「ぐぬぬ……」

			　ジト目で睨(にら)むアリシアだが、そんなものどこ吹く風な薫(かおる)。予想通りの良い反応に、肩を震わせてしまうのである。

			「ほら、あれもピンクラビィやないか？」

			「も、もう騙(だま)されませんよ！　絶対に目を離さないんですからね」

			「ほんまやって見てみ。最後の１個かもしれへんで」

			　絶対に振り向いてはいけないと、アプル飴をぺろぺろと舐めながら気持ちを静めようとするが、最後の１個という言葉につい食いついてしまった。そろりと舌をアプル飴から離して、薫(かおる)の言った方を横目で確認する。するとそこには、わたあめを器用にピンクラビィの形にして売り出しているお店があった。

			「な？　嘘やなかったやろ？」

			「は、はい、今度は本当でしたって……にゃあああああああ!?」

			「うん、ひっかかる方が悪い。ちと甘すぎやな」

			「両耳とも、カオル様の餌(え)食(じき)になりました！　もう絶対に目を離しませんからね！」

			　アリシアはアプル飴をぺろぺろと舐めていく。すると、ふとした瞬間舐める舌が止まって、顔が真っ赤になった。まるでリンゴのように。

			「こ、これは……間接キスでは……」

			　そうつぶやくとアリシアは俯(うつむ)いた。そして何もなかったかのように、平然を装いながらアプル飴を舐め始める。

			　静かになったアリシアに、薫(かおる)はやりすぎたかなと感じて、ラスト１個のわたあめピンクラビィを購入してアリシアに渡す。きょとんとした表情で薫(かおる)を見つめるアリシア。

			「い、いいのですか？」

			「ちょっといじわるしすぎたわ。罪滅ぼしや」

			「えへへ、ありがとうございます。これは観賞用にしますね」

			「いやいや……わたあめは置いとくと萎むから、はよ食べなアカンで」

			　アリシアは、薫(かおる)の言葉に驚愕の表情を浮かべる。

			「儚(はかな)いのですね……。幸せは残せないです……」

			「今いっぱい愉しめばええやん。思い出づくりって思えばええんやないか？」

			「はい、そうします」

			　アリシアは片手にアプル飴、もう片手にわたあめピンクラビィという最強装備をし、嬉しそうに頬を緩める。

			　薫(かおる)は何か粉物がないかと屋台を見渡す。まだ前夜祭のような感じで、すべての店が営業しているわけではない。組み立てた屋台に、明日からと書かれている店もある。

			　２人で出店を回っていると、公園で今回のミュージクルフェスタの優勝者の予想を熱く語る者たちがいた。

			「やっぱり、有力候補はヴィヴィアン様だろ！　精霊を楽しませることのできる歌姫はあの人しかいないからな」

			「ふふふ、甘いわよ。黒髪ポニテのシャーリーちゃんがくるに決まっているわ。一度聞けば、あの癒やしの声にドハマリするんだから」

			「いや、ラム様も捨てがたいと思うんだよな。ヴィヴィアンとシャーリーには少し劣るかもしれないけど、潜在能力は底が見えないと思うんだ」

			「「おい、様（さん）付けろや！」」

			「す、すいません」

			　どんどん熱が入っていく者たちは、いろいろな対抗馬の名前を出してくる。だが、ヴィヴィアンとシャーリーの名前が多い。

			　薫(かおる)とアリシアは、シャーリーの名前が上がっていることにちょっと嬉しくなる。

			「カオル様、やはりシャーリーさんは凄い歌手さんなのですね」

			「そうみたいやな。他にも名前が上がっていたみたいやけど、知らん人やからどれほどの実力があるのか楽しみでもあるな」

			　薫(かおる)とアリシアは、どんな素晴らしい歌声を披露してくれるのか、ワクワクしながら白熱する者たちを見つめる。

			「そうそう、今日の昼過ぎにヴィヴィアンさんとシャーリーさんが一悶着やらかしてたらしいぞ」

			「おいおい、フェスタが始まってないのにもう!?」

			「どんな内容だったんだよ」

			「早く教えなさいよ。気になるじゃない」

			　皆が注目している２人なだけに、食いつきがよい。薫(かおる)とアリシアも何があったのだろうと耳を傾ける。

			「なんか、ヴィヴィアンさんの方からいちゃもんをつけたらしいぞ。俺はその場で見てないけど、知り合いがそう言っていたんだ。凄い剣幕で突っかかったって」

			「え!?　ヴィヴィアン様からだ……と」

			「ありえないだろ！　あんなおしとやかな方だぞ？」

			「いや、俺に言われても……聞いただけだしな」

			「あれ？　私はヴィヴィアンさんの伴奏をしている子が突っかかったって聞いたわよ？　なんでもシャーリーさんが昔、ヴィヴィアンさんにしたことがどうたらとか」

			　皆どれが本当かわからずに、首を傾げて唸る。

			　そんな者たちを見ながら、薫(かおる)は顎(あご)に手を当てつぶやく。

			「数人がシャーリーといざこざがあったことを言っとるってことは、何かあったんやろうな。内容は、人づてで尾ひれがついた感じか……」

			「大丈夫でしょうか？」

			「どうやろ、大事にならなければええんやけどなぁ」

			　不穏な予感が薫(かおる)の脳裏を過(よぎ)る。元の世界でもこういった騒ぎはある。歌手同士でのいざこざや、ファンとの距離感でもだ。

			　何事もなくこのフェスタが終わればいいがと考えながら、薫(かおる)とアリシアは公園をあとにする。時折、変な視線を感じたが悪意のある目線ではないため、そこまで気にしなかった。

			　薫(かおる)たちは出店でお腹の膨れそうなものを買い、宿屋へと戻った。薫(かおる)は相変わらずピンク一色の部屋に慣れない。薄い色だからまだいいが、これがショッキングピンクだったらと思うと、心が休まらなかっただろう。

			「さて、明日はのんびりと街の見学と行こうか」

			「はい、楽しみですね」

			「風呂入ってさっさと寝るか」

			「カオル様！　バスタブがピンクラビィちゃんですから安らげますよ♪」

			「叩き割ってやりたいわ……」

			　薫(かおる)の物騒な発言に、アリシアはビクンと体を震わせ、涙目になりながらピンクラビィバスタブを守る。

			　冗談やと言いながらも、薫(かおる)の目がマジだったことから、アリシアはピンクラビィ推しは少しの間止めようと思うのであった。

			　

			　翌朝、アリシアは幸せいっぱいな表情で眠っていた。

			　薫(かおる)は早々に、くすぐりの刑に処してアリシアを起こす。アリシアは頬を膨らませて不機嫌モードになっているが、気にせず支度をさせた。

			　薫(かおる)は普段オールバックにしている髪の毛を下ろす。アリシアは、なぜ薫(かおる)がいつもと違う髪型にしているのだろうと首をこくりと傾げた。

			「ん？　ああ、治療師ギルドでグランパレスと一致した人物がいたって情報がエクリクスに渡ると困るから、ちょっとだけ変えとこうかなと思うてな」

			「カオル様……素敵です……」

			　ポッとアリシアは薫(かおる)の姿を見て頬を染める。マジマジと薫(かおる)を見つめるアリシアに、薫(かおる)は気恥ずかしくなる。薫(かおる)は頭を掻いて誤(ご)魔(ま)化(か)し、白衣を羽織ってから朝食をとると、街に繰り出した。

			「カオル様、まずはどこへ行くのですか？　街の探索ですか？」

			「ん？　先に治療師ギルドでちょっと確認をな」

			「わかりました。私もどんなところかわからないので楽しみです」

			「そうやな、気楽に行くとするかな」

			　薫(かおる)は治療師ギルドで治癒石を借り、解(かい)析(せき)できないかと考えていた。それに、どういったところなのかが少し気になるというのもある。

			　薫(かおる)とアリシアは治療院が立ち並ぶ道筋に入る。治療師ギルドは１番手前にあったため、すぐに見つけることができた。石造りの外観で、周りの建物より遥かに大きい４階建ての建物だ。中は、治療に使う薬草や精製水などが棚に置かれてある区域とカウンターで手続きをするための区域に分かれている。現在は、迷宮熱の特効薬であるオレンの実と精製水（微小）がずらりと並べてある。

			　アリシアは、それを見てついついにやける。薫(かおる)が作った特効薬だからだ。それを知っているがために、嬉しく思ってしまう。

			　薫(かおる)がカウンターへと向かうと、受付の女性が話しかけてきた。

			「本日はどのようなご用件でしょうか？　派遣でしょうか？　年間費のお支払いでしょうか？　それとも講習会の申し込みでしょうか？」

			「いや、ちょっと尋ねたいんやけど」

			「はい、何でしょうか？」

			「治癒石を見せてもらえんやろうか？」

			「えっと、あなたはもう治療師ですよね」

			　薫(かおる)の姿を見て、少し困った表情を浮かべる女性。

			「いやいや、欲しいのは俺やない。こっちや」

			　薫(かおる)は後ろにちょこりと隠れているアリシアを前に出す。強張った表情をしているアリシアは、薫(かおる)の所在をエクリクスにバレてはいけないと気が気ではなかった。しかし、そんな簡単にバレるようなことではないので、薫(かおる)はアリシアの行動に苦笑いになる。

			「なるほど……新規の方でしたか」

			　女性はニッコリと笑顔を作る。しかし、アリシアの年齢を見定めるや、口を開く。

			「ですが……15歳を超えてからの習得は難しいですがよろしいですか？」

			「は、はい、大丈夫です」

			「もしかすると、何年たっても習得ができないことがあります。適性がない場合ですと……その使った月日が無駄になります。よく考えてからの方がよろしいかもしれません」

			「うぅ……」

			　アリシアは、女性の言葉に怯(ひる)み始める。薫(かおる)と一緒に最高の治療師になると目標を持っているのに、スタートラインにすら立てない可能性が出てきて立ちくらみを起こす。

			　ふらふらとして、後ろに倒れそうになるのを薫(かおる)が支える。口からエクトプラズムが出そうな勢いだ。

			「その道に拘(こだわ)らず、他の可能性を見出した方が……私はよろしいかと思います」

			「ぐふっ!?」

			　止(とど)めと言わんばかりに、アリシアは魂が抜けたように薫(かおる)に倒れこんだ。目を点にさせて、ぷるぷると震えていた。

			　そんなアリシアを心配しながらも、女性は言葉を続けた。

			「あの……すいません。ですが、ゼロに近い可能性の場合は、なかなかおすすめできないんですよ……」

			「まぁ、そうやろうな。とりあえず、石だけでも見せてもらえんか？」

			「はぁ……石はこちらですが……。本当に目指されますか？」

			　薫(かおる)は女性から治癒石を受け取り『解(かい)析(せき)』を掛けてから、気の抜けて真っ白になったアリシアに手渡す。アリシアは呆けた目線で緑色に光る治癒石を見つめる。

			「登録には金貨１枚と治癒石代として６枚必要になりますが」

			「ああ、今回はちょっと見送るわ。もう少し考えさせてからやな。登録することになったら、そんときはよろしゅうお願いするわ」

			　治癒石をアリシアから回収して女性に渡す。

			「わかりました。登録の際は、よろしくお願いします」

			　深々と頭を下げた女性に、軽く手を振る。

			　薫(かおる)はまったく動けないアリシアを小脇に担いで、治療師ギルドをあとにした。

			　

			　外に出てもなおアリシアは念仏のように「治療師になれない……治療師になれない……」と、完全に意気消沈した状態であった。

			「アリシア、大丈夫やから」

			「もうおしまいです……私は、治療師にはなれません。病気の人たちを救うことは叶わないです……」

			「いや、治癒石使わんでもなれるみたいやで」

			「……へ？」

			　薫(かおる)の言葉にアリシアは色を取り戻す。ゆっくりと小脇に抱えられたまま薫(かおる)を見上げる。

			「ほ、本当ですか？」

			「ああ、ちょっとあの石を調べたらからくりが見えたわ」

			「い、いつのまにそのようなことをしたんですか!?」

			　アリシアは驚愕の表情を浮かべる。そんなアリシアに薫(かおる)は意地悪じみた顔をする。

			「とりあえず、治療師ギルドにもう用はない。気兼ねなく遊び倒せるってわけや」

			「え？　あの、なんであの治癒石がいらないのか教えてください」

			「宿屋に帰ったら教えたる。急がずに、ちゃんと俺が手取り足取りって約束したからな」

			「は、はい！」

			　薫(かおる)とアリシアは、その足で出店へと向かった。昼御飯を出店で済ませて、フェスタに参加するであろう者たちの歌や演奏を聞きながら辺りを散策した。

			　そうしていると、一際人だかりができている場所に遭(そう)遇(ぐう)する。

			「なんでしょうね？」

			「有名な奴がおるんとちゃうか？」

			　薫(かおる)たちもその中へと入っていくと、小さなステージに立つ女性を目にする。

			「このような練習の場をいただきありがとうございます。コホッ、み、皆さんが、少しでも楽しんでいただけたら幸いです」

			　ワインレッドのドレスを着た女性は、優しい笑顔を周りに集まった人たちへと向ける。

			　薫(かおる)はヨルドの近くの泉にいた者だろうかと考えるが、歌声を聞いてみないとわからないなと歌い出すのを待つ。

			「女神だ……ヴィヴィアン様は歌の女神だ！」

			「美しい……伯爵令嬢の地位を持ちながらも、平民にも気を使ってくださるのだからな」

			「歌も上手い、スタイルもいい、女性としての品格も申し分ない……。パーフェクトウーマンよ！　最強じゃないの！　キャー、ヴィヴィアン様、こっち見てください～！」

			　熱狂的なファンの集まりとなった広場の一角。

			　ヴィヴィアンの横には１人の竪琴を持った女性がいる。茶色の髪の毛は顎(あご)下(した)の前下がりボブに切り揃えられ、切れ長な茶色い目で白のワンピースを着ていた。

			「ナターシャ、準備は？」

			「はい、いつでも大丈夫です。ヴィヴィアン様」

			　軽く目配せをしてから、ナターシャは竪琴を弾き始める。弦を弾くごとに、澄み切った音を奏でる。そして、それに合わせるようにヴィヴィアンは歌い始めた。声を聞いた瞬間、皆息を飲む。声は優しく、心に活力を与える。

			　高音を安定させて響かせ、聞いている人たちの心を震わせる。そして、その歌声に引き寄せられたのか、風の精霊たちがヴィヴィアンの周りに集まって、ふわふわと踊り出す。普通ではありえない光景に、観客たちは感動の息を吐く。誰１人、歌が終わるまで一言として喋(しやべ)ることができないほどに聞き入ってしまっていた。

			　歌が終わると、歓声が起こる。薫(かおる)も思わず拍手をしてしまっていた。アリシアもそうだ。目を輝かせて「凄いですよ！」と口にし、ぴょんぴょん跳ねていた。

			　薫(かおる)が後ろを振り向くと、もの凄い数の人間がこの広場に集まっていることに気づき絶句する。

			　初めは20人くらいだったのに、今は１００人を優に超えていた。

			「こりゃ、シャーリーも頑張らないと危ないかもな」

			「私はどちらも素晴らしいと思います。凄いですよぉ～。音楽は楽しいものなのですね」

			　アリシアは大満足といった表情をしている。そんなとき、ナターシャの焦った声がステージから聞こえてきた。薫(かおる)もその声にステージの方を向く。

			「ヴィ、ヴィヴィアン様!?　どうされたんですか!!　ヴィヴィアン様!!」

			　ヴィヴィアンがステージの上で倒れていた。

			　息が荒く大量の汗を掻き、顔はチアノーゼで青紫色に染まっていく。ナターシャは、そんなヴィヴィアンを見て、「もう大丈夫って、言ったじゃないですか……」と泣きそうな顔でつぶやいた。集まった者たちも、この状況に困惑していた。

			　そんな中、前方にいた白衣を着た男に、観客から声がかけられる。

			「おい、お前治療師だろ！　早く回復魔法で助けに行けよ！」

			「え？　む、無理だよ。中級回復魔法しか扱えないし……責任だって……」

			「そんなこと言っている場合じゃねーだろ！　ヴィヴィアン様に何かあったらどうするんだ！」

			「っ……」

			　その男は、渋い顔をして前へと出る。すると、ナターシャはすぐにその者の手を取り、ヴィヴィアンの下まで連れていく。その間に、他の者が腕のいい治療師を探しに走り去っていった。

			　ナターシャに連れてこられた男は、倒れているヴィヴィアンに手を翳(かざ)して、『重軽症回復(ミドル・キユア)』を使用するが、まったく効果がないようだった。

			　その男は脂汗を掻き、顔が青くなっていく。強制的にだが、何の病気かもわからない状況で、名乗りでてしまった。何かあったときにすべての責任を問われる可能性があるのだ。今にも倒れてしまいそうな男の方を、心配してしまうレベルだ。

			　その男は、継続的に『重軽症回復(ミドル・キユア)』を執行し続ける。魔力をすべて使い果たす勢いだった。精一杯のその行動に、周りの者たちも祈るように見守っている。

			　だが、状況が変わることはなかった。

			　アリシアは、薫(かおる)の白衣をギュッと掴み薫(かおる)を見上げる。アリシアの言いたいことはわかる。だが、ここで前に出ることは危ない橋を渡るのと同じだ。

			　だが、薫(かおる)が前に出なければ、大変なことになるのは明白だ。現在治療している男の回復魔法では、改善には至らない。

			「アリシア、これからまた危険なことになるかもしれへんけどええか？」

			「はい、カオル様が行かれるのなら……私はどこまででも付いていきます」

			　まっすぐな目で見るアリシアに応えるかのように、薫(かおる)は大きく息を吸って一度目を瞑(つぶ)る。そして、ゆっくり吐いて目を開けると、仕事モードへと変わる。

			　薫(かおる)は人混みのなか、一歩前へと歩き出した。薫(かおる)の格好が白衣なので、腕のよい治療師が名乗りでたのかと集まった人たちは道を開けていく。

			「すまん、通してもらってええか？」

			　薫(かおる)の言葉に、気がついてなかった者たちも道を開ける。ステージまでたどり着き、薫(かおる)は回復魔法をかけている者の横へと立った。

			「すまん、ちょっと替わってくれるか？」

			　そう声をかけると、回復を続けていた男は、助けが来たのかと苦しい表情から希望が差したかのような表情に変わる。

			「あ、はい！　お願いします。もう魔力が底を尽く寸前だったんです！」

			　男は治療をやめて薫(かおる)にバトンタッチし、そそくさとステージから降りていった。まるで、もう自分は関係ないと言わんばかりであった。相当なプレッシャーを受けていたのだから仕方がない。薫(かおる)は目の前の患者にだけ目を向ける。

			「あ、あなたは誰？　ヴィヴィアン様を治せるの？」

			　ナターシャは口調が強いものの、薫(かおる)が最後の望みであるような目で見つめてくる。状況が状況なだけに、新たに出てくる者は殆どいないだろう。

			「治せるかどうかは、やらなわからん。でも、最善は尽くす。それでええやろか？」

			　薫(かおる)の目を見て、ナターシャは覚悟を決める。

			　アリシアは薫(かおる)の横に立ち、自分も何かできないかを考える。

			「わかったわ。お願い」

			　薫(かおる)は即座にヴィヴィアンに『診断』を掛ける。今は、１つずつ診察をしている時間はない。一瞬にして、薫(かおる)はヴィヴィアンの病気が何なのかを読み取った。

			「そうか……命に関わる症状が優先されて、裏に隠れとる病気は出ないわけか……。使い勝手の悪いやつやな」

			　薫(かおる)は小声でひとりごちる。アルガスのときは、２つとも病状が提示されたのに対して、ヴィヴィアンの場合は、赤い文字で１つの症状が表示されただけだった。薫(かおる)の推測だが、アルガスの飲んでいた薬が影響していたのではないかと思う。体内の進行を遅らせる唯一の薬だ。

			　薫(かおる)は渋い顔でステータス画面を見る。

			　赤字で書かれてあるものは、

			・症状：呼吸困難

			　通常であれば、呼吸で体内に酸素を取り込み二酸化炭素を排出するという血液中のガス交換が行われるのだが、それができない状況を指す。

			　何が原因でこのようなことになったのかを脳内でピックアップしていくが、数が多すぎて絞り込むことができない。まずは、この呼吸困難をどうにかしないと話にならない。下手をしたら、命に関わる。

			　薫(かおる)は、ヴィヴィアンの口元に耳を持っていく。目線は胸元へと向け、上下しているかを確認する。呼吸は浅く荒いだけで、喉に異物が詰まっていないことを確認してから、薫(かおる)は処置を開始した。

			　まず医療魔法『酸素吸入・ベクトル１』を使用する。

			　ヴィヴィアンの口元に、青白い光が現れ、高濃度の酸素を人為的に口の中へと吸引させる。
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			すると、先ほどまで苦しがっていたヴィヴィアンの容体がよくなっていく。呼吸はまだ浅く荒いが、チアノーゼが和らぎ、先ほどよりはましになった。

			　それを見たナターシャは、横にいたアリシアと抱き合って喜ぶ。ヴィヴィアンの容体が回復したことに観客からも歓声が上がる。

			　だが、薫(かおる)の表情は険しい。

			「応急処置をしただけや、どこか静かなところで休ませたいんやけど。治療院以外でや」

			「治療院ではいけないの？」

			「それやと、俺の治療はここまでや。他人の治療院で勝手はできへんからな。連れていった治療院の奴の裁量にまかせるんなら、そっちでも構わへん。俺に任せるんなら、できる限りはなんとかする。決めるんはそっちや」

			　ナターシャは俯(うつむ)き考える。薫(かおる)にここで治療をやめられると困る。フェスタは明日からだ。歌の部門は２日目からなので、それまでにどうにかしてもらわなければ、参加自体できなくなってしまう。

			　ヴィヴィアンの夢のためにと、ナターシャは考えた末に決断を下す。

			「でしたら、フェスタの宿舎へ。状況を説明すれば、どうにかなると思います」

			「決まりやな。そしたらさっさと行くで……これは見世物やないからな……アリシアも行くで」

			「は、はい！」

			　薫(かおる)は、ヴィヴィアンをお姫様だっこして立ち上がる。広場は街の中心部に近かったため、薫(かおる)たちはすぐに参加者の宿舎へと着いた。受付の女性は、お姫様だっこされたヴィヴィアンを見て、どうしたのかと尋ねてきたが、ナターシャの説明ですぐに理解してくれた。そして、マスターキーを借りてヴィヴィアンの部屋へと向かう。

			　その途中で、シャーリーと出くわしたが、世間話をしている状況ではないので、薫(かおる)はそのまま通りすぎた。心配そうにこちらを見つめているシャーリーだったが、ナターシャのお前には関係ないという睨(にら)みに俯(うつむ)いてしまった。

			　部屋の前に着くとナターシャが鍵を開けて、薫(かおる)たちを中へと誘導する。

			　薫(かおる)はベッドにヴィヴィアンを乗せてから、もう一度『酸素吸入・ベクトル１』を使う。

			「ヴィヴィアン様は、大丈夫なのよね？　死んだりしないわよね」

			「死んだりしないように俺がおるんやから……とりあえず、落ち着いてくれへんか？」

			　薫(かおる)は、ナターシャから両肩を掴まれ揺さぶられる。かなり動揺しているようだが、薫(かおる)は本人以外に病名を言っていいものかと考える。

			　そうしていると、朦(もう)朧(ろう)としていたヴィヴィアンの意識が回復する。

			「ここは……部屋？」

			「ヴィヴィアン様……何事もなくてよかったです」

			「心配しすぎです……。大丈夫ですから、ね」

			　ナターシャは涙を流しながら、ベッドに横たわるヴィヴィアンに抱きついた。優しく彼女の頭を撫でて宥めるヴィヴィアン。ふと、薫(かおる)たちの存在に気がついたのか、首を傾げて眉間に皺を寄せる。

			「ああ、怪しい者やないから。ステージで倒れたあんたを応急処置して運んできた治療師や。どたばたして、名前言ってなかったな。カオル・ヘルゲンや」

			「その付き添いです。アリシア・ヘルゲンです」

			　薫(かおる)とアリシアは頭を下げた。

			　ヴィヴィアンがナターシャへと目線を送るとそれに頷く。信用に値すると告げていた。

			「そうでしたか……コホッ、ありがとうございます。私はヴィヴィアン・ゼタ・オールビズです。危ないところを助けていただいて……なんとお礼をしたらいいか」

			　ヴィヴィアンは体を起こしながら軽く会釈をする。少し辛そうな表情になるのは、まだ症状が収まりきってないからだ。薫(かおる)は起き上がろうとするヴィヴィアンを制して、ベッドに寝かせる。

			「ああ、名前は知っとるよ。歌が上手いと評判やったからな。さて、ここからが本題や」

			　薫(かおる)はヴィヴィアンを真剣な目で見つめる。病気に関しての説明と検査を行いたいが、断られればそれで終わりだ。

			「今現在、ヴィヴィアンさんが罹(かか)っとる病気を調べさせて欲しいんやけどええか？」

			「……わかるのですか？」

			「ちゃんと調べればわかると思うで」

			「でしたら……お願いします」

			　ヴィヴィアンは、薫(かおる)を見つめながら頷く。

			「それと、検査の結果を聞かれてええなら、ナターシャさんも入れて話をするんやけど。どないする？」

			　薫(かおる)の声色から聞かれない方がいいということが容(よう)易(い)に理解できたのか、ヴィヴィアンはナターシャの方を見つめて口を開いた。

			「ナターシャ、席を外してもらえるかしら……」

			「え……ヴィヴィアン様？」

			　心配でたまらないということは、ナターシャの表情からわかる。だが、ヴィヴィアンは首を横に振って、あとで詳細は教えるとつぶやくと、ナターシャは渋々だが引き下がり部屋をあとにする。ドアが閉まったのを確認して、薫(かおる)は頭を掻きながら口を開く。

			「じゃあ、病気を調べていくけどええか？」

			「はい……」

			　薫(かおる)は、ヴィヴィアンに近づいてから『診断』『解(かい)析(せき)』を掛ける。

			　すると、薫(かおる)のステータス画面にヴィヴィアンの情報が現れた。

			　

			・名前：ヴィヴィアン・ゼタ・オールビズ

			・種族：人間族と人魚族のクォーター

			・職業：歌手・冒険者〈Ｃランク〉

			・ＬＶ：23

			・ＨＰ：１００／１５０

			・ＭＰ：４２０／７５０

			・状態：気(き)胸(きよう)（運動能力の低下）

			・魔法：なし

			・スキル：精霊の祝福、辺境の歌姫の祝福

			　

			　このように出た。

			　そして、病気に関しても情報が開示される。

			・病名：気胸

			　気胸とは、胸(きよう)腔(くう)内で気体が肺を圧迫して外気を取り込めなくなる状態のことをいう。

			　肺胞の一部が嚢(のう)胞(ほう)化（体内にできる球状の袋）したものや、胸膜直下にできた嚢胞が破れて吸気が胸腔に漏れて起こる。

			　多くは、突然発症する。呼吸をしても、大きく息が吸えなかったり、激しい運動をすると呼吸ができなくなり呼吸困難に陥(おちい)ることがある。他には、動(どう)悸(き)、咳などが見られる。

			　初期症状は、肩や鎖骨周りの違和感、胸痛や背中への鈍痛が見られる。人によって痛みを感じない者もいるが、激痛を感じる者もいる。

			　聞き慣れない病名ではあるが、珍しい病気ではない。よく、喘(ぜん)息(そく)と勘違いされて放置されることもある。

			「まぁ、特発性肺線維症ではないからよかったというべきか……。死に至る病気ではないんやけど、いろいろと制限はつくなぁ」

			　薫(かおる)の言った特発性肺線維症は、難病に指定されている。現在では、新たに開発された抗線維化薬ニンテダニブエタンスルホン酸塩（オフェブカプセル）という薬が有効とされている。だが、副作用が強く下(げ)痢(り)、悪(お)心(しん)、肝酵素上昇、腹痛などを引き起こすことがある。その他は、手術で切除、または移植などがある。どれも高度な技術が必要となるものだ。

			「……」

			　薫(かおる)の言葉に、理解できない内容が織り交ぜられているため、ヴィヴィアンは首を傾げる。薫(かおる)は噛み砕いて説明をする。ヴィヴィアンは思い当たる症状を薫(かおる)に指摘されて、思わず目を丸くして驚いた。

			　薫(かおる)は、どの部分に病気があるのかを特定するために精密検査を行うことを、ヴィヴィアンに伝える。

			「まずは、胸部Ｘ線検査を撮らなあかんか……。ヴィヴィアンさん、黒い無地の服はあるか？」

			「えっと、ないですね」

			　薫(かおる)は、アリシアを見てから口を開く。

			「アリシアは、持ってへんやろな」

			「あ、ありますよ！」

			「珍しいこともあるんやな……。ピンク以外が出てくるとは……」

			　アリシアは少しむくれながらも、アイテムボックスから一着のＴシャツを取り出す。

			　薫(かおる)は、それをヴィヴィアンへと手渡した。ヴィヴィアンは、なぜこれを着なければいけないのかといった表情をするのだが、金属などが入っていると、写真にそれが映しだされてしまうからだ。

			　薫(かおる)は、病気の精密検査のためと言ったのだが、なかなか信用してもらえず、アリシアにそこは任せた。アリシアの懸命な説得（？）によって、ドレスの上の部分だけを下にずらして、その上にＴシャツを着てもらった。着替え中は後ろを向いて待ったのは言うまでもない。

			「はぁ……一苦労やな……」

			　小言をぼそりと口にして、ヴィヴィアンの前に立ち、手を翳(かざ)してから医療魔法『胸部Ｘ線・ベクトル１』を使う。ヴィヴィアンの上半身だけに、霧が掛かり正方形に圧縮される。多分、放射能が外に漏れ出ないためではないかと思う。

			　パシッと音がすると、その正方形に圧縮されたものが薫(かおる)の手に吸い込まれた。

			「はい、もうええで」

			「今の魔法は……？　いえ……魔法なのですか？」

			「新しい魔法やから企業秘密や」

			「……」

			　何をされたかわからずに、だんだん不安になってくるヴィヴィアン。だが、ステータス画面に先ほど撮った胸部Ｘ線検査の写真を見せると絶句した。

			「な、なんですかこれは……ス、スケルトン？」

			「ん？　あんたの胸部の中を撮影したんや。この白くなっている部分が脊(せき)椎(つい)やな」

			「……」

			　ヴィヴィアンの硬直具合に、やらかしたと薫(かおる)は苦笑いになる。

			「カオル様！　いきなりこのようなもの見せられたら、驚くのは当然だと思います！」

			　アリシアのごもっともな意見に、薫(かおる)は頭を掻いて誤(ご)魔(ま)化(か)す。事実アリシアも衝撃を受けていた。自身の心臓の動きをエコーで見たことはあるが、胸部Ｘ線の写真を見るのは初めてであった。

			「ああ……すまん。ここが異世界であること忘れとった。驚かせてすまんかった」

			　ついいつもの癖が出てしまう。元の世界では、胸部Ｘ線で撮ったらこのように写るなど当たり前のことだからだ。

			　説明をするが、かなり噛み砕かないと理解をしてもらえない。また、病気に対して無知なため、そこまで大事には思っていないようだ。

			　だが、胸部Ｘ線には、病気の姿がくっきりと映し出されていた。縮小した肺の姿だ。それともう１つ気になる点があった。

			　気胸は、軽度の場合は１～３週間もすれば空いた穴が元通りに塞がる。しかし、何かの拍子に、また穴が空いてしまい、同じことを繰り返してしまう。

			　ヴィヴィアンに確認をとると、これが初めてではなかった。

			「安静にしとかんと、治りが悪くなる。処置が遅れれば命に関わることもあるんや。今現在は、俺以外に対処できる奴がおらへん。てか、よく今まで無事やったな……運がええんか悪いんか……どっちやろな」

			　今回は、ステージの近くに薫(かおる)がいたからこそ、大事にはならなかった。もしも、薫(かおる)がいなかったらと思うと、ゾッとしてしまうのだろう。ヴィヴィアンの顔が少し青ざめていた。

			　だが、恐る恐る薫(かおる)に尋ねた。

			「フェ、フェスタは……出られないでしょうか……」

			「おすすめはせえへん。呼吸をしにくくなっとるはずや。そんなんで歌なんて歌えへんやろ。ましてや、実力者の集まるフェスタなんやろ？」

			「で、では、カオルさんが専属で診ていただければ、出場はできますか？」

			　無茶を聞いて、取り返しの付かないことになるのは目に見えている。今回は、見送るのが正しいと薫(かおる)は答えようとするが、

			「シャーリーと……同じステージに立たないといけないの……。お願いします……。お金はいくらでもお支払いしますから……」

			　ヴィヴィアンは涙を流しながら、悲痛な声で薫(かおる)に懇願してくる。今回しかチャンスはないと。

			　その姿に、薫(かおる)は悩む。ドクターストップを出してもいいが、患者の希望に応えてあげたいとも思う。過去に、ヴィヴィアンと同じ境遇の患者がいた。歌手で、注目を集めている矢先に喉の病気で、薫(かおる)の勤める病院へと搬送された。

			　薫(かおる)がそのとき行ったのは、患者の希望を優先させたことだった。

			　だが、今の状況とは異なる。医療レベルもそうだが、周りの知識も乏しい。そして、ヴィヴィアンをバックアップしてくれる者が少なすぎる。それが、薫(かおる)の決断を鈍らせる原因でもあった。薫(かおる)１人の力では、できることが限られる。

			　どうしたものかと思い、薫(かおる)はアリシアを見る。

			　アリシアは、薫(かおる)の決断を待っているようだった。即座に決断はできない。あのときと状況が違う。何かが起こったとき、すぐに対処ができなければ、最悪の事態を招くことは明らかだ。それに、アリシアを巻き込みたくない。ほとぼりが冷めるまでは……。

			「少し考えさせてくれるか？」

			「はい、いいお返事をお待ちしております」

			　薫(かおる)はそのあとＣＴも撮り、ヴィヴィアンの病気の情報を入手して、『薬剤錬成』で鎮痛剤と癒着薬を作り出した。痛みがある場合はそれを飲むように告げた。

			「あとは……回復魔法も施したるわ」

			　そして、薫(かおる)は回復魔法の『重軽症回復(ミドル・キユア)』と『重症回復(ハイ・キユア)』を執行した。上級回復魔法はつぶやくように唱え、ヴィヴィアンには聞こえないようにした。

			　すると、半ば期待もしてなかったが、『解(かい)析(せき)』を掛けると、少しの効果を示した。

			「ほう、これはまた……」

			「えっと、どうされました？」

			　ヴィヴィアンは、回復魔法で何かしらの効果があったのだろうと推測した。

			　まさにその通りで、肺の破れた部分に薄い膜ができていたのだ。だが、１マイクロミリにも満たないため、歌ったりすれば、また破れてしまうのは明白だ。

			「とにかく、この病気は安静が１番の治療法や。ええか？　一応、明日返事はするが、専属になるかどうかは関係なく治療は受けてもらうからな」

			「はい……大丈夫です」

			「あと、付き添いにいたナターシャさんで合っとるかな？　あの人には教えるんか？」

			「っ……教えたら、駄目なような気がしますので、内密にしていただけますでしょうか？　治療を受ければ、回復するとだけ伝えます。カオルさんも、ナターシャから聞かれたらそれで合わせてもらえないでしょうか……」

			　ヴィヴィアンは深く頭を下げる。伴奏として、竪琴をずっと隣で弾いてきたナターシャ。だからこそ、余計な心配はかけたくないのだろう。

			　それ以外にも何か含みのある言い回しをされたが、薫(かおる)が知る由もない。こういったことに首を突っ込むと、何が出てくるかわからない。

			　薫(かおる)とアリシアは明日検診に来ることを伝えてから、ヴィヴィアンの部屋をあとにした。

			　２人が部屋からいなくなったあと、ヴィヴィアンは泣き崩れるように枕に顔を埋める。

			「あなたのせいじゃないの……私が悪いの……ごめんね……シャーリー。一言でいいから……謝らせて……」

			　ヴィヴィアンは、まだ日も高い時間から泣き疲れて眠ってしまうのであった。

		

	
		
			第五話　治癒石の正体と気分転換

			　

			　ヴィヴィアンの部屋を出て廊下を歩いていると、シャーリーが階段の下で待ち構えていた。

			「あれ？　シャーリーさんですよ、カオル様」

			「知り合いみたいやから、心配なんやろ……。まぁ、いろいろと面倒な仲なのは言うまでもないけどな」

			「そうですね……」

			　アリシアは、ヴィヴィアンの言葉を思い出してちょっと困った顔をする。

			　薫(かおる)たちの姿を見つけると、シャーリーは足早に近づいてきた。

			「カ、カオルさん、あの……ヴィヴィアンさんは……」

			　不安そうな表情を浮かべたまま、薫(かおる)に容体を聞いてくる。だが、薫(かおる)はシャーリーに病気の詳細を語ることはない。

			「ああ、大丈夫や。ちょっと疲れとっただけやろ」

			　薫(かおる)の言葉に、アリシアが眉を顰(ひそ)める。どうしてシャーリーに、本当のことを言わないのかという顔だ。

			「そう……ですか」

			　シャーリーはそれ以上聞くことはなかった。

			　患者であるヴィヴィアンの口から言うのならまだしも、勝手に詳細を喋(しやべ)ることは、医者としての信用を失うことを意味する。家族でもないシャーリーには、伝えることはない。

			「ほら、そんな顔しとる場合じゃないんやないか？　練習せんと、フェスタで優勝できへんで」

			「はい……そうですね。頑張ります」

			　シャーリーはそう言って、薫(かおる)たちと別れた。とぼとぼと力のない歩みで「やっぱり、私のせいなのかな」と小さくつぶやくのであった。

			　

			「カオル様、どうしてシャーリーさんに言わなかったのですか？」

			「患者のことを、簡単に他の人に喋(しやべ)るのはよくないで」

			「でも、シャーリーさんは……」

			「それでもや。アリシアだって、自分の病気を大切な人に知られたら、心配されるのは目に見えとるし、なんで勝手に教えたんだと怒るやろ？」

			　アリシアはその言葉に納得する。だが、それでもと思わずにはいられなかった。

			「難しいところなんよなぁ。アリシアは素直で優しいけど、こういったことは割り切らなあかん。俺と同じ道を目指すんならな」

			「……はい、わかりました」

			　しょぼんとしながら、アリシアは頷いた。薫(かおる)は、そんなアリシアの頭を撫でながら、頑張れよと口にした。

			　エントランスには人がたくさんおり、薫(かおる)の姿を見つけるや、なにか情報を聞き出そうと寄ってきたが、薫(かおる)のひと睨(にら)みで退散していった。

			　薫(かおる)は溜め息を吐きながら、どこの世界もこういった騒動は話の種になるのだろうなと思う。

			　長居をすると、どんどん同じような者が集まりそうなので、薫(かおる)たちが泊まっている宿屋へと一旦戻ることにしたのであった。

			　

			　宿屋へと戻った薫(かおる)とアリシア。

			　アリシアはベッドに腰掛け、ピンクラビィ枕を抱きしめて俯(うつむ)いている。まだ、自分の中で割り切れていないのだろう。

			「カオル様、そういえばヴィヴィアンさんの治療はどうするのですか？」

			「ん？　治療はするで」

			「いえ、専属としてです」

			「ああ、そのことか……。ちょっと迷っとる。簡単には決めれへんからな」

			「カオル様なら、すぐに了承すると思っていました」

			　今までの薫(かおる)ならそう行動していただろう。

			「状況が違いすぎるからな……できることなら、どうにかしてやりたいが。バックアップしてくれるチームでもあればええんやけどな」

			「私たちだけでは無理なのですか？」

			「無理ではないんやけど……な」

			　歯切れの悪い薫(かおる)を、アリシアは不安そうな顔で見つめる。どこかいつもと違うからだ。

			「ヴィヴィアンの病気は治るものや。だが、完治しない状態での無理は、死を意味する。シャーリーの喉と同じやな。どちらも、同じような病を抱えとるっちゅうことや。まぁ、シャーリーの方は、釘刺したから大丈夫やろうけど……ヴィヴィアンさんの方は、切羽詰まっとる……。放置していると、勝手に突っ走りそうやから怖い部分があるって感じや」

			　薫(かおる)は困りものだといった表情を浮かべた。

			「明日までに、決めんとな」

			「はい、私は、カオル様が決めたことについていきます。なので……ゆっくりと考えてください！」

			　アリシアはにっこりと微(ほほ)笑(え)む。柔らかい笑みに薫(かおる)も笑顔になる。

			「じゃあ、そっちはよう考えるとして、アリシアには治療師になるための話をせんとあかんな」

			「はぅぁ!?」

			　面白いくらいに驚きの表情を浮かべたアリシアの頭に薫(かおる)はそっと手を置き、ぐしゃぐしゃと撫でる。

			「そ、そうでした!!　カオル様、どうやったらなれるのですか？」

			　頭を撫でられながら、アリシアはコロコロと表情を変える。

			「まず、あの石は厄(やつ)介(かい)な性質があることだけ言っとくわ」

			「え？　あれは回復魔法を習得するためのものではないのですか？」

			「半分は当たっているんやけど、ちょっと違うんや……。まぁ、エクリクスの都合のええようにするための石ということは確かやな」

			　薫(かおる)は『解(かい)析(せき)』を掛けた内容をステータス画面に出し、アリシアに説明する。

			・道具名：治癒石

			・詳細：回復魔法を解放させるための石と同時に、制限をかける石でもある。魔力を吸い、使用者の魔力に干渉して歪めることにより、上位の回復魔法を扱える者は扱えにくくする効果がある。解除する方法は、解呪の治癒石を使うことで上限を解放する。だが、素質がない者だと解放できない場合もある。

			　この石が作られたのは、エクリクスの創設者である初代大神官エミ・アマノ。その後、２代目に就任した大神官が歪めたことによって今の治癒石が誕生した。

			　本来、回復魔法は使用できる者からの『治癒の覚醒(キユアリング・エヴエイユ)』という特殊な魔力供給によって、素質があれば解放される。だが、現在は治癒石の制限で、これを使える者はいない。習得してからどう伸ばせるかは本人次第となる。

			　初代大神官であるエミ・アマノのめんどくさがりから生まれた産物であることと、最後に言い残した言葉は、『この異世界に、病気を治す魔法がないなんて聞いてない!!　お医者様、ＨＥＬＰ　ＭＥ!!』だと言われている。本当かどうだかは、定かではない。

			　これを見た薫(かおる)は、初代大神官はこちら側へと来た者なのだろうと思った。この世界で医者というキーワードはない。それに、英語も入っていることから確実だ。

			　まさか、病気を気合でどうにかしなければならないなどとは思わなかったのだろう。切り傷や解毒、骨折などはどうにかなっただろうが、病気は無理だったようだ。

			　医療関係ではない者からしたら、薬の作り方などまずわからないだろう。もしも、それができていたら、このような医療の発展がまったく進んでない世界にはなっていなかったはずだ。

			　薫(かおる)は、最初に薬を作る能力を望んでよかったと本気で思う。もしも、それがなければ術後の薬がなくて、手術自体ができなかっただろう。

			　だが、右も左もわからないなかで、エクリクスという医療都市を作ったのは凄いと感心する。

			　その後に就任した者たちは、私利私欲のために動いているのだから、なんとも言えないが。

			「特殊な回復魔法があるねん。名前は『治癒の覚醒(キユアリング・エヴエイユ)』っていうな」

			「そういったものがあるんですね！」

			「ああ、俺も自身の回復魔法の項目見るまでわからんかったからな。特殊な欄にあったから、見逃しとったわ」

			　アリシアは、パァ～ッと明るくなる。治療師ギルドで真っ白く燃え尽きていたのが嘘のようだ。嬉しくて仕方ないのだろう。枕を抱えたままベッドの上で、コロコロと右へ左へと転げ回る。

			「やけど、素質がなければ……」

			　薫(かおる)がそう言葉を切ると、アリシアはピタリと転がるのをやめた。そして、表情が強張る。

			「だ、大丈夫ですよ！　わ、私、頑張りますから！」

			「ああ、無理のないように頑張ろうな。すぐに習得ができるわけじゃないみたいやし。気長にな」

			　薫(かおる)はステータス画面に映し出された『治癒の覚醒(キユアリング・エヴエイユ)』の詳細を見つめる。

			・魔法名：治癒の覚醒(キユアリング・エヴエイユ)

			・詳細：相手の体内に治癒の魔力を流し込み、素質のある者に回復魔法の感覚を覚(かく)醒(せい)させることができる魔法。１回、10分程度の執行をすること。素質がある者は、その魔力を認識できるようになる。覚(かく)醒(せい)には個人差がある。早い人は、その日に覚(かく)醒(せい)し、そうでない者は１週間から１年とされている。１度の執行で、使用された者はかなりの体力を使う。

			「カオル様、よろしくお願いします！」

			　アリシアは正座をして、薫(かおる)をまっすぐ見つめる。さぁ、今から『治癒の覚醒(キユアリング・エヴエイユ)』を使いましょうという表情なのだ。急かされた薫(かおる)は、頭を掻きながらアリシアの要望に答える。

			「まぁ、１回だけやってみるか」

			「はい！」

			　わくわくどきどきと、目を輝かせるアリシアに、薫(かおる)は手を翳(かざ)して魔法を執行した。

			　金色の魔力が薫(かおる)からアリシアへと流れこむ。

			　アリシアは目を瞑(つぶ)って、その流れを感じとる。温かく、とても落ち着く気持ちになる。心臓がドクンと大きく音を立て、心の傷があるのなら、それが癒やされるようなそんな感覚。

			　薫(かおる)は魔法を持続させながら、アリシアの様子を窺う。

			「アリシア、なんかわかるか？」

			「ほかほかで……体の奥がきゅんとします……。ちょっと変な感じですが、嫌なものではないですよ」

			　アリシアは感じたことをそのまま口にする。

			「掴めるものがあるのなら、それが回復魔法の感覚らしいで」

			「むむむ……わ、わかるような気がします……」

			「嘘はあかんで、ちゃんとわからないとな」

			「ぐぬぬ……」

			　アリシアは簡単に嘘がバレて、ぷくぅ～っと頬を膨らます。

			　10分間の執行が終わると、アリシアはぽけぇ～っと呆けた表情を浮かべる。頬が熱っぽく、リンゴのように赤い。薫(かおる)を見る目がとろんとしている。

			「なんか……頭の中がふわふわしますぅ～」

			「副作用かなんかやろうか？　知恵熱みたいなものか？」

			　薫(かおる)は、アリシアのおでこに額を引っ付けると、ボフンと音が鳴ったかのようにアリシアはベッドに倒れた。

			「え……？　お、おい！　アリシア？　大丈……夫みたいやな？」

			　幸せな顔で気絶しているアリシアを見て、薫(かおる)は苦笑いになる。少し刺激が強すぎたようだ。

			　薫(かおる)は頭を掻いて、目を回しているアリシアをちゃんと寝かせる。

			「この時間から寝ると、夜寝つけへんことになりそうやな……。まぁ、ええか」

			　薫(かおる)は、アリシアの寝顔を見ながら優しく微(ほほ)笑(え)むのであった。

			　

			　防音のしっかりした部屋の中で、シャーリーは１人歌をうたっていた。空気が震えて、部屋一面に優しく温かい空気が漂う。だが、声色にそれ以上の広がりはない。

			　歌うのを止め、ベッドに座り込む。

			「ヴィヴィ……昔みたいに戻れないのかな……。あのときみたいに……戻れないのかな……。こんなときに、会いにすらいけないなんて……やだよ。ごめんね……。私が悪いんだ……全部私が……」

			　シャーリーの目から涙が流れ出し、どうすればいいかわからずにいた。

			　そんなとき、部屋内に来客を告げる音がビィーッと響く。袖で涙を拭うと急いでベッドから立ち上がり、ドアへと向かった。

			「やっほ、シャーリー。練習しよ」

			「ルドマリー……」

			「どうしたの？　そんなしけた顔して」

			「……」

			「ああ、もう！　あの騒ぎのことは私の耳にも入ってるけど気にしすぎ！　ほら、あんたは外に出ないとそのまま腐っちゃうよ!!」

			　ルドマリーはしびれを切らしたように、シャーリーの手を掴んでそのまま外へと連れ出した。

			　されるがままのシャーリーは、どこへ向かうのかもわからずに付いていくと、昨日ダイドが演奏していた宿屋へとたどり着いた。

			　そこには、ダイドとマキナが待ち構えていた。

			　ダイドは頭にタオルを巻いてスティックを持ってニヤリと笑う。

			　マキナも一緒だ。栗色のミディアムヘアを揺らしながら、小さな体でウッドベースを抱えている。

			「よう、姫さん。やっと来たか。うじうじしてないで、前向いていこうぜ」

			「そうですよぉ～！　どうせ、引きこもっていても何もいいことなんてないですしぃ～。そういったときは、たぁ～くさん歌えばいいんですよぉ～」

			「皆……」

			「はいはい、お客さんもたくさん集まっているんだから、さっさとしましょう。我らのお姫様♪」

			「もう、その言い方やめてよぉ！」

			　シャーリーはくすりと笑みを零して、ステージへと歩く。今は、皆の気持ちに応えたいという思いでいっぱいだった。

			「えぇ～っと、皆さん！　練習ですが、楽しんでくださいね！」

			　シャーリーは集まった者たちへと声をかけた。すると、大きな歓声が湧く。

			「ひゃっほー！　シャーリーさんの生歌だぜ！」

			「俺、ここに宿泊しといてよかった。こんな特等席でシャーリーさんの歌を聞けるなんて夢のようだ」

			「ああ、可愛らしいわぁ……。でも、衣装が本番用じゃないのが残念よねぇ。どんな服を着るのでしょう……。わくわくが止まりません」

			「やっぱり、ドレスでしょうね。今までは黒が多かったようですから、黒で決まりでしょう。絶対に可愛いに決まっています」

			　観客たちは皆、楽しそうに話しだす。

			　ルドマリーもステージに上がり、ピアノの裏に長方形のボックスを差し込む。そして、椅子に座って、ポロンと鍵盤を叩く。先ほど差したボックスは、今回使うための音を自身の弾きやすい位置にカスタマイズするためのものだ。

			「準備はオッケーだよ。さぁ、たんと練習するぞぉ～」

			　ルドマリーがそう高らかに叫ぶと、ダイドがスティックを叩きながらカウントを取る。

			　そして、演奏が始まった。ドラム３点、ウッドベース、ピアノが奏でる音色に、皆息を呑んで聞き入る。それにシャーリーの歌声がミックスされる。スローテンポな曲に、観客は勝手に体が左右に動き出す。

			「３人の伴奏ってのも珍しいな。普通ならリズムが１人でも崩れると台無しになるから多くはつけないのに」

			「だよな。特にドラムの奴がやばいな。スローテンポなのに、一切リズムが崩れることがない。どんだけ練習しているんだろうな」

			「味のある弾き方だね……。マキナちゃん、あんなちっこいのに頑張ってるから、お姉さん応援したくなっちゃったわ」

			「ピアノもいいわ。普通は味気ない音なのに、音が重なり合って綺麗で心地いい音色を奏でてるわ」

			　皆が、シャーリーたちの音楽を楽しんでいた。シャーリーも心のもやもやする感覚を打ち消すように、気持ちを注ぎ込んで歌った。薫(かおる)からの注意を気にしながら、喉を酷使しないために何度か休憩を挟んで、終わりを迎えたのは夕方だった。

			　終わるころには、観客が宿屋の外にも集まっていて、道が通れないと苦情が入ったほどだ。

			　シャーリーは、宿屋の亭主に何度も頭を下げたが、こういう街だから大丈夫だと言われた。

			　フェスタの前夜祭などで大物はこういった騒動を必ず巻き起こすそうだ。

			　５年前のフェスタでは、セイレーンの巫女と呼ばれたエキドナが、これと同じようなことをしたとか。当事は無名で、最初は３、４人が透き通るような歌声に足を止めていたのだが、中盤には１００人が集まり、終盤では数えることが困難なほど人が集まったという。

			　カオス状態のなか、収拾がつかなくなり運営の者たちの手によって、エキドナは助けられたそうだ。本人曰く、あんなに人が集まるなんて思いもしなかったと。

			　フェスタ本番では、前日にそのようなことがあったので、エキドナが出ると歓声が上がり、それに応えるような歌声を披露して優勝を勝ち取ったという。エキドナの活躍は、そこからうなぎのぼりで、今では予約を入れなければ歌を聞くこともできないくらいの人気を誇る。

			「やはり、エキドナ様は神でしたか！　いえ、女神ですね！　たった１曲で、大騒動になるなんて凄すぎますね」

			　エキドナの偉業を聞いて、シャーリーは崇め始めた。

			「おいおい、忘れん坊の姫さんがそんなこというのか？　完全に忘れていたのに……」

			「これが我らの姫だからね。仕方ないね」

			「だめだこれぇ～♪」

			「ちょ、ちょっと皆して酷いですよ！　私、エキドナ様を直接見たのって今回が初めてだったんですよ！　そういうポカは、誰だってあると思うんです！」

			　シャーリーは自分の恥ずかしい失敗を突かれ、顔を赤くする。そんなシャーリーを３人は温かい目で見つめる。ヴィヴィアンの騒動で、塞ぎこんでしまっていたのは解消されたかなと思いながら、３人はアイコンタクトをし合うのだった。

			　興奮さめやらないなか、１人の小さな少女がシャーリーの下へと、とことこやってきた。手には、色紙と思われるものが握りしめられている。おろおろとして、サインを頼んでいいものかと悩んでいるのだろう。そんな少女にシャーリーは膝を曲げ、目線を一緒にして喋(しやべ)りかける。

			「どうしたのかな？」

			「あ、あ、あの！　サインをくらさい!!」

			　少女はちょっと舌っ足らずな言葉で、前に突き出すように色紙をシャーリーに渡してきた。断られないか、ドキドキしているのだろう。目をギュッと瞑(つぶ)って震えていた。

			「えへへ、いいよ。はい、色紙預かるね」

			「ふわぁ……」

			　シャーリーはペンをルドマリーからもらい、さらさらと書いていく。

			「あなたのお名前はなんていうの？」

			「え、えっと、キルフっていいましゅ！」

			　今度は完全に噛んでしまい、顔を真っ赤に染め恥ずかしそうに俯(うつむ)いてしまった。シャーリーは、そんなふうにならなくてもいいのにと思いながらもその少女の名前と日にちも色紙に入れた。

			「はい、どうぞ」

			「うわぁ～!!　ありがとう、シャーリーさま!!」

			「さ、様!?　私そんな高貴な人じゃないからね？　一般市民だよ」

			「あら、私たちからしたら、十分お姫様よね」

			　後ろから、そのような声が聞こえてきて、周りの皆にもなぜか頷かれてしまう。慣れない状況に、今度はシャーリーが赤くなる。

			「あの！　フェスタがんばってください！」

			「うん、ありがとね。キルフちゃんに応援されたから、がんばっちゃうぞ！」

			　そう言いながら、シャーリーは胸を張ってみせる。キルフは尊敬の眼差しを向けながら、大きく手を振ってシャーリーたちと別れた。観客たちも、その光景にほっこりとしてしまう。キルフの姿が消えてから少しすると、色紙を持った者たちがぞろぞろとシャーリーに押し寄せてきた。

			　シャーリーは引きつった表情をしたまま、できる限りそれに応える。だんだんシャーリーの目から光が消え始めたところで、マキナからのストップがかかった。盛大にブーイングが起こるが、明日からフェスタのため、これ以上は駄目との言葉に渋々納得したのだった。

			　宿屋からの帰り道、シャーリーはなんでもっと早く止めてくれなかったのかと恨めしそうに３人をじっとりと睨(にら)んだ。

			　３人は、シャーリーの睨(にら)みなど痛くも痒くもないと言わんばかりに笑った。

			「気分転換にはなっただろ？　俺らのおかげということで、矛をしまってくれないかな？」

			「うぅ……確かに気分転換にはなったけど……どうも納得いかないというか……もの凄くもやもや～っとしますね」

			「細かいことは気にしない」

			「そうです。気にしたら駄目ですよぉ～」

			　３人はシャーリーの気を逸らしにかかるが、そんなに甘くはいかず、宿舎に帰るとシャーリーのお説教が待っていた。一番初めに音を上げたのはルドマリーで、次にマキナ、ダイドと続き、２度としませんと平謝りするのであった。

			　

			　辺りが真っ暗になったころ。

			　ヴィヴィアンは目を覚ましてベッドから起き上がる。部屋は真っ暗で、外からの光がほんのりと入ってくる程度だった。枕元にあるライトをつけて頭を掻く。テーブルの上には薫(かおる)からもらった薬が置かれている。

			「あのあと……寝てしまったのですね……。ああ、服もそのままでした」

			　溜め息を吐き、ゆっくりと立ち上がって寝間着に着替える。夏真っ盛りのため、少し蒸し暑い。コップに入った水を飲み干してから椅子に座ろうとすると、ビィーッと来客の音が鳴る。誰だろうかと眉を顰(ひそ)めながらドアへと向かう。ドアを開くと、そこには泣きそうな顔のナターシャがいた。

			　ヴィヴィアンはナターシャに詳細を伝える前に寝てしまったことを思い出し後悔した。自分のことで精一杯だったこともあるが、何も知らない状態のまま、今にいたっているナターシャの方が、気が気ではなかっただろう。

			「ごめんなさい。ナターシャ……あのね……」

			「よ、よかったです……。ヴィヴィアン様……うわぁああああん」

			　ナターシャは、ヴィヴィアンの言葉に被せるように言うと、顔をくしゃくしゃにしながら抱きつき、ボロボロと涙を流した。

			　そんなナターシャの頭をヴィヴィアンは優しく撫でる。本当に心配してくれたのがよくわかった。
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			「病気も大丈夫よ……。ちゃんと薬を飲んで、安静にしていれば治るとカオルさんから言われたわ。それに、薬を飲むと痛みが嘘みたいになくなるのよ」

			「本当に、大丈夫なのですか？　また、同じようなことには……なりませんよね？」

			「ええ……大丈夫だから。ナターシャは、明日の楽器部門に出るのでしょ？　私を心配する前に、あなたもしないといけないことを頑張りなさい。ちゃんと見ていますから」

			「は、はい！　ヴィヴィアン様の伴奏者として、恥ずかしくない演奏をしてきますので、見ていてください！」

			　ヴィヴィアンの言葉に、ナターシャは笑顔になる。病気も大丈夫と聞いて安心したのだろう。

			　嘘をついてしまい、ヴィヴィアンは胸が痛くなったが、これ以上の心配はかけたくないと思い、表情を作ってまで嘘を通した。

			　ナターシャを見送ったあと、ヴィヴィアンはベッドに座って、そのまま仰向けに倒れこんだ。そして目を瞑(つぶ)って、ゆっくりと歌を口ずさんだ。

			　胸に痛みはほとんどないが、ほんの少しの恐怖心が自身を襲い始める。薫(かおる)が専属としてついてくれれば、安心して歌えると思うのだが、それは無茶なお願いでもある。専属となって何かあれば、薫(かおる)の責任になる。薫(かおる)もそれがわかっていて了承してくれないのだろうとヴィヴィアンは考えていた。

			　明日、薫(かおる)が答えを出してくれるが、期待はしないでおこうと思う。過度な期待は、拒否されたときの落胆が大きいからだ。

			　ヴィヴィアンは、そのままベッドに丸まり、自身の体を抱きしめながら眠りについた。

			　

			　夜の９時ごろ、薫(かおる)は宿屋の１階のバーに来ていた。

			　アリシアは、あのあとまったく起きることはなく、未だに眠っている。あの覚(かく)醒(せい)させる魔法は、受けた側がかなり疲(ひ)弊(へい)するのだろう。初代大神官がめんどくさがったのがなんとなくわかってきた。これを、何十人に行わないといけないと思うと、治癒石を作りたくもなるだろう。

			　意思があれば、１人で訓練できて、覚(かく)醒(せい)までできるのだから。

			　薫(かおる)はバーで管楽器とピアノの演奏を聞きながら、１人酒を飲む。ヴィヴィアンの診断結果を見て、何か他に手はないものかと考える。

			　安全な方法はまずない。やるのなら、多少のリスクは確実につきまとってくる。それを回避できるかは、状況によりけりだ。それに、アリシアを巻き込むことが薫(かおる)にとって１番心に引っかかる。

			　大切な人だからこそ、無茶は避けたい。

			　薫(かおる)はつい溜め息を吐いてしまった。

			「お疲れですね」

			「はは、そうやな。なかなか面倒なことになったから、どうしたものかと考えとる」

			「治療師は大変ですね」

			　マスターは、薫(かおる)の格好から治療師関係のいざこざだろうと当たりをつけて、話を振ってきた。

			「関わってもうたら……最後まで診てやりたいんやけどなぁ。難しい部分が多いんや」

			「治療師の皆さんがよく言われていますよ。そんな場合は、最初から関わってはいけないとね。たしか、今日のお昼前でしたか……フェスタ出場者の１人の治療を強制的にさせられて、あともう少しで、人生を棒に振るところだったと言う治療師がいたそうです。その者は、途中で新たに来た治療師と替わったことで、難を逃れたと言っていたようですが……」

			「ほう、難儀な治療師もいたもんやな」

			　薫(かおる)はカランとグラスに入った氷を傾け、残りの酒を飲み干す。

			「でも、大したものですよ。そういった治療師は少ないですからね。尊敬しますよ」

			　マスターはグラスを拭きながら薫(かおる)を見る。

			「さて、そろそろお暇するわ。また来るから、そんときはよろしゅうな」

			「ええ、いつでもお待ちしております」

			　薫(かおる)は代金をカウンターに置き、店をあとにした。

			　部屋に戻った薫(かおる)は、ベッドで熟睡中のアリシアを見て、寝る子は育つというのは本当なのだろうかとふと疑問が湧いてくる。

			　今のアリシアは、少し痩(や)せすぎだから、もっとバランスよく食事をさせて、肉をつけさせるのがいいかなと考える。今のままでは病気にかかった際に、体力と免疫に難がある。

			　早急に太らせなくてはと、薫(かおる)はちょっと悪い考えを働かせる。知らない間にふくふくと太っていくのを、アリシアは気がつくのだろうか。多分、気がつかないだろうなと思いながら、薫(かおる)は笑みを零す。

			「さて、明日からフェスタや。俺も寝るか」

			　薫(かおる)もベッドに入った。酒が入っているせいか、スーッと深い眠りにつけた。そして、久しぶりに夢を見ることになる。多分、音楽のことでこの夢が掘り起こされたのだろう。

			　薫(かおる)は懐かしさを感じながら、流れに身を任せるのであった。

		

	
		
			第六話　薫(かおる)の過去の夢

			　

			　ネオンが夜闇に輝くなか、サイレンの音が響き渡る。

			　バタバタと仮眠室へと入ってくる者に薫(かおる)は起こされた。

			「――先生！　――おる先生！　起きてください、薫(かおる)先生！」

			　体を揺さぶられながら、覚(かく)醒(せい)していく。どこの誰だかわからないが、休憩中に荒っぽい起こし方をするものだと、薫(かおる)は思った。

			「なんや……。急患か？」

			「はい、薫(かおる)先生お願いします。他の先生は、今手が離せないので……」

			　20時をさした時計を見て、この時間帯なら誰かしらが担当できるはずだがと首を傾げる。薫(かおる)は１日のスケジュールが頭に入っているため、違和感を覚えたのだ。

			　だが、看護師の顔を見て、自分ではないといけないような患者なのかとあたりをつける。

			「わかった。すぐ行く」

			　そう言って立ち上がり、椅子に掛けていた白衣を羽織った。大きく息を吸ってから目を瞑(つぶ)り、深くゆっくりと吐いた。その瞬間、仕事モードへと切り替わる。

			　髪を掻きあげ、いつもと同じオールバックにして、廊下を歩きながら患者のカルテを見る。

			「綾(あや)瀬(せ)ルミ？　どっかで聞いたことある名前やな……」

			　記憶をたどるが、なかなか出てこない。モヤモヤとした感覚が纏(まと)わりつく。まあ、思い出せなくても会えばわかるだろうと診察室へと向かった。

			　診察室が近くなると、大きな声が響いてきた。

			「私は大丈夫だから！　早くスタジオに戻らないといけないの！　めぐみさん、離してぇ!!」

			　患者の騒ぐ声がする診察室へと薫(かおる)は入った。

			　そこには腰まで伸びた黒髪ストレートヘアの女性がいた。スタイルはよく、少し幼さが残る顔立ちで、フリルがふんだんについた真っ白なワンピースを着ていた。

			　女性は薫(かおる)を見るや「え？　インテリヤクザ？」と、表情を強張らせてビジネススーツを着たマネージャーらしき人に抱きついてしまった。

			　薫(かおる)は、医者としては、かなり厳つい容姿をしている。白髪オールバックに切れ長な目。黒のアロハシャツに、フレアタイプのパンツを穿(は)いている。医者らしいところといえば、白衣だけである。

			　容姿に関して言われるのは毎度のことなので、軽くスルーして椅子に座る。看護師もいつものことだと言わんばかりに、溜め息を吐いている。目線で、容姿をもう少しどうにかしろと言うのはやめていただきたいものだ。

			「ちゅうことで、これでも一応は医者や。で？　今日はどうしたんや？」

			「え？　えっと……え？　あんた本当に医者なの？」

			　口をぱくぱくさせるルミに薫(かおる)は笑顔で応える。

			「ああ、そのくだりはええから。それより、急患と聞いたんやけど？」

			「私はなんともないから！」

			「ルミ！　いきなりスタジオで倒れたのですよ！　何を言っているのですか！」

			　マネージャーであるめぐみが、厳しくルミを叱りつける。

			「ただの風邪よ！　大丈夫だから！」

			「大丈夫かどうかは、ちゃんと検査してから決めます！　いいですか？」

			「いやよ！　私にとって大事な仕事が控えているのよ！　絶対検査なんて受けないから。もしも、それで入院とかになったら……私の歌手人生が終わっちゃう……」

			「ルミ……」

			　ルミはスカートの部分をグッと掴んで俯(うつむ)いてしまった。

			　そのやりとりに何かしら隠していることがあるのだろうなと思い、薫(かおる)は動向を見守った。

			　こっちから攻めても、答えてくれるか微妙な性格をしていそうだ。信用もないのだから、さらけ出すことはないだろうと踏んで、ぽろっと吐き出さないかと思うのだ。

			　薫(かおる)は片手を液タブに乗せ、カルテを開いてルミの症状をスラスラと書いていった。気になる点を押さえておくと、のちのち役に立つことがあるからだ。

			　めぐみと一悶着を起こしているなかで、気になるキーワードがポツポツと出てくる。最近、咳が多くなったこと。風邪にしては長期化しているのが気になること。そして、歌ったときに、いつもと声の質が違うこと。

			　薫(かおる)は、肺もしくは喉辺りかと当たりをつける。ただの風邪であればよいが、調べないとわからないところが多いことは事実だ。それに、ルミが歌手というキーワードを出したことにより、現在凄い勢いでテレビに出演している歌手の綾瀬ルミだとわかった。

			　すると、ルミが薫(かおる)の目線に気がつき怒鳴る。

			「何よ！　必死になっているのが面白い？」

			　ルミは薫(かおる)を睨(にら)みつけて声を上げた。だが、思いもよらぬ返しを受ける。

			「いや、なんか人生賭けて、本気で１つの道をひた走ってるんやなと思って感心しとったわ。若いのに凄いな。毎日、どうでもよく生きとる人間の方が多いはずやからな」

			「なっ!?」

			　子供のように騒いでしまっていたことに対して、呆れられていると思い込んでいたルミは、呆けた表情で薫(かおる)を見つめる。その瞬間、映像が止まった。

			　当事、ルミは19歳で、この出会いが人生を大きく変える出来事だとは、まったく思わなかっただろう。薫(かおる)自身もあのころは、ただひたすら助けられる患者を助けることしか頭になかった。薫(かおる)が担当した患者で、誰１人として亡くなった者はいない。どんな難しい手術でも、必ず患者を救える神の手を持つ者と呼ばれ始めたころだった。

			　薫(かおる)は、この夢の状況を第三者として懐かしく見つめていた。

			　結果は知っている。１度経験したことを、なぞっていくだけなのだから。

			　薫(かおる)はその光景に意識を戻すと、止まっていた時間が進み始める。

			　すると、ルミからヤクザ呼ばわりされる薫(かおる)は、まったく気にすることなく診察を進めた。

			　普通の医者とは違う薫(かおる)に、ルミは少し興味を持ち始めていた。

			　患者を診る時間は医者によって様々である。親身になって患者と話をする者や、ほとんど患者の顔を見ないで進める者もいる。十人いれば十人違う診方をする。

			　患者から見たら、目すら合わされずに淡々と流れ作業で診察されたら、本当にちゃんと見てもらえているのだろうかと不安になる。待ち時間１時間で診察５分などザラである。医者に見てもらって、安心を買っている者だっている。

			　薫(かおる)は、そういったことを配慮して、患者によって合わせるようにしていた。

			　押し問答が何度もルミとめぐみで繰り返され、ルミが折れる形になった。

			「もういいわよ……。診察して何もないなら、さっさとスタジオに帰るから……。それでいいでしょ？　めぐみさん」

			「はぁ……ええ、それで構いません。ルミをお願いします。大事にしたくないので、先生、ここに来たことは内密にできますでしょうか？」

			　めぐみは、申し訳なさそうに言った。もちろん病院側から漏らすことはまずないが、スタジオからの情報はどうにもならない。週刊誌などが調べ回れば、すぐにここを突き止められる。

			「まぁ、こちら側については安心してええよ。それ以外はそっちでどうにかしてもらわんとあかんけどな」

			「それは大丈夫です。では、よろしくお願いします」

			　めぐみは深々と頭を下げた。薫(かおる)は横にいた看護師に一言伝えると、重要人物などがお忍びで入院するときと同じように緘(かん)口(こう)令(れい)を敷いた。

			「まぁ、風邪ならそんなことせんでもええやろうけどな」

			「念には念をです」

			　キリッとした目線を向けてくるめぐみに、薫(かおる)は笑顔で返した。ルミは大事にされているのだなと思ったのだ。

			　その後、ルミは精密検査を受けた。胸部Ｘ線検査など肺からの病気ではないかの確認。

			　そして、薫(かおる)の指示で咽頭ファイバースコープ検査も盛り込まれた。歌手など声の仕事をする者に多い病気を発症しているのではないかと思っていたからだ。当たらなければいいのだがと考えたが、それは当たることになった。

			　薫(かおる)は、ルミの咽頭ファイバースコープでの撮影映像を見て、眉を顰(ひそ)めた。ルミはそれを不安そうに見つめてくる。

			「えっと、何か見つかったの？」

			「ああ、喉にな」

			　そう口にしながら、声帯の部分にぷっくりと膨れている豆のようなものを見つめる。

			「っ!?　やっぱり……」

			　薫(かおる)の言葉にルミの表情が強張った。ただの風邪ではないとは思っていたのだろう。それに、現代社会では、インターネットを使えば自分の病気はある程度知ることができる。確実ではないが、どのような病気が該当するかは絞り込むことができる。

			　ルミは自分の病気を予測していた。

			　だから、最初に渋っていたのだ。

			「病名は、声帯ポリープや。俺は今日から安静にすることをおすすめしたいんやけど……」

			　そっとルミに目線を向けると、返ってきた言葉は思っていた通りのものだった。

			「嫌よ！　絶対に嫌！」

			「まぁ、そういう返答になるやろうな」

			　薫(かおる)は、ルミのもの凄い形相に苦笑いを漏らす。

			「ルミ！　何を言っているのよ。……先生、あの治る病気ですよね？　それに……ポリープって癌(がん)ですか？」

			「ん？　いやいや、すべてが癌(がん)ってわけやないんや」

			　薫(かおる)は声帯ポリープのことを簡単に説明する。

			「良性であれば、定期的に検診をしてもらって様子見やな。悪性の場合は手術をしてもらわんとアカンねん。転移したら、どうしようもないからな。あと、今回は声帯ポリープやからなぁ……。咳に嚥(えん)下(げ)で喉痛いんやないか？」

			「っ……」

			　薫(かおる)の言葉に、ルミは眉を顰(ひそ)めて俯(うつむ)き、返答を拒否する。それは肯定を意味していた。

			「悪性かはこれから調べるから、別の日に再検査になるけどええか？」

			「っ……仕事……してもいいの？」

			「おすすめはせえへん。まだそこまで大きくはないから、自然治癒するとは思うが、歌うとなると、取り返しのつかないことになる可能性だってあるとは言っておく。主に、歌手生命の方や」

			「それでも……今回の仕事は絶対に外せないの。出られるのなら、どうなってもいい！」

			　信念を持った目で見つめてくるルミ。

			　薫(かおる)がめぐみの方を見ると、頭を抱えて盛大に溜め息を吐いていた。こうなったら止められないと言わんばかりだ。

			「その仕事は……そんなに大事か？」

			　薫(かおる)は静かに低い声でルミに問う。

			「当たり前じゃない！　どれだけ頑張っても、そこに出ることができるのはほんの一握りの人しかいないのよ！　そのチャンスを棒になんて振れるわけないじゃない！」

			　歌手人生を賭けてでも、出たいという気持ちが伝わってきた。だが、そこがゴールではないと薫(かおる)には思えた。たしかに、一握りの人間しか出られないだろうが、その先の未来を見て欲しい。そこから、もっと上を目指して欲しいのだ。

			　視野の狭くなっているルミには、その目下にある目標がすべてとなってしまっている。それを変えて欲しいと薫(かおる)は思考を走らせる。

			「なぁ、その仕事が終わったあとのスケジュールってどうなっとるんや？」

			「はい？　えっと、ちょっと待ってくださいね……」

			　めぐみに確認してもらうと、その後のスケジュールで重要なものは特にないと返答がきた。

			　薫(かおる)は顎(あご)に手を当て少し考えてから言葉を発した。

			「それじゃあ、その仕事が終わったら、即入院して余裕を持って休みを１ヶ月半くらい取ってもらう。んで、治療に伴うことは全部言うこと聞くんなら完全にバックアップしたるけど、どないする？」

			　悪い笑みを浮かべる薫(かおる)を見て、看護師はまたかと額に手を当て天を仰ぐが、その表情はどこか嬉しそうであった。その表情が目に入り、薫(かおる)は苦笑いを浮かべてしまった。

			「へ？　え？　どういうことよ？」

			　状況が理解できてないルミは、目を大きく見開いた。

			「病気がそれ以上悪化せんように、俺のチームをつけたるって言うてんねん」

			「はい？」

			　めぐみも驚きのあまり、抜けた声が出る。

			「えっと、いいの？　ていうか、そんなことできるの？」

			「まぁ、こんな若い子なのに、ここまで人生賭けとるんや。俺もそれを後押ししたろ思うてな。それに、そこがゴールやない。その仕事を通過点として見て欲しいんや。そこで燃え尽きるのは、もったいないと思わんか？」

			　薫(かおる)は１枚の紙に署名をして、看護師に渡しながら微(ほほ)笑(え)む。

			「すまんけど、俺のチームの奴らを叩き出してもらえるか？」

			「はぁ……わかりました。私も出るのですよね？」

			「まぁ、すまんけどよろしゅう」

			「本当に……どれだけ仕事すれば気が済むんですか……」

			　呆れ顔でこちらを見てくるが、こうなることを予想していたかのように手際がよい。なんだか、嵌められた気分になる。

			「さて、こっちの提案は以上や。それを飲むか飲まへんかは、そっちが決め」

			　ルミはすぐさま返事をした。

			「約束する！　だから、お願い！　先生、力を貸して」

			「ははは、じゃあ決まりやな。その仕事までは、治療をしながら安静にすることが条件や。下手に刺激して、本番に失敗なんて目も当てられへんからな。あとはそっちの会社も引っくるめて、バックアップして欲しい。主に歌の仕事の面でや」

			「わかりました。仕事の方は調整します」

			「ありがとう！　本当にありがとう！」

			　ルミは薫(かおる)の手を掴み、大きく上下に振った。こんな破格な待遇など普通はありえないことだ。

			　薫(かおる)の今いる地位が、このような特殊な措置を許していた。

			　ルミは嬉しそうに微(ほほ)笑(え)むと、騒ぎにならないようにめぐみと一緒に裏口から病院をあとにした。ルミたちが帰ったあと、看護師がくすりと笑いながら口を開く。

			「しかし、ここまでするとは思いませんでしたけど……やはり、薫(かおる)先生に任せて正解でしたね」

			　最善の結果になることは、わかりきっていたと言わんばかりの表情で、薫(かおる)を見つめる。これで、最初の違和感が確信に変わった。だから、わざわざ起こしに来たのだろう。

			「はぁ……この病気はストレスからもくるからなぁ。デリケートすぎるわ。あと、そっちにちょっと迷惑かけるが、調整をお願いしたいんやけどええやろか？」

			　カルテにいろいろと書き込みながら、看護師に言う。

			「うふふ、はい、わかりました。薫(かおる)先生は、身を粉にして働いてくださいね？」

			「少し……休暇が欲しくなってきたわ……」

			　看護師の言葉に、軽く微(ほほ)笑(え)んでから、薫(かおる)は次の手術のための準備を始めた。カルテをもらい、それに目を通すのであった。

			　

			　場面はスライドショーのように一気に動き出した。

			　２週間の月日が流れる。

			　ルミは、薫(かおる)の言うことを聞いて、治療をしつつ歌の仕事ではなく、ゲスト参加という形で仕事をこなしていった。出演することになっていたものを捻じ曲げるのに、かなりの苦労があったようだ。めぐみの表情がそれを表していた。

			　

			　手術室の中、緊迫した空気に皆息を飲み、目線は執刀医の手元に釘付けになっていた。

			「何も問題あらへん。縫(ほう)合(ごう)は任せてええか？」

			「は、はい！」

			「安定したら、経過を報告してくれ。まぁ、何もないとは思うけどな」

			　薫(かおる)は大きく深呼吸をしてから、手術室を出て行った。すると、白い廊下にいる患者の家族が不安げな顔で薫(かおる)に詰め寄ってきた。

			「あの……夫は……」

			「心配あらへんよ。ちゃんと悪かった部分は取り除いたからな。リハビリは大変やと思うけど、しっかり支えてあげてください。これから、長い人生なんやからな」

			「あ、ありがとうございます」

			　患者の妻は大粒の涙を流しながら、深々と頭を垂れる。少しこそばゆい感じがするが、嫌な気分ではなかった。

			「奥さんも疲れてると思うから、今はゆっくり休んどき。あんたが倒れたら、旦那さんが今度は心配するで」

			「はい！」

			　薫(かおる)は優しく微(ほほ)笑(え)むと、その場をあとにした。薫(かおる)の姿が消えるまで、奥さんは頭を下げ続けていた。

			　薫(かおる)は一旦デスクへと戻ってスケジュールを確認する。先ほどの手術時間を短縮できたことによって、空き時間が少しできていた。

			「さて、定期検診があるんか……。現状維持しとるみたいやなぁ」

			　カルテを手に、ルミの検査結果を見つめて溜め息を吐く。そこへ、看護師がスタスタとやって来て笑顔で薫(かおる)に声をかけた。

			「薫(かおる)先生、手術お疲れ様です。ちょうど綾瀬さんから病院の裏口に着いたと連絡が入りました」

			　空いた時間はないようだと肩を竦めて、ルミたちを診察室へと通すように指示を出し、１度大きく伸びをする。

			　疲れは取れないが、仕事モードのまま、診察室へと向かった。

			　診察室の前に着いたが、中からヒソヒソと話し声が聞こえる。

			「ねぇ……あのヤクザ先生ってかなり有名な人らしいわね……」

			　ルミは週刊誌を広げて口を開く。

			「私も見ましたよ、それ。神の手を持つ者って言われているらしいですよ。今週の週刊誌で、ルミが救急車で運ばれたことがバレましたから、いろいろと調べが回ったんでしょうね。それにしても、薫(かおる)さんって全部の科を兼任しているんですね……。どの科を受診したかわからないから、病気が特定しにくいみたいで、週刊誌の記者が発狂してましたし、ちょっといい気味だと笑いましたよ」

			「そうそう、全部の科とか頭どうなってるのよ。それに医者になってから、誰１人として亡くなった人がいない？　化物じゃないの？　あれって人間？」

			「いや、さすがに人ですよ……。でも、変わっている先生ですよね。私の顔見て薬を処方してくれるなんて……」

			　めぐみは、そこで言葉を切る。薫(かおる)の入ってくる姿を見つけたからだ。

			「なんや、化物呼ばわりとは言いたい放題みたいやないか」

			　笑顔でそう言うと、２人とも引きつった笑みを浮かべた。

			「ほしたら、前検査した結果を報告するな。ポリープは良性やったけど、大きさがちと微妙なラインや。取ることを推奨したいが、その場合はデメリットが出てくる。それは、声質が変わる可能性があるちゅうことや」

			「ええ、ネットで調べてそこら辺は知っているわよ」

			　不安げな表情を浮かべるルミに、薫(かおる)は笑顔で応える。

			「心配せんでも、俺が絶対に治したるから安心してええよ。何があってもな」

			「神の手を持つ者だもんね」

			　ルミは茶化すように言うが、薫(かおる)は苦笑いを浮かべる。

			「そんな大層なことはしてへん。自分の周りで助けられる命は、できる限り救いたいと思って行動した結果やな。目の前で、何もできずに死なれるのは１度でええわ」

			　少し低い声で答えると、ルミはなんとなく察したのか、俯(うつむ)いてしまった。

			　軽口が返ってくるかと思っていたのだろう。あまり突っ込んで欲しくない薫(かおる)は、空気を一新するため口を開いた。

			「そう言えば、吸入器での治療はどうや？　喉の痛みが和らぐとか、些(さ)細(さい)な変化はないか？」

			「え？　うーん、微妙な感じかな……。効いているのかよくわからないわ。でも、まさか吸入器と薬剤を、マンションに届けに来るとは思わなかったわよ。夜遅くに来て、本気で驚いたんだから」

			「ん？　ちゃんとマネージャーさんには伝えといたはずやで」

			　めぐみを見ると、目を逸らされた。おそらく伝達ミスだろう。仕事のブッキングの変更でそっちまで気が回らなかったと推測するのが妥当か。

			「まぁ、それを続けて経過を見るのが１つや。すぐに効果があるものやないからな」

			「気長にか……。レッスンも抑え気味で、ストレスが溜まっちゃって困っているのよね。大きな声で思いっ切り歌いたいわ」

			「治ってから、少しずつ慣らしていくからしばらくは我慢やな」

			　ルミは大きな溜め息を吐いて、うんうん唸る。プロとなると、相当厳しい練習をしているのだろう。今までのサイクルを崩しているのだから、歌以外でストレスを解消してもらわないと、そのうち爆発しそうだなと思い、薫(かおる)はめぐみに何かしらのストレス発散を提案してあげるように伝えた。

			「あと10日で大切な仕事やろ？」

			「そう、私がそれに出ると、最年少での出場なの。偉業なのよ、い・ぎょ・う！」

			　ドヤ顔で薫(かおる)を見るルミだが、どの程度凄いのかよくわからない。まぁ、名誉あることなのだろうと解釈する。

			「頑張れよ、俺は陰ながら応援しとるわ」

			「陰からじゃなくて、正面切って応援してよね！　なんでこそこそしてるのよ」

			「ははは、まぁ、ええやん」

			「よくない！　あ！　そうだ。ヤクザ先生も見に来てよ」

			　ルミは薫(かおる)にチケットを渡した。薫(かおる)は手に取って見ると、関係者席のチケットのようだ。

			「行けたらな」

			「何よ、その行けたらって……仕事なの？」

			「この日は手術の予定が入っとるわ。早めに終われば、行けるかもな」

			　ルミは、薫(かおる)が来てくれないと思うと、少し不安そうな顔になる。そんなルミの頭をぐしゃぐしゃっと薫(かおる)は笑顔で撫でた。

			「なんや？　俺がおらんと不安で歌えへんか？」

			　茶化すように言うと、ルミのいつもの調子が戻ってくる。

			「ち、違うし！　歌えるわよ！　最高の歌をうたってやろうじゃないの！」

			「なら、精一杯頑張ってこい。ほんまに応援しとったるから」

			　ニッと笑って、薫(かおる)はルミを見つめる。

			　ルミは少し頬が赤くなり、恥ずかしそうに俯(うつむ)いた。子供扱いされてちょっと不機嫌になってしまったかと思いながら、薫(かおる)はモニターを見つめる。

			「そしたら、入院の手続きも終わっとるから、仕事終わった翌日から入れるからな。それから手術をして、経過を見て大丈夫なら退院や」

			「長い入院か……憂(ゆう)鬱(うつ)」

			「まぁ、術後１週間は、声を出したらあかんけどな。それを過ぎれば、少しずつ慣らしていくことになる。憂(ゆう)鬱(うつ)なんて言っとる暇はなくなる。それにな、これから先のこともよく見て欲しいんや。それを乗り越えた先にあるものを、ちゃんと掴み取れるように俺がほんの少し手助けする。そこからは、ルミの頑張り次第や。ええか？」

			　目の前の仕事がゴールのように思っていたルミは、きょとんとしてしまった。多分、その大舞台が終わったあとのことなど、考えてすらいなかったのだろう。

			「その先……」

			「なんや？　今度の仕事のあとのこと、何も考えてないんか？　せっかく、そんな大舞台に立って有名になるんやろ？　その後は、バンバン仕事が入るやろうからもっと忙しくなるに決まっとるやろ」

			「か、考えてなかった……」

			　ルミの声は尻すぼみになっていった。

			「その大舞台は通過点やん。そこで燃え尽きるなんてもったいないで」

			「わ、わかってるわよ！　私は超大物の歌手になるのよ！　見てなさい。ヤクザ先生なんか、あとあとになって、サイン欲しいなんて言われても、絶対にあげないんだからね！　いいの？」

			　必死なルミに、薫(かおる)は笑みを零した。

			「まぁ、その意気込みがあれば、大丈夫やろ。何があろうとそれができるようにアシストしたるからな」

			「絶対にしてよね……。嘘ついたら許さないんだから」

			　恥ずかしさを隠すように、強がっているのがわかってしまう。２週間の付き合いで、なんとなくルミという人物がわかってきていた。

			　はいはい、と流すとムスッとして睨(にら)んでくるのは、毎度のことのため、めぐみも苦笑いを浮かべる。

			　ルミは売れっ子で、人気のある芸能人だ。ちやほやされたり、特別扱いされることに慣れていた。サインをもらおうとする人間や、握手を求める人だって必ずいるが、薫(かおる)はそういったことをまったくしてない。

			　ただ、１人の患者として扱う。それ以上でもそれ以下でもない。

			　ガラス細工のように扱われるのを嫌うルミにとって、その扱いは嬉しいことなのだろう。

			　２週間のうちに、ルミから「サイン欲しくないの？」と何度も聞かれたが、薫(かおる)はルミを見ることなく「ん？　いらへん」と即答した。めぐみは、ありえないという表情を浮かべていた。そして、薫(かおる)がもらってもタンスの肥やしだと言うと、納得いかないとルミは激怒し、絶対にあげないと文句をたらたらと漏らしていた。

			　肩を震わせた薫(かおる)の姿を見ためぐみは、からかっているのがわかり、溜め息を吐いた。

			　しかし、それがルミのストレス発散になっているのではないかと思えてならなかった。言いたいことも言えない立場の人間からしたら、吐き出すことでストレスの発散にはなる。

			　それを担っているのではと、めぐみは薫(かおる)に尋ねたが、ただのからかいとだけ返されて、眉を顰(ひそ)めた。

			　

			　そして、またスライドショーのように時間が早回しで過ぎる。

			　ルミの大舞台の当日だ。

			　お昼を早めに食べた薫(かおる)を眠気が襲う。デスクで単調な作業をしているせいもあるかもしれない。そのとき、看護師から声がかかる。なにか、裏のある表情でだ。

			「薫(かおる)先生にお会いしたいという人が来ているんですよ」

			「ん？　誰や？　ついに警察が動き出して、この病院の上層部のクズさがバレたんか？　それの確認で俺が呼ばれた？」

			「違いますよ！　薫(かおる)先生、本気で怒られますよ！」

			　薫(かおる)の悪意のあるボケに、すかさずツッコミを入れられる。まぁ、間違ったことは言ってないから、別にいいのだが。そんなことを思いながら、入口の方を見ると帽子を深く被って、サングラスとマスクを装着した何とも怪しい女性が立っていた。

			「やっほー、ヤクザ先生」

			　この声の響きに、誰だかすぐにわかった。吸入をしに来ていた帰りに寄ったのだろう。薫(かおる)は頭を掻きながらルミの下へと向かった。

			「ふっふっふ、喉の調子は完璧よ。行く前にちょっと顔見に来たの」

			「すっごい怪しいから、その格好でドヤられても困るんやけど……」

			「し、仕方ないじゃない！　バレたらいけないんだから」

			　マスクで隠れているが、多分顔は真っ赤になっているに違いない。相変わらずよい反応をする奴だと思いながら、薫(かおる)はその後ろにいる者たちへと目を向ける。

			　薫(かおる)が集めた耳鼻咽喉科の者たちだ。耳鼻咽喉科のスペシャリストである田中は、患者が綾瀬ルミと聞いて、自らチームに入ることを志願してきた。

			　本人曰く、娘が綾瀬ルミの大ファンで、サインが欲しかったとのこと。愛娘が可愛くて仕方のない親バカでもあるが、腕前は薫(かおる)も絶賛するレベルだ。当日、薫(かおる)がつけないことで不安もあったが、この者がついてくれることでその不安はなくなった。

			　サイン色紙を大事そうに持っているところを見ると、目標は達成したようだ。愛娘の名前もきっちりと書かれてある。

			「無理せんレベルで頑張ってこいよ」

			　苦笑い気味に言うのは、いつもとは違う不安げな雰囲気をルミが醸(かも)し出しているからだ。

			「ま、任せなさい！　で？　ヤクザ先生は来てくれるの？」

			「どうやろな。これから手術やけど、予定通りなら行けるんやないかな」

			「できるなら来てよね。私の最後か……」

			　ルミの言葉を遮(さえぎ)るように、手を彼女の口元へと持っていく。

			「その言葉は、治療を受けてから改めて聞きたいものやな。失敗はせんし、する気もない。やから、先を見据えて言葉を選び。ええか？」

			「わかったわよ……。でも、できる限り来なさいよ……」

			「はいはい」

			　薫(かおる)は小指を出して「指切りでもするか？」と言うと、片眉を上げてルミは不機嫌そうにしながらも薫(かおる)と指切りする。

			「何かあったら、必ず助けたる。そのための医者や。ええか？」

			　不安を打ち消すように、薫(かおる)はゆっくりとつぶやくと、ルミはこくんと頷く。

			「それじゃあ、気をつけて行っといで」

			　そのまま、薫(かおる)はルミの背中を軽く押す。１度振り返ったルミは、ムスッとした表情ながらも、不安そうな雰囲気は消えていた。

			　そして、去り際に小さな声で「ありがと」とつぶやいた。

			　薫(かおる)はそれを聞き、笑うのであった。

			　それから手術の最終打ち合わせのため、会議室へと向かって歩き始めた。

			　

			　次のシーンに移ると薫(かおる)の胸がズキッと疼(うず)いた。嫌な苦しい痛みだった。あの事件があったのは、この年から５年後のことだ。このころは、まだそんな運命の歯車に乗っているなど自分も、あいつも思ってもなかったことだ。

			　そして、映像はまた動き出した。

			　正午、薫(かおる)が手術室へ向かって廊下を歩いていると、よく知る者が不安げな表情をしていた。清潔感のあるＹシャツを着て、その上に白衣を纏(まと)っている。黒髪短髪で、メガネをかけて、いかにもできる雰囲気を漂わせている。

			「どうしたんや？　アキラ」

			「ああ、薫(かおる)、お前が今日手術をする人だけど……大丈夫なのか？」

			「心配いらへんよ。いつも通り、俺ができることをするだけや」

			「この手術依頼は……上の奴らの仕組んだことだ……。だから、無理に受ける必要は……」

			　アキラは悲痛な表情で見つめてくる。失敗したら、ただではすまない、そう裏で言っているのがひしひしと伝わってくる。

			「悪友であり、親友であるお前が、そうやって心配してくれるだけで救われとるわ。大丈夫や……。まだ、救えるのが俺には見えとるからな」

			「……そうか」

			　アキラは少しホッとしたような表情に変わる。

			「それよりも、俺はお前の方が心配や。親の七光りとか言われるやろうけど、あんまり気にせんで、肩の力を抜いてやってけばええんやからな」

			　背中を叩いて、アキラに活を入れる。少しむせながらも、薫(かおる)を見て笑顔になった。この病院ではいろいろと言われている者同士でもある。

			　橘(たちばな)アキラは、薫(かおる)と同期でもあり小学生からの腐れ縁だ。親は大手病院の経営者であり、院長をしている。ゆくゆくは父親の病院を継ぐため、今はこの病院で修練をしている。親元だと、甘えが出てしまうと思ったためだ。

			　医大を卒業後、まさか同じ病院になるとは思わず、決まったときはつくづく腐れ縁だなと笑いあった仲だ。

			「心配されるようじゃいけないよね。僕も頑張るとするよ」

			「ああ、互いにな」

			　互いの拳をくっつける。

			「ほんなら、行ってくるわ」

			「ああ、救ってこい！　モニターごしで見ているよ」

			　そう言って、アキラと別れた。

			　

			　手術室の中は、緊迫した空気が漂う。患者の容体は極めて悪い。この手術で救えるのかすらわからなかったからだ。各種のスペシャリストたちでさえ、たじろいでしまっていた。

			　そんななか、薫(かおる)が準備を整えてから手術室へと入るやいなや、この場の空気に片眉を上げた。

			「なんや？　辛気臭い空気垂れ流して……。今から葬式でもする気か？」

			「「「っ……!?」」」

			　皆、不安で仕方ないのだろう。患者を救えるかわからない、未知の領域なのだから。

			「最初から諦めているんなら、俺はこの手術をする了承はせえへん。救えると思ったから受けたんや」

			　皆が、薫(かおる)を真剣な目で見てくる。

			「お前らは俺が見つけた最高の奴らや。一癖も二癖もあるけど、その分野において抜きん出とる。多分、俺らやないと、この患者は救えへん。もちろん、俺１人でも無理や。やから力を貸して欲しい」

			　心電図の音だけが流れる静寂のなか、薫(かおる)の言葉に息を飲む音が聞こえてくる。

			「さぁ、患者を救おうやないか！　どこも受け入れることを拒んだ患者をな。準備はええか？」

			　薫(かおる)の檄に、皆は闘志を燃やしながら頷く。それを見た薫(かおる)は口角のみを吊り上げた。

			　そして患者の前に立ち、周りを見渡して声を上げた。

			「さぁ、始めようか……いつも通りや、気合入れていこうか！」

			　

			　次の場面へと移り、薫(かおる)は胸がもっと苦しくなった。そう、あいつが病気を見逃すはずがない。それは絶対にありえないということを俺は知っている。今まで築いてきた信用を、あいつは自分のために壊した。心に闇がふつふつと流れてくる。信用できる者は誰もいない……。

			　日が沈みかける病棟の屋上。夕日が２人の人物を優しく照らしていた。

			「凄いね……。やっぱり薫(かおる)は」

			「ん？　何のことや？　アキラ」

			「惚けなくていいよ。士気の上げ方もそうだけど、救えそうにないなら受けなかったとか……。大嘘かましているじゃないか。今まで来た依頼を蹴ったことないくせにね」

			「さぁ……どうやろな。そこら辺は覚えてへんわ」

			　思わぬ指摘に苦笑いになってしまった薫(かおる)は、缶コーヒーを片手に座り込んだ。タバコに火をつけ、空を仰いだ。

			「薫(かおる)は欲張りだよね。どんなことがあっても、救える人には、手を伸ばしちゃうんだから」

			　それに比べてと、アキラが自分の不甲斐なさを口にしようとすると、薫(かおる)はそれを制した。

			「アキラは昔っから観察眼に関しては抜きん出とるやないか……。俺でも気がつかないときだってあるんやぞ？」

			「そんなの……外科に特化した薫(かおる)にはくすんでしまうよ」

			「昔の話やけど……俺らがまだ医学生のとき、研修先で生徒の病状が悪化したのに気がついたのはお前ただ１人やろ……。その場に医者がいたのに、お前だけが違和感があるって言ってたの覚えとるか？」

			　薫(かおる)はタバコをゆっくり吸ってから吐き出した。

			「あんなの……」

			「あのとき、お前が気がつかんかったら……あの子死んどったんやぞ？　俺はあのころは浮いとったからあの子と接点なかったし、どうすることもできへんかったからな。それを救ったんは他でもない、アキラお前や」

			「……」

			「正直あのころは、アキラ、お前が羨ましいと思ったわ。医者にすらなってない人間が、それに気がつけるということが、どれだけ凄いことかわかるか？」

			　言葉を少し強めながら、薫(かおる)はアキラに思いの丈を伝えた。それは、嘘偽りのない本音であった。それに気がついたのか、アキラは恥ずかしそうに俯(うつむ)く。

			「どれだけ訓練しても、見出すことが難しい。それは感覚みたいなもんや。それをお前は持っとる。人ってのは、ないものねだりするものや……」

			「そうだね……。技術をねだる僕と……感覚をねだる薫(かおる)か……」

			「ほんまに……。感覚持っとけば、技術なんて訓練すればどうとでもなるのにと思う俺は、異端なんかな？」

			「異端じゃないかな？　ヤクザの異端者、薫(かおる)先生」

			　笑いながら、アキラは冗談めかしく薫(かおる)に言ってのけた。

			「アキラ……１回締めなアカンと思っとったんや……覚悟しとるんやろ？」

			　アキラはギョッとした表情を浮かべて薫(かおる)を見た。人生終わったような表情だ。

			「そ、そうだ！　たしか、何かしないといけないことあったんじゃないかな？」

			　焦りながら、自身の灯火が消えないように、話題を逸らす。実にタイムリーな話題に薫(かおる)もそれを思い出す。

			「たくっ……ここで油売っとる場合じゃなかったわ」

			　時計を見てから、まだ間に合うかと薫(かおる)は思った。

			　アキラは「早く行ってあげなよ」と急かすが、「帰ったらしばく」と言うと、頬を引きつらせるのであった。

			　薫(かおる)は今後のスケジュールの確認を済ませてから車に乗り込み、会場へと向かった。

			　渋滞もなく、思っていた時間に着き安(あん)堵(ど)する。駐車場に車を止めた薫(かおる)は、白衣を車内に投げ込んで、緊急用の携帯電話だけを持って歩き出した。

			　ルミからもらったチケットを取り出し、ゲートにいる警備員に見せる。訝しげな表情をされたが、気にせずに中へと入った。

			　ルミの出演は、20時ごろの予定だ。

			　30分くらいの余裕をもって、関係者席へと着くことができた。右側の奥の２階席で、ステージの人物がよく見える場所だ。

			　広い会場の中は、観客で埋め尽くされていた。約１万５０００人が収容できる、この会場。音楽をしているものなら、誰でも一度はこのステージに立ちたい場所とされている。

			　近年では、音楽での貸出が制限されており、年に１度のこの合同イベントでしか歌手は立つことができない。それに選ばれることは相当な倍率である。そして、それを見たい、いろいろな歌手のファンたちが座席を取り合う。

			　その光景はさながら地獄絵図だろうと想像して、薫(かおる)はつい身震いをしてしまった。

			　会場内はド派手なライティングに、スモークが焚かれていた。観客席は、ペンライトが左右にゆれて、幻想的に見える。テレビで生中継されており、参加できなかったファンたちは、食い入るように見つめているのだろう。

			　薫(かおる)は時間を確認し、そろそろかなと思いステージを見つめる。すると、綾瀬ルミが登場した。

			　地鳴りのような響きが観客席から上がる。今１番人気のある歌手というのは本当のようだ。

			　真っ白なウエディングドレスのような衣装で登場したルミは、ハニカミながらも歓声を全身に浴びている。

			　名誉なこととは本当なのだろう。関係者席でルミの所属会社の社長が涙を流して拍手しているのだ。目線をステージに戻すと、ルミが辺りを見回しながら、挨拶をし始めた。

			　今まで頑張ってきたことが叶ったのは、皆のおかげだと……。そして、薫(かおる)と目が合った瞬間、一瞬言葉に詰まり、嬉しそうに笑ったのである。

			「大丈夫そうやな……」

			　ルミの歌を聞いてから、薫(かおる)は会場をあとにした。急患が入った場合に備え、病院をあまりあけられないからだ。

			　

			　薫(かおる)はデスクに座って、ルミが入院したあとのスケジュールを決めていた。

			　そのとき、看護師が薫(かおる)の下へと走りこんできた。

			　切羽詰まった様子に、すぐに急患だとわかった。椅子に掛けていた白衣を羽織り、看護師と一緒に搬送口へと向かう。

			「患者は？　詳しく頼むわ」

			「患者の名前は……綾瀬ルミさんです……」

			　一瞬訳がわからなくなった。２時間前まで元気にステージで歌っていた彼女が、救急で運ばれることがあるのかと。すぐさま仕事モードへと切り替えて、動揺と私情を振るい捨てた。

			「っ……何があった！」

			「交通事故です……。かなり危険な状態で、事故の衝撃で肋(ろつ)骨(こつ)が臓器に刺さっている可能性があるらしいです」

			「受け入れの準備は？」

			「はい、ひと通り揃えてありますし、チームも全員出られます」

			　薫(かおる)は眉間に皺を寄せて、救急車が来るのを待つ。

			　少しすると、サイレンの音が響き渡る。搬入口から救急隊員がストレッチャーを押して入ってきた。そのストレッチャーの上には血だらけのルミが横たわっていた。意識は朦(もう)朧(ろう)としており、薫(かおる)の声になんとか反応するくらいだ。

			　マネージャーのめぐみも一緒で、彼女は頭から血を流しているが、意識ははっきりしており、ルミの心配をしていた。

			　薫(かおる)の下へとやってきた薫(かおる)のチームの一員である田中が、状況を説明した。

			　帰りに、取材記者が執拗にルミに絡んできたため、早々に車に乗り込んで退散しようとしたらしい。田中たちスタッフも本日は非番だったため、ルミの事務所の打ち上げに参加することになっていた。そのため、田中が運転するスタッフの車が、ルミたちの後ろについていた。

			　それを邪魔だと思った取材記者の車が後ろから猛追してきた。そして無理な車線変更をし、ハンドルミスを犯して、ルミたちの車に接触して事故を起こした。

			　田中の車についているドライブレコーダーが、すべての状況を映し出しており、警察へと届けたという。

			「ほんまにゴミクズやな……」

			　薫(かおる)は青筋を立てながら、ルミの処置をしていく。朦(もう)朧(ろう)とするなか、ルミは掠れた声で言葉を発した。

			「――せん、せい……わた……し、しぬ……の？」

			「アホか！　死なせるわけあらへんやろ！　気をしっかり持て！　ええか！」

			　ルミは薫(かおる)の声にわずかに反応し、力のない頷きをして大粒の涙を流す。

			「緊急手術や！　絶対に救うぞ！」

			　薫(かおる)がそう言うと、全員が早急に動いた。検査の結果は胸骨・肋骨の骨折で心挫傷を起こしていることが判明した。

			　心挫傷とは、心臓が強く圧迫されることで、心筋組織の断裂や壊(え)死(し)、出血などが生じたことにより、心臓の機能に様々な障害が起こる状態をいう。

			　強い衝撃がかかった場合は、死に至ることもある。

			　準備が整い、薫(かおる)は手術室へと入る。

			「こんなしょうもないことで死なせへんからな……。絶対に助けたる」

			　薫(かおる)はそう言いながら、チームの皆を見つめた。本日２度目の手術であるが、皆闘志の篭った目で見つめ返してくる。絶対に救ってみせるという皆の意気込みが伝わってきた。

			「さぁ、始めようか……いつも通りや、気合入れていこうか！」

			　緊急手術が始まったと同時にピタッと時間が止まった。

			　

			　そして、シーンはパラパラと動き３ヶ月後を映し出していた。

			　病院の個室のベッドで眠る女性とそれを見つめる白衣を着た男がいた。

			「なんや……ルミ……腹立つ狸寝入りやな……」

			「っ……!?」

			　その指摘にピクンとルミの体が跳ねた。バツの悪そうな顔をしながら体を起こした。

			「喉も、もうええ感じか？　それに、今はリハビリの時間やないんか？」

			　リハビリの時間になっても、狸寝入りで起きようとしないと、田中から薫(かおる)に伝達があった。どうにかしてくれと田中に懇願され、薫(かおる)は病室へとやってきたのだ。

			「喉は平気よ。怖いくらいに順調。あと、リハビリの時間なのは知っているわ……。でも、こうしないと薫(かおる)先生に会えないから、田中先生に頼んだんじゃない……」

			　溜め息混じりの言葉に、ただ会いたかっただけというのが伝わった。

			「ていうか、薫(かおる)先生のスケジュール管理がおかしいわよ！　何あのぎっちぎちなスケジュール！　聞いて吐き気がしたわよ」

			　額に手を当て、じっとりとした目線で攻撃してくる。こんなに働いてよく倒れないなと言っているようにしか思えない。

			「ちゃんと休んどるから平気や。それにな、俺が倒れたらいろいろと不味(まず)いんや。やから、体調管理だけは万全やから安心してええよ」

			　薫(かおる)の言葉に、まったく信用なんてできないと溜め息を吐かれた。

			　信用はあるはずなのだが……。

			「まぁ、いいわよ……。でも、体には気をつけてね」

			「ああ、でも、初めてやな。薫(かおる)先生って言われるのは」

			「べ、別に大した意味はないわよ？　ほ、ほら、救ってもらったし。敬意を込めてよ。ヤクザ先生とか、失礼じゃない？」

			　焦るように早口で答えると、ルミは恥ずかしそうに俯(うつむ)いてしまった。

			　これ以上突くと、何が出てくるかわからないので薫(かおる)は話を戻した。

			「で？　これを言いたいから、呼んだってわけやないんやろ？」

			　ルミは目線を泳がせながら口を尖らせる。

			「だって……薫(かおる)先生は、私の主治医を替わったじゃない……。喉のときもそうよ。執刀医なのに、周りが邪魔してほとんど話すこともできなかったし」

			「ああ……それはすまんかった。上がうるさくてな……」

			　申し訳ない雰囲気を出して謝罪をすると、ルミはきょとんとしてしまう。しかし、薫(かおる)が勝手に替えたわけではないことがわかり、少しほっとした。

			「変なんつけられても困るから、こっちでできたのは田中先生を主治医にするくらいやったからなぁ」

			　それが精一杯の抵抗だったと告げた。

			「大変なのね……」

			「働いとったら、誰でもそういうことはあるやろ？　どこも一緒や」

			　肩を竦めてみせると、くすりと笑われる。あどけないルミの笑顔に薫(かおる)も笑ってしまう。

			「あ！　薫(かおる)先生が笑うところ初めて見たかも!?」

			「なんや！　珍獣を見たような表情するのやめーや！」

			「あははは。でも、薫(かおる)先生は笑った方がいいと思うよ？　いつも眉間に皺寄ってて怖いインテリヤクザみたいだし」

			「なんや？　喧(けん)嘩(か)売りに俺を呼んだんやったら帰るで？」

			「ごめんごめん。でも、伝えたいことがあったの。薫(かおる)先生、私を救ってくれてありがと。うっすらとだけど、薫(かおる)先生の言葉が聞こえたよ……。凄く温かくて……ああ、私は死なないんだって思えたの」

			「そんなこと言ったか……？」

			　惚けるように薫(かおる)がそっぽを向くと、ルミはにっこりと笑って「言いました！　私は覚えてるから」と断言した。

			「なかなか会えないし、感謝の言葉は伝えたかったの」

			「そうか……」

			　薫(かおる)は背中を向けて頬を掻く。こっ恥ずかしいというか、無性にこそばゆい。

			「ねぇ、薫(かおる)先生？」

			「ん？」

			「これからも変わらずに、薫(かおる)先生が助けられる人がいるのなら……絶対に救って欲しいな。私みたいに、どうしようもない状態であっても、できる限り救って欲しいな。薫(かおる)先生が多分、最後の砦のような気がするの。そこから零れ落ちた人は……救えないと思うから……。手の届く範囲で、精一杯頑張って欲しいなって……。ふふふ、生意気かな？」

			　その言葉が、期待という重荷になるのはわかっている。だが、それをやすやすと背負って、今の薫(かおる)がいる。だから、こう答えることしかできない。

			「まぁ、できる限りな。俺が受け持つ患者は……誰１人零さへんよ。やから、期待には応えるわ。ルミも……歌手を頑張るんやで？」

			「わかった、約束ね♪」

			　頭を掻きながら振り向くと、ルミは小指を出して指切りをせがんだ。

			「薫(かおる)先生は、約束を守れる人って信じているし。前にもしてくれたじゃない？　ね？」

			「ほんまに……信じられてへん気もするわ……」

			　悪態をつきながらも、ルミに近づき小指を結ぶ。

			「嘘ついたら、針千本指に刺ぁ～っす！　指切った♪」

			「おい！　なんで指やねん！」

			「え？　仕事できなくしてやろうと思って」

			　ルミが酷く真面目な顔をしていたため、薫(かおる)は自分の頬が引きつるのがよくわかった。

			「えげつないこと思いつく脳みそやな……。中がどんな構造になっとるか見てみたいものや」

			「あら？　１度見ているじゃない？　ＣＴで」

			　さらっと返された言葉に、薫(かおる)はルミのおでこを軽く突いてベッドに倒す。ぽふんと体が沈んだルミは、くすりと笑った。からかい半分であったことが窺える。

			「たくっ……リハビリは田中先生が時間調整をしとると思うからな。それまでゆっくりと寝とき」

			「はーい！　また、話をしましょ？　薫(かおる)先生」

			「はいはい」

			　薫(かおる)は軽く返事をして、背中を向けながら手を振り病室をあとにした。

			　部屋の外には笑顔の田中がおり、「俺、いい仕事しただろ？　グッジョブは？」と言われたので、おでこにデコピンをお見舞いしてやった。田中はその場で悶絶しながら、しゃがみこんだ。

			「田中先生、グッジョブ」

			　薫(かおる)が満面の笑みを向けると、苦情を言われる。

			「１ついらないのが入っていたよ!?　痛いじゃないか！　薫(かおる)先生!!」

			「面倒なやり方した罰や。主治医替えるぞ……」

			「いやぁ、なかなかのお手前でしたよ、星が見えて新境地に行けそうでしたよ、薫(かおる)先生！　もう一発受けてもいいくらいです。だから、替えないでぇ～！　愛娘とのコミュニケーション材料なんだよぉ～!!」

			「あんたの手のひらは、ばっきばきやな……。ほんまに……」

			　田中の素早い手のひら返しに、呆れながらも次の仕事のために会議室へと向かった。

			　その途中で、何かにヒビの入る音が響き、映像は止まった。

			　そして、砂嵐が映像を塗りつぶしていく。

			　

			　薫(かおる)は気分が悪く、吐き気が止まらなかった。なぜこのようなものを見なければならないのかわからない。もう、いい加減にして欲しい。心の奥に閉じ込めていた嫌な感情が、ミシミシと音を立てて押し寄せてくる感覚に狂いそうになる。

			「――ことないですから！」

			「答えてくださいよぉ～。綾瀬ルミさん、昔、あなたの主治医をしていた芦(あし)屋(や)薫(かおる)ですよ？　あんな人間に手術されて、不快に思わないのですかぁ～？」

			「――っ、何も言うことないですから！　ちょっと、勝手に撮らないでもらえますか！　迷惑ですから！」

			　テレビにはルミが映っていた。彼女が苛(いら)立(だ)っているのは容(よう)易(い)にわかる。

			「ちょっと、ルミに近づかないでもらえますか？　また、ルミに怪我をさせる気なの？」

			　めぐみの言葉に、ルミを巻き込んだ大事故を起こした出版社のことが脳裏に蘇(よみがえ)ったのだろう。記者たちは追及の手を緩めた。

			　あの事故で、運転していた記者たちは全員刑務所へとぶち込まれ、事故を起こした出版社もルミに大怪我をさせたことが他の出版社によって大々的に報じられたことで、評判はガタ落ちになり潰れた。

			「めぐみさん、早く！」

			「ええ、記者の皆さん、あまりつけ回すようでしたら、こちらにも考えがありますよ」

			　めぐみは低く冷たい声でそう言うと、ルミと一緒にバンへと乗り込んだ。多くのマスコミと記者が溜め息を漏らす。

			　これ以上の深入りは不味(まず)いと思ったのだろう。現在、ルミが所属する事務所は、業界で５指に入るくらいに大きくなった。出版社を潰せるくらいの力は持っている。

			　生中継を締めるためにカメラの前に記者が立った。

			「現場からは以上です。否定の言葉を聞けることはできませんでしたね。綾瀬ルミさんにとって、芦(あし)屋(や)薫(かおる)とのことは忘れたい過去なのかもしれません。私たちは、引き続き芦(あし)屋(や)薫(かおる)という人物の裏の顔に迫っていきたいと思います！」

			　ルミが何も回答してないのをいいことに、緊迫した表情を浮かべて、捻じ曲がった報道をする。

			　その映像は加工され、ルミの言葉を抜粋して全国へと放送された。

			　ルミの持つ知名度は計りしれない。ネット社会である現代では拡散されるのは容易(たやす)いことだった。数ヶ月間連日のように放送される映像。薫(かおる)を潰すために、裏で工作されていることがわかってしまう。

			　その映像を薫(かおる)も見ていた。信じたくないが、弱った心には堪えた。

			　それから時間がかなり過ぎて、ルミからの釈明の電話がかかってきた。

			『薫(かおる)先生！　お願いよ！　信じてよ……』

			　悲痛な叫びにも薫(かおる)の感情は何も動かない。からっぽになった心には、もう届くことがなかった。

			「ははは、何や？　もうどうでもええわ。俺には何もあらへん。助けたくても……もう助けることもできへんのんや」

			『そんなことない！　薫(かおる)先生が今までどれだけ頑張ってきたのか、私は知っているもの』

			「もう、頑張ることもできへん。すべてが溢れ落ちたんやからな。約束……守れそうにないわ」

			『っ……駄目！　約束は、今も有効よ！　絶対に、絶対に守って！』

			「ははは、善処するわ」

			　乾いた笑いが薫(かおる)の口から無意味に溢れる。そして、携帯電話の電源を切った。

			　心にヒビが入ってしまった時点で、もう手遅れだった。

			　信用していた者たちからの罵(ば)声(せい)。言われようのないことまで捏(ねつ)造(ぞう)され、それを真に受けて行動する者たちに呆れてものも言えない。

			　ザザザッと砂嵐が吹き荒れる映像は断片的で、映像に映る者は誰も彼も薫(かおる)を否定する。頭がおかしくなるレベルでのマスコミの粘着。インターホンの音が鳴り止まない。ノイローゼになりそうだった。

			「なんも知らんくせに……誰も信用なんてできへん……。ははは、何や、この世界は……ほんまに糞やな」

			　心が割れる音が聞こえた。しかし、薫(かおる)はそれが聞こえないふりをした。

			　あの日から、１日だって休まる日はなかった。悲鳴を上げる心に見向きもせずに、体と心を切り離して、傍(ぼう)観(かん)者でいなければやっていけそうになかったのだ。

			　本当のことを言っても、誰も信用などしてくれないし、信用もできない。期待しても、また裏切られるのが落ちだ。

			　携帯電話の電源を入れれば、鳴り止まないメールと山ほどの着信が入る。誹謗中傷の数々に見る気も失せる。

			　天井を仰ぎ、うつろな目をしてつぶやいた。

			「こんな世界……すべてぶっ壊れてしまえばええねん……」

			　そう言葉を紡いだ瞬間、映像にヒビが入り砕け散った。

			　真っ暗な虚無の世界に漂う感覚。

			　そのままこの世界にいるのも悪くないと思えてしまう。

			　そんなとき、

			「――さま。――おる様。――大丈夫ですよ……私は絶対にカオル様を裏切ったり、１人にはしませんからね。だから、落ち着いてください。ゆっくり、呼吸をしてください。あせらないでゆっくりでいいですから」

			　とても温かい気持ちが薫(かおる)の体を包み込み、強張る体から力が抜けていく。

			　虚無の空間が一瞬で温かい光に包まれた。

			　

			「カオル様？　えっと……大丈夫ですか？」

			　心配そうに、ベッドで横になっている薫(かおる)を見つめるアリシア。小さな手がそっと、薫(かおる)の頬に伝わる水滴を拭う。

			　魘(うな)されていた薫(かおる)が心配になって、アリシアがこちらへと来たのだろう。

			　申し訳ないことをしたなと思いながら起き上がろうとするが、まったく力が入らない。そして、言葉も出ない。内に隠した脆い心が、露(ろ)呈(てい)してなんとも言えない気持ちに支配される。

			　それに気がついたのかわからないが、アリシアはただ安心させようと薫(かおる)を抱きしめた。

			　アリシアの体は強く抱きしめれば、壊れてしまうのではないかと思うほどだ。しかし、目には慈愛に満ちたものが宿り、大切な者をけっして見失わないと思わせた。

			　他の者とは少し違う。なぜこの小さな少女に惹かれてしまうのかがよくわかる。

			「大丈夫ですよぉ。私だけは、絶対にカオル様の味方なんですから。だから、もう少し、ゆっくりと休んでください。悪夢を見ないように、私がずっとこうしておきますから……。大丈夫です、大丈夫」

			「っ……」

			　薫(かおる)をそっと抱きしめて、優しく頭を撫でる。どうしようもなく愛おしい者だというのが伝わってくる。アリシアの胸に埋まっている薫(かおる)には、彼女の心音がよく響いた。
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			　心地のよい落ち着く音色。

			　何も聞かずに、ただ欲しい言葉をくれるアリシアを、薫(かおる)は無言で抱きしめ返した。

			　アリシアの柔らかな甘い香りが眠気を誘い、薫(かおる)はまた眠りへと落ちていった。

		

	
		
			第七話　ミュージクルフェスタ　１

			　

			　まだ薄暗さが残るなか、薫(かおる)はスッキリとした気持ちで目を覚ました。

			　久しぶりにあの嫌な出来事を夢で見た。こちらに来てから見ることがなかったのは、そんなことを考える暇すらなかったためだろう。

			　薫(かおる)の横には、未だにゆっくりと一定のリズムを刻みながら、頭を撫でてくれるアリシアの姿があった。

			　あれから、ずっとこうしているのだろうかと、少し申し訳ない気持ちが薫(かおる)を襲う。たった１人でもこうして寄り添ってくれる者がいたら、こちらへは来なかったのかもしれない。

			　そうなると、アリシアは助からず、苦しんでこの世を去っていたはずだ。そう思うと、これでよかったと思ってしまった。

			　本当に心から信じてくれる者が、どれだけ大切なのか身をもって実感したからだ。

			　ただただ、その存在が無性に愛おしくなってしまう。だが、それを壊したくないという恐怖心も同時に抱いてしまった。

			　自分の行動で、それを招いてしまうのではないかと心が萎縮してしまう。こんなにも自分は弱い人間なのかと、薫(かおる)は溜め息を漏らした。

			　矛盾した思考が交差して、無意識にアリシアを抱きしめている腕に力が篭もる。

			「……ふぅっ……んっ……」

			　少し苦しそうな声が漏れるが、何も言わずにただ落ち着かせるように頭を撫でてくれる。

			　そんなアリシアだけは、傷つけたくないと心の底から思ってしまった。薫(かおる)の弱い部分を、まるっと引っくるめて受け止めてくれる。一緒に旅がしたいとアリシアが言ったとき、それを了承して本当によかったと薫(かおる)は実感する。

			「アリシア……」

			「はい？」

			　胸から顔を剥がしてアリシアを見つめる。すると、彼女はこれくらいしかできないと眉尻を下げて、困った笑顔を浮かべた。

			「……ありがとな」

			「はい！」

			　そんなアリシアに薫(かおる)は短い言葉だが感謝を伝えつつ、頭を撫で返した。

			　アリシアはちょっとくすぐったそうに体をくねらせ、薫(かおる)にこすりつけるようにしている。まるで猫のマーキングのようだ。柔らかい髪の毛に指を這わせて梳(と)く。すると、気持ちいいのか目を細めて、喉を鳴らす。

			「えへへ、くすぐったくて気持ちいいです」

			「心配かけてすまん。感謝も込めて、もう少しこうしとこうか」

			「はぅ～、あぁ～、幸せですぅ～」

			　アリシアは恥ずかしそうにもじもじしながら、部屋が明るくなるまで存分に薫(かおる)から撫でられていた。

			「そう言えば、アリシアはいったいいつから起きとったんや？」

			　ふとした疑問を投げかけると、アリシアは眉をハの字にして答える。

			「え～っと、夜中でしたでしょうか……。真っ暗でしたから、何時かまではわかりません」

			「そうか……その、すまんかった」

			「い、いえいえ！　私のできることをしたといいますかぁ……。こんなことしかできないといいますかぁ。あぅ、な、なぜか急に自分のしたことが、恥ずかしくなってきましたぁ～」

			　アリシアは今までの行動を思い出して、悶えるようにベッドの上でころころと転げる。最終的に、ブランケットを被り、頭隠して尻隠さず状態で落ち着いた。

			　そんなアリシアに、薫(かおる)はくすりと笑ってしまう。そして、ふと夢の中での言葉を思い出した。

			　ルミとの約束。最後の電話でも、そのことだけは守って欲しいと言われた。自分のことは信じなくてもいいからと。その光景が焼きついたように薫(かおる)から離れない。あのとき、まともな思考ができていれば、ルミのことを信じられたのかもしれない。

			　だが、あの当時は無理だ。それに、人生の転機だったのかもしれない。

			　今は、そう割り切ることができる。それに、ここでは誰も自分のことを知らないのだ。だから、やり直せるのではないかと思ってしまった。

			　その行動で最初の患者がアリシアだ。

			　運命なのかはわからないが、今はそれが何よりも大切なものとなった。元の世界に帰るという選択はない。戻っても居場所などありはしないからだ。だが、ここには居場所がある。それだけが何よりも、守らなければならないものだと言える。

			「あの……カオル様……」

			　アリシアは、ちょこんとブランケットから顔を出し、薫(かおる)を見上げた。

			「ん？」

			　薫(かおる)が返事をすると、ちょっと言いづらそうにアリシアは口を開いた。

			「約束……というのは……なんで、しょうか……」

			　聞いていいものか考えた末に、アリシアは言葉に詰まりながらも尋ねた。

			「約束な……昔、ちょっとしたことがあってん」

			「聞いても……いいですか？」

			「別に隠すようなことやないけど、そんなええ話でもないで？」

			　薫(かおる)は苦笑いを浮かべ、姿勢を正したアリシアを見つめると、真剣な目で見つめ返された。

			「カオル様がよいのなら……話を聞かせてもらえますか？」

			　薫(かおる)は一呼吸入れてからルミのことを話した。元の世界のことは隠して、言える範囲で。

			「やっぱり、カオル様は素敵です。かっこいいです！」

			　ルミを救ったあとに約束したことを聞き、アリシアは興奮気味に口にする。

			「そんな褒められるようなことやあらへん。最後は、それにちゃんと応えられんかったしな」

			「やっぱり……あのことが……」

			　アリシアは薫(かおる)の言葉を聞いて、小さくつぶやいた。

			　その言葉から、眠っている間に、何かしらの言葉が漏れたのかもしれないと薫(かおる)は思った。いや、確実に口にしたのだろう。アリシアの表情は少し悲しそうに歪んでいた。

			　夢の中で感情がぐちゃぐちゃとし、強い憎悪のようなものを纏(まと)ったのがいけなかったかなと感じた。

			　だが、寝ているので、どこまで口にしたのかはわからない。

			　アリシアのみが知ることだ。無理に聞き出すこともないだろう。

			「その約束は……守った方がいいと思います！　今、ヴィヴィアンさんのことでです！」

			「簡単な話やないんやで？」

			「それでも、私は……カオル様に後悔して欲しくないです……」

			「後悔って……そんなことは……」

			「じゃあ、なんでそんな顔をしているのですか？　カオル様、今すごく後悔しているように見えます」

			　薫(かおる)は、アリシアの言葉に驚く。後悔しているのかと。自分が、そんな顔をする人間だったかと。

			　何をするときでも、気持ちを前に持っていき、責任と重圧をすべて背負って成し遂げてきた。

			　アリシアは、薫(かおる)を焚きつけるように言葉を続ける。首から下げたペンドラグルをぎゅっと握りしめて。

			「環境が違うと言われましたけど、カオル様なら大丈夫だと私は思っています！　根拠は……その……カオル様を信じているからです！　私を救ってくれたときだってそうです。どんな手を使ってでも、かならず私を救ってくださるという安心感を持っていました。絶対に、ぜぇ～ったいにカオル様は救ってくださいます!!」

			　根拠は薫(かおる)を信じるの一点張り。アリシアらしい考え方だ。薫(かおる)がヴィヴィアンの専属治療師となれば、彼女が今回の病気を乗り越えることができると確信めいたものを持っている。

			　だが、環境は前回とはまったくと言っていいほど違うため、困難を極める。失敗はヴィヴィアンのフェスタの不参加だ。シャーリーとも何かあるみたいで、トラブルも待ち受けているかもしれない。

			　薫(かおる)の背中が緊迫感でピリピリとひりつく。

			「わ、私の大好きなカオル様は……こんなところで立ち止まったりしません！」

			　アリシアの顔は真っ赤になり、今にも蒸気がプシュ～ッと出るのではないかと思わせる。

			「ほんまに……」

			　薫(かおる)はアリシアの頭にそっと手を置いた。

			「そこまで言われたら、立ち止まれへんやん……。その期待に、応えたくなるやろ」

			「カオル様……」

			「でも、このフェスタで１、２を争うと言われるヴィヴィアンさんにつくってことは、確実に目立つことになる」

			「はい……」

			　アリシアは不安げに頷くが、それでもと薫(かおる)を見つめる。

			「それでもええか？　危険な目にアリシアを遭わせたくないってのもあるんやで」

			「それでも、です！」

			　薫(かおる)は大きく息を吸ってからゆっくりと息を吐く。

			「なら、決まりやな、アリシア」

			　闘志を宿した薫(かおる)の目は、アリシアを救ったときと変わらないものに変化した。

			　それを見たアリシアは、屈託のない笑みを薫(かおる)に向けて大きく頷いた。これから忙しくなるのは明白だ。アリシアも薫(かおる)のお手伝いが何かできないかと模(も)索(さく)する。

			　だが、もう１つアリシアは聞きたいことがあった。

			「えっと、ルミさんという方とは……」

			　アリシアはそわそわとし、薫(かおる)の話に出てきたルミが気になっている様子だ。

			「ん？　なんや、気になるんか？」

			　ちょっと挑発すると、アリシアは簡単に食いついてきた。

			「むぅ～、ル、ルミさんとカオル様は、ただの患者さんと治療師の関係ですよね！　ね！」

			　嫉(しつ)妬(と)をむき出しにしたアリシアは、薫(かおる)にぐいぐいと迫る。

			「おう……そうやけど、別に恋愛感情なんてまったくないからな……」

			　あまりの迫り具合に薫(かおる)も後ずさる。

			「ほ、本当ですかぁ～？」

			　アリシアは怪しむように薫(かおる)を見てくる。それはもうじっとりと。

			「嘘ついてどないすんねん……。まったくもってそれはない。まず、年だって……」

			　薫(かおる)は言葉に詰まった。こちらの世界と、元の世界では年齢の差がありすぎる。当時の薫(かおる)は30歳で、ルミは19歳だ。これを言葉にすると、いろいろとおかしなことが起こる。薫(かおる)はいったい何歳なのかと……。一応、ステータス、容姿、体力上は18歳である。

			　回答に困る薫(かおる)は、少し悩んでいると、

			「年齢……もしや!?」

			　アリシアは、あらぬ方向へ脳を回転させる。それが容(よう)易(い)にわかった薫(かおる)が、その回転を止めた。

			「年齢は30歳やから、歳の差がありすぎるやろ？　ないからそんなの……」

			　薫(かおる)はルミとの年齢を逆転させ、年上としてアリシアに伝えた。

			　これで一安心かと思いきや、

			「そ、そうだったのですか……。私はてっきりロリこ……」

			　その発言に薫(かおる)は青筋を立て、ニッコリと笑いながらアリシアをくすぐる。弱点である脇を固定してがっつりと。

			「はぅあああああ!?　にゃ、にゃにするんです、にゃははははは、くしゅぐったいです！　かおりゅしゃまぁあああ。やぁ～めぇ～てぇ～。はふぅん……」

			　ぴくりとも動かなくなったアリシアは、魂が抜けたようにぐったりとしていた。

			　少し置いて突いてみたら、わずかに反応が返ってくる。

			「酷いですぅ……」

			「いや、今のはアリシアが悪いやろ」

			　アリシアはそんなことはないと抗議するが、薫(かおる)はからからと笑いながら躱(かわ)すのであった。

			　その後は、朝食を食べてから１度、ヴィヴィアンの下を訪ねようということになった。

			　今日は、ミュージクルフェスタの１日目だ。

			　楽器部門での参加者が熾烈な争いを繰り広げる。１日目に上位５人を選出して、３日目の最終日に優勝決定戦が行われる。歌部門も同じで、２日目に上位５人を選出し、最終日が優勝決定戦だ。

			　ヴィヴィアンの参加は２日目だが、ナターシャの出場で付き添うかもしれないため、早めに行けば会うことはできるだろう。フェスタに向かってしまえば、まず会うことはできない。このミュージクルフェスタの会場は、５万人収容できる。１日目、２日目は半分強埋まるらしい。そして、最終日は収容人数を超える人が詰めかける。１日目、２日目は先着順での入場で、３日目は２日目にチケットを購入する必要がある。そうでないと、中へは入ることができないらしい。

			　ご機嫌斜めなアリシアを連れて宿屋から出る。くすぐりの刑がまだ尾を引いているようだ。朝食のデザートでも機嫌が直らず許してもらえそうにない。

			　ものは試しに、頭を軽く撫でてみると、ぷるぷる震えながら心が揺れているように見える。

			　ちょろそうだと思ったが、口に出したら、また戻りそうなので何事もなかったかのように振る舞う。

			　アリシアは、薫(かおる)の後ろをとことことついてくるが、人が多くなってきた。迷子にならないように薫(かおる)が手を繋いだら、アリシアはリンゴのように真っ赤になる。

			「ほら、はぐれたらアカンからな」

			「……はい」

			　アリシアは嬉しい表情を無理やり隠しているため、頬がぴくぴくと引きつっている。

			　その後、問題なく参加者宿舎へと着いた薫(かおる)たちは、受付に寄ってヴィヴィアンへと連絡を入れてもらう。

			　薫(かおる)は、綺麗な受付の女性だなと思いながら見ていたら、背後からズーンと重い視線を感じた。

			　振り返ると、アリシアはすぐにそっぽを向いてしまう。

			　アリシアは薫(かおる)が初恋のためか、自身の感情に振り回されていた。

			　薫(かおる)としては喜ばしいことだが、あまりからかいすぎるとしこりが残りそうなので、そっぽを向いているアリシアの手を優しく握った。

			　その行動が功を奏したのか、アリシアは笑みを浮かべていた。

			「お待たせしました。お部屋でお待ちしているようですので、どうぞ」

			「ああ、ありがと」

			　薫(かおる)は片手を上げてから、アリシアと一緒にヴィヴィアンの部屋へと向かう。

			　呼び鈴を押すと、ヴィヴィアンがドアを開けて現れた。少しやつれて見える。

			「ようこそ、お待ちしていました。カオルさん」

			　ヴィヴィアンは縋るような目で見つめてくる。かなり切羽詰まっているのは容(よう)易(い)に理解できた。

			　薫(かおる)とアリシアは中へと通され、ソファーに座る。ヴィヴィアンは、どう切り出したものかと目を泳がせる。

			　アリシアは、薫(かおる)の服をちょんちょんと引っ張り、話を振ってあげてはと目配せしてきた。

			「なぁ、ヴィヴィアンさん」

			　薫(かおる)が話しかけると、ヴィヴィアンは肩をピクンと震わせ俯(うつむ)いた。了承できないという拒否の言葉が返ってくると予想しているからだろう。

			「専属の件、受けてもええよ」

			「え？」

			　薫(かおる)の言葉が、未だに脳内で処理されないのだろうか、ヴィヴィアンは少し固まってから目をパチクリさせる。そして、震える声で薫(かおる)に問う。

			「い、いいのですか？」

			「ああ、かまわへんよ」

			「カオル様と話し合って決めたことです。本当ですよ」

			　未だに信じられないという様子のヴィヴィアンに、アリシアが笑みを向けると、ヴィヴィアンは涙を流しながら頭を下げてきた。そんな彼女に、アリシアはあたふたとしながらピンクラビィ柄のハンカチを渡す。

			　ヴィヴィアンは、本当に嬉しかったのだろう。涙を溢れさせながら、何度も「ありがとうございます」と口にした。

			　その涙に誘われたのか、青いホタルのような浮遊する物体が周りに集まる。その幻想的な光景に、薫(かおる)たちは口を開けて驚いた。

			　ヴィヴィアンが落ち着くと、先ほどの現象は水の精霊だと教えてくれた。セイレーンのクォーターであるヴィヴィアンは、水の精霊と共鳴しやすいらしい。

			「落ち着いたところで、これからの話や。詰めていくけどええか？」

			「はい、よろしくお願いします」

			　ヴィヴィアンは憑き物が落ちたかのように明るい表情になった。自分の病気について、詳しく知る薫(かおる)のサポートを得たことによって、心に余裕ができたのが大きい。

			　これでステージに、本気で向き合えると思うからだ。

			「まず、ヴィヴィアンさんは今、魔法で膜を作っている状況や。歌ってこれが破れたら、またぶり返すのはこの前説明したからわかっているやんな？」

			「はい……」

			　上級魔法を使っても、内部の治療に効果が薄いことは前回でわかっている。最上級回復魔法でも、破れる前に戻すことはできるが、結局は同じ結果になることが『解(かい)析(せき)』で示された。

			『重症回復(ハイ・キユア)』を継続的にかけて、破れることを躱(かわ)すことが今回の肝になる。

			「それをどうにかしてみるけど、少し魔法を試さないとアカンねん。ええやろか？」

			「それは……また、あの苦しみが襲ってくるということでしょうか？」

			「ああ、せやけど、どれだけ魔法で継続できるかがわからなければ、俺もお手上げになるからな。やるんなら、ちゃんと歌わせてやりたいねん」

			　薫(かおる)の意図がわかったのか、ヴィヴィアンはそれを了承した。

			「明日が本番ですから……。それまでにできることは何でもします。よろしくお願いします」

			　よい返事が聞けた薫(かおる)は、忙しくなりそうだと思い最善の方法を模(も)索(さく)する。ステータス画面を表示させ、回復魔法一覧を見つめる。

			　上級回復魔法は体内にも少しは影響を与えるが、これという決定的なものはない。大神官が使えた魔法を薫(かおる)はすべて使える。だが、病気に打ち勝つための魔法はない。

			　初代大神官の最後の言葉を思い返すと、体内の回復への影響はなかなか難しいものがあったのだろう。

			　薫(かおる)は術式を紐解いてみたが、体の治癒力を強制的に上げるものなどが組み込まれていた。

			　これをどうにかできないものかと思い至ったが、今回は時間がないため他の策を練ることにした。

			「目標は、１曲を歌いきれることやな」

			　せめて、ヴィヴィアンが本番で歌う数分くらいの時間は稼ぎたい。

			　フェスタ１日目は、お昼すぎから開催される。それまでに、何かしらの糸口をつかまなければならない。

			　ヴィヴィアンが、ナターシャの演奏を見に行かなければならないため、時間に余裕がないのだ。薫(かおる)とヴィヴィアンは立ち上がってから、まずステージで歌う時間を計る。

			　アリシアが時計を見ながら両手で丸を作ると、ヴィヴィアンは歌い始めた。

			　時間にして約４分半。ヴィヴィアンに上級回復魔法を執行したまま歌わせたことで、呼吸困難になりはしなかった。

			　ヴィヴィアンは安(あん)堵(ど)の表情を浮かべ、薫(かおる)に笑顔を向けた。ヴィヴィアンの歌で、体に力が漲るような感覚を味わった薫(かおる)とアリシアも笑顔だった。

			「凄く素敵な歌声でした！　シャーリーさんとは違いますが、勇気をもらっているような感じです！」

			　アリシアは素直な感想を口にした。心を落ち着かせ、癒やすようなシャーリーの声と、心を落ち着かせて、力を与えるヴィヴィアンの声。どちらも甲乙付けがたいものなのだ。

			「シャーリーと、似ていますか……？」

			「えっと、はい、心が落ち着いて、なんだか幸せな気持ちになるのは同じです」

			「うふふ、それは嬉しいですね」

			　ヴィヴィアンは少し晴れたような表情を見せたが、それを考えている場合ではないと頭を振った。その後、一瞬表情が曇る。

			　その表情の変化に薫(かおる)は気づいたが、踏み入ってはいけない部分だろうと思い、流すことにした。

			　その後は、ヴィヴィアンに掛けた魔法がどれくらい持つかを調べた。途中、苦しくなってしまった瞬間に、薫(かおる)が応急処置で回復魔法を使う。持って１分半くらいだった。

			　何度か計ったが、誤差の範囲で必ずサビの高音の場所で呼吸困難を起こしてしまう。

			　このまま続けてもどうしようもないのではないかという不安が薫(かおる)の脳裏によぎる。ステージで、ヴィヴィアンの横に立つわけにもいかない。

			　ヴィヴィアンもヴィヴィアンで、胸が苦しくなると同時に、あの息苦しさが何度も襲ってきて心が不安に押しつぶされそうになっていた。

			　２人とも万策尽きたかと思ったとき、横にいるアリシアが名案でも浮かんだと言わんばかりに挙手をする。

			　心臓の病気でいろいろな薬を使ってきたアリシアは、これだというものがあるようだった。

			　ここに来て、救世主登場かと２人はアリシアを見た。

			　アリシアはにっこりとした笑顔で人差し指を立てて、２人に提案するのであった。

			　

			　フェスタの行われる会場にやってきた薫(かおる)とアリシア。

			　薫(かおる)は手に焼き鳥とフルーツジュースを持って、会場の受付を済ませる。

			「いや……まさかアリシアの提案が上手くいくとは思わへんかったわ」

			「えへへ、カオル様の役に立てて私は大満足です♪」

			　胸を張り、両手を腰に持っていく。ドヤッと眉をキリリとさせるアリシアは、かなり頼もしかった。

			　アリシアから、その薬の名前が出なければ、今回の計画は頓挫していただろう。ヴィヴィアンもまた、その薬のことを知っていた。ただ、希少な薬のため、Ａランク以上の冒険者に発注しないと材料が手に入らない。未開の地に生息している植物や、大規模な迷宮の最下層で採取するため、材料だけで腰が引ける金額になる。それくらい危険が伴うということだ。

			「時の丸薬なぁ……」

			　薫(かおる)はそうつぶやいた。

			　時の丸薬は、アルガスが癌(がん)の進行を遅らせるために飲んでいたものと近い。近いというのは、完全なる時の丸薬を精製するときにできる不完全品ということだ。副産物のようなもので、それも時の丸薬と呼ばれる。これもかなり高価なもので、喉から手が出るほど欲しいという者はたくさんいる。

			　だが、完全なる時の丸薬でも、最終的には病気の進行を止めることはできない。進行を遅らせることができるというだけなのだ。

			　薫(かおる)はすぐにこの薬を調べた。だが、当のヴィヴィアンは、アリシアの提案に渋い顔をした。

			　それが手に入れば苦労はしないと。

			　しかし、薫(かおる)には『薬剤錬成』がある。この薬を生み出すことなど容易(たやす)いのだ。この薬の利点は、副作用がないこと。これによって、ヴィヴィアンが歌う間は病気を抑えることが可能になった。

			　この場でポンと出すといろいろと面倒だと思い、小さな紙袋に手を入れて薬を精製し、ヴィヴィアンに手渡した。中身を見て、ヴィヴィアンがあんぐりとした表情になったのは言うまでもない。

			　ヴィヴィアンも１度見たことがあるのだろう。口からオークションという単語が出てきたことから、競り落とそうとしたと推測できた。

			　薬を飲んでもらい、薫(かおる)の魔法と掛けあわせて普通に歌い切ることができたというわけだ。

			「俺も思いつかんかったし、アリシアさまさまやな」

			　薫(かおる)は、アリシアを見つめて微(ほほ)笑(え)む。アリシアは、それだけでお腹いっぱいと言わんばかりに笑みを薫(かおる)に返す。

			　会場に入ると、そこはステージから扇状に広がる観客席だった。外観は野球場のような感じだったが、内装は音楽のために作られたものであった。

			　１階席から４階席まであり、１階席はほぼ埋まっている状況で、薫(かおる)たちと同じ時間帯に入ってきた者は２階席へと移動していく。

			　２人は２階席の空いている席に着いた。

			「カオル様、ここからではステージで誰が演奏しているか見えませんね……」

			「ほんまやな。何かしらディスプレイとかないんやろうか？」

			　薫(かおる)は周りを見渡す。天井には青空が映っているだけだ。

			　だが、そこら辺は魔法でどうにかしているのだろうと結論付けた。

			　一方のアリシアは、ほんのりと湯気の出る紙袋に手を入れて、中のものを１個取り出す。

			「ピンクラビィちびカステラと言うらしいです！　まさか……鉄板の型でこのようなものを焼くなんて……。世界は広いです♪」

			　アリシアは、上機嫌で口にちびカステラを放り込む。

			「ク、クリームが入っています！　ほのかに甘い……。優しくて幸せですぅ～」

			　幸せそうに頬を緩めるアリシアを薫(かおる)は愛おしそうに見つめる。

			　彼女こそ今回の功労者だ。ただ、時の丸薬は、オルビス商会でも手に入れるのは厳しい代物だったとか。ほいほい簡単に作っていいものでもないため、自重をしないといけないなと薫(かおる)は思う。下手な争いに巻き込まれたくないからだ。

			「お！　もう始まるみたいやで」

			「な!?　す、凄いです！　これは魔法でしょうか？」

			　晴天だった景色が、一瞬にして真っ黒に塗りつぶされ、色とりどりのライトが天空から降り注ぐ。そして、２階席からでも見えるように、ドデカイ浮遊ディスプレイがいきなり現れた。

			「皆さん！　４年もお待たせしましたが、ついにミュージクルフェスタが帰ってきたぞぉおおおおお!!　盛り上がってくよぉ～～～～ん!!」

			「そうだよぉ～!!　４年ぶりだから、盛り上げてかないと私たちも困るんだよぉ～」

			　ステージの中心に小さな穴が空き、そこから小柄な女性が２人登場した。１人はうさ耳を生やし、銀色の髪の毛を右にサイドテールにしている。真っ白なドレスを着て可愛らしいポーズを恥ずかしげもなくとる。

			　もう１人も同じくうさ耳を生やし、真っ赤な髪の毛を左にサイドテールにしている。赤いドレスを着て、恥ずかしそうにポーズを決める。顔は真っ赤で、今にも縮こまってしまいそうな勢いだ。

			　その瞬間、会場がどよめく。

			「ミルルちゃ～ん!!　ルミルちゃ～ん!!　可愛いよぉ！　結婚してくれぇ～」

			「マジかよ！　司会が６年前の歌部門のダブル優勝者とか、贅沢すぎるだろ！　紅白姉妹キター!!」

			「ああぁ～、甘い声で脳がどうにかなっちゃうわ。今日は行かないって言った奴ら、ざまぁ!!一生後悔するといいわ」

			「ほ、本当に歴代の優勝者が、このミュージクルフェスタに集結しているんだね……。私、感激しちゃった。ぐすん」

			　会場の熱気は最高潮に達し、大歓声が上がる。

			「今日は、楽器部門だけどぉ～、いろいろと楽しめると思うよぉ～。ゲストもいるから、最後まで楽しんでこぉ～～～う！」

			「そ、そうです!!　優勝者の演奏がなんとなんと！　生で聞けちゃうんですよぉ～！　では、審査員の方たちはこっちらです！」

			　主催したアルフレッドを始め、歴代優勝者が今年はどのような強者が出るかを楽しむように、ステージを見つめていた。

			　堂々たる顔ぶれに涙を流す者もいるほどだ。特にずば抜けた知名度を誇るのはアルフレッドだ。ミカとの活躍は今も大陸全土で語り継がれている。

			　可愛らしい２人組からの紹介も終わったところで、会場も大盛り上がりだ。

			　薫(かおる)とアリシアも入場の際にもらったパンフレットを広げる。

			　予選は５つのトーナメント戦が行われ、５人まで絞り込む。

			　１回戦から、有力候補と言われる者たちが鎬(しのぎ)を削る。

			　スピーカーに似た魔法があるのだろう。演奏する音楽がよく通る。アリシアは曲を聞く度に、左右にリズムよく揺れていた。

			「はぅ……。こんな娯楽は初めてです。耳が幸せですぅ」

			「なんでこんなにも、心が動かされるような演奏ができるんやろうな」

			　２人は感心しながら、トーナメントを見守る。

			　すると、３つ目のトーナメントが始まり、知っている顔が目に入る。

			「お！　ナターシャさんやな」

			「ほんとです。どのような演奏をするのでしょうか。楽しみですね」

			　薄い青色のドレスを着たナターシャ。緊張した様子はまったくなく、晴れ晴れとした表情で、ステージの真ん中の椅子に一礼をして座る。竪琴を構えて弦を弾き、演奏が始まる。

			　感情をストレートにぶつけるような演奏の仕方。力強く、それでいて繊細で、慈愛と呼べばいいのかわからないが、優しさで包まれるようなそんな気分になる。

			　会場にもそれが広がったのだろう。息を飲むのがこちらまで伝わってくる。

			　終わったときには、会場から拍手喝采だった。ヴィヴィアンの歌の伴奏をするくらいだ。これくらいの技量がないと見劣りしてしまうのは確実だ。

			　薫(かおる)とアリシアも、ナターシャに拍手を送った。審査員たちは唸りながらも、審査をするのが楽しそうに見える。

			「本番に強い子やなぁ……。まったく気後れなんてしてないし、自信たっぷりって感じや」

			「はぁ～、聞きに来て正解でしたね。これほどの演奏は滅多に聞けないと思います。練習のときも凄かったですが、今回のはそれ以上でした！」

			　その後も、トーナメントは進んでいった。

			　一際盛り上がりを見せたのは、最終組のトーナメント１回戦だった。

			　管楽器や弦楽器を主流としてきた歴史があるこの世界で、鍵盤楽器であるピアノはマイナーだ。

			　本来、88ある鍵盤で多彩な音色を奏でることができるが、この世界にはルート音（主音）から３度のメジャー・マイナーの音を入れて弾くという概念自体がないらしく、メジャーマイナーのないルート音（主音）と５度の音で弾かれている。そのため音の表情が少なく、シンプルで味気ない表現になってしまう。

			　普通にピアノを弾く場合は、右手が主旋で左手が伴奏を弾く。音の表情を出そうとするなら、ルート音（主音）に対して３度のメジャーかマイナーの音と５度の音を押さえるのが基本である。

			　それをしっかりと使った演奏をする者が現れたのだ。２回戦で出ていたルドマリーという人物も、自身でいろいろな試行錯誤をしているのがわかる弾き方をしていた。ちゃんとした技術を叩きこめば、もっと伸びるだろうなと薫(かおる)は思っていた。

			　だが、今目の前にいる人物は、確実にピアノの弾き方を知っている。空中に広がる大型ディスプレイに映る指の動きは、薫(かおる)の知るものだった。奏でる音色に厚みをもたせ、会場全体を魅了する。

			　その演奏者は綺麗な顔立ちで、緑髪のミディアムヘア。エルフ耳が特徴的で、ドレスではなく真っ黒なタキシード姿というこの場では珍しい衣装を身に着けている。それがまた独特な感じを演出していた。小柄で、スラッとしているため、タキシードがとても似合っていた。名前は、マリアンジュというらしい。ジャズチックな演奏に、審査員も新たな発見をしたと言わんばかりに、隣同士で頷き合っている。

			「す、凄いです！　なんですか!?　ピアノというのは、あんなにも綺麗な音を奏でるのですね」

			　キラキラと目が輝き、今までにないくらいにアリシアは興奮していた。

			「まさか、ちゃんとピアノを弾ける奴がおったんか」

			「え？　カオル様は、あの弾き方を知っているんですか？」

			「まぁ、指の訓練みたいな感じでやってたしな。一応は弾けるで」

			　軽く流すような感じで返すと、アリシアは盛大に「今度弾いてください！」と催促された。薫(かおる)は、機会があればとだけ答えた。

			　突出した人物は、ナターシャとマリアンジュの２人だ。順調に最終日へと駒を進めた。最終日にどのような演奏をするのか楽しみで仕方ないと観客たちに思わせた。

			「は～い！　今年は久々の開催で、素晴らしい演奏者がいらっしゃいましたねぇ！　私もビックリするような演奏者もいらっしゃいましたよぉ～～～～う！」

			「そ、そうですね。非常に興味深かったですね。決勝戦も、今日以上に頑張っていただきたいですね」

			　ミルルとルミルは、うさ耳をぴょこぴょこさせながら場を回す。

			「ではぁああああ、これより過去の優勝者によるステージがありますので、大いに盛り上がって１日目を締めくくりましょ～～～～～う!!」

			　ミルルとルミルがそう言うと、会場はまた熱気に包まれた。

			　歴代優勝者の演奏は、皆突出した者ばかりで、ありえないレベルで盛り上がった。

			　１日目のすべてのプログラムが終わったのは、18時すぎだった。会場をあとにする者たちは、皆清々しい表情を浮かべており、誰がよかったかとか、これから伸びそうな者などをピックアップしていた。新たにファンになる者などもたくさんいた。

			　薫(かおる)たちは、１度参加者宿舎へと足を運ぶ。明日の予定を決めるためにヴィヴィアンと会わなければいけないからだ。

			「はぁ～、今日１日で音楽に対する見方が大きく変わったわ」

			「人を癒やすだけではなく、楽しくする効果でもあるのでしょうか？　今日は驚かされっぱなしでした。むしろ……私は凄いという感想しか言えないと……悲しい気分にもなりました」

			　えへっとアリシアは恥ずかしそうに微(ほほ)笑(え)む。

			「それでええんやないか？　俺も同じようなものやしな」

			「お腹空きましたね……。何か食べてから行きましょうか？」

			「そうやな。それでも遅くないやろ。アリシア何食べたいんや？」

			　アリシアは辺りにある出店を見つめる。会場をあとにした者たちで大いに繁盛しているようで、どれも少し待ちそうだ。

			「迷いますけど……あそこのとろっとドッグというお店はどうですか？　あまり待ち時間がかからなさそうですから」

			　普通より少し大きいフランスパンにソーセージと野菜、そして半月型になったチーズをラクレットしたものだ。とろとろのチーズがソーセージと野菜にたっぷりとかかる。

			　辺りに美味(おい)しそうな匂いが漂う。

			「カ、カオル様、これはもの凄く美味(おい)しそうです！　とろっとろですよ♪」

			「大きいけど、アリシアはちゃんと食べれるか？」

			「ふっふっふ、余裕ですよ！　余裕！」

			　そう言い切ったアリシアだったが、チーズの油に負けて半分でノックアウトされてしまった。

			　高らかに宣言してしまった手前、残してアイテムボックスにしまうこともできずに、少しの時間にらめっこしていた。

			　薫(かおる)から、無理して食べなくてもお腹が空いたら食べればいいと言われて、恥ずかしそうに紙に包みアイテムボックスへとしまった。

			　お腹を満たした２人は、参加者宿舎へと向かった。

			　宿舎内のエントランスホールは、今日の結果を見て興奮している者たちで溢れていた。中には悔しがっている者もいる。

			「なんなのよぉ～。あんな弾き方見たことないわよぉ～」

			「ル、ルドマリー……落ち着いて、ね？」

			「見たでしょ？　あのピアノの演奏！　悔しいを通り越して感動しちゃったわよ……」

			　悶えるルドマリーとシャーリーがそこにいた。

			「なんやシャーリーか。その子は知り合いやったんか？」

			「あ！　カオルさん、こんばんは。ええ、私の伴奏をしてくれる人よ」

			「惜しかったなぁ。２組目のトーナメント準決勝敗退」

			「やめてぇ～～～。それ以上言わないでぇ～～～～」

			　敗退の言葉にもっと悶えだす。この言葉は禁句のようだ。

			　シャーリーは、そんなルドマリーを宥めながら、どうして薫(かおる)が参加者宿舎にいるのかが気になっていた。

			　普通、参加者以外は入ることが許されていないのだ。

			　薫(かおる)は、シャーリーの表情からそれを読み取った。

			「ああ、俺は今からヴィヴィアンさんところでちょっと用事あんねん」

			　その言葉に、シャーリーは目を見開く。何かまたあったのだろうかと。

			「えっと、聞いちゃ……駄目だよね？」

			「患者のことを聞くもんやないで。ちゃんと本人に直接聞きな」

			「は、はい……」

			　あからさまにしょんぼりしてしまうシャーリーに、薫(かおる)もどうしたものかと思うのである。

			　だが、そう思っているときに、

			「カオルさん……ヴィヴィアン様がお待ちですのでよろしいですか？」

			　ナターシャが少しキツい目線をシャーリーに向けながら歩いてくる。その声にシャーリーは俯(うつむ)き、悲しそうな表情を浮かべた。

			「ああ、じゃあ向かわせてもらうわ」

			「では、参りましょう」

			　アリシアは薫(かおる)の後ろについて歩くが、シャーリーのことが心配なのか、ちらちらと後ろを窺っている。２人の関係が気になっているようだ。

			　だが、下手に突っ込むと、何が出てくるかわからない。今は、何もせずに見守るのがいいと思うのだ。

			　薫(かおる)たちは、ヴィヴィアンの部屋へとやってきた。

			　中では、ヴィヴィアンが笑顔で迎えてくれた。ナターシャはテーブルに飲み物と軽くつまめるものを用意していく。薫(かおる)の横に座ったアリシアは、食べ物を見て「うっぷ」と口元を押さえた。その反応に薫(かおる)は苦笑いになるが、何もツッコまなかった。

			「では、明日のことについてお話をしましょうか」

			「ああ、俺らはどうしたらええんや？」

			　薫(かおる)は、関係者として会場に入ることになるが、どこから入っていいのかわからない。

			　すると、ヴィヴィアンが教えてくれた。出演者は、宿舎から地下通路で直に会場の控室へと行くことができる。明日は、朝にこの宿舎へ集まってから、その通路を通ることになる。

			「ああ、やから演奏者とまったく会うことがなかったんやな。裏口じゃなくて地下通路か」

			「何かあってはいけないと、関係者がいろいろと配慮してくれております。警備も厳重ですから、安心できると説明を受けています」

			「高待遇ですね！　私たちは、何か起こったときのために、控室で待っていればよろしいですか？」

			「はい、ですので明日はよろしくお願いします」

			　そう言うと、ヴィヴィアンは頭を下げた。

			「ああ、契約通り、全力でサポートしたるから、何も恐れずにやっといで」

			「はい」

			　ヴィヴィアンは、薫(かおる)とアリシアに優しく微(ほほ)笑(え)んだ。

			「明日のために、ゆっくりと体調を整えときや。そうせなトーナメントに勝ち上がることできへんで」

			「ええ、そのつもりです。それに、簡単には負ける気はありませんから」

			　ヴィヴィアンの表情が、キリッと引き締まる。

			　薫(かおる)は大丈夫そうだと思い、最後の調整を終えてヴィヴィアンの部屋をあとにした。

			　薫(かおる)たちが部屋からいなくなったあと、ナターシャは口を開く。

			「ヴィヴィアン様……明日は通過点です。気楽にいきましょう」

			「ええ、ナターシャがいてくれるおかげで、私は随分と助かっているわ」

			「もったいないお言葉です」

			　ナターシャは深く頭を下げた。

			「今日はお疲れ様。決勝戦頑張ってくださいね」

			「はい！　ヴィヴィアン様の伴奏を担う身に、恥じないように致します」

			　弾むような声で喋(しやべ)るナターシャを見て、ヴィヴィアンはくすりと笑う。

			「それに、ヴィヴィアン様は絶対に優勝すると信じています」

			「わかりませんよ？　強者は、意外と隠れていたりしますからね。楽器部門だと……ピアノを弾いていたマリアンジュさんですか？　あのようにポンと出てくる可能性もあるのですから」

			「それでも……です」

			　ナターシャは軽く目を瞑(つぶ)り、ゆっくり開いてヴィヴィアンを見る。その目は、ヴィヴィアンの歌声は他の追従を絶対に寄せつけない絶対的なものだと語っていた。

			　しかしヴィヴィアンは、それを身内評価として胸の中にしまう。どれほど素晴らしくても、それを軽く超えてくる者がいるのは確かだ。

			「では、その期待に応えないといけませんね」

			　胸の前に握りこぶしを作り、可愛くポーズをとる。おちゃめな感じを出して、ナターシャの緊迫した空気を打ち消すようだった。

			「な、なんですか、ヴィヴィアン様……」

			「気が入りすぎなナターシャの肩の力を抜くおまじないみたいなもの？　かしら」

			　頬に人差し指を当て、首を傾げてみせる。

			「あははは、本当にすとんと抜けちゃいましたよ……。本気で言っていたのに、ぶちこわされましたね」

			「気を張りすぎると、演奏に響きますからね。自然体でいきましょう。明日はよろしくね、ナターシャ」

			「はい、ヴィヴィアン様。では、おやすみなさいませ」

			　そう言って、ナターシャも部屋をあとにした。

			　真っ暗な廊下の足元には間接照明がほのかに光る。誰もいない廊下は、コツコツと歩く音がよく響いた。ナターシャは液体の入った瓶を片手に握りしめると、胸の中に閉まっていた憎悪が呼び覚まされる。

			「シャーリー・オルコット……あの事件の償いをしてもらうわよ。ヴィヴィアン様が許しても、私は絶対に許さないから……」

			　そう言葉を漏らすナターシャは、暗く冷たい表情をしていた。だが、その中に悲しい色が混じっていることを、本人ですら気がついてはいなかった。

		

	
		
			第八話　ミュージクルフェスタ　２

			　

			　ステージ裏の控室は、どこも大忙しになっていた。

			「ちょっと、髪型これでいいかな？」

			「うわぁぁああああ、緊張で胃が痛いぃいいいい!!」

			「どうしよう……衣装のウエストが……きゃああああ」

			「ちょっと、早くしないと間に合わないよ！」

			「リハーサル入る人！　時間が押していますのでお願いします！　早くしてください！」

			　どこからともなく声が飛ぶ。裏方に入った薫(かおる)とアリシアは、ぽかんと口を開けてその状況を見ていた。

			　なんとも熾烈なタイムテーブルで動き回るスタッフと、それに合わせようとする参加者一同が、てんやわんや状態であった。

			　現在、時刻は９時前。本番開始は13時だ。控室へと入るときに、くじをひいて、トーナメントのどこの枠に入るかを決められる。そして、そこから逆リハーサルが始まる。

			　音量や、伴奏者の使う楽器の音の調整などを１組ずつ設定していく。本番は、それにすぐに合わせられるようになっている。

			　音響を任されている人もプロだ。かなりの速さで設定していた。

			　少し違和感がある場合は、歌っている人の音を上げたりと、いろいろと指示を出し、返しの音をもっと欲しいなどと注文している。こういったステージだと、声が遅れて聞こえてくるため、自分の声がおかしく聞こえたりする。それの解消をするために、返しの音を入れるのだ。

			　憧れのステージに立つと、感動で泣き出してしまう者や、ハイテンションになってしまう者が後を絶たない。本当に嬉しいのだろうなと、薫(かおる)もステージ袖で邪魔にならないように会場全体を見る。

			　こういった裏側を見ることができるのは、大変貴重な体験だと思いながら腕を組んで見つめていた。アリシアはというと、こちらも興味津々のようだ。うさ耳フードの耳がぴょこぴょこと反応している。

			「音が凄いです！　お腹の中がぼよ～んってします！」

			「楽しそうやな」

			「はい♪　裏側は凄く大変なのだとよくわかりました！　昨日はお客さんとして見るだけでしたから、こういったのは新鮮ですね！」

			　アリシアも薫(かおる)と同じことを思っていたようだ。互いに、耳元で少し大きな声で話をする。歌声や伴奏の音で、普通に会話ができない状態なのだ。

			　会話をするたび、アリシアは頬を染めて薫(かおる)の耳元へ近づくのを、薫(かおる)は微(ほほ)笑(え)ましく思っていた。

			　薫(かおる)は、ルミのステージを少し思い出しながら、こんな感じで会場を見ていたのかなと感じる。

			　広大な客席の数。ここを人が埋め尽くすのだ。それを考えただけでもの凄い緊張感だろう。薫(かおる)は基本的には、やるならとことんなタイプのため、出てしまえばどうということはない。楽しんでなんぼの精神なのだ。

			　薫(かおる)は長居すると邪魔になると思い、アリシアを脇に抱えて控室へと向かった。アリシアは脇に抱えられたことに対して抗議していたが、薫(かおる)は聞こえないふりを通した。

			　控室のドアにはトーナメントの番号が振ってあるため、それを目印にヴィヴィアンの部屋を探す。

			「たしか、３組目のトーナメントの１番やから……３－１か」

			「はい、そうですけど……あのカオル様？　下ろしてくださいませんか？」

			「はぐれたらアカンやろ？　迷子になってもアカンし、もうこれでええやろ」

			　参加者が広い通路で薫(かおる)たちとすれ違う。その度に、薫(かおる)たちを微(ほほ)笑(え)ましそうに見つめてくるのだ。

			「は、恥ずかしいですよぉ～！」

			「気にしたら負けや、ほら、さっさと行くで」

			　アリシアはいやいやと頭を振りながらじたばたするが、薫(かおる)のロックに敵わないとわかると、そのままぐったりとしてしまった。ぷら～んと四肢が揺れるアリシアは、「お姫様だっこがよかったです」と小声で言うが、それが薫(かおる)に届くことはなかった。

			　ドアの数字を見ながら廊下を進んでいくと、該当する部屋番号があった。薫(かおる)はアリシアを下ろしてからドアをノックし、部屋へと入る。

			「あら、カオルさんとアリシアさん、見学はもうよろしいのですか？」

			「ああ、凄かったわ。あそこに立ったら、いろんな脚光を浴びるやろうな」

			「音がすっごかったですよぉ♪　ぼよよ～んってなりました！」

			　２人の興奮具合に、ヴィヴィアンはクスクスと笑う。

			「楽しめたのでしたら、よかったです。私のリハーサルは、ちょうど中間ですから10時ごろになります」

			「時間もあるみたいやな。適当にヴィヴィアンさんもぶらぶらするのがええかもな」

			「ええ、そうしようかと思っています。張り詰めすぎると、あまりよい結果が出そうにありませんから」

			　ラックスティーを片手に、ヴィヴィアンはそうつぶやく。

			　緊張といった感じはあまり見られないし、病気に関しても安定している。リハーサル前と本番前に薬と回復魔法を使うことで、乗りきれるだろうと想定して、薫(かおる)はスケジュールを組む。

			　ヴィヴィアンは、少しして控室をあとにした。

			　薫(かおる)とアリシアは、邪魔になってはいけないと思い、控室で待機をする。

			「カオル様、お茶を入れましょうか？」

			「ああ、頼むわ。こっちは少し作業をするからな」

			　薫(かおる)はテーブルの上に紙束を取り出す。まっさらな紙に自身のステータス画面の詳細と魔法式などを書き出していく。

			　アリシアはポット型の魔法の瓶に魔力を注ぎ、お湯を沸かす。コポコポと口から水蒸気が吹き始めたら、１度止めて急須に茶葉を入れ、湯をさして煎じカップに注ぐ。気分がスッと落ち着くような匂いが鼻(び)孔(こう)をくすぐる。それを薫(かおる)の座るテーブルへと運んだ。

			「はい、どうぞカオル様」

			「ああ、すまんな」

			「何をしているのですか？」

			「ん？　ああ、魔導書や。アリシアのための下級回復魔法のな」

			　その言葉に、アリシアはパァ～ッと表情が明るくなる。まだ、使えるようになってはいないが、昨日も寝る前に10分間ほど『治癒の覚醒(キユアリング・エヴエイユ)』を使用した。

			　１日２日で体得できるほど簡単なものではないため、アリシアは悪戦苦闘中なのだ。

			　時折、「何かわかったような気がします！」と薫(かおる)を見つめてくるが、多分まったくわかってない可能性の方が高い。焦らずにゆっくりでいいと言うが、アリシアとしては早く薫(かおる)と一緒に治療をしたいと思うのだろう。

			　表情にそれが出てしまっているため、薫(かおる)も苦笑いになってしまう。

			「カオル様、私も見てもいいですか？」

			「ああ、構わへんよ」

			　アリシアがこれを理解できなければならないため、一緒に見た方がいいだろうと思ってのことだ。

			　さらさらとペンを走らせながら、構成と術式を書き記していく。

			「可愛い模様ですね」

			「可愛いか？」

			　アリシアの問いかけに、薫(かおる)は首を傾げる。アリシアは、術式の中にあるサークル型の紋様を指さし、「わんこさんですよ！」と薫(かおる)の疑問に答える。

			　目を離してよくよく見ると、そう見えなくもない。だが、どちらかというと猫のようにも見える。

			「ほんまやな……気がつかへんかったわ」

			「面白いですね♪」

			　そんな他愛もない話をしているうちに、下級回復魔法の『軽傷回復(キユアル)』の魔導書が完成したので、それをアリシアに渡した。

			　そして、もうひとつの薄い本もだ。

			「えっと……これは？」

			「ん？　ほら、この前もそうやけど手伝えることがないか、いろいろと試行錯誤しとったやろ？」

			「はい」

			「その答えがこれに書いてあるわ」

			　アリシアは、薫(かおる)に言われるがままに、その本を開く。

			「カ、カオル様!?」

			　アリシアは目を輝かせながら薫(かおる)を見つめる。

			　そこに書かれていたのは、簡単な包帯の巻き方や応急処置のやり方をまとめたものだ。なんの予備知識もないアリシアにとってはありがたい教本となっている。おまけに薫(かおる)作のピンクラビィつきだ。吹き出しマークをつけて、注意点や薬草の塗り方などをレクチャーしてくれている。

			「い、いつの間にこのようなものを……」

			「アリシアが寝たあとやな。ちょっと暇な時間にちょちょいとって感じや」

			　アリシアはその言葉に感激して胸に抱いて１番の笑顔を薫(かおる)に見せるのであった。

			　

			　気分転換に、ヴィヴィアンはステージへと足を運んでいた。

			　リハーサルまでにはまだ時間がある。どこからでも音楽が聞こえてくる環境に胸が弾む。そんなとき、聞き覚えのある声が聞こえた。

			「この声は……シャーリー……？」

			　足は迷うことなく、その声の主の下へと運ばれる。

			「あ～、すいません。もう少し返しをもらえますか？　それと、私の音を少し絞ってください」

			　シャーリーはマイクのようなものを手に持ち、リハーサルに臨んでいた。

			　目を輝かせながら、音響の人に注文を投げかけていた。大舞台で、悔いの残らないようにちゃんとセッティングしてもらっている。

			「はい、大丈夫です！　ありがとうございます」

			　頭の上で大きな丸を作り、準備万端といった感じだ。

			　そして、曲の初めとサビを歌って音のバランス調整をしていく。ヴィヴィアンは、彼女の歌声に静かに聞き入る。癒しと、ほんの少しの罪悪感に心を揺さぶられる。

			「大丈夫そうです！　ありがとうございました！」

			　シャーリーはぺこぺこと頭を下げてから、リハーサルを終えた。

			　少し物思いにふけっていたヴィヴィアンは、シャーリーがこちらへ向かってくることに気がつかなかった。

			「ヴィヴィアン……」

			「っ……」

			　ヴィヴィアンは俯(うつむ)いてしまう。シャーリーも、どう話をしていいのかわからずにいた。シャーリーの演奏者である他の３人もまた、この空気にどう動くか決めかねる。

			「あの……ご、ごめんなさい！」

			　シャーリーは、ヴィヴィアンに深く頭を下げた。今このタイミングしかこうして話せないかもしれないと思い、行動に出たのだ。

			　だが、周りはどうしたのだと足を止めて、２人に視線を集める。不穏な空気に、この場に留まりたくないといった感情がヴィヴィアンに芽生えてしまう。あのときと同じように、また噂が広がる。だから、そうならないようにと口を開く。

			「な、なぜ、あなたが謝るのですか……。あなたが謝るようなことは何１つないです。ですから、頭を上げてください。本来なら、私があなたに謝らなければならないのに」

			「いえ、私が悪いから……謝らせて。あなたを傷つけてしまったのは私のせいですから。それに、それが原因で……」

			「そ、それは違うわ！　あれはただの事故だから……。あなたには関係ないわ」

			　両者の悪い悪くないの言い合いに、周りがざわめき始める。

			　ここで、このような話をするべきではない。そう考えが至るのだが、話せるときは限られる。

			　だが、この行動はよくなかった。

			「ヴィヴィアンさんが……怪我……!?　あ！　思い出したわ！　４年前のあの事件だわ!!」

			　フードを被った参加者が声を上げると、一斉にそちらへと目線が流れる。皆、興味津々といった感じだ。

			「駄目……」

			　ヴィヴィアンは、その者を止めようとするが、もう遅かった。その場で、へたり込んでしまい、力が入らない。

			「私の聞いた話だけど、シャーリーさんのせいでヴィヴィアンさんが大怪我したって話だったわ。当時は、シャーリーさんがまだ14歳だったから、そこまで広がらなかったけど。でも、その怪我が原因でヴィヴィアンさんの声に変化があったらしいわよ」

			　そこから、一斉に非難の目がシャーリーへと降り注ぐ。歌手として、ライバルに怪我をさせるなどあってはならない。たとえどんなに嫉(しつ)妬(と)心などを持っていても。

			　ヴィヴィアンは、シャーリーをそんな目で見ないでと口を開こうとするが、

			「ま、またヴィヴィアン様を傷つけるの……。シャーリー・オルコット!!」

			　この異様な空気を、ぶった切るようにしてナターシャが入ってきた。

			　その言葉にシャーリーは小刻みに震え、何も言い返せずに俯(うつむ)いた。

			　ナターシャの言い分は正しい。今この場でこのようなことをしたら、周りの目を引くのは当たり前のことだった。だが、今しか時間がないと思うと、行動せずにはいられなかったのだ。

			　体は大丈夫なのかとも聞きたかったが、もうそれはできそうにない。

			　心が締めつけられ、どうすることもできない状況の中で、１つの声が上がった。

			「おやおや、皆さん。ここで立ち止まられると、スケジュールが押してしまいますから、速やかに移動してはくれないかね？」

			　物腰の柔らかそうな声に、皆の目線がそちらへと向く。

			「「「ア、アルフレッド様！」」」

			　そこには魔法衣を身につけた白髪の老人が立っていた。澄み切った緑色の目は、にこやかに笑みを零している。
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			　このミュージクルを統括する最高責任者にして、風の王国フランベルグから大陸全土での音楽活動の功績により、公爵の爵位を授かった唯一の存在。音楽に携わる者たちからしたら、神のような存在である。

			　その場の空気が一瞬にして溶け、緊張した空気が流れる。

			　アルフレッドは手を２度叩いた。

			「ほれ、皆撤収～」

			　アルフレッドの言葉に、ぞろぞろと動き出す参加者。シャーリーも、ルドマリーたちに支えられて、ステージをあとにした。

			　そんななか、１人アルフレッドを睨(にら)みつける者がいた。噂を口にしたフードを深めに被った者だ。小さく舌打ちし、人混みに紛れてその場から姿を消した。

			　その場に残ったのは、ヴィヴィアンとナターシャだけだった。ヴィヴィアンの足に力が入らず、へたり込んでしまっていたため、後れを取ったのだ。

			「ふむ……いろいろと若い者たちは大変だね」

			　見透かされているような感覚が、ヴィヴィアンの中で走り抜ける。

			「ア、アルフレッド様！　申し訳ありませんでした……。騒ぎを起こしてしまって」

			　ナターシャは、アルフレッドに頭を下げる。あの騒ぎのなか、自身もその場の勢いに乗ってしまったことについてだ。

			「構いませんよ。それもまた、人生です。いろいろあっていいじゃないですか。ただ、前に進むのならですがね」

			「っ……」

			　ヴィヴィアンは、シャーリーとの関係が行き詰まっていることを言われているような気がして目が泳ぐ。

			「それに、少し気になることがありましたし……」

			「え？」

			「ああ、こちらの話だよ」

			　そう言って、アルフレッドはヴィヴィアンとナターシャの下を去った。

			「行きましょうか……。ここにいては、皆さんの迷惑になりますから」

			「はい、お手を貸します」

			「ありがとう」

			　ヴィヴィアンは、ナターシャの手を借り１度控室へと戻る。部屋に入ると、薫(かおる)から何かあったのかと問われたが、苦笑いを浮かべることしかできなかった。

			　薫(かおる)は、言いたくないのであれば、それでいいといった具合に作業をする。しかしアリシアは、この空気に耐え切れなかったのだろう。口を開いてしまった。ここにナターシャがいたなら止めただろうが、今は席を外している。騒ぎになったことを、関係者たちに謝罪に行ったからだ。

			「あの……何かあったのですか？」

			「大したことじゃないですよ……」

			「そ、そんなふうに見えないのですが……」

			　顔色の悪いヴィヴィアンを、アリシアは心配そうに見つめる。ここを出る前とは違い、相当なストレスを抱えているように見えてしまう。だが、ヴィヴィアンは苦笑いを浮かべるだけだ。

			　アリシアは、このままではヴィヴィアンが倒れてしまうのではないかと思い、薫(かおる)に助けを求めた。

			　アリシアと目線が合った薫(かおる)は溜め息を吐き、ヴィヴィアンの方を向く。

			「なぁ、話せる範囲で話してみんか？　この世の終わりみたいな辛気臭いオーラを出され続けたら、心配するなは無理があるわ」

			「……すみません」

			「まぁ、シャーリー絡みやろうけど……なにがあったんや？」

			　薫(かおる)に言い当てられ、ヴィヴィアンの気持ちは一気に沈む。

			　そして、ぽつりとついさっきの出来事を口にした。そして、そこからボロボロと今まで抱えていたものが決壊したかのように溢れ出してしまった。

			　

			　４年前、ヴィヴィアンとナターシャはいろいろな場所で演奏をしながら旅をしていた。そこでたまたま立ち寄ったエリングという街での事故だったという。

			　酒場で契約をしてもらうため、交渉をしながらヴィヴィアンたちは渡り歩いていた。そんななか、１件の酒場で実力を見たいと言われてステージで１曲歌った。歌声に満足した酒場のマスターは、快く１週間ほど契約をしてくれた。

			　そして、この酒場で働いていたのがシャーリーだった。まだ見習いで、裏仕事を任されていた。

			　ヴィヴィアンの歌声を聞いて、居ても立ってもいられず、ヴィヴィアンたちを追いかけて、賞賛の言葉を伝えに来たのだという。それが、シャーリーとの出会いだったと。

			　ヴィヴィアンは、その言葉を今でも覚えている。それに、そこでシャーリーがヴィヴィアンの歌のここが好きとその部分を歌ったことで、シャーリーの実力を垣間見たという。

			　ミカ・フォンス・リューゲストと同じような癒やしの歌。それを再現できる力があったと。

			　だが、ナターシャは戸惑いの目を向けた。ヴィヴィアンを狙う刺客ではないかと。だが、どこか抜けているシャーリーを見て、それはないだろうとヴィヴィアンは指摘した。あれは、ただの音楽バカであると。

			　これをきっかけに、ヴィヴィアンたちはシャーリーと会う時間が増えていった。一緒に練習をしたいとシャーリーから申し出られ、ヴィヴィアンも同年代でいい刺激を与えてくれるシャーリーのことをいたく気に入った。

			　練習方法を教え合ったりと、充実した毎日を送ったのだ。ナターシャとも仲がよくはなったが、かならず最後に怒られるというパターン化が成立し始めた。怒られてもニコニコしているシャーリーに、毎度溜め息を吐きながらも優しい目で見ていた。

			　あと、変わったのは名前の呼び方だろう。シャーリーは、ヴィヴィアンのことをヴィヴィと呼んで、ナターシャに頭をよく叩かれていた。

			　ヴィヴィアンは楽しそうに毎日を過ごしながら、夜には酒場で歌った。日を追うごとに、だんだんファンも増えていった。契約期間内にできる限り知名度を上げる。これがこの旅の目標であった。そして、その年のミュージクルフェスタへの参加だ。

			　ミカ・フォンス・リューゲストに憧れるヴィヴィアンもまた、あのように生きたいと思うのだ。

			　人生を賭けて、大陸全土での活動をしたいと。

			　そして、運命の最終日。

			　酒場のマスターから、お客さんにシャーリーを出さないのかと言われたと聞かされた。練習風景を見て、あの歌声をステージで聞きたいと言われたそうだ。

			　もしよかったら、ヴィヴィアンたちの１曲分の時間を分けてもらえないかとお願いされた。ヴィヴィアンたちは快く、それを許可した。シャーリーに報告すると、目を輝かせて「ありがとう」と何度も頭を下げてお礼を言われた。

			　そして夜になり、シャーリーは緊張した面持ちで控室の椅子に座っていた。緊張を解すため、ヴィヴィアンは、シャーリーの頬を両手で挟んでぐりぐりとこねて「楽しんできなさい」と言葉を添えた。強張った表情は消え、シャーリーは笑顔でステージへと向かった。

			　１曲歌って帰ってきたシャーリーは、頬を真っ赤にして「楽しかった」とつぶやいた。それを見て、ヴィヴィアンは、いい経験になったかなと思いながら、自分たちの準備をしてからナターシャと一緒にステージへと向かった。

			　歌い始めてサビに差し掛かったとき、ステージの端に付けられた照明の魔法器具が落下し、ヒモで結ばれていたことにより、振り子のようにしてヴィヴィアンを襲った。熱を帯びたそれは、ヴィヴィアンの体に直撃してステージ上で倒れたのだ。

			　ナターシャは顔を青くして、ヴィヴィアンに駆け寄る。衣装は照明が当たったときに高熱で焼けただれた。赤く腫れ上がり息をするのも苦しいと思わせるヴィヴィアンの表情に、ナターシャは「治療師を呼んで」と叫んだ。

			　周りを見渡すと、お客さんが急いで呼びに行くのが見えた。そして、ステージ端にシャーリーの姿があった。ヒモを手にして、涙を流しながらヴィヴィアンを見つめ震えていたのだ。

			　その光景を目にしたナターシャは、シャーリーが仕出かしたことだと解釈し、一瞬にして怒りの沸点を超えた。しかし、ヴィヴィアンが苦しそうにしながらも止めた。ここで、騒ぎを大きくすれば、いろいろと不味(まず)いことになるということを考えたからだ。

			　ナターシャもそれに気がついたのか、怒りを強引に抑えて、目だけで射殺すのではないかというくらいの迫力で、シャーリーを睨(にら)みつける。

			　シャーリーが新手の刺客ではないかと、ナターシャは最初に疑っていた。こうなるのなら、あのとき関わらなければよかったと後悔したのだろう。

			　ヴィヴィアンは伯爵令嬢で、父親から歌をやめるように言われていた。だが、自身の夢に向かって歩みたいと思い家を出た。それについてきたのがナターシャだった。元々ヴィヴィアンのメイドであったし、幼少のころから竪琴を弾いていたため、伴奏をして欲しいと頼んだら快く了承したのだ。ヴィヴィアンのためなら、どこへでもと笑顔で。

			　それから、いろいろと刺客を送り込まれて、邪魔をされるようになった。

			　しかし、ある日それはピタッと止まった。酒場の契約も普通に実力で取れるようになり、父親も諦めてくれたのだと思っていた。

			　ヴィヴィアンは甘かったと感じながら意識を失った。

			　その後のことは、酒場のマスターから聞いた話だという。照明の落下は、不慮の事故として片づけられた。大事になると経営に響くからだ。シャーリーは仕事をクビになり、その後の足取りはわからなかった。照明器具の弁償で、奴(ど)隷(れい)に落ちた可能性もあったが、見習いとして働いていたときのお金をすべて使って、それは回避したらしい。

			　それ以来、シャーリーとは会えずにこのフェスタまで来たという。これが、４年前の事件の内容だった。

			　

			「まだシャーリーが14歳のときだったので、歌手人生に影響がなかったのですが……。今掘り返されると……立場が危うくなるような気がして……」

			「なるほどなぁ。ヴィヴィアンさんの視点からは、シャーリーが犯人ぽく見えるけど……なんか引っかかるなぁ。あのシャーリーがそんなことする人間には見えへん」

			「私もそう思っていますし、１つよからぬ噂話が流れたんです。一緒に酒場で契約していた歌手の方が、照明器具に細工をしたと」

			「真っ黒な噂話やな」

			　それを聞いた薫(かおる)は、嫉(しつ)妬(と)からくる所業だったのではないかと予測する。歌手同士のそういったゴタゴタは、この世界ではしてはいけないという暗黙のルールがある。それを破ると歌手人生が終わると聞いた。

			「それで、シャーリーと話をしようと思って、治療が終わったあとに会いに行きましたが、もう姿がなかったんです」

			「なるほどなぁ……。聞こうにも本人不在では無理やな」

			　薫(かおる)は顎(あご)に手を当て考えこむ。

			「ナターシャからは何度も父が回した刺客の１人ではと言われました。ですが、それは絶対にありえなかったんです」

			「ん？　なんで断言できるんや？」

			　何か確信を持っているのかと思い尋ねる。

			「その年に、レイディルリークスが宣戦布告をすることを、早々に気づいた父は私へ刺客を回すことができなくなっていました。後々になってわかったことですが。なので、シャーリーが刺客ということは絶対にないんです。それにあのとき……シャーリーの手から血が流れていたのを覚えています。もしかすると、あの照明を止めるためではと……。私を庇(かば)ったせいで……私と関わったせいで、いろいろと人生を狂わされたのではないかと思ってしまって……」

			「なるほどねぇ。まぁ、真相を知っとるんはシャーリーやなぁ。もやもやするなら……直接本人に聞いた方が早いんやけど……無理やしな」

			「……はい」

			「でも、ヴィヴィアンさんは確信めいたものがあるんやろ？」

			「はい、でも……それをナターシャは許してくれないでしょう……。私が傷ついたのは、シャーリーのせいだとあれからずっと言ってますから……。私の怪我が原因で、声の調子が悪くなったのもあって、余計にです……」

			「ん？　怪我？　声がそれで変わったんか？」

			　ヴィヴィアンをいろいろと検査したが、特に声に関するところで異変はなかったと思うがと、薫(かおる)は首を傾げる。

			「怪我っていうのは、肋(あばら)の傷のことやろか？」

			「っ……なぜそれを知っているのですか!?」

			　話の中でも、場所は濁していた。それに肌を見せていないのに、なぜわかったのかとヴィヴィアンは俯(うつむ)いた顔を上げる。

			「ん？　なんで知っているんやって顔やけど、レントゲンにしっかりと写っとったで？　骨折の跡が」

			　薫(かおる)は彼女の左胸下辺りの肋骨に、骨折の跡が残っていたのを確認していた。

			「あの映像で、そのようなこともわかるのですね……」

			　ヴィヴィアンは驚きの表情のままつぶやく。

			「まぁ、もう治ってる怪我やし、なんも気にせんでええんやけどな」

			「え？」

			「いや、やから、それに関してはもう治ってるって言ったんや」

			「今の私の病気に関係は……？」

			「まったく関係ないな。当時は、呼吸したら痛かったやろうけど、その痛みを意識しすぎて、声の張り方が変わったんやろうな。今は気胸のせいやし。関係はないはずやけど？」

			「そ、そうなんですか……」

			　なんとも気の抜けた返事がくる。

			「ナターシャは、あの当時の怪我が原因でこうなったと思っているみたいで……」

			「話を聞いてくれるんなら、それを提示してもええけど……。以外と信用せえへん気がするなぁ」

			　薫(かおる)の意見に、ヴィヴィアンは苦笑いを浮かべる。完全に毛嫌いしているナターシャに、それを教えても、シャーリーを庇(かば)ってそう言っていると思われるのが関の山だ。

			　思い込むと突っ走るタイプのナターシャは、少し危ない気がするなと薫(かおる)は考えながら、少しシャーリーが心配になった。あの騒動で、沈み込んでなければいいがと。

			「仲間がおれば……大丈夫やろか」

			　薫(かおる)は少しゆっくりと息を吐いた。そして、考えすぎて頭から煙を出し始めていたアリシアを緊急停止させた。このまま放置したら、オーバーヒートするのは明白だったからだ。

			　ちょうど、ヴィヴィアンたちのリハーサルの時間になる直前に、ナターシャが入ってきた。なぜアリシアがソファーでこてんと転げているのかわからずに、少し眉間に皺を寄せていた。薫(かおる)が気にせずにリハーサルに行ってくれと伝えると、２人は控室を出て行った。

			　残された薫(かおる)は、何事もなく終わればいいがと、少し不安を抱かずにはいられなかった。

		

	
		
			第九話　ミュージクルフェスタ　３

			　

			　その後、何事もなくリハーサルも終わり、開場の時間になった。

			　ぞろぞろと人々が会場へと足を運ぶ。１日目に多くのゲストが出演したため、２日目の会場は満員寸前まで観客が押し寄せていた。１番いい席を取ろうと、皆が10個あるゲートからチケットを購入して入場していく。

			　その光景を裏から見つめる薫(かおる)は、口元を歪めて苦笑いになっていた。

			「何やこの数……」

			「何ですかこれ……」

			　薫(かおる)とアリシアは、ぽつりと口にする。一面が人によって埋め尽くされていたのだ。

			「１人、５０００リラ×約５万人で……２億５０００万リラ以上か……」

			「カオル様！　桁がおかしいです！　聞いたことない金額です！」

			　薫(かおる)の計算に、アリシアは目を点にしていた。

			「収益は、まぁ、経費もいろいろ差っ引かれるやろうけど……これ３日でえげつない金額になるな」

			「１年分の収益をこの３日で稼いでそうです」

			「そうなんかもな」

			　薫(かおる)とアリシアは、関係者通路を歩きながら話をする。

			「もうすぐ始まるやろから準備をせなな」

			「はい、といっても私は治療することはできませんので、皆さんのサポートをしますよ！　ステージが終わったあと飲み物を持っていったりとかです」

			　笑顔を浮かべて、アリシアは胸の前で握り拳を作る。頑張る気満々のようだ。

			「そしたら、３組目の１回戦から仕事を頑張るか」

			「お～です♪」

			　拳を天に向けて、２人で掛け声を上げるのであった。

			　

			　真っ暗になった会場に、ど派手なライト演出とスモークが漂う。そして、ステージ上に２人の司会者が登場した。

			「さぁ、はっじまりましたぁ～～～♪　ミュージクルフェスタ２日目の歌部門♪」

			「始まりましたよぉ～！」

			「司会はまたまたおなじみになったミルルと！」

			「ルミルですぅ……」

			　可愛らしくポーズを決める２人。ドレスの色は同じだが、今日はマーメイドラインだ。ルミルは頬を真っ赤にさせて、このポーズを早くやめたいと思っていそうだ。

			「可愛いぞぉ～～！　紅白コンビは最高だな！」

			「ルミルちゃんの恥ずかしそうな表情がたまらないわぁ～。一家に１人欲しいくらいね」

			「ミルルちゃんも可愛いよなぁ。恥ずかしげもなく可愛いポーズをとるとか……最高です」

			「いいぞぉ～！　２人とも昨日よりももっと盛り上げてくれぇ!!」

			　歓声が地響きのように鳴り響く。

			　大盛り上がりのなか、司会の２人がディスプレイを指差した。すると、そこに対戦カードが映し出される。４回勝ち上がることで最終日の決勝戦に進めるトーナメント形式。１組16人で争われ、それが５組ある。

			「ではぁ～～～１組目、第１試合を始めたいと思います♪」

			「思いますぅ！　盛り上がっていきましょう！」

			　２人の司会者はそう言うと、ステージから捌(は)け２日目のトーナメントが始まった。

			　初戦から熾烈な勝負になり、審査員たちを大いに楽しませる。会場も大盛り上がりである。

			　そして、１人目の注目が集まる人物の登場に、また一段と会場が熱を帯びる。

			「ヴィヴィアン様ぁ～～～～!!　最高っす！」

			「美しい……ああ、この瞬間の姿を切り取って保存したいわ」

			「真っ赤なドレスがまたいいわねぇ。私もあんなふうにスタイルがよかったらなぁ。はぁ～」

			「きゃ～!!　ヴィヴィアン様、愛しています!!」

			「はぁ～、可愛すぎだろ……。歌も最高とか……とんでもねぇな!!」

			　ステージ上に現れたヴィヴィアンに歓声が上がる。広場でヴィヴィアンの歌声を聞いた者たちもそうだが、その美しい容貌に溜め息が漏れる。

			　淡い紫色の髪の毛を揺らしながら、ステージの中心で会釈をする。少し乱れた左側の髪の毛を耳にかけ直して笑顔を見せる。ワインレッドのドレスに包まれた姿がまた高貴な者の風格を見せつける。

			　ナターシャもヴィヴィアンに続いて会釈をしてから椅子に座り、竪琴を構える。白地のドレスで品の良い装飾がついたものを着用している。

			「おお！　楽器部門で決勝に残っているナターシャさんだ！」

			「あの人がヴィヴィアン様の伴奏者なのね。これは見ものよ」

			「おいおい、知らなかったのかよ……。広場での演奏は最高だったんだぞ？」

			「私も聞いたけど、あの竪琴とのコラボはもう堪らなかったわ」

			「最高の演奏になるだろうな！　めっちゃ楽しみだ」

			　どのような調和のとれた音楽になるか、皆興味津々なのである。今か今かと皆が固唾を呑んで見守る。

			　ヴィヴィアンは一瞬、ステージの下手へと目線を向ける。白髪のオールバックの男と、うさ耳フードを被る女性が軽く手を振っていた。その光景に、くすりと笑みを零して、前を向く。そして、横目でナターシャを確認し、指で合図を送ると演奏が始まった。

			　力強い竪琴の音色が、会場の空気を一変させる。温かく広がる音にヴィヴィアンの歌声が溶けこむように合わさる。癒やしの空間が完成した瞬間、大気中に緑色と青色のふわふわ浮く物体が姿を現す。

			　観客はその幻想的な空間に、見(み)惚(と)れて息をするのも忘れる。現実にこのような現象が起こることは、精霊が住み着く魔力の満ちた泉など自然豊かな場所でしかなかなか見ることができない。それを、ヴィヴィアンは歌で呼び寄せることができるのだ。

			　審査員のエキドナもこの綺麗な現象を笑顔で見つめていた。

			　歌がサビに入ると、一際楽しそうに精霊たちが踊り出す。ヴィヴィアンの周りにもふわふわと縦横無尽に飛び回り、歌ってくれてありがとうと言っているようだ。

			　ゾクゾクと背筋に電気のようなものが走る。なんとも言えない感覚が押し寄せるが、嫌な感覚ではなく、気持ちが高ぶる方である。

			　歌が終わると、一斉に歓声が響き渡る。本日最高潮だと言ってもいいだろう。割れんばかりの拍手喝采がヴィヴィアンに降り注ぐ。それを全身に浴びるヴィヴィアンは、最高の舞台に立っているのだと実感していた。

			「素晴らしすぎる!!　何ですか、これは！　感動しちゃったっすよ!!」

			「ほんとに……ヤバすぎる……。なんだこれ！　こんな歌声聞いたことねぇ」

			「広場のときより……全然違う……。あれは本気ではなかったのね……。まだ、隠し玉があるんじゃない？」

			「ああ、ヴィヴィアン様、最高でした！　私がファン第一号です！　サインくださぁ～い」

			「ふっふっふ、私、サイン持っているわよ？　いいでしょ？　まぁ、あげないけどね♪」

			　大盛り上がりのなか、隣同士で話をしたりと皆大いに楽しむ。皆、音楽が好きでこの場にいるのだ。惜しみのない拍手をヴィヴィアンに送る。

			　ヴィヴィアンたちは笑顔で下手へと捌(は)けていった。

			「最高の歌がうたえたわ。ありがとう、カオルさん」

			「まだ、始まったばかりや。無理のないように次まで喉を休めとき」

			「はい」

			「カオルさん、本当にありがとうございます。ヴィヴィアン様がここまで本気で歌えるのはいつぶりでしょうか……。嬉しくて……ひっく」

			「はわわわ、えっと、これどうぞ！」

			　ナターシャは嬉しさのあまり、ついつい涙が流れる。アリシアから借りたハンカチで涙を拭う。

			「お恥ずかしいところをお見せしました……。はぁ、危うく私の方が聞き入りそうになりました」

			「あら、ありがとうね、ナターシャ」

			「しっかし、ほんまに凄かったわ。今のところ、１番よかったと思うで」

			「うふふ、お世辞でも嬉しいです。でも、まだわかりませんから」

			　どれだけ自信があっても、それを超える逸材は必ずいると、ヴィヴィアンは言う。多分、この口ぶりから、シャーリーなのではないかと思わせる。それに気がついたのか、ナターシャの眉間に皺が寄った。

			　薫(かおる)は、そんなナターシャを見て苦笑いになる。アリシアも同じだ。憎悪と似た何かを感じるからだ。

			「ナターシャさんの竪琴も凄かったです！　ヴィヴィアンさんとの歌との相性も抜群でした」

			　アリシアのナイスな話題の切り替えに、ナターシャの眉間の皺が消えて、ほんのり笑顔が覗く。そして、当然と言わんばかりに熱い目線でヴィヴィアンを見る。

			　薫(かおる)は、アリシアにグッジョブと思いながら頭を撫でたら、こちらも熱い目線を送られることになった。ヴィヴィアンとナターシャは次の出番まで時間が空くため、控室へと戻るらしい。アリシアは、お水の入ったコップを２人に渡してから別れた。

			「お仕事完了です！」

			「まるで給水係やな」

			「はぅ……。そ、それしかできませんから。今はです！　今は！」

			「わかっとるよ。ちょっとからかっただけや」

			「ぐぬぬ……」

			　ぷっくりと頬を膨らますアリシアだったが、ごしごしと頭を撫でられると、怒りがどこかへ転げ落ちてしまったかのように、笑顔になってしまう。

			「カオルさま、これからどうしますか？」

			「ん？　ああ、シャーリーが気になるから、ここでちょっと他の参加者見ながら待とうかと思うてな」

			　薫(かおる)は、この心配が無駄になればいいなと思いながら、ステージを見つめる。司会の２人がぴょんぴょん跳ねて、次のトーナメントへと移る準備の間を繋いでいる。相変わらず、ルミルは恥ずかしそうに、ミルルと可愛らしいポーズを取りながら司会を進行していた。

			　そして、４組目のトーナメントがスタートする。

			　１回戦目にシャーリーが出てきた。

			「シャーリーちゃ～ん!!　頑張れぇ～!!」

			「やっぱり、黒のドレスできたわね……。可愛いわよぉ！　頑張ってぇ！」

			「伴奏が３人とは……合わせるのが大変だろうに……。大丈夫なのか？　シャーリー様は」

			「おかぁさん！　シャーリー様が出たよぉ。シャーリー様がんばれぇ～♪」

			　声援がステージ上にいるシャーリーたちに注がれる。そんな声援に応えるように、シャーリーたちは深々と頭を下げてから、演奏をスタートさせた。ドラムのリズムから始まり、ピアノとウッドベースがついてくる。その３色の音色にシャーリーが歌声を乗せた瞬間、会場を癒やしの空間へと変換させた。観客すべてに行き渡るように広がるその歌声は、まさに歌姫と言っても過言ではない。

			　皆を魅了し、幸せにする。だが、今回は、少し寂しさを感じさせた。しかし、それが心に訴えかけるようで、感動を引き起こした。歌い終えると、会場中から少し遅れて拍手喝采が巻き起こる。聞き入りすぎて、終わったことに気がつかなかった者もいたのだ。

			　審査員の中にいるエキドナもまた、笑顔でシャーリーの歌に賞賛を送る。

			　綺麗にお辞儀をして、シャーリーたちは下手の袖に捌(は)けた。

			「は、はぁ～、す、すっごく緊張した……」

			「ナイスファイト！　シャーリー、心配していたけど、そんな必要はなかったみたいね」

			「そうですねぇ～。でも、感情が乗りすぎているのは、ちょっと気になりましたけどねぇ」

			「さっきの出来事があってこれなら上等だろ？　まぁ、この調子ならいけるから今日は頑張れとしか言えないが……」

			「あはは、ごめんね。まだ、感情の整理がつかなくて……。でも、悔いは残らないように全力でやるから大丈夫だよ」

			　シャーリーは眉をハの字にして、メンバーの皆を見つめるが、

			「「「無理は禁物！」」」

			「は、はい！」

			　顔色が悪いシャーリーに、３人は声を強めて忠告した。心配しているからこその言葉だ。それが嬉しいのだろう、シャーリーはおのずと笑顔になる。

			「なんや、大丈夫そうやな」

			「あれ!?　カオルさん！」

			　シャーリーは驚きの表情で、カオルとアリシアを見る。アリシアはコップをお盆に載せてシャーリーたちへと渡す。皆、そのコップを手に取り、グッと一気に流しこむ。

			「はぁ～、冷たくて生き返りますね……」

			「ほんとね。ありがと、お嬢さん」

			「汗かいたから、ちょうどよかった」

			「ああ、なんか潤(うるお)った感じがする」

			　４人が笑顔でそう答えると、アリシアは満足そうに「仕事完了です！」と薫(かおる)に伝えるのだ。

			　可愛らしい笑顔に、ルドマリーがついついアリシアを抱きかかえた。

			「この可愛い生き物もらって帰っていい？」

			「え？　ちょ、ちょっと待ってください！　私は物ではないですよ!!」

			「こら、ルドマリー、アリシアさんに何しているの！」

			「冗談だよ、冗談」

			　アリシアは小声で「あの目は、冗談に見えなかったです」と言った。

			「シャーリー。ちょっとええか？」

			「へ？　なんですか？　あ！　もしかして、魔法の飴を私にくれるんですか？」

			　両手を前に出して、いくらでもくださいと言わんばかりにお椀型を作る。そんなシャーリーに軽くチョップを入れて、薫(かおる)は溜め息を吐く。

			「まぁ、ええから。ちょっとシャーリー借りていってええか？」

			「「「どうぞ、どうぞ」」」

			「え？　皆酷くない？」

			　メンバーの息のあった行動に、シャーリーは目を点にして慌てる。だが、薫(かおる)が軽く耳打ちすると、真剣な目へと変わった。

			　薫(かおる)はシャーリーを連れて、一度宿舎へと向かう。今はフェスタ中で人がほとんどいないため話をするのにちょうどいいからだ。

			　アリシアも薫(かおる)たちについていこうとしたがルドマリーに捕まり、ついていくことができなかった。涙目になっていたが、すぐ戻ると伝えてアリシアに紙を握りこませると、大人しく引き下がった。

			　そっと後ろを振り向くと、アリシアは満面の笑みのルドマリーの脇に抱えられ、彼らの控室へと連れていかれるのであった。

			　

			　シャーリーたちが舞台の下手から姿が消えると、上手の袖にいるフードを被った者が口を開く。

			「ちっ、このくらいではまだですか……。精神的に揺さぶれば、病気も進行すると思ったのですが……。あのネタもあまり効果がなかったようですね。高い情報だったくせに……。つかえない。はぁ、もう少し、実験を続けてみますか……。いや、失敗も考慮して何個か仕掛けましょう」

			　そして、関係者たちの中へと溶けこんでいった。緑色の前髪をゆらゆらと揺らしながら……。

			　

			　薫(かおる)とシャーリーは、宿舎の広いエントランスの隅の席に座る。

			「あの、ヴィヴィアンの話……ですよね」

			「ああ、知りたいんやろ？」

			「……はい」

			「その前に気になることがあるんや」

			「え？」

			　薫(かおる)は一呼吸置いてから、シャーリーを見つめる。

			「４年前の話や」

			「それは……」

			　シャーリーは、薫(かおる)の言葉に目を逸らす。

			「まぁ、ほとんどヴィヴィアンさんから聞いたんやけど」

			「え？　ヴィヴィが……喋(しやべ)ったの？」

			「そう呼んで欲しそうやったで」

			「っ……」

			　薫(かおる)の言葉に、シャーリーは俯(うつむ)いてしまう。シャーリーもまた、同じように元の仲に戻りたいのだろう。だが、それを邪魔する部分がある。今回の歌でも、感情がコントロールできておらず、歌にその部分が乗ってしまっていた。

			「ヴィヴィアンさんは自分のせいやと思っとる。シャーリーの人生をあのとき壊したと」

			「そ、それは違う……違うの……」

			「何があったんや。話し合ってないから、互いに傷付き合ってるんやで」

			「……だ、だって、言えるわけないじゃない……」

			　ぽつりと、シャーリーが言葉を漏らす。

			「本当は私を狙って工作された照明が、ヴィヴィのときに落ちてきたなんて……」

			「ああ、なるほど……そういうことやったんか……」

			　薫(かおる)は納得した。

			「本来、その細工された照明は、シャーリーの出番のときに発動する予定やったが、発動しないでヴィヴィアンさんのときに発動した。それを細工した者の話でも聞こえたんか？」

			「たまたまだったの……ヴィヴィのステージを見に行こうと思って、控室から出たとき……聞こえてきたの。契約を結んでる歌手の人の焦っている声が……。どうしようって、私を狙った細工が発動しないまま残っているって。もしも、それが他の歌手の人に当たったら……歌手生命が終わるって……」

			　シャーリーは涙ぐみながら頷く。

			「ヒモを掴んで止めようとしたけど、重さに耐え切れずに事故が起こったってことやな」

			「必死にヒモを掴んだけど駄目だった……。本当のことを言おうとしたけど……怖かったの。嘘をついているんじゃないかって言われるのが……。私、弱虫だから……」

			「それについては、ヴィヴィアンさんも目撃しとったわ。手から血が出とったってな。それに、照明の弁償だけですんで奴(ど)隷(れい)に落ちなくてよかったってな」

			「え？」

			　シャーリーは涙を一杯に溜めた目で薫(かおる)を見上げる。それは、すぐにぽろぽろと流れ落ちた。

			「あんな怪我して……私の心配するなんて……やっぱりヴィヴィはヴィヴィだね」

			「さっさと仲直りしたらどうや？」

			　薫(かおる)の言葉に、また俯(うつむ)いてしまう。

			「できっこないよ……。ナターシャは許してくれないし。また、ヴィヴィアンを傷つけちゃうから……」

			　うじうじとした感じを見せるシャーリーに、薫(かおる)はにやりと笑った。

			「じゃあ、本人に確かめてもらおうか。許してくれるかどうかをな」

			「へ？　え!?」

			　俯(うつむ)いていた顔を上げると、そこにはワインレッドのドレスを着たヴィヴィアンが立っていた。

			　横にはにっこりと笑顔のアリシアもいる。
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			「シャーリー……」

			「ヴィ、ヴィヴィ……」

			「はい、長い仲違いをしていたのですから仲直りしてください」

			　アリシアは、ヴィヴィアンの背中を優しく押した。

			「ご、ごめんなさい。私……そんなことがあったなんて知らなくて……。私のせいでシャーリーにいっぱい辛い思いさせて……ごめんなさい」

			「ち、違うよ。ヴィヴィのせいじゃないから！　私があのとき、ちゃんとできていたら何も起こらなかったんだもん。だから、ヴィヴィのせいじゃないから！」

			　涙を流しながら、謝り合戦がスタートした。

			　薫(かおる)とアリシアは、そんな２人を見つめて笑顔を零す。

			「カオル様、私のタイミングはばっちりでしたね」

			「ああ、今回は冴え渡っとるなぁ。功労賞やらなアカンかもしれん」

			「えへへ♪」

			　褒められて嬉しそうに微(ほほ)笑(え)むアリシア。先ほど別れ際に渡した紙には「ヴィヴィアンを宿舎のエントランスへ連れてきてくれ」と書いてあったのだ。もちろん、ナターシャはこれを聞いても納得できないかもしれないため、外してある。少しずつ、元の関係に戻れるように考えなければいけないだろう。

			　お節介かもしれないが、こうでもしないときっかけを作れないと思ったからだ。４年という歳月が流れている。その溝は、なかなか埋まるものではない。だから、きっかけをこちらで作ってみたのだ。あとは、本人たち次第だ。

			　いつの間にか、シャーリーがヴィヴィアンの胸の中で啜り泣いている。頭を優しく撫でられながら、ポニーテールがゆらゆらと揺れる。

			「もう大丈夫そうやな」

			「は、はい、カオルさん……その、ありがとうございます。シャーリーの言葉で、真実が聞けてよかったです」

			「ならよかったわ。お節介したかいがあったってもんや」

			　ヴィヴィアンとシャーリーは２人仲良く昔に戻ったかのようにこれまでの話をした。ナターシャの話になると、シャーリーは自身でどうにかすると意気込んでいた。自分の撒いた種は、自分でどうにかしたいのだろう。ちゃんと話し合えば、伝わる部分もあるかもしれない。

			　ヴィヴィアンはそれに賛同し、その機会を作ることを約束して抱き合う。２人ともその姿を、１人の女性に見られているなど思いもしなかった。

			　それからのトーナメントは、２人とも最初のときより勢いを増していた。完全に２強となる形で、他の追従を許さなかった。

			　２人に後れをとる形で、ラムという女性がいる。彼女も素晴らしいのだが、一歩届かない感じがするのだ。そして、そのラムの伴奏をしているのが、楽器部門で飛び抜けているマリアンジュだ。ピアノの多彩な伴奏でラムの歌をカバーしている。これによって、なんとか勝ちあがることができた。

			　しかし、フェスタ２日目の最終トーナメント戦４組目が終わり、結果が出たときに事件は起こった。

			　アリシアは給水係として、シャーリーから一杯の水を頼まれた。しかし、とことこと水をシャーリーに持っていくとき、躓いて転んでしまった。カップに入った水は宙を舞い、薫(かおる)のズボンを濡らす。

			「ふにゃああああああ!?　カオル様、す、すみません」

			「ああ、かまわへんよ。ただの水……っ!?」

			　水の掛かった膝下に強烈な激痛が走った。まるで、スライムの中に手を突っ込んだときと同じような痛みだ。薫(かおる)はすぐにズボンを捲り、濡れた部分が皮膚につかないようにして、患部を見ると、焼けたように赤く腫れ上がっている。

			「なんやこれ……酸か……」

			　薫(かおる)は回復魔法を掛けながら舌打ちをしてつぶやく。

			　そして、それを見たシャーリーがゾッとする。もう少しで、この水を飲むところだったからだ。そうすれば、のた打ち回るのは目に見えている。喉から胃までが焼けただれるからだ。

			「なんで……こんなものが……」

			　シャーリーはペタンと座り込んでしまった。これは、演奏が終わったあとに適度に水分を補給できるように、スタッフが厚意で置いてあるものだ。１組の演奏が終わるごとに、新しいものへと交換される。その中に、毒物を混ぜられていたのだ。シャーリーを標的にしているのは明らかだ。

			　薫(かおる)は、廊下へ繋がる道を走り去る人を目にする。そして、その人物を見て舌打ちをした。

			　薫(かおる)の周りに人だかりができ始める。演奏が終わったにもかかわらず、ステージの端で溜まっているからだ。

			「どうしました？　怪我……ですか？」

			「いや、ちょっと薬品が垂れてもうてなぁ……」

			「え？　大丈夫なんですか？」

			「ああ、問題あらへん」

			　薫(かおる)はポットを回収してから、メンバー全員を連れて彼らの控室へと戻る。

			　アリシアはおろおろとしながらも、薫(かおる)たちのあとを追う。

			　部屋へ戻ると、ルドマリーが第一声を発した。

			「それで、なんでその中身のことを公にしなかったの？」

			　ルドマリーのごもっともな意見に、言葉が詰まる。

			「ああ、ちょっと言いにくいんやけど……」

			　そのまま、シャーリーへと目線を送る。すると、彼女には思い当たる節があったのだろう。

			　自身を恨み、声を奪おうとする者が。まだ話し合えておらず、互いに誤解が解けてない。

			「もしかして……」

			「すまん。確実とは言えへんけど……走り去る姿を見てもうたからな。もしも、証拠が出た場合……何かしらあるんやろ？」

			「っ……はい」

			　シャーリーの表情から、良くてフェスタ参加辞退、悪くて音楽生命が絶たれるかなと薫(かおる)は見る。かなり、際どい状況に頭を抱えたくなる。一直線に突っ走る性格のナターシャをもっと早くどうにかしておくべきだったと。

			「え？　ってことは、これ盛ったのってシャーリーの知り合いってこと？　あのヴィヴィアンって子なの？」

			「え？　ち、違いますよ！　ヴィヴィは、そんなことしませんよ！　正々堂々と勝負って約束しましたし」

			　ルドマリーの言葉をシャーリーは全力で否定する。そんなことをする人ではない。どれだけ心配してくれていたのかをあのとき実感したからだ。

			「じゃあ……あの竪琴の子だねぇ～……。名前はナターシャ……？」

			　マキナが言葉を発するとピクンと反応するシャーリー。背中に冷や汗を掻きながら、どうすればよいかわからないといった表情を浮かべる。

			　ヴィヴィアンに言うにも、これを伝えたら確実に辞退しかねない。それは嫌だった。

			　この状況では八方塞がりだと、シャーリーは肩を落とす。

			「まだ、ナターシャさんが犯人って決まったわけやないから……。俺が確認してくるわ」

			「あの……カオル様、怪我は大丈夫なのですか？」

			　アリシアは薫(かおる)の膝を見ながら恐る恐る尋ねる。回復魔法を使ったので傷が残ることはないと告げた。

			　安心させるためにアリシアの頭を撫でると、喜んでいいのかどうだかわからない反応をする。

			「俺がどうにかしてみるけど……上手くいくかはわからんで？」

			「私は……行かない方がいいですよね」

			　シャーリーが俯(うつむ)きながら、薫(かおる)に問う。ややこしくなりそうな気がするため、薫(かおる)はそれに同意した。何かあれば、情報を流すことを伝えた。

			　アリシアも、シャーリーたちのところで待機してもらう。何かあってはいけないからだ。

			　薫(かおる)は溜め息を吐きながら控室をあとにした。

			　

			　参加者宿舎のエントランス。

			　頭を抱えて、酷く震えるナターシャがいた。

			「迂(う)闊(かつ)だった……。なんで、あんな……もう嫌……。騙(だま)されているのよ……絶対に……。でも……わからないわ……」

			　額に汗を掻き、顔色も悪い。今日の演奏がすべて終わったあとでよかったと、ナターシャはほんの少し安(あん)堵(ど)する。今の精神状況では、まともに演奏などできそうにない。それに、現場から立ち去るとき、薫(かおる)と目線が咬み合ってしまったと思うと、気が気ではない。物騒なことばかりが脳内を支配する。

			「ヴィヴィアン様……あんな酷いことをされて……なぜ許せるのですか……」

			　エリングの事件を思い返す度に、シャーリーが憎くて仕方がなくなる。闇が心を覆い尽くそうとする感覚に襲われるのだ。ナターシャ自身もシャーリーを認めていたし、信頼もしていた。

			　短い時間だったが、密な関係を築いていた。

			　脳の処理が追いつかず、ナターシャから大きな溜め息が漏れる。ソファーに体を預けてぼぉ～っと天井を見上げる。あのフードを被った者からもらった毒薬。効き目は十分だったが、まさかアリシアが転んで台無しになるとは思わなかった。他の者があの水を飲まないように監視をしていたこともあり、いろいろと気が張っていた。

			　演奏が終わったあとに、シャーリーがかならず水を飲んでいるのを確認し、今回の犯行に及んだのだ。ステージの上はかなり暑く、水分を消費する。他のメンバーは、１回目以降は飲んでいなかった。もしも、シャーリー以外が飲もうとしたときは、邪魔に入る予定だった。

			　だが、こんな計画性のない犯行が成功するわけがないと、今になって後悔が押し寄せる。自分の首を締めただけだ。薫(かおる)にも逃げるところを見られた。ヴィヴィアンに迷惑がかかるかもしれないと思うだけで、胸が張り裂けそうだった。

			「どうしよう……」

			　涙が零れ落ちそうなくらいに不安が押し寄せ、ぽつりとつぶやく。

			「どないしようか？」

			「!?」

			　思いもよらぬ返答に、ナターシャの体が硬直する。もう、公になっているのだろうと思い至り、ゆっくりと目線だけ動かし薫(かおる)を見る。

			　ここ数日見飽きるくらいに見てきた白髪オールバックの男性。治療師にしては目付きが悪く、悪徳商法を繰り広げそうなオーラを醸(かも)し出す。白衣がなければ、ただのチンピラではないかと思わせる。

			　だが、治療に関しては今まで出会った治療師の中で群を抜いている。ヴィヴィアンの治療ができる唯一の存在だ。

			「なんか、すっごく失礼なこと考えてへんか？」

			「気のせいでは……？」

			　スッと目線を逸らして、仏頂面を見せる。先ほどまでの泣き顔とは打って変わっていた。

			「……私を捕まえに来たんですか？」

			「なんで捕まえなアカンのんや？」

			「っ……わかっていて言っていますよね？　私が犯人だと知ってのことでしょ！」

			「ああ、やっぱり水に毒を入れたんはあんたやったんか……」

			　確信を持ってここに来たわけではなかったのかとナターシャは苛(いら)立(だ)った。

			　ナターシャはソファーにもたれたまま目を瞑(つぶ)り、手を投げ出した。もう、どうにでもしてくれと言わんばかりに。

			「まぁ、どういう動機でこういうことしたのかは予想がつくけど……あれはやったらアカンやろ」

			「あなたに何がわかるのよ……」

			「わからんこともないけどな……でも俺は部外者やし強く突っ込めへんやん。ただ俺の患者に危害は加えられとうないってのはあるな。実際にシャーリーが悪かったのかは、ナターシャさんは知らへんやろ？」

			「あ、あんなので私は騙(だま)されないわよ！　ヴィヴィアン様は騙(だま)せても……」

			　ナターシャはもたれていた体をゆっくりと起こしながら薫(かおる)を睨(にら)みつける。

			「あのとき、あんたもおったんか……」

			「ええ、アリシアさんがこそこそとしていましたから。ヴィヴィアン様を連れていくときに、あとをつけさせていただきました」

			「バレッバレやったってことか……」

			　薫(かおる)は頭を掻きながら笑う。

			「でも、嘘は言ってるようには見えへんかったと思うで？」

			「そ、それは……」

			　ナターシャにも、シャーリーのあのときの必死な言葉が、演技だとは思えなかったのだろう。それでも気持ちとの折り合いがついていないようだった。

			「今回のことは、俺らで止めとるから公にはなってへん。アリシアが転んで助かったな。俺に掛かっただけで、大したことなかったからな」

			「え……どうして公にしないの！　私は、あんな愚行を犯したのよ」

			「まぁ、シャーリーがそうしたくないみたいやしなぁ。公にすれば、ヴィヴィアンにも飛び火するのは目に見えとるからやろうな」

			「っ……」

			　渋い顔をするナターシャ。公になれば、参加の権利が剥奪されることは間違いないうえに、ヴィヴィアンも一緒に巻き込まれる。そうなれば、シャーリーが優勝を手に入れることができるだろう。

			「それだけ……自信があるのでしょ」

			「あんたも強情やなぁ……。正々堂々と勝負する約束をしたからに決まっとるやろが。あんたも見とったんやろ？」

			「……」

			「これ以上はもう止めへんか？　身を滅ぼすだけじゃ済まされへん」

			　薫(かおる)は諭すようにナターシャへと語るが、未だに迷いがあるようだ。それほどまでに、あの事件が深く根を張っているのだろう。

			「実際問題……私もどうしたらいいかもうわからなくなったわ。ヴィヴィアン様はシャーリーとの誤解が解けて、歌声が格段によくなった……。ねぇ、どうしたらいいのよ……。私だけが……あのころのことを引きずっている。４年よ……長すぎるわよ」

			「今すぐに、どうこうしなくてもええんやないか？　ゆっくり時間を掛ければええやん。あんたはヴィヴィアンやシャーリーとは違うんやから」

			　薫(かおる)はナターシャの反対側のソファーに座り、まっすぐ彼女を見つめる。

			「あんたが今回やったことは、４年前と変わらんで？　それをよく考えや」

			　薫(かおる)の言葉がナターシャに重くのしかかる。

			「……そうね。最低だわ……。復讐心に付け込まれるなんて……どうかしていたわ」

			　消沈したようにつぶやいたナターシャは、自嘲するように笑う。

			「ん？　どういうことや。あんたの単独行動やないんか？」

			　薫(かおる)は訝しげな目線を向けて、問いただす。すると、ナターシャは首を横に振った。

			「あのような特殊な薬は、簡単に手に入れることはできないわ。無味無臭で、生かさず殺さずの薬らしいから」

			「その薬を売った奴が誰か……わからんやろうな」

			「フードを深く被っていたから……わからないわ」

			　嫌な予感がぴりぴりとしてくる。こういった勘が当たるから困るのだ。

			　無差別に狙った犯行か、そうではなくてシャーリーをピンポイントで狙われているのだとしたら、非常に困ったことになる。だが、どのような勢力なのかがわからない。情報が少なすぎるのだ。

			　２日目が終わったあとにこういったことが起こるなど、考えてもいなかった。ヴィヴィアンの治療とサポートだけでも手一杯なのに、シャーリーへちょっかいを出されたら防ぐ手はない。

			　シャーリーの喉の心配もあるが、身の回りの警護を強化することを提案しなくてはいけないだろう。そんなことを考えていたら、薫(かおる)を呼ぶ声が聞こえてくる。

			「カオル様！　あ！　いらっしゃいました。た、大変なんです！」

			　アリシアが息を切らしながら地下通路から走ってきた。尋常ではない焦りに、薫(かおる)とナターシャは背中に冷たいものが流れる。ヴィヴィアンかシャーリーに何かあったに違いない。

			　しかし、アリシアが口にしたのは予想と違った言葉だった。

		

	
		
			第十話　ミュージクルフェスタ　４

			　

			　アリシアから助けを求められて、薫(かおる)は急いで現場に向かう。

			　ナターシャは内容を聞いておろおろとしていたが、ヴィヴィアンへの妨害も考えてそっちに向かってもらった。

			　シャーリーたちの控室へと入ると、そこには腕を押さえるルドマリーの姿があった。

			「アリシアから簡単に聞いたんやけど、何があったんや？」

			　薫(かおる)がそう口にすると、シャーリーが薫(かおる)に近づいてきて涙目で答える。

			「わからないの……。いきなりルドマリーが腕を押さえて痛がりだして……」

			　慌てたように薫(かおる)に事情を話し始めるシャーリー。

			　薫(かおる)がナターシャを探しに行ったあと、この控室でシャーリーはメンバーに事情を説明していたのだという。ナターシャの行動は、自分が招いたことであると。だが、仲間思いの強いルドマリーは、今回のことを公にした方がいいと言って、シャーリーと揉めたのだという。

			　音楽を奏でる者が、このような行為をするのは絶対にやってはいけないと。

			　そのような言い合いになっていたとき、急に腕を押さえて痛みを訴えてきたという。

			「カオルさん、ルドマリーを治してください！　お礼はしますから、お願いします」

			　深く頭を下げるシャーリーに、薫(かおる)はポンと頭に手を置いて２度軽く叩く。

			「できる限りやったるから、頭を上げ」

			「ありがとう、カオルさん」

			　薫(かおる)はすぐにルドマリーの腕を診る。すると、黒い呪印のようなものが指先まで伸びていた。

			　グランパレスで１度見たことがあったが、模様が少し違う。『解(かい)析(せき)』を掛けると、薫(かおる)は苦い顔になる。

			　ステータス画面に、次のように表示された。

			　

			・名前：ルドマリー・アイゼン

			・種族：人間族

			・職業：ピアノ奏者・冒険者〈Ｃランク〉

			・ＬＶ：18

			・ＨＰ：２８０／３５０

			・ＭＰ：50／50

			・状態：嫉(しつ)妬(と)の鎖〈解除まで１日〉

			・魔法：なし

			・スキル：不屈の精神

			　

			　薫(かおる)は、ルドマリーの状態に表示される嫉(しつ)妬(と)の鎖に、もう１度『解(かい)析(せき)』を掛ける。

			・嫉(しつ)妬(と)の鎖

			・詳細：呪いの宝具の１つ。使用されると、その場所に制限が掛かる。だが、その効果は１日しか持たない。解除するためには、使用者が持つ嫉(しつ)妬(と)の鎖の宝具を破壊することが条件。

			　呪われた場所が宝具の魔力と接触したことで発動条件を満たす。１度発動したあと、もう１度発動はできない。その場合は、もう１度接触させることが必要となる。

			　主な使われ方は、魔物との戦闘で、強敵の足や腕に触れて発動させ殺したりする。ただし、１度発動させると、１日のクールタイムが必要。

			「ちっ、これは病気やない……。呪いらしい」

			「え!?　あの……ルドマリーはどうなるんですか？　命には……」

			「そこは安心してもええ。死んだりはせんみたいや」

			　薫(かおる)の言葉に、周りにいる者たちは安(あん)堵(ど)の息を吐くが、ルドマリーはすぐに薫(かおる)に言い寄る。

			「ね、ねぇ、呪いってこれって解除できないの？」

			「すまん、俺には無理や。解除には、使用者が持つ宝具を壊さなアカンらしい」

			「そ、そんなぁ～」

			　項垂れるルドマリーは、顔色がどんどん青ざめる。

			「あ、明日のシャーリーの伴奏はどうしたら……」

			「無理やろうな……」

			　今の状況では、ピアノを引くことは不可能だろう。腕から先を動かそうとすると、痛みが走るらしい。残りのメンバーも苦い表情になる。ルドマリーの伴奏がない状態では確実に音に深みが出ない。万策尽きたと言わんばかりにメンバーたちは天を仰ぐのだが、ここでぽろりとアリシアが口にする。

			「カオル様、ピアノを弾けると言っていませんでしたか？」

			　この一言で、一斉にメンバー全員の顔が薫(かおる)へと向く。目を輝かせながら、救世主が現れたと言わんばかりである。

			「いやいやいや、いきなり参加とか無理やろ……。登録だってしてへんのんやで？」

			「ちょっと、私今から係の人に言ってくる！」

			「私もぉ～！」

			「俺も！」

			　シャーリーを除いた３人は、勢いよく部屋を飛び出していった。唖(あ)然(ぜん)とする薫(かおる)とシャーリー。

			　アリシアは良かれと思って発言したのだろうが、とんでもないことを言ってくれたものだ。軽く頭痛がしてきた。

			　そんな薫(かおる)にアリシアは、「ナイスアイデアですよね」と笑顔を見せる。あとでお説教が必要かもしれない。どれだけ問題を抱えていると思っているのだ。だが、もしもこの件が通れば、参加者宿舎での行動が楽にできるようになる。20時以降は参加者宿舎へは入れないからだ。

			　今は、ヴィヴィアンの専属治療師として入っているが、20時を過ぎれば外に出される。これがなくなるのはでかいと思うが、デメリットの方が大きい。シャーリーの一世一代の大舞台での演奏だ。失敗は許されない。練習期間が１日ないとか軽く無理ゲーに近い。

			　断れるのなら断りたいが、断りきれるか怪しいものだ。決定事項を持ってきそうだと薫(かおる)は額に手を当てたまま天を仰ぐのである。

			　そして、戻ってきたルドマリーたちから告げられる言葉を死の宣告のような気持ちで聞く薫(かおる)なのであった。

			　

			　控室の長い廊下を俯(うつむ)きながら歩くナターシャは、大きな溜め息を零していた。どうしようもない気持ちが心を乱す。

			「私は何をしているんだ……」

			　舌打ちをして拳を握りしめる。自身の行動に嫌気がさす。

			　そんなとき、

			「あら、使えない駒さん。せっかく薬を渡したのに、失敗するだなんて本当に無能ね」

			　フードを深く被った者が、すれ違いざまに口にした。

			　ゾクリと背中に冷や汗を掻いたナターシャは、すぐに振り返る。

			　フードを被った者は、くすくすと肩を震わせる。

			「ま、待ちなさい！　あなた、あのときの人よね。シャーリーの伴奏者に何をしたの！」

			「あら、人聞きの悪いことを……。まるで私が犯人みたいな言い方じゃない。証拠もないのに疑うなんて酷いわね」

			「っ……ぬけぬけと、よくそのようなことが言えますね！　それに、ここは部外者の立ち入りは禁じられているはずよ」

			　ナターシャは射貫くようにフードを被った者を睨みつけるが、次の瞬間背筋が凍りつくような感覚が襲う。

			「あらあら、弱い人間なのですから、相手の力量くらいちゃんと把握しないと駄目ですよ。でないと……壊されちゃいますよ。それに、私は参加者ですから部外者ではないです」

			「な!?」

			　フードを深く被っているため、誰なのかはまったくわからない。

			「向こうの心配ばかりしてると、大切な者が傷つくかもしれないわよ」

			「まさか……ヴィヴィアン様にまで手を出すというの！」

			「まぁ、そうしないといけない場合がくればね。はい、これで情報は終わり。早くしないと……ね？」

			　くすりと邪悪な笑みを浮かべたその者は、ナターシャの心を焦らせる。こうしている間にも、ヴィヴィアンに何かしらの罠を仕掛けたかもしれないと思わせるのだ。

			　苦い顔をしたナターシャは、すぐさま走りだした。ヴィヴィアンに何もなければいいが、どうしようもなく心がざわつく。

			　廊下からナターシャが走り去ったあと、その者はゆっくりと歩き出した。ステージが終わった者たちが廊下へと流れていく人混みに紛れながら……。

			　

			　ノックもせずに、バタンと控室の扉を開くナターシャに、ヴィヴィアンはビクッと驚きの表情で出迎える。

			「え、えっと、ナターシャ？　どうしたのそんなに焦って」

			「よ、よかった……」

			　ヴィヴィアンの元気な姿を目にして、安(あん)堵(ど)の息を吐く。床に冷たくなって転がっているのではないかと、気が気ではなかった。泣き崩れるようにして、その場にへたり込むナターシャに、ヴィヴィアンはそっと近づいて抱きしめる。温かく、優しい感触にナターシャの曇った心が落ち着きを取り戻した。

			「何があったかは知りませんが、とりあえず落ち着きましょうね。今、お茶を入れますから」

			「いえ、私の仕事ですからヴィヴィアン様は椅子に座っていてください。私は大丈夫ですから」

			「そう？　なら、そうしてもらおうかしら」

			　シャーリーとの仲違いがなくなったおかげか、普段よりも数倍嬉しそうな表情を見せる。そんなヴィヴィアンを見るだけで、今日仕出かした自身の行動に心がズキズキと痛む。

			「明日の決勝が楽しみね。全力で頑張らないといけないわ」

			「はい、私も全力でサポートさせていただきます」

			「それもそうですが、ナターシャは楽器部門もあるのですから、そっちをもっと頑張ってください。実力は、十二分にあるのですから」

			「はい、わかりました」

			　心配そうな表情を浮かべるヴィヴィアンに、ナターシャはくすりと笑って言葉を返す。この安らげる時間を壊されたくないと思ってしまう。だが、あのフードを被った者が何かしらしてくるのであれば、撃退するだけの警備が必要だ。

			　冒険者としてはＣランクで一応１人前だが、対人となると話は別だ。本能のままに突っ込んでくる魔物とは違う。どんな卑劣な手を使ってくるかわからないからだ。

			　ナターシャは、それとなくヴィヴィアンに気をつけるように伝えた。

			「何か……あったのですか？」

			「いえ、一応です。何かあってからでは遅いですから……」

			　ナターシャの真剣な眼差しに、ヴィヴィアンは小さく息を吐いてから了承した。

			　２人が宿舎へと戻ったのは夜の20時ごろだった。

			　薫(かおる)が治療のためヴィヴィアンの部屋を訪れたのだが、かなりげんなりとしていた。何かあったのだろうが、ナターシャは聞くことができずにいた。それに、特例でももらったのだろうかと思った。20時以降は、参加者以外は宿舎に入れないからだ。アリシアのご機嫌な様子も気になるが、そんなことが聞ける空気でもない。

			「よし、体調はまったく問題ないわ」

			「ありがとうございます。カオルさん」

			「ええよ、そういう契約やしな。明日本気でぶち当たれるようにしたるからな」

			「はい」

			　ヴィヴィアンは深く礼をしてから薫(かおる)を見つめるが、ナターシャがいるためシャーリーの話ができず、少し残念そうに見えた。それに気がついた薫(かおる)は、苦笑いを向ける。一悶着あったことをナターシャは話せていないのだろう。

			「そういえば、カオルさんはどうしてこの時間にこの宿舎へ入れたのですか？」

			「ん？　ああ、ちょっといろいろあってなぁ……。シャーリーの伴奏者せなアカンことになってん」

			「「え!?」」

			　薫(かおる)の言葉に２人は驚きの声を上げる。それもそうだろう。薫(かおる)が伴奏をできるなどとは思ってもないことだ。それに、簡単にできるものではない。ただ弾くだけなら練習すればできるかもしれないけれど、音に深みと自分の個性を出そうとするのが、どれほど難しいことかを２人は知っている。

			「だ、大丈夫なんですか？」

			「ああ、そのせいで……みっちりと練習漬けを食らっとるよ」

			「いや……明日が本番なのに大丈夫ではないでしょ……」

			　２人の意見はもっともだが、アリシアはにっこりと笑顔で２人の言葉を否定する。

			「それが凄いんですよ！　カオル様の演奏はもう心が跳ねてしまうような感じなんです！　シャーリーさんの声との相性もばっちりでしたし」

			　すべての元凶であるアリシアが、絶賛の声を上げる。部屋に帰ったら説教が必要のようだ。

			　薫(かおる)は頭を掻きながら説明する。

			「昔、少しやっとったからな。今は腕を戻すことを重点にしてやっとる。ステージの上で、みっともない姿を見せんようにだけ気をつけるわ」

			　アリシアは「何を謙虚なことを」と思ったのだが、それは言葉にする前に薫(かおる)の手に塞がれた。

			　もごもごと目を白黒させながら、薫(かおる)を見上げるアリシアは、眉をハの字にしていた。

			　これ以上過大評価されるのを防ぐためだ。プロでやっていたわけではない。

			　子供のころからの習いごとを医者になってからも、指の運動としてずっと続けていたので、それなりに弾けるくらいだ。

			　しかしこの世界では、薫(かおる)の弾き方はこのフェスタで出てきたマリアンジュとまったく同じ弾き方だ。音に深みがあり、他の演奏者とは一線を画していた。

			　ルドマリーがカスタマイズした調律ボックスの設定を、薫(かおる)は元々の音階の順番に戻した。決勝戦は１曲勝負のため、薫(かおる)が覚えるのはそれだけでいい。ただ、何度も弾いて音の強弱などを付け足したりと、調整にかなり苦労した。シャーリーの歌声の緩急に合わせる形だ。

			　かなりの時間をそれにとられて、今げんなりしているのだ。

			「まぁ、本番にでも見て笑ってくれるとありがたいわ」

			「では、楽しみにしていますね」

			「ははは……」

			　空笑いをする薫(かおる)は、どんどんハードルが上がっていく気がして仕方がなかった。

			　話はメンバー３人が出て行ったあとまで遡る。

			　３人は、薫(かおる)の実力を見ることもせずに、参加できるかの交渉をしに行った。最初、交渉は上手くいかなかったのだが、アルフレッドが出てきて、あれよあれよと伴奏者の変更をしてもよいと了承を得ることに成功した。

			　３人は戻ってきてから、薫(かおる)の実力を見るのを忘れていたことに気がつき頭を抱えた。見切り発車もいいところだ。だが、薫(かおる)がピアノを弾いたら皆絶賛した。

			　マリアンジュと対抗できるとルドマリーが握りこぶしを作り、あくどい顔になっていたのだ。

			　３回戦敗退で、涙を飲んだルドマリーに対して、同じピアノ演奏で決勝に進出したマリアンジュが羨ましかったのだろう。

			　だが、実力は明らかにマリアンジュの方が上だ。それをわかっているからルドマリーは、負けたあとからずっとマリアンジュと同じような弾き方の練習をしていたのだ。新たな発見がたくさんあり、歌部門の伴奏ではその力を大いに発揮していた。まだまだ付け焼き刃なレベルだが、最初とは月とスッポンくらいに違いが出た。

			　勝手にライバル宣言をしていることから、まだまだ学ぶことがたくさんあると思ったのだろう。

			　それと同等の薫(かおる)の演奏に、嫉(しつ)妬(と)はしたがそれをすぐに殴り捨ててジッと研究するかのように見つめる。最後に師匠へと昇格したが、それは断固として辞退した。

			「じゃあ、俺はこれからまたスパルタ訓練があるみたいやから、この辺で帰るわ。何かあったら、３階の１番端の部屋に来てくれればおるわ。臨時で部屋を開放してもらったからな」

			「わかりました。何もないと思いますが、明日もよろしくお願いします」

			　挨拶を済ませた薫(かおる)は、アリシアと共に宿舎の自室へと戻る。その帰り道に、アリシアがポツリとつぶやく。

			「ナターシャさんは、あのことをヴィヴィアンさんに言ってないのですね」

			「まぁ、言えへんやろ……。やってることは、あのとき起きた事件と理由は違えど変わらんからな。同じことをやらかす前でよかったわ」

			「私が転んだおかげ……ですか？」

			「そうやな。あのままシャーリーが飲んどったら、あそこで棄権やったわ」

			　薫(かおる)の言葉を聞いたアリシアは、よかったと思う反面、薫(かおる)に怪我をさせてしまったことを申し訳なく思っていた。それに気がついた薫(かおる)がくしゃくしゃと頭を撫でると、アリシアの表情が和らいだ。

			　だが、伴奏者へとさせられたことは別だ。

			　部屋に帰った薫(かおる)は、アリシアを正座させてから笑顔で１時間の説教をした。足のしびれたアリシアに追撃を食らわせたのは言うまでもない。悶えながら必死に匍(ほ)匐(ふく)前進で逃げようとする。

			　アリシアから見たら、鬼がいると思ったに違いない。

			　薫(かおる)はアリシアがぐったりするまで追撃したあと、ピアノの練習を再開したのであった。

			　

			　書物が棚に大量に並ぶ部屋の中。

			　額の皺を指でなぞり、目頭を摘んで溜め息を零す。

			「アルフレッド様、お疲れですね」

			「ああ、嫌な情報が入ったからね。そっちは何もなさそうだね、ラズ」

			「そうですね、特にはないです。それで、アルフレッド様の方は？」

			「嫉妬の鎖の効果を発動させた者が、このフェスタに潜り込んでいるそうだよ」

			「ッ!?」

			　ラズは眉間に皺を寄せて、なんとも言えない表情になった。アルフレッドもまた、それを見て溜め息を漏らす。

			「あの治療師たちが紛れていると……」

			「いや、名前の登録にそれらしき者はいなかった……。だが、確実に仲間がいるはずだよ。私の大切なミカの命を弄(もてあそ)んだ奴らだからね……」

			　優しい表情なのに、体からおぞましいほどの威圧が漏れだし、部屋を支配していく。

			「おっと、すまないね。ラズ……あいつらは今回何を企んでいるかわからない。十分注意してことにあたってくれるかい？」

			「はい。ですが……今までろくに情報がなかった奴らが、どうして今になって出てきたのでしょうか？　気になりますね」

			「病気の研究だとは聞いているが、その研究材料にされる側からしたら、たまったものではないよ。大事にならないうちに対処したいが……難しいだろね……」

			「後手になるのは仕方がないかもしれません……」

			　ラズは申し訳なさそうに頭を垂れる。

			「４年ぶりのフェスタで、死人は出したくないね。治療師を十数人ほど、裏で待機させておこうか。念には念を入れてだけど……」

			「承知いたしました」

			　ラズが書斎から去ったあと、アルフレッドは深い溜め息を漏らす。最愛の人の肖像画を見つめながら、そっとつぶやくのである。

			「君が撒いた種は、絶対に摘ませたりしないからね。ミカ」

			　黒髪黒目の少女が描かれた肖像画。麦わら帽子を被って、真っ白なワンピースをひらひらと揺らすその姿は、幸せの絶頂期を切り取ったかのようなものだった。笑顔の絶えないその少女の絵の下には、名前が刻まれている。

			『辺境の歌姫　ミカ・ヒラサワ』と……。

			　

			　大きな宮殿が月明かりに照らされ、青白く輝き幻想的に見える。

			　その宮殿の１室だけ明かりが灯っていた。

			　机の上には、資料の紙束がずらりと並んでいて、すべてに目を通すのが億劫になるほどだ。

			　赤色の髪の毛を掻き上げながら大きな溜め息を吐き、１枚の資料とにらめっこを続ける。

			「はぁ……仕事が早いのはいいのですが……本当に調べたのかわからない資料ですね」

			　頭を抱えながら、治療師ギルドから送られてきた資料に目を通す。

			「ダニエラ様、何をお調べなのですか？　私どもが替わりましょうか？」

			「気にしなくていいわ。資料をありがとう。下がっていいわよ」

			「はっ！」

			　ダニエラの言葉に、神官服の男は背筋を伸ばして一礼をし、部屋をあとにした。

			「どこに他の十賢人が駒を潜ませているかわからないから、頼もうにも頼めないのよね……」

			　ダニエラは目頭を押えながら、背もたれによりかかる。不治の病を治した薫(かおる)の情報を得ようと治療師ギルドに問い合わせたところ、該当する者が数人ピックアップされて戻ってきた。だが、その中の誰も該当者である芦(あし)屋(や)薫(かおる)ではないことは、ダニエラにはすぐにわかった。

			　登録した場所で、治療院を営んでいるとなっているからだ。とすると、治療師ギルドには登録していない者となる。

			　だが、不治の病を治すことのできるほどの力量を持っているのに、今まで名前すら上がらないということは、どういうことだろうかと首を捻ってしまう。

			　今回たまたまエクリクスとの関わりのある患者だったから露(ろ)呈(てい)したということだろうかと、ダニエラは思考を走らせる。

			　考えれば考えるほどドツボに嵌っていくようで、何ともいえないジレンマに襲われる。

			「はぁ、小さなものでもいいから、何か情報が欲しいところですね」

			　ぽつりと言葉を漏らして、目を通した資料を机に置く。手紙が来たのは今日の昼。それからすぐに調べたがまったく何も収穫がない。

			　そのとき、ドアを叩く音が聞こえる。控えめで、特徴のある叩き方にダニエラの頬が緩む。

			「どうぞ」

			「にゃぁ～、ダニエラぁ～」

			　少しドアを開けて、獣耳を滑りこませてダニエラを見つめる１人の少女がいた。

			　パジャマ姿のティナだった。固っ苦しい大神官の法衣ではなく。白色のシルクのワンピースで、ダニエラの部屋に来たのだ。枕を手に持ち、申し訳なさそうにしていた。

			「あら、また寝られないのですか？」

			「そ、そんなことはないにゃ……」

			　ダニエラの言葉に、猫耳がへにょりとしぼむ。これは嘘をついているときの動きである。恥ずかしいのか、頬を赤らめて言い訳を口にする。

			「さ、最近、ダニエラは働きすぎだから、私が強制的に寝かせようと思って来ただけにゃ。い、一緒に寝れば、もっと安らかな休息が取れるにゃ！」

			　苦し紛れの言い訳に、くすりと笑いが溢れる。ただ、働きすぎなのはその通りだ。深夜遅くまで作業をしている。目(め)眩(まい)と頭痛がたまに起こることもあるが、少し休めば何ともなくなる。

			「そうですか。では、今日の仕事は止めておきましょうか」

			「にゃぁ～♪　そうした方がいいにゃ。ゆっくり寝るのが１番にゃ」

			　ティナは尻尾(しつぽ)をふりふりさせて、自分の提案が通ってご満悦な様子だ。

			「寝室に先に行っていてください。私はこれを片付けたら向かいます」

			「わかったにゃ～。待っているにゃ～♪」

			　スキップしながら、ダニエラの部屋の寝室へと消えていくティナ。その嬉しそうな後ろ姿に、ダニエラは癒やされてしまう。テーブルの上に置かれた資料をまとめて、確認済みの箱に入れる。そのとき、１枚の報告書に目が行く。

			「グランパレスに……人形が現れた。これは、面倒なことになりそうですね……。アシヤカオル関連でしょうね、十中八九。私が後手に回らざるをえないとは。あいつの期待に応えられなければよいのですが……無理でしょうね。不治の病を治すのですから、確実に目を付けられるでしょうし。はぁ、内部での取り合いとなると……どう手を打ったらいいのやら……」

			　大きく溜め息を吐きながら、薫(かおる)という逸材がどうしても欲しくなってしまう。

			　ダニエラは薫(かおる)を手に入れて自身の基盤を固め、ティナを支えるための妙案がないか思考を走らせる。

			「にゃぁ～、ダニエラぁ～、まだかにゃぁ～？」

			　ティナの甘ったるい声に、思いふけていたことに気がつき、書斎のランプを切り寝室へと向かう。

			　寝室に入ったダニエラが間接照明で照らされたベッドの上を見ると、ティナは先に潜り込んでダニエラの枕をぽんぽんと叩きながら早くと急かしていた。

			　愛くるしい猫耳がぴょこぴょこ跳ねるのを見ながら、ゆっくりとベッドへと潜る。

			「にゃぁ、ダニエラあったかいにゃぁ～。ふかふかにゃぁ～」

			「エクリクスは北国ですから、夏でも肌寒いですからね」

			「私は寒いのは苦手にゃぁ……。こうやって、ダニエラとくっついておかにゃいと、寒くて死んでしまいそうにゃ。だから、ギュッてしちゃうにゃぁ」

			「ふふふ、甘えたがりと言ったらいいですか？」

			「にゃ！　ち、違うにゃ！　甘えたがりではないにゃ！」

			　必死に否定するティナだが、ぴったりとダニエラに抱きついているため、説得力の欠片もない。尻尾(しつぽ)までもダニエラの太ももに絡ませる始末だ。

			「では、そういうことにしておきましょう」

			　ダニエラはくすくすと笑いながら言葉を紡ぐ。

			「絶対に信じてない顔にゃ！　ダニエラ酷いにゃぁ！　そんな悪い子にはこうにゃ！」

			　もごもごと動くティナを、ダニエラはゆっくりと抱きしめて、背中を擦りながら落ち着かせる。一定のリズムで撫でられるティナはおとなしくなり、ゆっくりと深い眠りへと落ちてしまった。

			「ふふふ、あっさりと寝てしまいますね。ティナ」

			「むにゃむにゃ……にゃぁ～、だにえぇらぁ～。そこは、弱いのにゃぁ～」

			　安らかな表情であるが、眠るティナの胸には翡翠色の紋様が現れる。呼吸するようにほんのりと点滅を繰り返す。

			「……っお願い……まだティナを私から奪わないで……」

			　ダニエラの言葉は、虚しく部屋に響く。

			　そして、彼女のこめかみに痛みが走る。

			　その痛みを無視するかのように眠るティナを抱くダニエラの力がほんの少し強くなってしまうのであった。

		

	
		
			第十一話　ミュージクルフェスタ　５

			　

			　満員御礼の会場は熱気に包まれていた。

			「やってまいりましたぁ～！　ミュージクルフェスタ最終日！　各部門で５人に絞りこまれた実力者たちの最終決戦が幕をあけちゃいますよぉ～～～！」

			「皆さん！　大いに盛り上がって楽しんでいってくださいねぇ～！」

			　ミルルとルミルの紅白コンビが最終日の開始のマイクパフォーマンスをする。

			　相変わらず可愛らしいポーズを取るが、ルミルは毎度お馴染みとなった恥ずかしさで頬を真っ赤に染めている。

			　今にも穴があったら入りたいと言わんばかりの涙目のルミルに、ミルルが追い打ちを掛けるように、いろいろなポーズを無茶振りする。可愛らしいやり取りに、観客たちは皆ほっこりと癒やされる。

			「では！　まずは楽器部門の決勝戦からです！　泣いても笑っても１回勝負ですので、悔いの残らないように、全力で演奏をしてください！」

			「悔いが残ると、すっごく辛いです！　ですから参加者の皆さん頑張ってください！」

			「「では、トップバッターの方どうぞ！」」

			　うさ耳をぴょこぴょこさせながら、紅白コンビはステージの下手へと捌(は)けた。

			　楽器部門の決勝戦がスタートするなか、薫(かおる)は大きな溜め息を吐いていた。

			「何やこの格好は……」

			「衣装ですよ！　カオルさんは白衣で出る気ですか？」

			　シャーリーが人差し指を立てて薫(かおる)に声をかける。

			「いや、さすがにそれはないけれども……」

			　薫(かおる)は自身の格好を見てドッと疲れが溢れ出す。ビシっと着せられたタキシード。上から下まで真っ黒である。薫(かおる)は固っ苦しくなり、胸のボタンを外していく。

			「な、何やっているんですかぁ～!?」

			「なんやアリシア……。服装で採点されるわけでもないんやから……」

			「え～、カオル様、着崩したら駄目ですよぉ！」

			　アリシアは、薫(かおる)の格好を目に焼き付けるように凝視しながら、外したボタンを再度止めようとする。髪の毛はオールバックではなく、下ろして目つきの悪い目に少し掛かっている。

			「やっぱり、髪の毛を下ろしてもかっこいいと思います♪」

			　片手で丸を作りながら笑顔を飛ばすアリシアに、薫(かおる)は頬を引きつらせる。

			　もう、何を言っても止めることはできないだろうと、腹を括ってなすがままになるのであった。

			　

			　そして、ナターシャの順番が回ってきた。

			「頑張ってね、ナターシャ。あなたなら大丈夫」

			「は、はい、全力を出してきます」

			　少し曇った表情で、ナターシャは答える。昨日のことで、まだ気持ちの整理ができていないのと、あのフードの者が何かしら動かないか心配でならないのだ。

			　そんなこととは知らないヴィヴィアンは、緊張しているのかと思いナターシャを励ましていた。罪悪感が心を蝕み、ナターシャは苦笑いを浮かべる。

			「では、いってきます」

			　熱気に包まれる会場にナターシャが出てくると、一斉にまた歓声が上がる。

			「ナターシャ様、頑張れ～！」

			「また素晴らしい竪琴の演奏を期待してますよぉ」

			「最高の演奏をしてくれぇ!!」

			　思い思いに叫んでいる観客は、初日にナターシャの演奏を聞いて、その演奏に魅了されたようだ。

			　一礼してから椅子に座るナターシャ。竪琴を構えて大きく息を吸って吐く。会場の空気が一気に静まり返る。皆、ナターシャの演奏に耳を傾けたからだ。

			　上手にいるヴィヴィアンに一度目線を送り、気持ちを落ち着かせる。

			　そして、演奏が始まった。ナターシャは気持ちを込め、弦を弾く。力強く、心を満たす音色が、一瞬にして会場全体に広がった。この曲が終わらなければいいのにと思わせるようだった。

			　サビに入ると、音を幾重にも重ねて独自の音色を奏でる。今できる精一杯の技術をこのステージで出し切るのだ。心が弾むような気持ちになる演奏に、観客も自然と左右に揺れてしまう。

			　演奏が終わると、喝采が起こった。溢れんばかりの拍手に、ナターシャからもおのずと笑顔が零れた。

			「お、おい！　めちゃくちゃレアな表情が今映ったぞ！」

			「やだ……デレたわ！　ナターシャ様がデレたわ！」

			「普段キリッとしてる分、笑うと破壊力が高すぎる……。惚れちまった」

			　その言葉が聞こえたのか、ナターシャは頬を染め一礼をしてからステージの下手へと捌(は)けた。　

			　何度か深呼吸をしてから、控室へと連なる廊下へと出る。すると、そこにはヴィヴィアンがいた。

			「ナターシャ！　素晴らしかったわ」

			「できる限りのことはしましたから、後悔はないです。あとは結果ですね」

			「ええ、きっとよい結果になるわよ」

			　満面の笑みを浮かべるヴィヴィアンに、ナターシャも頬が緩む。１番褒めて欲しい人から褒められるのは、気分がよいものだ。

			「次は、ヴィヴィアン様です。頑張ってくださいね」

			「ええ、あのような演奏を聞いたら、私も頑張らなければなりません。負けられませんね」

			　そう言いながら、２人は控室へと向かう。ナターシャは、何事もなく済んでよかったと胸を撫で下ろすのであった。

			　決勝戦はその後も順調に進んでいき、最後の演奏者であるマリアンジュの番になった。

			　初日と同じ黒のタキシード姿でステージに上がった。ピアノに調律ボックスをセットしてから一礼をして椅子に座る。

			　ファンサービスなのか、演奏前に軽く音のチェックをする感じで、さわりを少し奏でる。

			　それだけで、観客の心を掴む。

			「今までまったく注目をしてなかったから……大穴よね。マリアンジュ様って」

			「そうですね。あのピアノの弾き方は、これから皆真似するでしょうね」

			「今回出場を見送ったピアノを弾く奴らは、眼の色変えて技術を盗もうとするだろうな。竪琴や管楽器が主流だったのが今年で塗り替えられるぞ」

			　皆楽しそうに会話をしながら今か今かと演奏が始まるのを待っていた。そして、スッとマリアンジュが手を上げると、ざわつく会場が静まり返る。

			　深い笑みを零したマリアンジュは、ゆっくりとピアノを弾き始めた。

			　柔らかく軽いタッチで鍵盤を押さえる。風が吹けば消えてしまうかのような感じから始まり、そこから段々とアクセントを付けるように指先に力を込めて弾く。流れるような１つの物語を作り上げる。表現の仕方がこの世界とはまったく違う。ピアノの特性を完全に熟知している弾き方なのだ。

			　マリアンジュの演奏している姿は、ディスプレイに映し出されている。驚愕の表情で皆それに釘付けになっていた。

			　奏でられる音色は深みを増して、観客に応えるかのよう様々に変貌する。

			　あっという間の５分間の演奏に、皆酔いしれた。

			　演奏が終わって、しばしの間静寂が訪れた。その後、割れんばかりの拍手が湧き起こった。皆、今までにない音色に魂が抜き取られたかのようだった。どれだけ練習すればあの領域に達するのかわからない。そう感じさせる演奏なのだ。

			　審査員たちも、ピアノがこれほどの表現ができる楽器だとは思っていなかったのだろう。立ち上がって拍手をする者もいた。

			　マリアンジュが一礼をしてから下手へと捌(は)けたあと、司会の紅白コンビが出てくる。

			「す、素晴らしかったですねぇ！　何ですかあれ？　私の知っているピアノと違いすぎましたよ！」

			「ほ、本当に素晴らしい演奏でした……。まだまだ聞きたくなる演奏でしたね。私の伴奏をしてもらいたくなっちゃいました」

			　ミルルとルミルがベタ褒めのなか、観客たちもそれに同意するかのように頷き、ざわめく。

			　ピアノの革命と言っても過言ではないからだ。

			　大きな歓声が上がるなか、楽器部門の決勝戦が幕を閉じた。あとは結果発表を残すのみとなる。

			「では、続いて歌部門の決勝戦をやっていくよぉ～！」

			「そうです！　こちらもまた衝撃を起こしてくれそうな人たちですから、目が離せませんよ！」

			　紅白コンビの何かを匂わせるような発言に、会場がどよめく。先ほどの演奏をしたマリアンジュが伴奏をするラムは言わずもがな。ヴィヴィアンの伴奏をするナターシャ。そして、シャーリーの伴奏者は３人で奏でる高難易度のものだ。

			　注目株はこの３組だ。抜きん出ているのは、シャーリーとヴィヴィアンで、１つ下がってラムという感じなのだが、それ以外に誰がいるのだろうかと首を傾げる者が大勢いる。

			　ミルルとルミルはリハーサルを見ている。だから、このような思わせぶりな発言をしたのだ。

			「では、少し準備をしますのでお待ちくださぁ～い！」

			「楽しみにしててねぇ～！」

			　ニマニマと楽しそうにスキップしながら２人は下手へと捌(は)ける。

			　どのようなことが起こるのか会場のあちらこちらで、噂が飛び交っていた。４年ぶりのフェスタで、こんなに楽しめるなんて幸せだと思う者たちも少なくない。会場に入れなかった者たちの中からは、もっと早くチケットを買っていればよかったと後悔する者が続出していた。

			　そして、準備が整い、再び司会の紅白コンビが出てくる。

			「おっまたせぇ～！　これより歌部門の決勝戦を開始すっるよぉ～！」

			「５組の選ばれし者たちの挑戦が始まりますぅ～！　皆さん声援よろしくですぅ～！」

			　会場全体に響く２人の声に、「おーう！」と地響きのような返しがくる。

			「皆ぁ～！　盛り上がってるかぁ～い？」

			『オー！』

			「４年ぶりのフェスタは楽しいですかぁ～？」

			『楽しぃ～い!!』

			「最後まで、その勢いを保ってねぇ～！」

			『りょうかーい!!』

			　５万人を超える返しに、ご満悦の２人。ライトがキラキラと光り輝き、レーザービームのように観客席を縦横無尽に照らす。

			「「ではぁ～、１組目の登場だよぉ～！」」

			　そして、１組目の演奏が始まった。

			　決勝戦なだけあり、持てる技術を存分に出していく。観客たちは、息を呑みながら聞き入るのであった。

			　

			　順調に進んでいくスケジュールのなか、ステージの上手で準備をするヴィヴィアンとナターシャ。ほどよい緊張に、２人は祈るようにして自分たちの順番を待つ。３番目のヴィヴィアンたちは、現在行われている２組目の演奏を聞きながら最終調整をする。

			「大丈夫？　ナターシャ」

			「ええ、ヴィヴィアン様こそ大丈夫ですか？」

			「カオルさんから、ちゃんと薬と回復魔法を受けているから平気よ。もの凄く体調はいいわ。これなら、全力が出せそうよ」

			「なら……大丈夫ですね」

			　ヴィヴィアンの言葉に安(あん)堵(ど)するが、脳裏にフードの者がちらつく。それのせいで、集中が少し乱れてしまう。何度も深呼吸をして、乱れた心を元に戻す。

			「ナターシャ……大丈夫？」

			「はい、大丈夫です。落ち着きましたから」

			　そう言ってから、ナターシャはフードの者のことを頭から消し、本番をどうにかすることだけを考える。切り替えができると、ヴィヴィアンに笑顔を向ける。

			　そして、ヴィヴィアンたちの順番が回ってきた。

			　ステージへと足を運ぶと、大歓声が上がる。このフェスタの目玉の１人だからだ。予選で、ずば抜けた歌唱力を見せたヴィヴィアンは、このフェスタで一気にファンを増やしていた。

			　ヴィヴィアンは、その歓声を全身に浴び、笑顔で会場に手を振る。

			「ヴィヴィアン様ぁ～！　ファイトですぅ～」

			「ああ、遠くへ行かれてしまったが……。それでも俺は応援し続けるぞ！」

			「ヴィヴィアン様～！　優勝してくださいねぇ！」

			　観客は届くかわからない声援を必死に送った。

			　それに応えるように、ヴィヴィアンはステージの真ん中へと立つ。ナターシャも椅子に座って竪琴を構える。

			　ヴィヴィアンの澄んだ歌声に精霊たちが一斉に会場の空中に姿を現す。

			　幻想的な空間を作り出したヴィヴィアンは、全身全霊で歌い続けた。誰にも負けたくないと思う気持ちをナターシャの竪琴の音色に乗せ、歌声でこの空間を支配するのであった。

			　

			　ステージの上手の端で、シャーリーはその歌声を聞いていた。

			「凄い……ヴィヴィの歌声はやっぱり凄いなぁ」

			「なんや？　怖気づいたんか？」

			「まさか、絶対に負けたくないって思っちゃった」

			「皆、私に力を貸して……一緒に優勝を掴ませて」

			　シャーリーはまっすぐな目でメンバーを見つめる。全員それに応えるように頷き、気合を入れて拳をぶつける。

			「あれ？　そういえば……アリシアさんは？」

			　シャーリーは、いつも薫(かおる)と一緒にいるアリシアがいないことに気がついた。

			　アリシアは下手で皆の帰りを待っているため、ここにはいない。それに、何かしらの妨害をされては困るので、それの見張りをお願いしている。人目があるとやりにくいためだ。

			　それを説明すると、シャーリーたちは納得した。あの毒を売った者がいることを話したからだ。警戒するように伝えている。

			　そして、ステージ上から歌声が消え、拍手喝采が起こる。

			「終わったみたいやな……。さて、俺も気合い入れんとな。下手なことできへんし、調整も不十分やからな」

			「あれだけできれば十分でしょ！　何あなたは万能人間なの？　天は二物を与えないって嘘じゃない！」

			　ルドマリーは、薫(かおる)の言葉に涙目で訴えた。薫(かおる)は、地雷を踏み抜いたらしい。

			　苦笑いを浮かべながら頭を掻く薫(かおる)は、ルドマリーを慰めるようにダイドに目配せをする。目線で会話をする２人に、残りのメンバーがツッコミを入れる。そんなことをしているうちに、紅白コンビがステージ上に現れた。

			「さてさて４組目の登場なんですが、ちょっとした事故がありまして、シャーリーさんの伴奏者の１人が怪我をしてしまいました……」

			「これは由々しき事態ですぅ～！」

			「そこで、このフェスタ開催の最高責任者である、アルフレッド様にお話ししたところ、控えの人がいるなら替わってもいいという承(しよう)諾(だく)をいただいたそうですよ！」

			　紅白コンビの言葉に会場がざわつく。誰かが不正を働いたのではと思うのだ。

			「不正ではないですよぉ～。怪我らしいですよぉ～」

			　すかさず、ルミルが会場のいる人たちの疑問に答える。

			「ですから、無理は禁物です！　音楽生命が終わってしまいかねませんからね！　それで、交代できるのであればと控えにいた１人と交代しましたぁ。特例としてですが、今後そういった場合は交代できるようになるそうですので、よろしくお願いします！」

			　ぺこりと頭を下げる紅白コンビ。

			「「では、４組目の登場ですよぉ～」」

			　高らかに声を上げ、２人は捌(は)けていった。

			　なんという目立つようなことをしてくれたのだと、薫(かおる)は苦笑いになる。大きな溜め息を吐きながら、調律ボックスを持ってシャーリーたちの後に続く。

			　目線を客席に向けると、人、人、人。とんでもない場所にいるのだなと頭を掻きたくなった。

			　そんな気持ちを抑えて、薫(かおる)はピアノに調律ボックスを差し込む。他のメンバーも、各々の楽器の前へと移動して、シャーリーの合図を待つ。薫(かおる)も椅子に座って楽譜を広げ、いつでもどうぞと目線を送る。

			　シャーリーの目がドラムのダイドと合い、いつでもＯＫと出すとスティックを鳴らしてカウントを入れる。そして、曲が始まった。

			　観客たちは、薫(かおる)のピアノはどうせマリアンジュよりも下だろうと思っていた。だが、始まった瞬間、度肝を抜かれることとなった。

			　弾き方や構成がマリアンジュと同じで、流れるように弾いていく。そう、ミルルとルミルが意味深なことを言っていた人物は薫(かおる)だったのだ。

			　その演奏にシャーリーの歌声が合わさったとき、温かな癒やしの波が会場を包み込む。リズムの狂いは一切ない。最高の伴奏をシャーリーの歌声のスパイスにする。それがどれほど難しいのかは、音楽をしている者ならわかるはずだ。

			　ドラムのリズムが走ったり、どれかの楽器が崩れたりすることは多々ある。だから、この世界では、伴奏者が１人であることが主流なのだ。だが、合わさったときの音色は、遥かに厚みがある。

			　下手でアリシアがぴょんぴょん跳ねている光景が、薫(かおる)の視界に映る。苦笑いになりながらも、薫(かおる)は１つのミスなく弾き終えた。

			　笑わせようとしているのだろうかと、薫(かおる)は深く考えてしまいそうになるが、そんなわけないのですぐに考えるのをやめた。

			　一礼をしてから、シャーリーよりも先に下手へと捌(は)けると、アリシアがキラキラした目で薫(かおる)を大絶賛する。

			「カオル様！　最高でしたぁ～！　頭の中が幸せでいっぱいでした！」

			「ああ、上手くいってよかったわ」

			　軽くハイタッチをして、これで治療に専念できると思うのだ。結果発表には時間がかかる。

			　すべての組が終わってから、決められるためだ。その間は、歴代の優勝者たちのコンサートが開催される。それを聞きながら、ゆっくり待つのだ。

			「カオルさん！　ありがとうございます！　すっごくよかったです」

			　シャーリーが手をパタパタさせながら笑顔で寄ってくる。まるで犬のようだ。

			「ほんとに凄かった……。あんな気持ちのいい演奏したの初めて」

			「俺もだわ……。治療師やめて音楽一本にしろよ。カオル」

			「なんでやめなアカンねん！　怪我治すのが本職や、あほか……」

			　こいつらは何を言っているんだと、薫(かおる)は大きな溜め息を吐く。プロになれるレベルではない。

			　このくらいの演奏ができるのは、元の世界ならごまんといる。この異世界だから、凄いと思われるのだ。

			「も、もったいなさすぎるぅ～。才能を不法投棄するなんて！」

			　悔しそうに、がっくりと肩を落とすルドマリーに、薫(かおる)はポンと肩に手を置いてからどんまいと言った。それが癪に障ったのだろう。ルドマリーは薫(かおる)に殴りかかってくる。

			「このくらいええやん。いろいろと教えたんやから……」

			「そ、それでもムカつくわ！」

			　ルドマリーの行動にからからと薫(かおる)は笑う。

			　薫(かおる)たちが邪魔にならない場所に移動してから話をしていると、ヴィヴィアンがやってきた。

			　少し輪に入りにくそうだが、挨拶をしに来たのだ。奥の方で何とも言えない表情のナターシャもいるが、今回は口を挟む気はないようだ。

			「シャーリー、凄くよかったわ」

			「あ、ありがとう……えへへ。ヴィヴィも凄くよかったよ」

			　ハニカミながらシャーリーはヴィヴィアンにも賞賛を送る。

			「それに、カオルさんもです。あれほどの腕前だなんて知りませんでした」

			「まぁ、趣味程度にやっとっただけや。あれ以上のものはできへんよ」

			「それでも、素晴らしかったですよ」

			　微(ほほ)笑(え)みながら素直な気持ちを伝えてくるヴィヴィアンに、薫(かおる)はくすぐったくなる。

			「さて、これであと１組で終わりやな。最後の組は……ラムって子やな」

			「そうですね……。あとは結果を聞くだけです」

			「ドキドキする……」

			　シャーリーとヴィヴィアンは、互いに結果が気になってそわそわしだす。ここらへんは年相応の反応だなと薫(かおる)は思うのだ。

			　会話が弾むなか、ナターシャは暇を持て余していたので、キョロキョロと目線を動かしていると、天井に違和感を覚えた。よく目を凝らすと天井の骨組みが揺れているのだ。その下にはヴィヴィアンたちがいる。

			「ヴィヴィアン様！　逃げてください！」

			　大声で叫んだ瞬間、ステージでの演奏が始まりナターシャの声はかき消される。伴奏を始めたマリアンジュは、悪魔のような笑みを浮かべた。それを見たナターシャは、全力で走っていた。どうにかヴィヴィアンたちをあの鉄骨の下から離さなければならないと。

			　ナターシャの焦りように、どうしたのかとシャーリーが気がついた。天井を指差しているのを見たシャーリーは、おもむろに真上を見上げる。すると昔の映像が蘇(よみがえ)る。あの忌まわしき事件のだ。

			「っ……！」

			　シャーリーは体が強張り、動きが鈍くなってしまい行動が少し遅れた。

			　ナターシャは、ヴィヴィアンたちの背中を押して避難させる。シャーリーにも大声で早くと叫んでどうにか移動だけさせることができた。なぜ背中を押されているのかわからない一同は、訝しげな表情を浮かべるが、次の瞬間ガシャンッと腕の太さほどある鉄骨が天井から降ってきた。

			　その音で演奏は中断され、会場から悲鳴が上がった。

			「な、何が起こったんや？」

			「はわわわ!?　な、なんなんですか？」

			　薫(かおる)とアリシアも、もの凄い轟音に一瞬呆けてしまう。ナターシャに誘導されるがままに移動したら、先ほどまでいた場所に鉄骨が落ちてきたのだ。本当に間一髪だった。

			「よ、よかった……」

			　その場でへたり込むナターシャが安(あん)堵(ど)の表情を浮かべた瞬間、横に思いっ切りシャーリーに突き飛ばされた。勢いよく押されたため、受け身が取れずに転がるナターシャ。

			「痛っ……シャーリー何をする……の……」

			　最後まで言う前に、ガシャンと轟音がまた鳴り響いた。

			　そして、ナターシャの目に飛び込んできたのは、右脇腹に鉄の棒が突き刺さった状態で倒れているシャーリーの姿だった。

		

	
		
			第十二話　ミュージクルフェスタ　６

			　

			　ステージ脇で埃が舞い、何が起こったのか把握が遅れる。

			「はぁ……はぁ……よ、よかったぁ～。ナーシャが……無事、で……」

			　シャーリーは口から血を吐き出し、弱々しい笑みを浮かべる。その瞬間、ナターシャの顔から血の気がサァーッと引いていくのがわかった。

			　シャーリーは刺さった鉄の棒を最後の力を振り絞って抜き取る。高熱とジクジクする痛みが襲って、それから解放されたいと思っての行動だった。おぞましい痛みに悲鳴を上げたシャーリー。その狂ったような行動に、ナターシャは慌てて声を上げる。

			「シャーリー！　あなたは何をしているのよ！」

			　急いで駆けより容体を診るが、治療師でもないナターシャではどうしようもない。ただ、このままでは危ないことは、誰が見ても明らかだ。

			　シャーリーの大量の血を見て、ナターシャは軽くパニックを起こす。

			「あはは、はぁ……昔と、変わら……ないなぁ……」

			「ちょっと、やめてよ！　何言っているのよ！」

			「体が、勝手に……動いちゃっ……た……ナーシャと、おな……じ」

			　無意識にシャーリーは、ナターシャを愛称で呼んでいた。

			「し、しっかりしなさいよ！　死ぬなんて許さないわよ！」

			「そう、かな？　わた、し、ナーシャに、憎まれ、てたし……。わた、しなんて、いな、い方が……ごほごほ……いいのか、なって……」

			　無理に喋(しやべ)るせいか、口から血を吐き出すシャーリーに、ナターシャは胸が燃えるように熱くなる。そして、涙が溢れてくる。

			「そ、そんなこと……」

			「ナーシャ、に、憎ま、れて、るのは、知って……ごほごほ……あ、もう駄目……みた、い……」

			「駄目よ！　しっかりしてよ！　憎まれ口叩かれても、ヘラヘラしているのがあなたでしょ！　何勝手なこと言っているのよ！　目を開けなさいよ！　私だって、まだあなたに謝ってないんだから！」

			　ナターシャは必死にシャーリーに呼びかける。しかし、虚ろな目になっていくシャーリーは、だんだん意識も朦(もう)朧(ろう)としてきていた。

			「ちゃんと、あやま……り、たか、たなぁ……」

			「謝るまで死んじゃ駄目よ！　私が許さないんだから！」

			「ご、めん、ね……。あの、と、き……あやま……れなく、て……ごめ、ん、ね」

			　シャーリーは痛みからくる涙なのか、悔いが残るのが悲しくて涙を流しているのかわからなくなっていた。ただ、ナターシャに謝る。どうしようもないほどに、弱々しい言葉でだ。

		

	
		
			[image: p298.jpg]
		

	
		
			「カ、カオルさん！　早くこっちに来て！　早く！　シャーリーが死んじゃう！　お願い！」

			　悲痛な叫び声で薫(かおる)を呼ぶ。

			　だが、先ほどの鉄骨の落下で道が寸断されているため、どうしようもない。

			「どうして……なんでなのよ！　こんな結末なんて……私は望んでない！　シャーリー！　お願いよ……。目を開けてよ……」

			　涙を流しながら、ナターシャは懇願するようにシャーリーの手を強く握りしめる。

			「助けて……」

			「『電気メス・ベクトル３』」

			　聞き覚えのある声が聞こえたあと、分厚い鉄骨が壁のように重なった部分を高熱で刳り貫くようにして、穴が開いた。そして、そこから１人の男が現れる。額には、血が流れた跡が残っていて、白髪の一部が真っ赤に染まっていた。黒のタキシードだからか、血の色は目立たないが、ところどころ赤黒くなっていて、血が乾いたのかテカテカと光っている。

			「カオル……さん……」

			「すまん、ナターシャさん、遅れた……。怪我人は……くっそマジかよ……シャーリー……」

			　シャーリーの姿が目に入ると、薫(かおる)は舌打ちをして駆け寄る。

			「血が……止まらないの。それに、返事も……」

			　くしゃくしゃの顔で、ナターシャは薫(かおる)に縋(すが)る。自分ではどうしようもできないことなどわかりきっていた。

			　薫(かおる)は、シャーリーに『診断』『解(かい)析(せき)』を掛けて今すぐに処置をしなければならないものがないかを探す。診断で出た文字は赤く点滅している。

			「カオル様！　こっちの怪我の手当ては終わりました！」

			「ああ、アリシア助かったわ……。あと、もう１個頼みがあるんやけど……」

			「はい！」

			　鉄骨の溶けた部分から顔をひょっこりと出しているアリシアは、姿勢を正して薫(かおる)の指示を待つ。

			「また、１週間くらい俺が使い物にならなくなるけど、ええか？」

			「はい、私がお世話しますから大丈夫です！　カオル様のやりたいようにしてください。私はついていくだけです！」

			　アリシアは笑顔で即答する。それを聞いた薫(かおる)は、片方の口角だけを吊り上げ、迷いなく幕の裏の壁に手を当てる。

			　そして、緊急手術のために必要な設備をイメージしながら大量の魔力を練り込む。

			「固有スキル……『異空間手術室』」

			　金色のオーラが発生すると、空間がねじ曲がり、稲妻がほとばしる。バキバキと異質な音を立て、薫(かおる)の目の前に手術室が現れた。

			　一瞬で１００万のＭＰを消費するだけあって、気分は最悪だ。

			　ナターシャは異質なその扉を見て身震いをしていた。膨(ぼう)大(だい)な魔力の塊(かたまり)なのだから仕方がない。

			　薫(かおる)は扉を開いて、ストレッチャーを取り出す。そして、シャーリーをそれに乗せる。

			「た、助かるの？」

			「そのために、俺がおるんやろ？　絶対に死なせへんから、そっちは任せるわ。アリシアにいろいろと薬は持たせとるから、怪我人がいたら頼むわ」

			　薫(かおる)はそう言うと、シャーリーとともに手術室へと入っていく。

			　残されたナターシャは、手術室のランプを見つめることしかできなかった。

			　

			　薫(かおる)は『点滴・ベクトル１』を使用して、シャーリーに輸血しながら『ＣＴ検査』を行い、鉄の棒が内臓部分のどこを傷つけたかを調べる。

			　元の世界では、こういった場合はＣＴ検査をせずに、すぐに開胸手術に入ることがあるが、それは刺さっていたものでショック状態になっていると、検査ができないからだ。だが、魔法のＣＴ検査があるこの世界では、一瞬で詳細を映し出すことができる。

			　薫(かおる)はＣＴ検査の結果が出る前に、最初に掛けた『診断』『解(かい)析(せき)』の結果をステータス画面に呼び出す。

			　

			・名前：シャーリー・オルコット

			・種族：人間族

			・職業：歌手・冒険者〈Ｃランク〉

			・ＬＶ：20

			・ＨＰ：12／１３０

			・ＭＰ：１００／５５０

			・状態：肝外傷

			・魔法：なし

			・スキル：辺境の歌姫の加護

			　

			・病名：肝外傷（内臓破裂）

			・原因：剣などによる腹部刺創などの穿(せん)通(つう)性(せい)外(がい)傷(しよう)や、打撃、高所からの落下、重量物の下敷きなどの鈍的外傷による。

			・症状：腹腔内出血をしてショック状態のため、心停止する可能性がある。

			　

			　

			　そして、ＣＴ画像がステータス画面に表示される。

			「やっぱ、相当なダメージを食らっとったか……」

			　歯痒い気持ちを抑えながら、薫(かおる)はシャーリーに手を翳(かざ)して連続で回復魔法を唱える。

			「回復魔法――『完全治癒(エクスキユア)』」

			「回復魔法――『ＨＰ完全回復(エクスヒール)』」

			「回復魔法――『体力全回復(アポロンの光)』」

			「回復魔法――『体力定期回復(アポロンの加護)』」

			　初代大神官が使っていた最上級回復魔法だ。かなり危険な状態のため、薫(かおる)は惜しみなく使う。

			　これで、現状から少しでも上向きになるのであれば、安いものだと。

			　それに、手術にはかなりの体力が必要になる。１番厄(やつ)介(かい)なのは内臓破裂が原因で、ＨＰが徐々に減少していくことだ。死へのカウントダウンが、刻一刻と迫るようにＨＰを減らしていくのを、回復魔法で延命する。

			　普通の治療師ならば、途中で魔力切れを起こしてしまうが、薫(かおる)はこれが永久にできる。だが、それをしたところで、この内臓破裂を治さなければ、かならず死が訪れる。

			　薫(かおる)は手術用の服に着替えてから、シャーリーのドレスに胸からお腹までハサミを入れる。鉄の棒が１度刺さったことによって、ドレスの布の繊維がシャーリーの皮膚に絡まっていて、普通に脱がすことができないからだ。

			　布の繊維が体内に残らないように慎重に脱がす。すると血で汚れたシャーリーの上半身が露わになった。弱々しく胸が上下するなか、血で真っ赤に染まっている肌を、消毒液を浸したガーゼで綺麗に拭いていく。

			　そして、ドレープと呼ばれる患部だけが空いている布をかける。

			「シャーリー？　聞こえるか？」

			　薫(かおる)の声にシャーリーはほんの少し反応する。目が虚ろな感じで開いている。

			　内臓破裂でのダメージが深刻なのか朦(もう)朧(ろう)としている状態だ。回復魔法『完全治癒(エクスキユア)』で皮膚からの血は収まっているが、内部には効果がほとんどないため、ＨＰはどんどん減っていく。薫(かおる)は大きく息を吸ってから準備を進める。

			「医療魔法――『心電図・ベクトル１』」

			「医療魔法――『血圧計・ベクトル１』」

			　薫(かおる)の手の平に小さな青白いシールが現れる。シャーリーの体にそれを貼ると、ステータス画面に血圧と心電図の波長が目視できる。

			　ピッ……ピッ……っと、弱々しく脈打つのを確認し、薫(かおる)は大至急追加で回復魔法を掛ける。

			　ほんの少し持ち直したところで、再開する。

			「医療魔法――『全身麻酔・ベクトル１』」

			　ほわっと青白い光がシャーリーの体全体に纏(まと)う。ゆっくりと薬が全身に回っていく。

			　虚ろな目が徐々に閉じていき、シャーリーはそのまま目を瞑(つぶ)る。

			　薫(かおる)はさらに医療魔法をかけていく。死へのカウントダウンが目で見えるため、焦りを助長させるが、薫(かおる)は息を整えながら的確に処理していく。

			「医療魔法――『酸素マスク・ベクトル１』」

			　シャーリーの口元に薄く蒼い膜が張られる。医療魔法で非脱分極性の筋(きん)弛(し)緩(かん)薬(やく)（筋を完全に麻(ま)痺(ひ)させる薬）を投与し、様子を見る。

			　薫(かおる)はシャーリーに呼名反応と睫毛反射の消失を確認する。

			「医療魔法――『人工呼吸器・ベクトル１』」

			　シャーリーの口が開き、気道が確保される。光のチューブのようなものがシャーリーの口の中に流れこむ。光のチューブは、どんどん喉の奥へと進んでいく。

			　気管に挿管されるとそこで止まり、ステータス画面の呼吸炭酸ガスモニターで[image: co2.png]が呼出されているかを確認する。

			　光のチューブが分裂して麻酔回路を作る。医療魔法の全身麻酔とこの麻酔回路が連動する。吸入酸素濃度と吸入麻酔薬濃度を調整し、人工呼吸を開始させる。

			　適正な換気が行われているかも確認する。最大気道内圧、一回換気量、シャーリーの胸郭の動き、呼気炭酸ガスモニターすべてを薫(かおる)は確認し終えた。最後に、瞳(どう)孔(こう)を観察してメパッチ（角膜保護用テープ）を貼る。

			「さぁ、始めようか……いつも通りや。気合入れていこうか！」

			　そう言うと、薫(かおる)は『電気メス・ベクトル１』使って開腹手術をしていく。

			　腹部右側、助骨のすぐ下に15センチほどメスを入れる。電気メスは、切開凝固するため、ほとんど血が出ることがない。そのまま皮膚切開して皮下組織剥離を行う。

			　淡々と正確に無駄のない動きでシャーリーのお腹を開いていく。皮膚切開の刺激は、手術刺激の中で最も強い分類に属するためステータス画面で麻酔の量を見ながら麻酔深度を調整する。

			　腹膜切開をし腹腔内へとたどり着き、開腹鉤で切開した皮膚を左右に引っ張り、中を見やすいようにする。

			「……あと数ミリズレとったら、助けられんかったかもしれんな」

			　薫(かおる)は溜め息を漏らし、額にじわりと掻いた汗を拭う。そして、開いたところから肝臓を見る。

			　30ミリ弱の裂けた部分が見える。薫(かおる)は迷うことなく、どう治療するかを決める。手術が長引くことで、シャーリーの体に負担がかかるからだ。回復させ、元気にまた歌手としていろんなところで活躍して欲しいのだ。そのためだけの最善の選択を薫(かおる)は導き出す。

			　薫(かおる)は、肝門部遮(しや)断(だん)法をしていく。

			　血管遮(しや)断(だん)鉗(かん)子(し)を用い、肝門部で肝動脈、門脈、総胆管を一時的に遮(しや)断(だん)する。薫(かおる)は、出血を止め手術補助を使い、そのまま裂けた部分に肝縫(ほう)合(ごう)術をしていく。この場合、結節縫(ほう)合(ごう)またはマットレス縫(ほう)合(ごう)によって止血をする。

			　今回薫(かおる)が選んだのは、結節縫(ほう)合(ごう)だ。

			　肝の損傷が深部まで及んでいるため、肝臓針などの大きな鈍針を用いる。損傷部を死腔を残さないように大きく縫(ほう)合(ごう)を行って止血する。薫(かおる)は、針を器用に操り縫(ほう)合(ごう)していく。丁寧に素早く。

			　それに、止血していられる時間は限られる。１度止めてから、20分から30分の間が勝負となる。それ以上止血し続けると肝臓が肝壊死してしまうからだ。

			　過ぎてしまいそうなら、１度止血しているのを開放してからまた止血する。

			　それを注意しながら薫(かおる)は縫(ほう)合(ごう)していく。針を肝臓に対して直角に刺し、針の湾曲に沿って丸く包み込むように針を動かす。そして、肝臓から直角に抜き損傷部分を縫い合わせる。

			　損傷部分が綺麗に縫(ほう)合(ごう)される。薫(かおる)は、瞬き一つせず尋常ではない集中力で正確に機械のように手を動かしていく。

			　時間とＨＰを気にしながら、薫(かおる)は縫(ほう)合(ごう)を終わらせた。

			　仕上げに『解(かい)析(せき)』を掛け、縫(ほう)合(ごう)部分より深部の肝動静脈や門脈からの出血がないかを確認する。ある場合は、それを改善しなければならない。

			　肝内血腫や肝膿瘍を合併したり、縫(ほう)合(ごう)部近傍肝組織の壊死を来すことがあるからだ。

			　問題なしと出たそのとき、バイタルの低下を表すアラームが鳴り響く。

			　異常を示したそのアラームは、だだっ広い手術室にこだまする。

			「クソが……絶対に死なせへんからな！　シャーリー！」

			　薫(かおる)は回復魔法と投薬を駆使して、全力を尽くす。シャーリーの命をつなぎとめるために。

			　そして、再び『解(かい)析(せき)』を掛けた結果、新たに見つかる異物に薫(かおる)は苦い顔をするのであった。

			　

			　薫(かおる)が手術室へと入ってから、アリシアは包帯などの医療道具を持って会場の外を右往左往していた。

			「包帯、薬草、塗り薬……よし！　まだまだ在庫はあります！　ヴィヴィアンさんたちも手伝ってくれていますから、私も頑張らないと！」

			　ミュージクルの会場内に配備されていた40人以上の治療師が事故で負傷した人たちの治療にあたっていた。怪我をした人たちをスタッフたちが屋外へと誘導して、混乱しないように整列させていく。

			　治療師も魔力が無限ではないため、擦り傷などは消毒してから包帯を巻くという処置をしている。アリシアもそれに参加しているのだ。

			「軽傷の方はこちらへどうぞぉ～！」

			　アリシアが１人１人に対応していく。捻挫や膝の擦り傷、照明の魔法具のガラス片などの降ってきたもので切ったりと様々だ。薫(かおる)がステージ最前列にいた者たちの重傷者を最初に助けたのが功を奏している。上級回復魔法を惜しげもなく使ったことで、軽傷患者ばかりであった。

			「次の方どうぞ～」

			　アリシアもだんだん要領を覚え、回転スピードが上がる。薫(かおる)からの本のおかげもあり、十分に役立っている。

			「ありがとう！　おねえちゃん！」

			「いえいえ、気をつけてくださいね」

			　笑顔で患者を見送るアリシアを、１人の治療師が見つけて話しかけてくる。

			「あれ？　この前治療師ギルドに来た子ですよね？」

			「え～っと、あ！　はい、そうです！」

			　アリシアの目の前に立つ白衣を着た人は、治療師ギルドの受付の女性だった。

			「ふふふ、そうやって処置していると、本物の治療師みたいね」

			　くすりと笑いながら言われたアリシアは、パァ～ッと明るい表情になる。

			「軽傷患者だけでもそうしてくれると、本当に助かるわ。骨折していたりする患者に魔法を回せますから。協力感謝します」

			　頭を下げられ、アリシアはついついあたふたしてしまう。だが、やりがいのある仕事だと実感し、怪我の治療をすませていない患者を求めて、ひた走るのであった。

			　

			　会場の中、誰もいない廊下をこつこつと歩く１人の女性がいた。

			「やっと見つけたよ……。君は、ガイナスの手先かい？　マリアンジュさん」

			「はて？　ガイナスとは誰でしょう？　ミュージクル最高責任者のアルフレッド様」

			「はぁ、あくまで白を切るのかい？　嫉(しつ)妬(と)の鎖を使っているから、彼が後ろにいるのはわかっているんだよ。それに、そのペンダントが嫉(しつ)妬(と)の鎖のスキル媒(ばい)体(たい)だろ？　見つけるのに苦労したよ」

			　マリアンジュは緑色の髪の毛を掻きあげながら、ニッと悪魔のような笑みを見せた。そして、今までどこに隠していたのかというほどの魔力を全身に纏(まと)う。

			「物騒だね……。話し合いで解決はできないのかな？」

			「そんな気はないくせに、よくそんなことが言えますね。もうお年ですから、隠居しておいた方がいいのではないですか？　お体に障りますよ」

			　マリアンジュの威圧を相殺するように、アルフレッドも威圧を放つ。

			　どちらも譲る気はまったくない。

			　アルフレッドはローブの内側から杖を振り、風を操り真空波を飛ばす。

			「やれやれ……無(む)詠(えい)唱(しよう)ですか。厄(やつ)介(かい)な術式を使ってきますね。それに、今のは中級魔法ですか……。本当に面倒」

			「ほほう、よく相殺できましたね……。まぁ、エルフですからそのくらいできて当然ですか？　加護でもついているのですかね」

			　互いに実力を推し量る。だからこそ一瞬の油断が勝敗を決める。にこやかな顔でマリアンジュを見るアルフレッドは、隙がまったくない。

			「弱りましたねぇ……。私はしなければいけないことがあるんですよ。邪魔しないでいただきたい」

			「また、人の命を弄(もてあそ)ぶことでしょう？　させるわけがないではないですか」

			「っ……」

			　マリアンジュは小さく舌打ちをして、どう切り抜けるかを模(も)索(さく)する。さすがに、アルフレッドと対峙するのは分が悪い。勝てなくはないが、長期戦になるとこちらが不利ということは明白だ。

			　そんなとき、

			「マリアンジュ！　見つけたわよ！」

			　アルフレッドの後ろから、女性の声が聞こえてきた。憎悪に満ちた禍々しい魔力を纏(まと)うナターシャだ。

			「っ……いかん！」

			「うふふ、突破口が勝手にこちらへ舞い込んできたわ♪」

			「え？」

			　一瞬にして距離を詰められたナターシャは、マリアンジュのスピードについていけずに、後ずさりする。その隙を狙って、マリアンジュが人質にするためナターシャの首根っこを掴んだそのとき、

			「残念です……固有スキル……『忍刀・赤羽』」

			　ナターシャの影からぬるりと出てきた執事姿の男が、マリアンジュの首を落とした。

			　ドサリと倒れて、首を失った体は硬直したまま床へと倒れた。転がる首は、勝ち誇った顔のまま切り取られていた。

			「ラズ……よくやった」

			「はっ！　御二方とも無事でよかったです」

			　スッと頭を下げて、スキルを解除する。すると、マリアンジュの血を吸った刀が鳥の羽のように辺りにゆっくりと散る。

			「ガイナスの手先で間違いないでしょうか？」

			　ラズは躯(むくろ)となったマリアンジュの体からペンダントを取り上げ、アルフレッドへと渡す。

			「そうだね、確定だよ」

			　アルフレッドはペンダントの裏についている模様をラズに見せる。ラズは目を見開き１度頷くと、ホッと溜め息を吐いた。

			「これで、フェスタに危害を加える者が、いなくなったというわけだね……。今のところは……安心していいのかな？」

			「はい、大丈夫だと思います」

			　ナターシャは完全に置いてけぼりを食らっていた。そして、目の前に転がる顔から目が離せないでいた。

			　まだ生きているかのように錯覚してしまうのだ。

			　そう思っていると、いきなりマリアンジュの目がギロリとアルフレッドの方を向く。それにビックリするナターシャは、背筋が凍るような感覚に陥(おちい)る。

			「あははははははははははははは、残念だったね……」

			　マリアンジュは首から上のみになったのにもかかわらず、言葉を喋(しやべ)り出した。

			　おぞましい光景に、３人とも一瞬怯(ひる)む。胴から上を切り離した者が動くなどありえないからだ。そのままケタケタと笑い、アルフレッドを見上げる。

			「せっかくの実験を邪魔されちゃったし……もうあいつに用はないよね。消し飛ばしちゃおうか」

			「何を言っているのです……？」

			「私が何も布石を置かないで、ここにいると思っているの？　バカなんじゃないの？　あはははは」

			　楽しくて仕方がないといった感じで、首だけで笑い転げる。

			「あんたが憎んでいた子に……爆弾をプレゼントしたのよ。それもただの爆弾じゃないわ。病気を拡散する爆弾よ。解除したくても……もう無理ね。汚く大陸全土に病気の根源を撒き散らして死ぬの。歴史にその名前が刻まれるわよ。あはははは」

			　ナターシャはゾッとした。その爆弾がつけられたのは、シャーリーであることがすぐにわかったからだ。怒りがこみ上げてくるナターシャは、思いっ切り生首を蹴り上げる。勢いよく壁にぶつかりころころと戻ってくるが、ケタケタと笑うのは変わらない。まるで人形のようだった。

			「あははは、あんなに憎いと思っていた子だからいいじゃない。その子が死んだら……ドカンよ。いい時限式でしょ？　そして、その病気を治すことができるのは……エクリクスだけ。あははは、どう？　最高の未来が見えるでしょ？」

			「狂っていますね……。ガイナスは、エクリクスにいるということですか？」

			「さぁ、どうでしょうね。生きていられたら……行ってみればいいんじゃない？」

			　ニタァッと笑うマリアンジュに、ラズはもう１度スキルを使おうとした瞬間、おぞましいプレッシャーのようなものを感じ取る。

			「これ以上……私のご主人様の作ってくださった体に触らないでくれる。たくっ……カオルとかいう治療師も大したことなかったし……。グランパレスからずっと見張っていたけど、ただ上級回復魔法が使えるだけの奴ね……。不治の病を治したとか……あれは大嘘よ。ありえないわ」

			　ここにいる者たちは皆死ぬから冥土の土産、とばかりにマリアンジュはネタばらしをしていった。

			「それじゃあ、頑張ってね♪　残り少ない時間を」

			　そう口にした瞬間、マリアンジュの体がすべて水になり蒸発していく。ラズは、その得体のしれないマリアンジュの消えた場所を見つめるが、完全に消失してしまった。

			「アルフレッド様……これは最悪の事態です……」

			「ああ、街だけではなく……大陸全土など……突拍子もないことを仕出かしてくれたものだ」

			　２人はそう言って、ナターシャの方を見た。一斉に視線を感じたナターシャは、どうしていいかわからずに、俯(うつむ)いてしまう。

			　シャーリーは現在、薫(かおる)のスキル内にいるのはわかっている。そして、こちら側から開けることはできない。１度、開けようと試したのだ。

			「君の知り合いに爆弾をつけられた子がいると言っていたけど……心当たりは、ありそうだね……」

			　アルフレッドが口にした瞬間、ナターシャはなんとも言えない表情になった。大量の血を流してしまっているシャーリーが、助かるのかわからない。もちろん助かって欲しいと願っているが、もうエクリクスに頼むしかない気がしてくるのだ。

			　だが、そのようなお金を出す資産も時間もない。だから、薫(かおる)を頼るしかないのだ。今は、ただ祈ることしかできない。

			「今は……ステージの下手の幕の後ろに……知り合いの治療師がスキル空間を作ってそこにいます」

			「なっ……！　まだ、この会場内にいるということですか？　いったい何をしているんです！」

			　ラズは、焦りを露わにしてナターシャに詰め寄る。

			「治療……です……」

			「助かりそうなのですか？」

			「脇腹に……鉄の棒が突き刺さって……生きているか死んでいるかわからない状況です」

			　ナターシャの回答に、２人は頭を抱えた。

			　その治療師がシャーリーを助けることができなければ、この古の都ミュージクルは、未知の病で人々が大量に死んでしまうということになる。

			「１度、その場所まで行きましょう。ここで話し合っていても埒が明きませんし」

			　アルフレッドが口を開き、ステージの下手に作られた手術室の前に３人は向かうのであった。

		

	
		
			第十三話　ミュージクルフェスタ　７

			　

			　手術室の中、アラーム音が響き渡る。

			「これは……誰の置き土産や……」

			　奥歯を噛み締め、薫(かおる)は怒りを露わにする。シャーリーの体内に、蛇のような動きをする半透明な生き物がいるのだ。

			　解(かい)析(せき)結果が表示される。

			　

			・名前：バイオヴァリオル（天然痘）

			・詳細：天然痘のウイルスで形成された特殊生物。ガイナスが実験に失敗したことによって生み出された生命体。時限式で、このバイオヴァリオルは宿主の生命力を食べて、宿主が死に至った瞬間、爆発して辺り５キロまで拡散される。第１実験での成果は、中小都市の島で実地して、１ヶ月かからずに都市に住む者たちは死亡した。今は名もない死の島と言われている。治療薬は、エクリクスでのみ生成可能。

			　

			　治療の最先端国家が、なぜこのようなものを作り出して実験をしているのだと薫(かおる)は苛(いら)立(だ)っていた。

			　これは確実に儲けるための自作自演だ。高額な薬に手を出さないといけないのは目に見えている。一般市民は死んでもいいのかと怒りで震える。

			　元の世界でも、天然痘は悪魔の病と恐れられている。感染力が非常に高く、発症すると４割ほどの致死率と言われ、国が滅ぶ原因になったりもした。

			　飛沫感染で感染していき、潜伏期間を経て発症すると40度前後の高熱と頭痛などで３～４日間苦しんだあと解熱し、顔などを中心にやや白い豆粒状の丘(きゆう)疹(しん)が全身に広がっていく。そして、再び高熱に魘(うな)され、体表面だけでなく内臓にまで影響を及ぼし、呼吸困難などを併発して最悪の場合、呼吸不全になり死に至る。

			　元の世界は、完全に撲滅に成功しているが、こっちは違う。免疫などがないのだから、数百万人は簡単にこの病気で亡くなるだろう。

			「狂っとるな……ほんまに……」

			　薫(かおる)は、すぐにこのバイオヴァリオルの駆除に乗り出した。だが、生き物がシャーリーの体内を這いずりまわることにより、ＨＰがどんどん削られていく。アラームが鳴り響き、一旦回復に時間を割かないとならない。体力回復の魔法も併用して、ステータス画面には、麻酔や心拍数などのデータだらけでごちゃごちゃになる。

			「なんや……１人でどうにかするのは難しすぎるやろ……」

			　ひとりごちながらも麻酔を調整し、一瞬の隙を突いて、効き目のある薬がないか調べる。

			　すると、ワクチンが『解(かい)析(せき)』で該当した。

			「直接打ったあとに、魔力を流し込むねぇ……。どれだけ複雑な脳の処理せなアカンのや……」

			　額から汗が流れるが、補助作用が働き、それを拭う。

			　薫(かおる)は半透明で、蛇のように蠢くバイオヴァリオルに『注射・ベクトル１』でワクチンを投与する。

			　そして、すかさず魔力を流しこんだ。すると、のた打ち回るようにして苦しみだした。魔力を注入しつつ、シャーリーに回復魔法をかける。暴れれば、それだけシャーリーがダメージを受ける。慎重に魔力を注ぐと、動きが完全に止まった。

			「これで……終いか……」

			　薫(かおる)はゆっくりとその尻尾(しつぽ)を持ち、シャーリーの体内から取り出す。約50センチの長さで、太さは親指くらいだ。外気に触れた瞬間、みるみる小さくしぼんでいき、丸いはちみつ色の飴玉へと変化した。

			　それを見た薫(かおる)は、どのようにしてシャーリーの体内にこの生物が入ったのかを理解した。喉に効く飴玉だ。おそらく、そう思い込んで食べたのだろう。なんとも非情な感染経路だ。

			　薫(かおる)はもう１度『解(かい)析(せき)』を掛けてから、異常がないかどうかを確認する。すると、異常なしと出たところで、安(あん)堵(ど)の表情を浮かべる。

			「とりあえず、ルミ……約束は守ったで……。お前と同じような流れやったわ……。ほんまに。笑ってまうわ」

			　苦笑いを浮かべて薫(かおる)は器具を外して縫(ほう)合(ごう)していく。

			　そして、薫(かおる)は麻酔を止めてシャーリーの覚(かく)醒(せい)に入った。

			　

			　意識が回復するまでに、薫(かおる)はシャーリーが術後飲む薬の精製をした。

			　この手術室から出たあと今までのように動けなくなる可能性を考えてだ。そのため薬を作り置きして、誰かに頼めばいいかと考えていた。はちみつ色の飴玉を真っ赤な包みに入れて、アイテムボックスに保管する。

			　天然痘のワクチンや予防接種は、牛やうさぎに感染させて、天然痘の強さを格段に弱くしてから人間に投与して、免疫を作ることで２度目の発症をしないようにする。これは、それのサンプルだ。

			　薫(かおる)が薬の精製を終え少しすると、うっすらとだがシャーリーの意識が回復してきた。

			「シャーリー、ちょっと服着替えさせるで？」

			　虚ろな目で薫(かおる)を見てくるが、はっきりと理解はできてないのだろう。

			　血などでベタベタになったドレスを剥ぎ取り、手術着に着せ替えた。

			　そして、ストレッチャーに乗せ運び出す。

			　手術室から薫(かおる)が出ると、そこにはナターシャと老人が２人いた。手術室内のハイテク機器を目にして、なんの部屋なのかさっぱりだといった感じだった。

			「カ、カオルさん、シャーリーは……」

			　ナターシャは、シャーリーの安否を聞いてくる。

			「ああ、無事一命は取り留めたで」

			「よ、よかったぁ……」

			　ナターシャは泣き崩れるように、ストレッチャーで眠るシャーリーに抱きつく。麻酔の効果がまだ残っているため、うっすらとしか反応がない。

			「んで……この２人は、誰や？　服装から……お偉いさんっぽいんやけど」

			「これは失礼しました。私はアルフレッド・フォンス・リューゲストです。このミュージクルの最高責任者です」

			「私は、アルフレッド様に仕えるラズと申します」

			　綺麗な礼に、薫(かおる)もついつい姿勢を正して礼を返し名乗った。

			　そして、手術の結果を伝えると、この街の救世主だと、アルフレッドたちは薫(かおる)を称えた。経緯を知らない薫(かおる)が戸惑った表情を見せると、マリアンジュとのやりとりを教えてくれた。

			「いや、ぶっちゃけ……シャーリー助けようとして、ついでに街救った感じやから……。なんかしっくりこんなぁ」

			　薫(かおる)は頭を掻きながら、どうしたものかと思っていると、アルフレッドがこれを大々的に発表すると言い出した。

			「それは困るわ。こっちは、今ごちゃごちゃしとんねん。やから、そういった目立つのはなしでお願いするわ。何も見んかったことにしてな」

			　アルフレッドは困った表情になった。普通なら、喜んで受けられるはずの答えが、このような感じで返ってきたからだ。

			　どうしたものかと悩みだしたアルフレッドは、この件は保留にして明日知らせると言って薫(かおる)たちと別れた。

			　シャーリーを宿舎へと運ぼうとしたとき、通路からぱたぱたと数人の足音が聞こえてくる。

			「シャーリーは無事なのですか！」

			　１番初めに入ってきたのは、ヴィヴィアンだった。額に汗を流して、心配そうにストレッチャーで眠るシャーリーを見つめる。

			「寝ている……だけですよね？」

			「ああ、夜にはちゃんと目が覚めるわ」

			「よ、よかった……。ナターシャが顔を青くしていたから……てっきり危ないことになっているのかと思っていました」

			　ヴィヴィアンが安(あん)堵(ど)の表情を浮かべていると、続々とメンバーたちも集まってきて、同じことを薫(かおる)に聞くのだ。心配なのはわかるが、１回で済ませて欲しいものだ。

			　最後に、アリシアが到着した。息を切らせて、もうへとへとと言わんばかりだった。

			「皆さん……はぁ、早すぎですよぉ～」

			　フードの耳もへにょりと萎れて、アリシアのバロメーターが危機的状況だと示していた。

			　薫(かおる)は、アリシアの手先を見て、いろいろと走り回ってくれたのだなと、感謝の意を込めて頭を優しく撫でる。アリシアは気持ちよさそうに喉を鳴らし、へにょりとしていた耳がピーンと立ち上がった。

			　ちょっと面白いと思う薫(かおる)は、気が済むまでアリシアの頭を撫でていた。

			　すると、ヴィヴィアンがむくりと立ち上がり、ナターシャの方を向いて眉尻を上げる。

			「ナターシャ……あなたはどこへ行っていたのです！　心配したんですからね！」

			　ヴィヴィアンは相当怒っているようだ。薫(かおる)は手術室に入っていたので、外がどうなっていたかはまったくわからないでいた。

			　そっとナターシャの方を見ると、縮こまってしまっていた。これを見て、何かしらしでかしたのだろうとあたりをつける。

			　すべて白状するまで問いつめられて、最終的に涙目になっていた。普段怒らない人が怒ると怖いのだなと薫(かおる)は思うのだ。

			「さて、そろそろ、シャーリーを部屋に運びたいんやけど、いけるか？」

			　薫(かおる)の一言で、病人であるシャーリーを早く移動しなくてはと、皆があたふたし始める。

			　どうにかこうにか、薫(かおる)たちは宿舎へとシャーリーを運んだ。薫(かおる)はストレッチャーを手術室へと放り込んでから入り口を消しておいた。

			　一度部屋に戻り服を着替えて、アリシアからの報告を受ける。

			　会場での負傷者は、アルフレッドが最初から治療師を配置していたことで、ほとんど問題なく処理することができたらしい。手術に約２時間かかった薫(かおる)が帰ってきたときには、すべての観客の治療が終わっていたのだ。これは、途中からヴィヴィアンたちが率先して怪我の手当てなどに名乗り出たことも相まって、参加者たちもそれに続いたことが効率よく回った要因だと思われる。

			　普通なら、順番抜かしやいちゃもんなどをつける者がいるが、さすがに好きなアーティストの前となれば、皆整列して文句も言わずに従うのだろう。

			「アリシアもよう頑張ったな」

			「はい！　いっぱい患者さんを診て、包帯を巻きましたよ！」

			　ドヤッと胸を張るアリシアに、本当によく頑張ったと褒める。

			　薫(かおる)からそう言われて恥ずかしくなったのか、アリシアはもじもじとし始めるのであった。

			「さて、それじゃあ、シャーリーの部屋に行こうか」

			「はい、私も心配ですから行きます！」

			「それが終わったら、さっさと飯食って寝るか……。そろそろ辛くなってきたわ……」

			「カオル様、無理はしないでくださいね……」

			「ああ、これが終われば少しやけど、回復のために寝るわ」

			　薫(かおる)とそう会話をしていると、くぅ～っと可愛いおなかの虫が鳴く。ポンとアリシアは頬を染め、そっぽを向いた。私ではないですよと言っているかのようだが、今この部屋には薫(かおる)とアリシアしかいない。

			「シャーリーの方が済んだら、適当に食うか？」

			「はい……そうしましょう」

			　薫(かおる)とアリシアは、シャーリーのいる部屋へ向かう。

			　魔力欠乏症が体を蝕むが、アドレナリンのおかげかまだ正気を保っている。限界が近いが、まだ倒れるわけにはいかないと、薫(かおる)はもうひと踏ん張りする。

			　呼び鈴を鳴らして、ドアの前で待つ。

			「あ！　カオルさんでしたか。どうぞ、シャーリーが目を覚ましましたよ」

			「ああ、このくらいで麻酔が切れるやろうなと思っていたからな」

			　薫(かおる)はそう言いながら、シャーリーに近づく。ベッドの上で、寝っ転がったまま布団をかぶっている。まるで薫(かおる)に会うのが恥ずかしいかのようだ。

			「シャーリー、気分はどうや？」

			「……じょうぶ」

			「こら、いつまでへこたれているんです！　たかが裸を見られたくらいで」

			「うわあああん、それ言わないでよぉ～！　ナーシャの意地悪！」

			「はぁ……減るものではないのだから……」

			　ナターシャは額に手を当て、面倒くさそうに溜め息を吐いた。

			　アリシアは少し怖い顔でこちらを見つめているが、気にしないで流す。

			　アリシアの目線が背中にチクチクと刺さるが、アリシアのときもそうだったはずだがと、目線を送ってみるとなぜか恥ずかしそうに目線を逸らされた。

			「治療の邪魔やったんやから、しゃーないやん」

			「そうですよ！　シャーリー！　恥ずかしがっては駄目です！」

			　ヴィヴィアンは、薫(かおる)の言っていることは正しいと人差し指を立てて諭した。だがアリシアが、Ｘ線検査のときヴィヴィアンもあたふたしていたようなとつぶやいたので、アリシアの口をチャックした。余計なことを言うなと笑顔を向けてだ。

			　アリシアは失敗失敗と頭を掻いていたが、本当にわかっているのか怪しいところだ。

			「ちょっと傷口見せてもらってええか？」

			「え……こ、ここで脱ぐんですか？」

			「いや、魔法で傷を消そうと思うんやけど、嫌なら別にええんやけど」

			「うぐう……」

			　なぜ、そんな究極の選択をさせるのだと、じっとりした目線を薫(かおる)に向ける。

			「で？　どないするんや？　するんかせんのんか、はよ決めてくれへんか……。めっちゃ眠いねん」

			「睡眠と天秤に掛けないでください！　わかりましたよ！　消してください」

			　シャーリーは、もうやけくそだとバサッと手術着をたくし上げる。

			　手で胸を隠して目をギュッと瞑(つぶ)り肩を震わせる。薫(かおる)は、縫(ほう)合(ごう)している右脇腹に手を添えて上級回復魔法を執行する。すると、金色の光がシャーリーの縫(ほう)合(ごう)部分を優しく包み込んで、メスを通してない、綺麗な肌へと戻った。

			　その光景を見ていたナターシャが、ふとヴィヴィアンへと目線を向ける。シャーリーはそそくさと手術着を直して、ベッドに潜り込んでしまった。穴があったら入りたいというアレかもしれない。

			「ヴィヴィアン様も傷がありますから……綺麗にしてもらったらどうでしょう」

			「!?」

			　いきなり自身が次のターゲットになったからか、ヴィヴィアンはびくんと体を震わせる。

			「え？　私は大丈夫ですよ。ほら、あれは……そう、この傷は勲章のような……」

			「はい！　ヴィヴィの傷も、消してあげてカオルさん！　私だけじゃ不公平だよ！」

			　バサッと布団から頭だけ出してシャーリーは発言する。

			「ちょ、ちょっと何を言っているんですか、シャーリー！　淑女たるもの、男性の前では……」

			「ヴィヴィって、そんな子だったんだ……。くすん、私にはあんな酷いこと言ったのに、自分が言ったことに対して、そうやって捻じ曲げるんだ……ぐすん」

			「わかりました……。わかりましたから、そのくだりやめてください……」

			　大きな溜め息を吐きながら、ヴィヴィアンは寝間着をたくし上げて、傷を見せる。

			　薫(かおる)はそこに手を触れ、シャーリーと同じように回復魔法を執行して傷を消した。

			「本当に凄いですね……。しっとりと、柔肌に戻ってます」

			「こら、ナターシャ！　何触っているんですか」

			「いえ、確認ですよ、確認」

			　何とも気兼ねのない雰囲気を醸(かも)し出す３人。どうやらちゃんと話ができたようだ。

			　ナターシャの表情はどことなく明るくなっており、普通にシャーリーと会話もできている。

			　薫(かおる)はもう大丈夫だなと思い、そろそろ帰ろうと振り返ると、アリシアは頬を染めながら「私もここに傷が……」とか細い声で主張してきたので、頬をこねて黙らせた。むくれてそっぽを向くアリシアは、そのあとなかなか機嫌を直さなかったのであった。

			　

			　次の日の朝、ミュージクルフェスタの結果発表をすることが決まり、お昼すぎに会場を開けることになった。

			　昼からの開催だったため、薫(かおる)はぎりぎりまで眠りにつき、自身の魔力欠乏症の回復に時間を割いた。その間、アリシアは薫(かおる)の看病をして有意義に過ごすこととなる。

			　そして、お昼に目を覚ました薫(かおる)は、誰が優勝するのやらとアリシアと話をしていると、呼び鈴の鳴る音が聞こえた。アリシアがドアを開けると、そこにはヴィヴィアンとナターシャ、それにシャーリーが立っていた。シャーリーは体力が戻り切っていないようで、ナターシャの肩を借りていた。

			「手術して次の日にあんまり無理はせんで欲しいんやけどな……」

			「だ、だってですよぉ。結果が発表されるのに、ベッドでお留守番なんてできるわけないじゃないですか！」

			　正論を言ったと胸を張ったシャーリーのおでこを、３回小突いた。このアホの子がと……。

			　涙目になりながら患者に暴力反対と抗議を受けたが、それは流させてもらった。都合のいいときだけ患者は許されない。

			「それで、今日はどないしたんや？　勢ぞろいで」

			「その……私たちの喉の病気って……大丈夫なんですかね？」

			　シャーリーが口を開いて、ヴィヴィアンもそれに頷く。同じことを聞きたかったようだ。

			　薫(かおる)は、このフェスタが終わったら、喉を休ませるようにと忠告した。そして、３人一緒にどこかで療養するのがいいかもしれないと、提案する。

			「３人で療養……いいかも♪」

			「ええ、今までずっと歌ばかりでしたから……少しゆっくりとするのが、いいかもしれませんね」

			「今までの溝を埋めることもできそうですし。あと、あまり羽目を外さないようにしなさいよ、特にシャーリー」

			「えへへ、わかってるよ。ヴィヴィとナーシャと一緒の旅っていいね♪　すっごく楽しそう。私行ってみたいところ、あるんだよねぇ～」

			　薫(かおる)の提案に３人は乗り、和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)と楽しそうにしている。

			　シャーリーは温泉の街ニーグリルに行きたいと駄々をこねて、ナターシャのお怒りをくらっていた。久しぶりだとへらへらと笑っていたが、本当に嬉しいのだろう。心の底からの笑顔に見えた。そして、それはヴィヴィアンとナターシャも同じだ。

			　薫(かおる)とアリシアは、そんな３人を見てくすりと笑い合うのだった。

			　それから皆で、お昼を食べてからフェスタの会場へと向かう。薫(かおる)は、アルフレッドのところへ１つ届け物をしてから、地下通路を通じて会場に入った。

			　昨日の今日で、ステージの修復がすべて終わっていることに薫(かおる)は驚いた。あの事故が起こる前とほとんど変わらない。

			　そして13時ジャストに、ミュージクルフェスタの結果発表会が始まった。

			　楽器部門４人と歌部門４人での結果発表だ。マリアンジュが消えたせいで、１つ穴が空く形になった。歌部門で、マリアンジュが伴奏をしていたラムは、棄権という形になった。ラム本人は、歌のレベルでシャーリーとヴィヴィアンに勝てることはないと思っていたらしく、今回はそれでいいとアルフレッドに直接言いに行ったという。

			　それを紅白コンビのミルルとルミルが、可愛いポーズを決めながら説明をした。昨日、結果発表ができなかったことから、会場には結果が知りたくてモヤモヤしたファンたちが詰めかけていた。

			「ではぁ～４年ぶりのミュージクルフェスタの楽器部門からの発表だよぉ～♪」

			「選ばれなかったとしても、この決勝まで残れたことが誇りのようなものだから、しょぼくれないでねぇ～！」

			　観客の皆は、誰が選ばれるのかドキドキしながら見守る。

			　薫(かおる)とアリシアもまた、ステージ端でその結果を見守っていた。アリシアはナターシャを応援しているようだ。祈りを捧げながら結果を待っている。

			「それではぁあああ、楽器部門の結果発表です！　今回の優勝者はぁあああああああ」

			　ドコドコドコと煽るように太鼓の音が響き渡る。

			　そして、ドンッと一際よい音が鳴ったあとに声を揃えて言葉を紡ぐ。

			「「竪琴奏者のナターシャ・オズワールドさんです！」」

			　その瞬間、会場から溢れんばかりの拍手が送られる。ナターシャは、ポカーンとした表情で、ディスプレイに映る自身の顔を眺める。

			「え？　私ですか？　ほんとに？　え？」

			　信じられないといった感じで、その場で涙をポロポロと流す。

			　決勝は、迷いを抱えたままでの演奏だったため、その感情がマイナスに働いたのではないかと思っていたのだ。だが、それでも優勝に輝けたことに嬉しさがこみ上げて笑顔で涙を流す。

			　会場から惜しみない拍手が送られるなか、ナターシャはアルフレッドからミュージクル伝統のトロフィーを渡される。それを受け取り、高らかに掲げた。

			　他の演奏者もまたナターシャに拍手を送りながら、涙を流していた。次回は絶対にあの場所に自分が立つと胸に秘めながら。

			「ではでは～！　続いて歌部門ですぅ～♪」

			「白熱のバトルを繰り広げた素晴らしい歌声でした。今年の歌姫に選ばれるのは、果たして誰なのでしょうか！」

			　ドコドコドコとまた太鼓の音が鳴り始める。そして、ドンッと一際大きな音が鳴ってから、紅白コンビは口を開いた。

			「「今年の歌姫は……ヴィヴィアン・ゼタ・オールビズさん……」」

			　その瞬間、ヴィヴィアンは口元を押さえて嬉しそうに笑った。しかし瞬きする度に、ぽろぽろと涙が溢れてしまう。それに釣られたのか、水の精霊たちが集まりだした。

			　会場からも歓声が飛び交う。シャーリーは、優勝したヴィヴィアンと抱き合って、おめでとうと言った。その映像が、ディスプレイに映しだされて、もらい泣きする者もいる。

			　惜しみない拍手が送られるなか、紅白コンビがニマニマとしていることに薫(かおる)は気がついた。何かもう１つあるのだろうなと口元を吊り上げる。

			　アリシアは、ヴィヴィアンが優勝して、シャーリーが優勝できなくて、喜んでいいのかいけないのか、複雑な気持ちで拍手を送っていた。どちらとも知り合いだから仕方がない。

			　そして、薫(かおる)たちの後ろには、ルドマリーたちが本気で泣いているのだ。あんなに練習したのにぃ～っと、３人で抱き合いながら。

			「ちょっとちょっとぉ～♪　まだ優勝者の発表は終わってないよぉ～♪」

			「そうですよぉ～！　皆さん、私たちはヴィヴィアンさんです！　って言っていませんよぉ～？」

			　あざといポーズを決めて、会場を大いに煽る。そして次の瞬間、

			「「ではもう１度、今年の歌姫は、ヴィヴィアン・ゼタ・オールビズさんとシャーリー・オルコットさんです！」」

			「今年は２人の歌姫だよぉ～♪」

			「私たち紅白コンビと一緒だよぉ～♪」

			　その結果を聞いた瞬間、大歓声が巻き起こる。ディスプレイに呆けたシャーリーの顔が大きく映ると、薫(かおる)は吹き出した。笑ってはいけないのだろうが、アリシアもこれは耐え切れないと肩を震わした。悪意のあるアングルを不意打ちするのはやめていただきたいものだ。

			　そして、後ろにいるルドマリーたちは、どんちゃん騒ぎで今にもシャーリーの下へと行って、胴上げでもしたい気分になっていた。

			「はい！　夢じゃないですよぉ～♪」

			「うふふ、私たちのときも、こんな感じでだまし討ちにあったんですよ！　あのドキドキをあなたたちにも味わっていただこうと、そう思ったので企画しましたぁ～♪」

			　してやったりな、ちょっと小悪魔なポーズを決める紅白コンビは、客席からよい演出だと褒められ、頬を真っ赤にさせて２人とも頭を掻くのである。

			「シャーリー、やったわ。私たち揃って優勝よ」

			「嘘じゃないよね？」

			「本当よ」

			「ほっぺたつねってみて……」

			「ほら、痛いでしょ？」

			　ヴィヴィアンは、シャーリーの頬をクイッとつねる。

			「ど、どうしよう!?　痛くないよ、ヴィヴィ!!」

			　シャーリーの大ボケに、ナターシャが溜め息混じりにチョップを脳天にガツンと振り下ろすと、シャーリーは、「夢じゃない！　やったぁ～♪」と、ナターシャも巻き込んでヴィヴィアンに抱きついた。

			「凄いよ！　私たち優勝だって」

			「今年の歌姫ですって、私たちがまさかここに選ばれるなんて夢みたいね」

			「夢じゃないですよ。４年ぶりのミュージクルフェスタの優勝者に、私たちが選ばれたんですよ！」

			　３人が笑顔で抱き合う映像を観客の皆は目に焼き付けるのであった。
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			　その後は、トロフィーの授与が行われ、アルフレッドの伴奏で、今年の歌姫に選ばれたシャーリーとヴィヴィアンが揃って熱唱した。ミカ・フォンス・リューゲストが最も愛していた曲でもあり、シャーリーとヴィヴィアンが歌手になろうと思ったきっかけの歌だ。

			　さらに、紅白コンビとナターシャのコラボもあり、会場は大いに盛り上がるのだった。

			　

			　そして次の日、ミュージクルを出発する日だ。

			「途中まで、一緒に行きましょうね。カオルさん♪」

			「私たちと一緒だと、子守唄のように歌をうたってあげますよ。あと、契約の更新なんてどうですか？　私の専属の治療師として来ませんか？」

			「そうですね、ヴィヴィアン様に仕えれば、何不自由なく暮らせますよ」

			「何なんやこれ……悪徳商法か？」

			「わ、わかりません……。でも、敵が増えたのは確かです！」

			　何やら、アリシアの闘志が燃えているように見えるが、頬をこねてすぐに鎮火させる。

			「契約はせんけど、途中までは治療やら何やらはしたるわ」

			「じゃあ、魔法の飴玉くださ……」

			「却下……」

			　シャーリーが言い切る前に、薫(かおる)は言葉を被せる。

			「どうしてですか！　意地悪反対です！」

			「ねぇ、シャーリー、魔法の飴玉ってなんですか？」

			　ちょっと興味がありますと、ヴィヴィアンは話に入る。

			「ふっふっふ、それはですねぇ……ヴィヴィ。喉がイガイガしたときに舐めると、一瞬にしてそのイガイガが取れてしまうんです！　魔法と言わずして、何と言いましょうか！」

			　シャーリーが力説すると、ヴィヴィアンは、それは興味深いと獲物を狙うような目で薫(かおる)を見る。

			「アリシア、俺は順路を変えるべきやと思う……」

			「あ、私も賛成です！　ここは狼の巣ですから、こっち回りに変えましょう！」

			　アリシアはパパッと地図を開いて、早口で薫(かおる)に提案する。息の合ったコンビネーションに、シャーリーたちは簡単に諦めた。多分、冗談半分だったのだろう。

			「そういえばカオルさん、花の都ブルグに行く分かれ道までですよね？　一緒なのは」

			「ああ、ここから５日間のところやな」

			「じゃあ、それまでよろしくお願いしますね」

			「了解」

			「私もよろしくお願いしますね♪」

			「はいはい……」

			　なんとも言えないプレッシャーを感じる薫(かおる)は、溜め息混じりに南を目指した。

			　

			　そして、５日後の別れの日に、最終検査をしてから２人とも問題なしの判断を下した。餞別でシャーリーには喉の薬と魔法の飴玉をプレゼントし、ヴィヴィアンにも同じものと、病気などでどうしようもないときの延命として時の丸薬を渡した。本当にもらってもよいのかと聞かれたが、二つ返事で了承する。

			　ヴィヴィアンなら、変な使い方はしないだろうと思ったからだ。

			　その後、感激のあまり契約強制更新させられそうになったため、薫(かおる)は大急ぎで馬車を走らせたのは言うまでもない。

			　ヴィヴィアンたちは、ここから東へと進み温泉の街ニーグリルへと向かうらしい。心も体もリフレッシュするためと、溝の開いた関係を埋めるためだ。

			　また会うことがあれば、そのときはもっと上手くなった歌を聞かせてくれると約束した。

			　

			　シャーリーたちと別れてから少し経った街道沿い。

			「カオル様、体は大丈夫ですか？」

			「ああ、睡眠を取れてる分、早く回復しそうやな」

			「えへへ、よかったです」

			　久々に２人っきりでの移動になり、アリシアは御者台で薫(かおる)に寄り掛かる。

			　ほんわりと、気持ちのいい日差しに２人はリラックスした表情で移動する。

			　アリシアは、薫(かおる)がかっこよく回復魔法で治療している真似をするように手を翳(かざ)して、治療師になったときのイメージトレーニングをしてみる。時間も大量にあるため、ちょっとふざけてみたのだ。

			「えへへ、どんな怪我でも治してしまいますよ！」

			「あはは、アリシア先生やな」

			「いきますよぉ～、回復魔法！　キュアルゥ～」

			　そう言って、唱えるとアリシアの体からほんのりと金色の光が放たれた。

			「!?」

			「ん？　なんや今の？」

			「カ、カオル様!!　い、今なにかわかった気がします！」

			　アリシアは、ふざけた感じではなく本当に覚(かく)醒(せい)したようだった。

			「こ、これは凄いです！」

			「おお、やったな、アリシア」

			「はい♪」

			「それじゃあ、もういっぺんやってみようや」

			　薫(かおる)の言葉に、意気揚々と先ほどの感覚を呼び覚ますように唱えるが、

			「あ、あれ？」

			「ん？　どうしたんや？」

			「ま、舞い上がって先ほどの感覚が……わからなくなってしまいました……」

			　今にもマジ泣きしそうなアリシアに、薫(かおる)は一度感覚を掴んだのだから大丈夫と優しく宥める。

			　それからアリシアは何度も挑戦するが、先ほどの感覚が掴めずにＭＰを消費してぐったりとしてしまう。

			　アリシアの覚(かく)醒(せい)にはもう少し掛かりそうだと、薫(かおる)は苦笑いを浮かべる。

			　焦らず、ゆっくりでいいと。

			　だが、アリシアは頭を抱えて悶えるのであった。

			　

			　薫(かおる)が去ったあとのミュージクル。

			　アルフレッドは、薫(かおる)からもらった飴玉を手にして微(ほほ)笑(え)んでいた。

			「まさか……マリアンジュが使おうとした病気の予防薬を渡されるとは思わなかったね……」

			「効くかどうかはわかりませんが……」

			「それは騙(だま)されたと思って食べてみればいいさ。ミュージクルフェスタの結果発表の日に、飴玉を10万個以上持ってくるアホはいないだろうからね。それも、無料だと言うじゃないか。結局、入場者全員と街の者たちに配ってしまったから、50個しか残らなかったけどね。ふふふふ」

			　苦笑いを浮かべるラズに、アルフレッドはくすくすと笑うのだ。

			　この飴の効果は免疫を付けることで、１度罹(かか)ると２度目は罹(かか)らないという特徴があるという。

			「ミカがいたら、興味を持ちそうな人だね。カオルという青年は。それに、この飴があれば……ミカは死ななかったかもしれないから……もっと早く会いたかったよ」

			「そればっかりは、何とも言えませんよ。アルフレッド様」

			「わかっているよ。さて、来年のフェスタを開催できるようにいろいろと工作しようじゃないか。ミカと撒いた種は、私とミカの子供みたいなものだからね。皆に認められ、羽ばたいていけるように、ほんの少し後押しをしてあげないとね」

			　そう言って、書斎の椅子に深くもたれかかり不敵な笑みを浮かべるアルフレッドなのであった。

			　

			　深い森の中にある洞窟。

			　湿気が多く、人が住むには適さない場所の奥深くに、白い霧が漂う。

			「ああ、せっかくご主人様からいただいた体がこんな醜い姿に……。でも、１ヶ月もすれば元に戻れるのだから、文句は言えませんね。ああ、でも早くご主人様に愛されたあの体に戻りたいわ。でも、その前にあの生命体が大陸で猛威を振るうから、人が住めなくなっているでしょうね。私には関係ないけど♪」

			　白い霧状の塊(かたまり)が、ゆらゆらとまるでダンスを踊っているかのように揺れる。

			「今回の標的は微妙ね……。無能の駒ほどイライラするものはないわね。はぁ～、定期連絡ができないから、こうなっているとすぐにわかってもらえるでしょう。少しの間、私は甘い夢の中で、私だけを愛してくれるご主人様と暮らすとするわ。愛しのガイナス様。十賢人で、最も優れた私の創造主様♪　私だけを見て、そして愛してください♪」

			　ゆらりと揺れる白い霧状の塊(かたまり)は、その空間のすべての生き物を霧で包み込んで取り込んでいく。まるで、ブラックホールなのではないかと思わせる。

			　そして、ケタケタと気味の悪い笑い声を上げるのであった。

		

	
		
			番外編　アリシアの手当て練習

			　

			　椅子にちょこんと座ったアリシアは、薫(かおる)からもらった応急処置の本を見つめつつ、頬が緩む。

			　何の予備知識もないアリシアにとっては、最高の指南書である。

			　ページをめくると、ピンクラビィのマスコットキャラが、注意点を教えてくれる。

			「あぁ～、可愛いです……」

			　ポツリと漏れたその言葉に、隣にいる薫(かおる)は苦笑いを浮かべる。

			「では、まずはこれから練習します！」

			　包帯をアイテムボックスから取り出したアリシアは、薫(かおる)が書いた図の通りに持つ。力をいれないようにして、怪我をした腕に見立てた棒にコロコロと巻いていく。間違いがないか、薫(かおる)は横目で確認する。

			　その視線に気がついたのか、アリシアは時折薫(かおる)の方を振り返る。しかし、薫(かおる)はその都度目線を逸らすため、アリシアと目線が合うことはない。ずっと本を読んでいるふりをしているのだ。

			「……よし、これで……いいですね」

			　アリシアは、包帯止めで固定した。それを薫(かおる)のところまで持っていき、出来栄えを見てもらう。

			「ど、どうでしょうか？」

			　恐る恐る聞くアリシアは、ちょっと緊張気味だった。

			　薫(かおる)は締めすぎてないかなどのチェックを終えた。

			「まぁ、最初ならこれくらいでええわ」

			　その言葉に、アリシアの強張った顔が一気に緩んだ。今にも踊りだしそうな感じだったので、薫(かおる)はそれを制するように注意点を上げていく。

			　それは、アリシアにとって呪文のように長かった。

			　目を点にして、お口が×マークになったまま硬直するアリシアに、薫(かおる)は吹き出しそうになるのを抑える。

			　お手本として、薫(かおる)はササッと包帯を巻いてみせた。

			　手早く、必要な限り引っ張らないで、転がすように巻く。手首ならそれでいいが、指先の間を通したりする際は、必要に応じて伸ばす場合もある。今、手本として見せたのは同じ場所に重ねるように巻く環(かん)行(こう)帯(たい)だ。

			「練習あるのみやからな」

			「……はい」

			　アリシアのうさちゃんフードの耳は、ぐしゅんと萎れてしまい元気がない。簡単にマスターできることではないので、こればっかりは仕方がない。

			「そうやなぁ、棒だと本物みたいにはいかんからな、俺の手首に巻いてみ。失敗してもええから、ちゃんと巻けるようにならんとな」

			「!?」

			　アリシアは、薫(かおる)の手と顔を交互に見ながら頬を赤らめる。

			　なぜかごくりと生唾を飲み込む音が聞こえたような気がしたが、気のせいだろう。

			　アリシアは、ゆっくりと薫(かおる)の手首を持つ。

			「い、いきます！」

			　ぷるぷると震えながら、包帯を親指で押さえ、斜めにしてから巻き始め、同じ場所に重ねていく。飛び出た部分を折り曲げてからその上にまた重なるようにする。

			「う～ん、ちょっと力入っとるなぁ」

			「はぅ……失敗ですね……」

			　どんどんうさ耳フードの耳が萎れるアリシアの頭を撫でながら、薫(かおる)は優しくつぶやく。

			「何度でも失敗してええから、合格点まで頑張ろうな」

			「はい……」

			　それから何度も同じことを繰り返すうちにコツが掴めてきたのか、綺麗に巻けるようになってきた。

			　アリシアは、薫(かおる)の指摘にちゃんと応え、２度目からは同じ失敗をしないように心がけていた。

			　そして、もう十分かなと薫(かおる)が声を掛けると、アリシアからの反応がない。

			　何度も注意点を呪文のようにつぶやきながら、お目々がぐるぐると回っていたのだ。

			　俯(うつむ)いていたため、薫(かおる)はそれに気がつかなかった。

			「お、おい？　アリシア？　大丈夫じゃ……ないな。これはアカン……完全に意識がここにあらへん」

			「引っ張らない……ころころ転がすだけ……カオル様の手はすべすべ……はぅ……ピンクラビィちゃんは……かわいい」

			　そのように言いながら、アリシアは包帯を巻くのをやめないのである。薫(かおる)は、アリシアの手をほどいて両頬に手を添える。

			　アリシアは、ぽけぇ～っとした表情のまま薫(かおる)を見つめている。

			　少し左右に振ってみると、ようやくこちらに意識が帰ってきたのか、ぼふんっと顔がりんごのように真っ赤になった。

			「よし、戻ったな」

			「カ、カオルしゃま!?　ち、近いです！　もの凄く……はぅ……」

			　わたわたと手を上下に動かすアリシア。

			　そのまま臨界点に達したのか、こてんと気絶した。

			　いきなりの展開に、椅子から転げ落ちそうなアリシアを薫(かおる)は慌てて抱きかかえる。

			　そして、アリシアの表情を確認すると。

			「これは……大丈夫やからええか。それに、ちゃんと包帯も巻けるようになったしな」

			　不器用で、１つのことに集中すると周りが見えなくなるという欠点も発見できた。アリシアは、本当に今できることを全力で取り組んでいる。それが薫(かおる)にはひしひしと伝わってきた。

			　今はまだ魔法が使えないけど、それでも精一杯の努力を惜しまないアリシアを、薫(かおる)は全力でサポートしてあげようと思うのだ。

			　そんなアリシアの頭を撫でながら、薫(かおる)は「ご苦労様」と言うのであった。

		

	
		
			あとがき

			　

			　はい、『天才外科医が異世界で闇医者を始めました。』③を手にとっていただき本当にありがとうございます。

			　かれこれ３巻目ですねぇ……。早いものです。

			　そして、初のあとがきですよ!!

			　書いてみたいとは思っていたのですが、あとがきというものをどうもらっていいのかわからなかったといったらいいでしょうか……。

			　編集さんにドキドキしながら聞いたところ、簡単にＯＫがもらえたので書かせていただきます！

			（あれ？　あとがきってこんな感じでもらえるんだと思ったのは内緒です。）

			　まず、この３巻は完全書き下ろしでやらせていただきました。書籍化したら、この部分はずっと書きたかったと思っていましたので、夢が叶いました。
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			　それに、素敵なイラストを描いてくださったイラストレーターのゆらんさん。

			　本当に頭が上がりません。

			　魅力的なキャラクターに、私は毎回ノックアウトされています。（汗）

			　そして、この作品に携わってくださった関係者の皆様、本当にありがとうございます。

			　一冊の本が出来るまでに、いろんな方たちが関わっているのだと小説を出させていただいてわかりました。

			　最後に、この作品を読んでくださった方がほんの少しでも楽しんでいただけたらと思っております。

			　ここまで読んでいただき本当にありがとうございます。
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